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序

本調査報告書は石川市字伊波古我地原所在の古我地原貝塚発掘調査の成果を記録したもので

あります。

さて、沖縄の復帰記念事業として開催された沖縄国際海洋博覧会に関連して、日本道路公団

により石川～許田間に自動車道が開設されたのは周知の通りであります。その後、石川～那覇

間の延長叶画が策定されたのでありますが、同公団と当委員会との間では早い時期から、当該

区間の文化財の取り扱いに関する照会、協議、調整に取り組んでまいりました。

当委員会としましても独自に分布調査事業を実施し、埋蔵文化財の適切な保存に配慮してき

たところであります。

最終的に確定した予定路線内における埋蔵文化財は 7件で、このうち 6件については現状保

存かきわめて困難であるということで、やむをえず記録保存の措置をとることとなった次第で

あります。当遺跡はそのひとつであります。

発掘調査についてはその経費を同公団が負担し、沖縄県がこれを受託して当委員会が担当す

るということで協議が成立し、昭和57年度から実施してまいりました。この間、日本道路公団

沖縄建設所の文化財に対する御理解と御協力をいただき、円滑に発掘調査が推進できたことを

喜びとするものであります。

発掘調査の結果、当遺跡から原始時代の土器、石器、骨器、貝器、料糧残倖（貝殻・動物骨）

などの埋蔵文化財が豊富に出土しました。これらを記録した本報告書は、沖縄の原始時代の生

活と社会の様相を知る資料として、大いに役立つものと確信するものであります。

本書が文化財についての知識の普及ならびに文化財愛護思想の高揚、さらには歴史学習教材

および学術研究などの資料として、今後各方面に活用されることを期待するものであります。

昭和62年12月25日

沖縄県教育委員会

教育長池田光男



例ロ

1. 本報告書は昭和58、59年度に実施した、石川市古我地原貝塚緊急発掘調査の成果をまと

めたもので、本文編、図版編からなる。

2. 調査は、 「沖縄自動車道建設工事」に伴うもので、日本道路公団沖縄建設事務所の委託

を受けて、沖縄県教育委員会が実施した。

3. 発掘調査及び資料整理にあたっては、下記の方々の指導、助言をいただいた。記して謝

意を表する次第である。

高宮廣衛（沖縄国際大学学長）、河口貞徳（鹿児島県考古学会会長）、長野真一（鹿児島

県文化課）、知念勇（沖縄県立博物館）大城逸朗（県立教育センター）、日越国昭（沖縄

県立博物館）、宮城康一（琉球大学理学部生物学科講師）、松井章（奈良国立文化財研究

所）、石川市教育委員会。

4. 獣骨、石質、貝類の同定は、下記の方々による。記して謝意を表する次第である。

。獣骨・骨製品一金子浩昌（早稲田大学考古学研究室）

。人骨ー内籐芳篤（長崎大学人類学教室）

。石質一神谷厚昭（南風原高校）

。貝類り』製品一黒住耐二（沖縄生物学会）

。植生ー島袋守成、仲田栄二

5. 本書に使用した航空写真は国土地理院発行のものを使用した。

6. 本報告書の執筆は、次の通りである。なお、編集は島袋があたった。

第 1 章。第 1 節、第 2 節・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•安里 嗣淳

第 3 章、第 4 章、第 5 章。第 2 節、第 6 章。第 1 節、第 7 章………………•…••島袋 洋

第 2章・第 2節・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・座間床政光

第 5章。第 1節・ 1、第 6章。第 3節、第 4節、第 5節・・・・・・..……•• ……... ● ● ●●  •島袋 春美

第 5章。第 1節.2、第 6章。第 1節・・・・・・・・ 0 ● ● ...........................................  島 弘

第 6章・第 2節...................● ...  ● ● ● 0 ● ................  ● ● .....  ● ● .....  ● ● .....................  ・・・岸本 義彦

第 6章 c 第 6節 1........... ● ● ● ...  奮........................................● ..  ● ................  ● ゜゚花城 潤子

第 6章・第 6節 2、 3 ............................. ● .......  ● ● . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  ヽ o・・・・・黒住 耐二

第 6章。第 7節・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・................................● ...........  ● O ● ...........  金子 浩昌

第 6 章。第 8 節・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•大田 宏好

7. 資料整理は下記のメンバーでおこなった。

洗浄 e 注記。分類瑞慶覧尚美、平良利江、中村洋子、大嶺みな子、大城勝江、伊集恵

子、下地洋子、田中寿賀子、赤嶺京美、大城千夏、大城直子、大浜



正子、城間光子、高良末子、玉城貴美枝、当真須賀子、友寄秀子、

仲里かおり、野村由起子、松田清美。

実測。トレース 渡慶次純子、高良三千代、上地千賀子、大城秀子、大城ますみ、松

川朝子、池原直美、大城聖子、比嘉優子、城間千栄子。

真撮影 座間味政光、烏袋洋、岸本義彦、金城亀信、大田宏好、島袋春美。

8. 本書の層序、及び平面図の凡例は次の通りである。

旦 岩盤，石炭岩

ー一ー地山（マーシ）

□ --~V]a 層
--VII a層

□ --VTib層

ゞい・:・.1 転石

｀ 
筐—炭

ー一粘土

□→少利面

□―石材片

~---―焼土

Ll-・ —骨

g. 調査で得られた遺物はすべて沖縄県教育庁文化課資料室に保管してある。
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94ライン北壁、下ーいライン東壁）

図版46 21地区ハ東区層序（上ー91ライン南

壁、下ー95ライン南壁）

図版47 21地区ハ東区第VII層(」:―露出状況、

下ーウミニナの集中と焼土）

図版48 21地区ハ東区(E-~95東璧の第VlI層）

図版49 21地区ハ（上―-F-95の大型貝の

露出状況、下一ーき ---94第Vl層面の

状況）

図版50 水洗い風景

図版51 上一植生の調査、下一見学風景

図版52 22地区イ遺物の出土状況ー第 1号

(1、 2)第 2号 (3、4、5)第

3号 (6、7、8)

図版53 22地区口遺物の出土状況 ・土器 (1

,_, 4)、石製品 (5)、石器 (6)、

チャート (7)

図版54 21地区遺物の出土状況ーヤス状製品

(l)、サメ歯製品 (2) 、石器

O~l'i)チャート石核 (6)

図版55 21地区ハ遺物のill土状況一面縄東洞

式(1、2、5、6)、嘉徳 I式(1)、

嘉徳II式(3)底部 (7、8)



図版56 21地区ハ遺物の出土状況寸面縄前庭 図版80 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式 a

式、仲泊式 図版81 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式b

図版57 21地区ハ遺物の出::L状況ー壺形土器 図版82 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式 C

(1)、骨製品 (2、3、4、5)、 図版83 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式d

犬骨 (6)、シュゴン (7)、チャー 図版84 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式 e

トとクジラ (g) 図版85 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式e

図版58 22地区イ遺構外 (1~ 3)及び第 2 (117)、h(118)、その他B(119) 

号遺構 (4~17)出土の土器 図版86 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式 C

図版59 22地区イ第 2号。第 3号遺構出土土 (121)、e(120、122、123)

器 図版87 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式e

図版60 22地区イ第 3号遺構出土土器 (124)、底部 (125)

図版61 22地区口遺構外出土土器（第 1群） 図版88 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式b

図版62 22地区口遺構外出土土器（第 1群） (128)、e(126、127、129)

図版63 22地区口遺構外出士土器（第 2群） 図版89 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式 f

図版64 22地区口遺構外出土土器（第 2群） 図版90 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式g

図版65 22地区口遺構外出土士器（第 2群） 図版91 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式h

図版66 22地区口遺構外出土士器（第 2群） 図版92 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式：特殊

図版67 22地区口遺構外出土土器（底部） 図版93 21地区ハ（第 1群）仲泊A式

図版68 22地区口遺構外出土土器（底部） 図版94 21地区ハ（第 1群）仲泊B式

図版69 22地区口第 4号遺構出士士器 図版95 21地区ハ（第 1群）その他A

図版70 22地区口第 5号遺構出土土器 図版96 21地区ハ（第 1群）その他B

図版71 22地区口第 6号遺構出士土器 図版97 21地区ハ（第 1群）その他A (247、

図版72 21地区イ第 1群 (1~ 9)第 2群 248)その他B(249~252) 

(10。11) 図版98 21地区ハ（第 1群）底部資料

図版73 21地区イ第 2群 (12~19)その他 図版99 2]地区ハ（第 2群）面縄東洞式

(20)底部 (21~28) 図版10021地区ハ（第 2群）面縄東洞式

図版74 21地区口（第 1群） 図版10121地区ハ（第 2群）面縄東洞式

図版75 21地区口第 2群 (16~30)、その他 図版10221地区ハ（第 2群）面縄東洞式

(31、32)底部 (33~39) 図版10321地区ハ（第 2群）面縄東洞式

図版76 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式 図版10421地区ハ（第 2群）面縄東洞式

形 (1~ 5)、その他資料 (6) 図版10521地区ハ（第 2群）面縄東洞式

図版77 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式一壺形 図版10621地区ハ（第 2群）面縄東洞式

図版78 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式一壺形 図版10721地区ハ（第 2群）嘉徳 I式

図版79 21地区ハ（第 1群）面縄前庭式一壺形 図版10821地区ハ（第 2群）嘉徳 I式



図版10921地区ハ（第 2群）嘉徳 I式

図版11021地区ハ（第 2群）嘉徳 I式

図版11121地区ハ（第 2群）嘉徳 I式

図版11221地区ハ（第 2群）嘉徳 I式

図版11321地区ハ（第 2群）嘉徳 I式

図版11421地区ハ（第 2群）嘉徳 I式

図版11521地区ハ（第 2群）嘉徳rr式

図版11621地区ハ（第 2群）嘉徳rr式

図版11721地区ハ（第 2群）嘉徳rr式

図版11821地区ハ（第 2群）神野E式、

伊波式

図版11921地区ハ（第 2群）神野E式、

伊波式

図版12021地区ハ（第 2群）無文の資料

図版12121地区ハ（第 2群）無文の資料

図版12221地区ハ（第 2群）無文の貨料

図版12321地区ハ（第 2群）底部

図版12421地区ハ（第 2群）底部

図版12521地区 その他の資料

図版126石斧 (1)

図版127石斧 (2)

図版128石斧 (3)

図版129石斧 (4)

図版130石斧 (5)

図版131石斧 (6)

図版132石斧 (7)、ノミ状工具

図版133敲打器 (1)

図版134敲打器 (2)

図版135敲打器 (3)

図版136敲打器 (4)

図版137敲打器 (5)

図版138敲打器 (6)

図版139敲打器 (7)

図版140敲打器 (8)

図版141敲打器 (9)

図版142敲打器 (10)

図版143敲打器 (11)

図版144敲打器 (12)

図版145敲打器 (13)

図版146敲打器 (14)

図版147敲打器 (15)

図版148敲打器 (16)

図版149敲打器 (17)

図版150敲打器 (18)

図版151すり石 (1)

図版152すり石 (2)

図版153石皿

図版154砥石 (l)

図版155砥石 (2) ・器台状石器

固版156チャート製石器、石核

図版157貝刃、螺謡製貝斧

図版158ホラガイ有孔製品

図版159スイジガイ製品、貝匙、二枚貝有孔

製品

図版160貝輪、その他

図版161貝製小玉 (1)

図版162貝製小玉 (2)

図版163貝製小玉 (3)

図版164貝製小玉 (4)

図版165貝製小玉 (5)

図版166イモガイ、ノシガイ、トミガイ、タ

カラガイ有孔製品

図版167タカラガイ、イモガイ札状製品

図版168骨針、骨錐

図版169ヤス状刺突具、ヘラ状製品、ナイフ

状製品

図版170骨輪

図版171イノシシ牙加工品



図版172垂飾品（サメ、イルカ、イノシシ）、

サメ脊椎

図版173かんざし、ジュゴン製品、シカ製品

図版174ジュゴン棒状製品、ジュゴン不明、

その他

図版175クジラ製品

図版176石製品

図版177炭化物

図版178貝類

図版179貝類

図版180貝類

図版181魚類

図版182上ーカエル、リクガメ、トリ、下一

ウミガメ

図版183上ージュゴン、クジラ、下ーコウモ

リ、イルカ、ネズミ

図版184上ーイヌ、下ーイノシシ (1)

図版185上ーイノシシ (2)、下ーネコ、ウ

シ、ヒト

図版186クジラ

図版187近世遺物 (1)

図版188近世遺物 (2)

図版189発掘参加者





第 1章 調査に至る経緯

第 1節調査に至る経緯

沖縄の日本復帰記念事業のひとつ、沖縄国際海洋博覧会が1975年に沖縄本島北部の本部（も

とぶ）において開催された。

このとき中南部からの観客輸送対策として、日本道路公団によって沖縄自動車道が石川～名

護間に開通した。その後、石川一那覇間の路線延長が計画され、いくつかの路線案が出された

が、その中から石川市伊波～沖縄市～北中城村～宜野湾市～中城村~i甫添市～西原町～那覇市

首里間の本島脊梁部を通過する設計案が採択された。
11:l 

日本道路公団沖縄建設所は、当該地域に関する独自の環境アセスメントを作成すると共に沖

縄県教育委員会（教育庁文化課）に対して文化財についての照会を求めてきた。そこで当教育

委員会は、文化庁と日本道路公団との「日本道路公団の建設事業等工事施工に伴う埋蔵文化財

包蔵地の取扱いに関する覚書」 （昭和42年 9月30日）の 3に基づいて事前の分布調査を実施し、

;[2 

その報告書を昭和57年3月に刊行した。

この分布調査の結果、当該計画線内には古我地原貝塚（石川市）、知花遺跡、竹下遺跡（沖

縄市）、ヒニクスク（北中城村）、石嶺坂石敷道（中城村）、イシグスク（西原町）、」平山遺

跡（浦添市）の 7ケ所の埋蔵文化財包蔵地が存在することが判明した。

その後この＇］力所の遺跡の取り扱いに関する協議が続けられた。その結果、上＝グスクはト

ンネルエ法によるので埋蔵文化財は保存されること、他の 6遺跡は線形上および工法上保存は

困難であるので、同覚書 1の(3)「発掘調査を行なって記録をのこすもの」として取扱うことと

なった。

発掘調査事業は同覚書 4の(1)「……埋蔵文化財包蔵地の発掘調査が必要となった場合、公団

は都道府県教育委員会に委託しで実施するものとし……」に悲づき、日本道路公団沖縄建設事

務所はその費用を負担し、沖縄県教育委員会（所管教育庁文化課）がその委託を受けて実施す

ることで協議が成立した。

発掘調査事業委託契約は昭和58年4月 1日に締結され、最初に本貝塚から着手することにな

り、昭和58年 6月 1日から調査開始した。

註 1 日本道路公団事務所 沖縄自動車迅（南部区間）石川、那覇間環境影樹調査報告傷 1978年 6月

lit 2 金武田紀、大城慧『沖純IJ動車逆埋蔵文化財分布調杏報位』沖縄県教育委且会 1980年 3月
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第 2節 調査組織

この事業は次の体制により実施した。

事業主体沖縄県教育委員会 教育長新垣雄久（昭和58年度）

II 米村幸政（昭和59年度）

課 長城間茂松（昭和58年度）

事業所管沖縄県教育庁文化課 II 比嘉賀幸（昭和59年度）

課長補佐西平守勝（昭和58• 59年度）

事業総括 II 埋蔵文化財係係 長安里嗣淳（昭和58,59年塵）

事業事務 II 文化振興係 II 山根義治（附和58,59年鹿）

II + 事高嶺正司（昭和58年度）

II II 大村光仁（昭和59年度）

II II 新垣政子 (I罰]58,59年度）

発掘調査員 ” 指導主事座間味政光

II 主任朝呵員金武正紀

II 専門員島袋 洋

II II 岸本義彦

II II 大城 慧

II II 玉城朝健

II II 島 弘

II II 大城 剛

II II 松 JII 章

II II 大田宏好

II II 島袋春美

II II 花城潤子

II II 大城秀子

補助員田中寿賀子

II 上地千賀子

（発掘作業員）

＊昭和58年度

山城春子、山城静子、山城春代、山城重子、山城初子、山城ヒデ、山城康子、伊波トミ、安

慶名春、山城美津子、池原ミヨ、池原時、登川トミ、池原ヨシェ、伊波シズ子、伊波江美、

伊波芳子、安里春子、伊波トヨ、伊波恵美、伊波久子、上運天ヒデ、阿嘉静子、祖慶敏子、

長浜勝代、新垣健一、新垣トミ子、伊波和子、伊波カナ、伊波キク、伊波研一郎、伊波ッル

子、伊波トシ、伊波トヨ子、伊波久子、伊波ハル、伊波フミ、伊波美江、伊波ミツ子、伊波

-3-



八重、伊波律子、池原カナ、池原タケ、石川敦、石川シゲ、石川シズ、石川ヒデ、石川ヨシ、

稲福千枝子、大城章、漢那宗雅、金城利枝、金城陸昭、呉屋啓子、呉屋正一、呉屋正光、米

吉ちあき、米吉つやき、佐久川カナ、塩浜トシ、島袋ツエ子、島袋ヒデ、瀬良垣タケ、多和

田真喜、平良トヨ子、平良春江、平良俊、平良ヨシ、高良千代子、玉城善徳、玉城富子、玉

城藤子、早瀬川直充、比嘉マサエ、宮里実雄、宮平繁、森川利恵、山城カナ、山城幸子、山

城スミ子、山城たけ、山城信子、山城初子、山城マス、山城満志、与古田世功、吉浜朝昌、

山城トミ

＊昭和59年度

山城春子、山城静子、山城春代、山城重子、山城初子、山城ヒデ、山城康子、伊波トミ、

慶名春、池原ミヨ、池原時、登川トミ、池原ヨシェ、伊波シズ子、伊波江美、伊波芳子、安

里春子、伊波トヨ、伊波恵美、伊波久子、上運天ヒデ、阿嘉静子、長浜勝代、新垣トミ子、

伊波和子、伊波カナ、伊波キク、伊波ツル子、伊波トシ、伊波トヨ子、伊波久子、伊波ハル、

伊波フミ、伊波美江、伊波ミッ子、伊波八重、池原カナ、池原タケ、石川シゲ、石川シズ、

石川ヨシ、稲福千枝子、塩浜トシ、島袋ツェ子、島袋ヒデ、瀬良垣タケ、平良春江、高良千

代子、玉城藤子、山城カナ、山城幸子、山城スミ子、山城たけ、山城信子、山城初子、山城

マス、山城満志、与古田世功、吉浜朝昌、山城トミ

-4 ..... 



第 2章 位置と環境

第 1節 貝塚の位置と自然環境

古我地原貝塚の所在する石川市は、沖縄本島中部の東海岸に位置し、那覇市からは北東約38

km離れた所にある。

同市は海岸砂丘上に立地した東側と南側の発逹した石灰岩丘陵に大別される。

現在、砂丘地は市街地となり海岸に沿うように国道329号線が通り、沖縄本島東側の主要交

通路となっている。また、先述の石灰岩丘陵の南縁を県道 6号線が通り、沖縄本島で最も幅の

狭い所である石川～恩納村仲泊間を結ぶと同時に東西の主要道路を継いでいる。

古我地原貝塚は前述したように東西に発達した琉球石灰岩丘陵のほぼ中央にあり、伊波部落

の北西約500mに位置する。本貝塚は丘陵台地とその崖下に形成されている。貝塚の北側は急

傾斜をなして、下方の低湿地帯に至り、南側は緩傾斜を示しながら後方の石川高原につながる。

周囲を見渡せば北側には恩納岳から連なる北部の山々が、また、眼前の海には平安座、宮城、

伊計の島々を望むことができる。

このような自然環境は、古我地原貝塚で生活を営んでいた人々にとって、山の幸、海の幸を

多く与えたことであろう。又、貝塚の南側を流れる小川は貝塚人達の生活を潤したにちがいな

し＼。

-5-
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第 2節 周辺の遺跡

東海岸の同市字三原から西海岸の字仲泊の間およそ 6kmは、琉球石灰岩の断層が

続いている。遺跡は主にこの丘陵沿に集中して分布している（図 2) 。今回調査を

実施した古我地原貝塚もその一つで、ほぽその中間地点に立地している。

丘陵台地上、斜面に分布する遺跡を拾いあげてみたい。

1伊波貝塚

古我地原貝塚から東へ約800m、石灰岩の斜面に形成された遺跡である。 1920年

（大正 9年）大山柏によって発掘調査が実施され、多数の土器、石斧等の石器類、貝

製、骨製の装身具が出土した。特に土器は、平底の深鉢形で山形口縁を有し、口縁

から頸部にかけて叉状工具による連点文・列点文が施され、 「伊波式土器」と型式

設定がなされている。沖縄貝塚時代前期（前IV期）の代表的遺跡である。

2石川貝塚

古我地原貝塚から東へ約250m、断崖の淵部及び斜面に形成された遺跡である。 197

5年の県が実施した分布調査で発見された。当時、台風通過後に崖の一部で崩壊があ

り、遺物を含んだ黒褐色土層が確認されている。採集された土器を見ると前述した

伊波式土器が主で、沖縄貝塚時代前期（前w期）に属する遺跡である。

3石川南貝塚

石川貝塚から南へ約100m、断崖の崖下に形成された遺跡である。本格的な調査は

実施されていないが、表面採集では伊波式上器 0 石斧などが得られている。沖縄貝

塚時代前期前半（前IV期）に属すかと考えられる。

4伊波後原遺跡

伊波グスクの北方約150mの斜面に形成された遺跡である。 1971年宅地開発の途中

発見され緊急調蒼が実施された。出土遺物はグスク式土器、類須恵器、磁器、鉄滓、

炭化米などで、沖縄貝塚時代後期からグスク時代初期に位置付けられる。完全な形

で人骨も一体が検出されている。
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5伊波グスク

石川市字伊波の北端・琉球石灰岩の微高地に築かれている。グスクは北側が断層

になる。更に近年砕石で削られて断崖となっている。グスクは南に全体的に緩やか

な傾斜を見せながら、野面式の石積を廻らし、菱形に近い形となる。調査は実施さ

れてないが、グスクの東側の石垣下にはグスク式土器を主とした貝層が認められる。

6伊波東遺跡

伊波貝塚のやや南側丘陵上に形成された遺跡であるが、既に大部分が道路・住宅

建設などにより破壊されていた。わずかに残されていた遺跡の端部も道路工事のた

め破壊され完全に消滅した。調査が実施されたが、遺跡の端部で遺物も少なく性格

は判然としない。

7伊波原遺跡

伊波東遺跡の西側約200mに位置する。数明親雲上の墓を中心に土器片やウミニナ

などの貝類が散布しているが、詳細は不明である。
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第 3章 調査の経過

第 1次調査

1983年 6月 1日から1984年 3月30日まで実施した。

本貝塚は当初から崖下に形成されている貝層が注目されるとともに、崖上に遺構の可能性が

指摘されていた。調査の結果、崖上で竪穴遺構や炉跡、焼土及びピット群などが検出され、予

想していた通りであることが判明した。

崖上。崖下と地形的に大きな変化がみられることから、調査に際して地区設定を行った。即

ち、道路公団により打ち込まれているセンター杭のNo.22+ O ~No.23 + Oの間にある崖上を22地

区、 No.21+ 0 ~No.22+ 0までの崖下を21地区と呼んだ。

調査は諸々の情勢により崖上の22地区から始め、まず、遥路予定路線内の伐採作業（雑草を

苅り取り大木は残す）を行い、大部分の伐採が終った所でグリッド設定を行う。崖上はNo.22+

0とNo.23+0、崖ドはNo.21+ 0とNo.22+Oのセンター杭を結ぶ直線を基準ラインとし、 2mX

2mを単位とする方眼を調査区全体に組んだ（図 3)。

韮準ラインから東側ヘアルファベット、西側へ五十音を付し、北から南へは算用数字で示し

た（基準点の22+0の杭を100とした）。グリッドは南東隅の杭を示準しA-100、あー101……

と呼称した。

本地区は若干の地形的な差異を考慮しイ～二の小区に分け、 22地区イ、 22地区口と表記した。

発掘は所々に琉球石灰岩の岩盤が露頭するイ区から着手し、順次口、ハ、二の各区へ拡げて

いった。その結果、本地区の大部分が表土下は直ぐ赤褐色のマージ（地山）になった。

ただ、口区南側の106ラインに至って一部に黒褐色を呈す所が見られ、イ区東側では岩盤の

間にみられるマージ（地山）面に遺構が確認された。これにより本地区の調査はイ区の遺構、

ロ区の黒褐色土という 2ケ所にしぽられた。

イ区の遺構は第 1号～第 3号としたもので、調蒼の結果、第 1号は地山面をナベ底状に掘り

込み集石した炉（下部において焼土面や炭が検出）であること、第 2号は地山面を円形に掘り

込み底面がやや平坦になる住居址（方形状に配置された柱穴）、及び第 3号は琉球石灰岩が洞

穴状の凹部を形成している場所に貝殻や土器• 石器などを投棄した場所であることが判明した。

第 3号はかなり深く、 2m以上も石灰岩の下部へもぐり込んでいくので危険であり、以下の

発掘を中止した。それぞれの遺構の実測及び写真撮影を行い、幅杭（予定路線の境界）まで全

面赤褐色のマージを確認して本区の調査を完「した。

ロ区の黒褐色土はお～さの106~112の広さになった所で下部の様相をつかむため掘り下げを

開始した。発掘の結果、本層以下はオリジナルな遺物包含層で下層に行くにつれその範囲をせ

ばめ、黒褐色土（第 II• 第IV層）と黄褐色上（第lV• 第V層）が互層をなしていることが判明

した。第V層面を露出させた時点ですり鉢状の凹部を形成し、その下部において予想もしない
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遺構群が検出された。第N層上面から遺構検出面までの深さは 2m前後である。

検出された遺構の調査がメインになってきたので、 21地区の調査も開始する。本地区は地形

的な面を考慮し、伐採作業は業者に委託。地表面のそうじなどの細かい作業になったところで

現場の作業員を投入した。

まず、本地区の遺物包含層の広がりをつかむため、最初のフラット面と斜面下方の調蒼から

始めた。斜面下方では図 3に示したように26ケ所のクリッドを発掘したが、未撹乱の遺物包含

層はなく、表土下は直接甚盤の結晶片岩が露出した。そのため、発掘調査は 1番目のフラット

面にしぼり込まれた。その箇所を22地区と同様イ～ハに小区分し、 21地区イなどと表記した。

イ区は数ケ所ある岩陰部の中に貝層や焼土面が露出している所が 3ケ所あり、その掘り下げ

を行った。貝層は薄く、人工遺物もほとんど出土しない。焼土は最も東寄りの岩陰前面部にあ

り、上部には灰層もみられた。これら岩陰の前庭部は急斜をなして、発掘の結果、表土下に直

接基盤の結晶片岩が露出することが判り、凋査を終了した。

ロ区、ハ区は地表面のそうじゃ表土剥ぎを行った所で期間がせまり、本格的な調査は次回に

持ち込すことになった。

22地区口は今回の調査で終了しようと懸命の作業が続けられたが、すり鉢状の凹部の底面近

くで検出された遺構群は予想をはるかに上回り途中で終了せざるを得なくなった。現況の写真、

図面などを作成し、上面をカバーして今回の調査を終了した。

並行して行った西側幅杭までの試掘は15ケ所行った（図 3)が、いずれも表土下は直接マー

ジ（地山）になり、遺物包含層はないことが半I]明した。

なお、今回の発掘調査に入る前に本貝塚一帯の植生調査も行った。

第2次調査

1984年 4月23日から同年 9月11日まで実施した。

今回の調査は前回終了できなかった22地区口及び21地区の発掘と各区の包含層や遺構の覆土

の水洗い選別を行った。土洗いには 3mm、 1mmのフルイを用いた。

まず、 22地区口の発掘と土洗いから始め、作業員の増加に伴い21地区の調査も開始した。

22地区口は掘り残した遺構の発掘と南側への第Jl層の延びの確認を行う。発掘の結果、第II層

は114ラインまで延び、掘り下げると地山のマージが露出。その面においてピットが検出され、

その掘り下げと図面。写貞等を追加して終了した。すり鉢状の凹部底面付近の遺構は、第 4号

が第 6号と接し、第 6号が第 5号を切っていることが判明した。

第4号は壁面に幅約20cmで焼士が廻ること、下部は灰層を有し数ケ所で粘土塊が検出され、

第5号は浅く、第 6号は北西側に径約 lmの炉を伴うことが判明した。第 7号は径約75cm、

深さ約40cmの掘込み部に焼土・灰層の堆積が見られた。その他にも焼土が部分的に数ケ所検

出され東南側に集中的にみられるビット群と合わせ、火を使う場の可能性が想定された。
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これらの遺構は随時図面・写真撮影を行いながら掘り下げ完掘した。その後に第V層面を掘

り下げほとんど遺物の出土しない第VI層面に達したので、東西・南北にトレンチを設け下層の

確認を行った。第VI層の下は直接マージ（地山）になることが判ったので、トレンチの断面図

と完了の写真撮影を行い本区の発掘調査を終了した。南側のバナナ畑の部分も試掘したが、表

土下は直接マージになった。

21地区は前回の調査においてイ区の調査は終了しており（按司墓に東接する部分を除く）、

今回はロ・ハ区の調査がメインとなった。口区については按司墓の調査が終了した後に行うこ

とにし、まず、一部の表土剥ぎだけしかできなかったハ区の発掘から行った。

調査の結果、全体として 8枚（地山含む）の層を確認できたが、本区全面に及ぶ層は第 I。

第ill• 第VI層で、他は全面には及んでいない。第lV層以下が未撹乱の遺物包含層で、西側では

水平に近い堆積であるが、東側では急斜を示すとともに50cmを越すような琉球石灰岩も散在

し複雑な堆積を呈していた。また、東側では第VIb層の上面 (D•E-94•95) 、第Vllb層

(D-94。95)において焼土も見受けられたが、いずれも上から投棄されたものと解された。

西側では第VIb層下はマーシ（地山）になるが、その上面において炭の集中部が数ケ所、犬

骨の集中部なども見られたが性格は判然としなかった。第VIb層。第VIIb層に遺物は集中して

おり、特に骨・貝製品において顕著であった。これらの状況をその都度、実測・写真撮影を行

い全面マージ（地山）を露出させ本区の発掘を終了した。しかし、北側・東側は琉球石灰岩の

下部に包含層が潜り込んで残り、その部分については安全面を考慮し、後日改めて行うことに

した。

また、 E-93• 94東壁の第VI層以下の土層剥ぎ取りも行った。

ロ区は墓の前庭部を 4分割りし発掘を開始するとともに、墓そのものも石積みを除去し掘り

下げた。本区はマージ土はなく、最下層は基盤の結晶片岩である。最下層を除き 4枚の層が認

められ、第ill• 第rv層が末撹乱の遺物包含層であるが遺物の量はそれほど多くない。南西隅で

は結晶片岩の凹部に焼土・貝溜りが見られたが、性格などは判然としなかった。

これと並行するかたちで行った墓の発掘では、入口部付近においてブタの頭骨が検出され、

墓に伴うものと解された。墓内はほとんど結晶片岩が露出していたが、東側で貝層が確認され

た (21地区イ）。上部は墓をつくるときに撹乱を受けているが、下部は未撹乱である。貝種は

ハ区の貝層と同様で、遺物はそれほど多くない。本層を掘り下げると結晶片岩を掘り込んだ所

が見られ、底面では焼土が検出された。火を使用した場所であることが判明した。

これらの写真・実測を行い、全面結晶片岩を露出させ本区の発掘を終了した。

ロ。ハ区の発掘と並行して実施した西側の墓 (1~3号墓。根バンタ墓）の実測・写真撮影

を行い本地区の調査を終了し、若干残ったハ区の土洗いを実施して調査を終了した。

なお、ハ区の琉球石灰岩の下部に潜り込んだ包含層については、 1985年 3月末に 2週間の調

査を実施し、本貝塚の発掘調査をすべて完了した。
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第 4章 遺跡の概要

本貝塚は石川市の中央部付近を東西に走る丘陵のほぼ中央部に位置しており、当初、崖下に

形成されている保存良好な貝塚が注目された。調鉦の結果、その貝塚の直ぐ上の台地上に遺構

が検出され (22地区イ）、また、南西側では台地縁辺から約20m南側で遺構群が検出された

(22地区口）。さらに後者の北側崖下 (21地区ハ）では保存良好な貝層の堆積がみられた。

台地上、崖下とも出土遺物はほとんど同様で（土器をみると同様な型式のものが得られてい

る）、これにより本貝塚は台地上に居住空間、崖下に捨て場を有することが判明した。ここで

もう少し細かくみると、台地上の遺構は約50m離れた 2ケ所で集中的に検出されたが、異なる

性格のものであることが考えられた。即ち、東側で検出された遺構は高所の比較的平坦な場所

にあり、地山（マージ）を掘り込んだ竪穴住居跡、集石炉及び石灰岩の隙間に遺物を投棄した

場所が近接してみられ、これらが 1組のセットになるかのような状況であった。

これに対し南西側で検出された遺構群は、すり鉢状の凹部 (14X 16m)の底面で幅約20cm

の焼土が壁面を廻る竪穴遺構や掘り込みの炉跡を有す竪穴遺構及ひその西側に数ケ所の焼土、

東側に多数のピット群という配置を呈していた。この場所は焼土が目立ち、頻繁に火を使用し

た場所かと想定され、ピット群はこれに伴う設備であった可能性が強いように思われた。

検出された 2ケ所の遺構はそれぞれ性格が異っており、生活空間の場の利用を窺わしめる。

一方、崖下に目を転じると、 21地区ハの東側でみられた貝層及び部分的な焼土は赤褐色の地

山（マージ）の傾斜に沿って堆積し、北側の琉球石灰岩の下部にまでもぐり込んでいた。焼土

も上に乗っているだけで、そこで火を使用した状況ではなかった。しかし、 21地区イの岩陰部

にはそこで火を使用したと考えられる焼土の部分がみられ、岩陰部も何らかの形で利用されて

いたものと推察される。

このように本貝塚は丘陵台地及び崖下をうまく利用して生活の場を形成していることが判る。

ここで貝塚の周辺に目を向けてみよう。北側は急傾斜を示し下方の低地へ至り、眼前までせ

まる海は貝類などの格好の採集場所であるとともに、交通路としても大いに利用されたであろ

う。南側はゆるやかな傾斜を示しながら石川高原に続き、植物性食料を多く供給したと思われ、

また、貝塚の南側を流れる小川や湧き水など水の便もあり、夏は南風が涼をもたらし、冬は斜

面部に茂る木々が北風をさえぎったものと想像される。

生活を営む場所としては格好の場所に位置していたことが窺える。
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第 5章 層序と遺構

本貝塚は前章にも記したように丘陵台地上及び崖下に占地している貝塚である。ここでは崖

上地区 (22地区）と崖下地区 (21地区）に分けて記述する。

第 1節崖上地区 (22地区）

本地区はその地形的な面からイ～二の 4カ所に小区分した。イ・ロの 2カ所においては一部

で遺物包含層及び遺構が検出された。しかし、ハ・ニの箇所は表土の耕作土下は直接石灰岩風

化土のマージ（地山）で遺物包含層は認められず、表土から青銅製のかんざしや沖縄産の陶器

片が数点出土しただけである。

以下、イ・ロの層序及び遺構について記述する。

1. 22地区イ

a. 層序（図 4、図版 7)

本地区は崖上地区の東側にあり、その中でもさらに、東側 (S~Z、109~116)の石灰岩の

岩盤の露出しない地域で遺構及び遺物の出土がみられた。この地区の層を図にV•T ライン東

壁、 108ライン南壁、 115ライン北壁の断面図を示した。

土層は基本的には、 4 層に大別でき、文化層としては、第 II• ill層の単一文化層である。第

r層は表土層であるが、色の違いからa, bに区分した。

第 Ia層は墓を造成する時に持ち込んだもので、赤褐色土層の中に10cm前後の石灰岩礫を含

むもので、遺物は含まれてない。 V-114から南東側に広がるものでV--118で薄くなり、徐々

に消える。層の厚さは最も厚いところで50cmを測る。

第 Ib層は本来の表土（腐食土）である。石灰岩の露出しない T• U-107から南側に広が

る。茶褐色を呈し、締まりの強い土である。厚さは、 10~20cmで石灰岩塊の周辺では薄くな

る。遺物は、グスク系土器、須恵器、青磁、古銭等のグスク時代の遺物が散在する。

第n層は、黒褐色を呈する。第 1号、第 2号、第 3号遺構と R-109、U---107に部分的にみ

られる。遺物包含層で土器、石器、貝殻、獣・魚骨などが出土する。前述したごとく主として

遺構に見られ、層の厚さは第 1 号ー35cm、第 2 号一 15cm、第 3 号—40c mである。但し、遺

構以外では遺物は僅少である。 （詳細は遺構の項を参照）

第皿層は茶褐色を呈し、粘質の土である。第 2号、第 3号の最下部に見られ、前者が15cm、

後者が10~35cmをはかる。若干、遺物を包含する。本層は第II層から地山に移る漸移層であ

る。

第IV層は赤褐色を呈す石灰岩の風化したマージ土である。いわゆる地山で無遺物層。

b. 遺構（図 5)

本地区は層序でも記述したように、包含層は遺構で主に見られた。 3つの遺構が確認された

-15-



が、それ以外に S-110グリッドの石灰岩の割れ目から石斧、貝殻、獣・魚骨、土器（嘉徳 I

式、面縄東洞式）が検出された（図版8)。単発的に遺物を捨てたものとおもわれる。以下、

それぞれの遺構について記述する。

第 1号遺構

22地区イの北側（図 5)に形成された遺構である。第 I層を剥ぎとった段階で280cmX 190 

cmの楕円の落ち込みが検出され（図 6)、北側半分にわずかに石灰岩礫が露出した。さらに、

黒褐色土を取り除くと石灰岩岩盤に縁を接するように石灰岩礫が180cmX 170cmの楕円状に凝

集して検出された（図 7)。礫は主に石灰岩礫で希に千枚岩が含まれる。大きさは図 7に示し

たように 5cm~30cm大のものが多い。周縁に大型の礫を中に中～小の礫を配する。

さらに、この礫を取り除くと図 8のように焼土が検出された。焼土の厚さは 5cm程である。

焼土を取り除くと地山（マージ）で、石灰岩の岩盤が露出した。

出土遺物をみると第1I層上面で伊波式土器の細片、石斧、磨り石、石材が出土した。礫集中

部からは、 20cmX7 cmの木炭片（図版11)、木の実？が検出されたが、人工遺物は検出され

なかった。木の実？については比較資料がなく、種類を同定するのは困難であった。ここでは、

サンプル資料（図版188)をかかげて集計（表 1)のみにとどめた。出土量は本遺構が最も多

く、全体の89.0%をしめる。なお、木の実の炭化物は苦培原遺跡 (1977)に報告例がある。

表 1 炭化物出土状況

出 土 地 sp. 1 sp.2 sp.3 sp.4 sp.5 sp. 6 Sp. 7 sp.8 合計
II 684 684 

第 1号 IlI 103 103 応― 787 787 
ill 2 2 

22--イ
第 2号

no,4 1 1 
[ no,6 1 1 
小計 3 1 4 

第 3号 II 2 1 3 
小 計 792 1 1 794 

II 3 2 5 
ill 5 1 1 7 
IV 30 1 1 1 1 34 

22ーロ V 3 3 
第 4号 3 3 
第 6号 34 34 
小 計 78 1 1 1 4 1 86 

I VI 21ーハ 3 3 I 

不 明 1 1 
I-・ 

A ロ 計 874 1 1 1 1 4 1 1 884 

用途について見ると検出された石灰岩礫はほとんど風化しており、また、下部から焼土がほ

ぽ全面に検出されていることから火を使う施設の可能性が考えられる。石灰岩の凹地を利用し

たかあるいは掘り込んで使用したものと考えられるが、発掘時の状況から後者の可能性が高い。
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Ǹ
 

木の根

I 07 

I 08 

／ ／ ／ 

暗褐色

／
 ／

 

I
,
C
 

／
 ／

 
／
 ／

 ゎi
/／

/

0

 

／
 

>

／
 

／ 

I 
I 

/ 

／ 
ィ ー---- --ヽ，ノ

／ 

鳳

--, 

゜
灼

筵

募[
 

色褐

＼

赤

¥

g

 
。

。

〔

j
 [

j
o
o
[〈
-

¥

＼

▽

。

。

―

｀

三

。

＿

[

{
}
i

三

▽

し

，

一

]唸

c

O。

い

，

⑬

|

ー

喜

,
|
~
1
,
1
1
こ
，

1
t
'

憎

]、ヽ

I
C
o
o
o
°

昌

I
 

o
 

0
 

:
 0

、

ì⑲
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第 2号遺構

S, T-115、116で検出された295cmX 270cm、深さ30cmの竪穴遺構である。

第 I層を除去すると235cmX 305cmの東西に長い楕円の黒褐色（第II層）の落ち込みが露出

した（図 9)。この上面にはわずかに土器、骨片が検出された。第II層を O~5cm掘り下げ

ると西側に140cmX60cmの範囲に貝が集中（貝だまり）して露出した。また、中央から東側

にかけては 1cm前後の川砂利？を混入した土が165cmX 100cmの範囲で広がっている。

さらに、第II層を掘り進むと第lII層（暗褐色土）が検出された。厚さ 15cmの第lII層を除去

すると地山面に14か所の落ち込みか検出された（図版14)。これらを掘り下げると図10にしめ

したように竪穴内のほぼ中央に 4個、端に 6個、竪穴外に 4個の柱穴が検出された。柱穴は最

も深いもので43.0cm(no, 3)を計り、中からは土器：木の実？、石材片等が検出された。詳

細は表 2に示した。

表 2 第 2号遺構柱穴観察一覧

法
No. 

量
方 向 色 出土遺物 備 考

直径 深さ

33X32 
ほぼ直交 黒褐色 沈線文、石材片

焼土と黒褐色土が混合 No. 2に比
1 

(21.5 X 19 5) 
15.5 

して多い。

34X29 
直 プ又太 焼 土 上に同じ2 8.0 ／／ 

(27 5X25) 

3 
16.5 X 16.5 

43.0 ほぼ垂直 上部に石材片
竪穴の斜面にあり、傾斜が急であ

II 

(14.5 X 13.5) る。

4 
17X20 

30.0 
石材片 2個 石材はほぼ中央の上部にある。柱

II 
ゞ

JI 

(8 5X10 5) 木の実 穴は竪穴の端にあり北側が低い。

竪穴の斜面部に位置する。割と小11 5 X 13 
24.0 な し5 II II 

(10.5 X 9.5) さい。

6 10.5X5.5 10.0 II な し 不定形である。柱穴の可能性は薄い。

7 9 X 9 19.5 ほぼ垂直 II 木の実 2個 竪穴の端に位置する。

8 
20X 17 5 

20 東南東
炭少々 、 上部に10cm大の石灰岩礫。 No.9と

II 

(JO 5 X 12.5) 石灰岩礫 同じく竪穴の下場に位置する。

12 X 15 
24 5 南南西

焼土 2個 竪穴内の端の落ち込んた部分にあ， II 

(8 5X 10) 木の実 る。

土器胴部
10 

16.5 X 16 やや北西 竪穴の縁の外にある。内側は竪穴
30.8 II 

(lOXlO) 側に向く 5cm大の炭 に接する。
.. 

23.0X21.0 やや北東
な し 上部に貝だまりの残りがみられる。11 26 0 II 

(15.0 X 14.0) かたむく

25.0X24.0 
26.0 

やや北西 木の実、木炭
くさび石 (5個）12 II 

(12 0X110) に傾く 魚骨（脊椎）

25.0X22.0 やや北西 石材片
中央に石材片

13 (12.0 X 12.0) 
30 0 II 

にかたむく 木の実

28.0X24.0 
14 (120X120) 20.0 南西方向 黒褐色 木の実

--
注（ ）→下場、単位→cm 
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図922地区イ第2号遺構の上部の遺物出土状況

竪穴の南東側に 2箇所、焼土が確認された。焼土no.1は19.5cmX 28.0cm、厚さ 2cm、焼

土no,2はlOcmX11.5cmで両者は接近していることから 1つの焼土で、地床炉と考えられる。

第 I層直下で検出されており、上部は削られた可能性が高い。

貝だまりは厚さ 10cmのレンズ状になり、貝種は発掘時にサラサバティ、 リュウキュウサルボ

ゥ、シレナシジミ、シャコガイ等の大型貝が目に付いたが主体はやはりキバウミニナである。

また、貝だまりの中からは石皿も出土した。

遺物は主に第II層から検出され、土器（仲泊式、面縄前庭式土器）、石器（ノミ状石斧、石

皿）、貝・骨製品（骨製かんざし、貝製小玉、ノシガイ製品）、イノシジ下顎骨、大型の魚骨

などが検出された。

以上の状況から本遺構は、 295cmX 265cmの鍋底状の竪穴住居跡で、柱穴の配置から見ると、

入口はほぽ南側に向いていたと考えられる。貝だまりの貝は第Il層に含まれることから住居廃

棄後のものと考えられる。
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第 3号遺構

x, w--111、110の石灰岩の洞窟に遺物を廃棄したものである。

厚さ 10cmの第 I層を取り除くと石灰岩礫に囲まれて115cmX 190cmの「貝だまり」が露出し

た。これをさらに掘り下げると大型の石灰岩礫に囲まれた部分だけ遺物が多量検出される（図

12)。完掘した結果、入口は西側に向き、間口170cmX 150cm奥行450cm、の斜洞であること

がわかった（図13)。図11によると第Il層は厚さ40cm、第IlI層は10~35cm計り、第IlI層は奥

に厚くなる。また、洞窟の奥では、第Il層で陸産マイマイが集中して出土した。これは、食用

との関連を考える上で興味深い事象である。

出上遺物は主に第Il層で得られた。人工遺物は土器（面縄前庭式、面縄東洞式）、石器（小

型凹み石、石皿、偏平石斧）貝製品（螺蓋製貝斧）等で特に、螺蓋製貝斧は総数14点のうち13

点が本遺構から出土した。

自然遺物は貝殻が最も多く、発掘時はサラサバティが目に付いたが、集計を取ってみると、

キバウミニナー9790個 (74.8%)、で次ぎにシレナシジミが多いことからマングローブ域の貝

が上体である。獣。魚骨もかなり得られた。 （詳細は自然遺物の項）

以上の状況からすると、崖下の21地区ハと遺物の出土状況、包含量が似ていることから、 21

地区ハと同様、本遺構は小規模のチリ捨て場（貝塚）と考える。

Y-109 X-109 W-109 
---EL/0.235 --------- ----・・ ・--・ 一ー 、・---------- - .. …・・・- t--

゜
2m 

図11 22地区イ
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2. 22地区ロ

a. 層序

本地区の層序は、前章でも記したように南西側の一部 (14mx 16m)にほぼ円形状に暗褐色

土層 (I[層）か認められただけで、それ以外の場所では赤褐色の地山（マージ）の上を直接表

土（耕作土）が覆っている。

暗褐色土層の下位の層は漸次その範囲が狭まり、この部分は南西側に向けて開口する形です

りばち状の凹地となる。表土から下部の層（無遺物層）まで約 2mの厚さを有していた。

第II~第V層が未撹乱の遺物包含層であるが、遺物の保存状態は悪く、特に上器はボロボロ

で脆弱なものが多い。上器は面縄前庭式。面縄東洞式。嘉徳 I• II式などのいわゆる奄芙系土

器が主体をなす。そのほかには、チャート片や木炭片。木の実などが注意を引いた。また、仝

部の層を通じて貝類や獣。魚骨等のいわゆる食料残滓が皆無であったことか留意する点として

あげられる。

ところで、凹地のほぼ中心（第v層面）には竪穴遺構。炉跡・焼土 e ピット開等がほぼ全面

に検出されており、さらに縁辺部にも地山（マージ）を掘り込んで焼土やピットがみられた。

以下、本区の層序について略辿する。土層断面図は東四の109ライン。南北のき。けライン

を掲載した（図14)。参照されたし。以下、第 I層より記述する。

第 I層（赤褐色土層） ：国頭マー、ンを利用した耕作土で、北側から南側にかけて叶柱比層

厚は最も厚い所で約1.lm、薄い所で約70cmを測る。また、遺物

包含層の凹地以外は直接地山（第VJl層）と接する。遺物は先史。

現代遺物とも僅少であった。いわゆる撹乱層である。

第］］層（暗褐色土層） ：レン入状に堆積している暗褐色：上層で、中央部が厚く両端へ行く

につれて畠くなる。本層以下は末撹乱層である。遺物は土器。石

器などが得られているが、量的にはそれほど多くない。

第町習（黄褐色土）晋） ：約30cmの屑厚を有す黄褐色土）習で、南西側へ緩やかに傾斜してい

る。遺物は中央部で多く端では少ない。量的には第IV層に次いで

多く、土器。石器等が得られている。土器は小破片のものが多い。

チャート片。炭の小粒が目立つ。

第IV)習（黒褐色土層） ：黒褐色上層で層厚は約20cmを有す。本）習も南西側へ傾斜する。

物の量は最も多く、上部では土器• 石器。千枚岩質の礫 e 帖板岩

などの出士が顕苫であった。

第V層（黄褐色L層） ：地山への移行屑である。黄褐色」層で遺物の量は少ない。上器か

王で面縄前庭式。仲泊式が日につく。本層上面ですり鉢状の[1£「地

のほぼ全面に竪穴遺構。ピット群が検出された。

第VI層（黄褐色士層） ：第りI。V層と殆と変わらず凹地の最下層である。発掘終「後東西
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南北に十字に切り試掘を試みたが凹地の斜面地から徐々に下層の

第VII層が露呈した。中心部は約 2m落としても延々と続くのみで

あった。

第VII層（赤褐色土層） ：地山の国頭マージで遺物包含層の凹地以外では、表：上層が直接被

さっている。凹地に沿うように急頼斜を示すが、凹地の巾央部で

は未確認である。

b. 遺構

本区における遺構の検出状況をみるとすり鉢状になった地形をうまく取り込んだものと解さ

れた。すなわち、すり鉢状になった底面（第V層面）を中心として、竪穴遺構 (3悲）。屋外

炉? (5悲）及びピット群などが検出された。また、ビット群はすり鉢状の凹地の縁辺部（東

南側）の地山面にもみられた（図15、図16)。

以下、遺構別に簡記する。

＜竪穴遺構＞

すり鉢状になった凹地の底面付近に集中して 3腿検出された（図17)。

第 4 （図l8、図19)

図19に示すとおり東西約2.2mX南

北約2.6mで第 6号遺構の粋］側に接す

る。長楕円形のプランである。本遺構

は斜面地にあるため、東壁側を深く掘

り込んで床面の高さを調整している。 110 

壁面はやや斜めに立ち上がっている。

その壁面には上面から約20cmの所に焼

（幅約20cm)が一様に貼りついてお

り下端部はほば水平のラインを示して

いる。焼土はそれ以下に及ばない。北

西側の焼上は約10cmと厚くなっており、、

かなり火を受けたものと思われ表面

の凹凸が顕著であったことは注意され

る。床面には炭層が約 7cm見られた。 109 

また、遺構内には粘土の塊（高さ約
図18 22地区口第4号

20cmX1!1届20cm)力ゞブロック状に 8ケ所 出土状況

・・・・・・'.36-
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みられた。粘土の上部表面は焼けているものと焼けていないものの 2種見られ、前者ば焼土の

レベルに達している。それらの状況より粘土は焼ける前から、既に置かれていたようである。

本遺構からは面縄前庭式・嘉徳 I式などの土器の他に有孔石製品や石皿等が出土している。土

器については図48に示した。

第 5号遺構（図17)

本遺構も斜面地をとりこんだ約2.5mのやや楕円形に近いプランであるが、西側を第 6号遺

構により切られている。覆土の上面は土器・石器。千枚岩質礫等の細片が密に分布して検出さ

れた。深さは、他の竪穴遺構と比較して浅く約15cmを測る。床面には径約30cm、厚さ約 5cmの

焼土が北側で検出された。土器は面縄前庭式や嘉徳 I• Il式などが得られている。

第6号遺構（図20)

本遺構はすり鉢状の凹地のほぼ中心に位置し、東西約3.2mX南北約 3mの円形プランで深

さ約30mを測る。 3基の竪穴遺構のなかでは最も大きく壁面は床面からほぼ垂直に立ち上がっ

ていく。北側～東側にかけては深く掘り込み床面を平坦に成形している。

また、遺構内の北西側には径約1.lmの炉跡が検出された（図21)。炉は鍋底状に掘り込ま

れ深さ約15cmを測り、炉内には炭化した樹木（マキ？）が検出された。炉跡の縁辺にはやや大

型の長方形の千枚岩質の礫が 3ケ所で確認された。士器は面縄前庭式。仲泊式などが得られて

いる。

＜屋外炉＞

第7号遺構（図21)

本遺構は凹地の西側に位置し、第 3号遺構から西へ約3.2m離れた地点でもある。緩やかに

立ち上がる斜面を『の』字状に掘り込んで露呈した。遺構は円形と袖の 2つに分けられ、円形

の部分は径75cm、深さ40cmを測り、それに沿う形で袖が北側へ弧状を描くように浅く掘り込ま

れている。円形内には上部に木炭層が下部に灰層が見られた。また、壁面には焼土が貼り付い

た状況が観察された。

第8号遺構（図22)

本遺構は不定形の広がりをもち、千枚質の礫の集中が見られ、第 4号遺構の南西側に隣接し

て検出された。遺構内からは径約45cmの円形の落ち込み 2ケ所とジャリの集中した落ち込みの

計 3カ所確認された。落ち込みは第 4号遺構寄りは浅く、もう一方は深度約25cmを測りかなり

深かった。第 4号遺構と何らかの関わりがあったかと思われるが判然としない。
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＜焼土群＞（図22)

焼土群は竪穴遺構の北～西側に 4ケ所確認された。焼土は概して厚さ約10cmで第V。VI層面

に貼り付いた状況を示していた。灰層は見られなかった。

No. 1の焼上は凹地の北側縁辺にあり、最も焼土粒の範囲が広くやや細長い形状を示していた。

No. 2の例はNo.1の下位の斜面で検出された。径約50cmの円形である。 No.3は第 2号遺構内より

不定形に検出され、 No.3は第 1号遺構の西側に隣接して見られた。これらの焼土群は炉跡とし

ての可能性を持つが、今後、類例資料の追加をまち検討したい。

＜ピット群＞（図16)

図[6に示したとおり、凹地の北側から東側にかけての縁辺部や斜面地で顕著にみられた。ピッ

トは第V層と地山面でそれぞれ検出され、縁辺部ではピットの位置が重複する例も一部確認さ

れた。ビットの平面形は円形＆楕円形が殆どである。大きさは最大のもので約70.0cm、最小約

8.0cmで平均すると約26.0cmである。個々のサイズについては表 4に示している。
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表4-1 22地区ロ ピット群出土一覧
（ ）内は内側の柱穴単位： cm 
b -・b』a - a 

備 考柱穴
位固 短径 長径 深さ 絶対高 形態 短径長径深一云屠致孔国

I こーさ 105 16 0 24 0 楕円

2 こーさ 105 14 0 16 0 円

13  こーさ 105 12 0 24 0 惰円

4 こーさ 105 14 0 16 0 ,, 

5 こ105 16 0 20.0 ,, 

6 けーこ 105 14 0 16 0 N 

7 く一け105 22 0 22 0 円

8 く一け105 20 0 24 0 楕円， く105 22 0 28 0 ,, 
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

10 きーく 105 20 0 24 0 N 

11 きーく 105 20 0 26 0 N 

12 かーき 105 22 0 28 0 N 

13 かーき 105 18 0 22 0 ,, 

14 かーき 105 ('U'° O ） ("  ,0 0 0 ） 
,, 湘穴が 2つ重なっている

(81・-6 N) き106 30 0 35 0 22 0 64,681 11 0 H W-E 30 0 
3255..0 0 , 

23 0 64,681 
(W・-11) かーき 106 (,1.1.o0 ) ('"" ' ） 39 0 60 32 H b -b' 11 0 40 0 60 32 柱穴が 2つ項なっている
" C北．17粋） おーか107 16 0 19 0 (ss''° o ） (,",..'.,' ) 13 0 円 東両 16 0 19 0 26 0 63 53 

“ヒ畷） おーか107 19 0 23 0 ("  "0  0 ） ("""' " ） 15 0 楕 円 東`酋i 19 0 23 0 35 0 63 42 
1● 

19 おーか107 80 10 0 10 0 63 51 5 0 ,, 80 10 0 15 0 63 51 

20 おーか107 11 0 20 0 34 0 63 39 10 0 ,, 11 0 20 0 25 0 63 39 

fa -al 20 0 40 0 33 0 62,293 ("00・' ) 

21¥b-b' おーか107 10 0 15 0 15 0 62,473 80 ,. ,, 柱穴が 2つ接する

¥c -c'J 20 0 35 0 30 0 62,303 14 0 

22 おーか107 80 20 0 14 0 63,430 30 柱穴が 3つ接する

I ←＇  ! ―222― 3 4 5 . 

かーき 108 80 10 0 14,0 60 913 60 楕 円 80 10 0 90 60 913 

かーき 108 (10'" 0) (>'°,O0 ) 19 0 63 00 ,, 柱穴が 2つ重なっている

かーき 108 14 0 24 0 80 63 07 20 0 ,, b~b 14 0 24 0 20 0 62,874 柱穴が 2つ重なっている
(W~ll) きーく 109 19 0 14 0 61 04 12 0 円19 0 
" 柱穴がいくつか重なり接する（真 3一7..) かーき 109 ,o 0 "oa" ,. "0  

し一竺、
かーき 109 (31O .• O0 J 

'""・' ' 80 62 71 ,0 ""0 ' 楕 円 柱穴が 2つ重なっている

29 きーく 109 (0''° 0) (6''° 0) 10 0 62 61 (,000 ) 円 12 0 13.0 10 0 62 61 柱穴が 2つ里なっている

130 きーく 109 19 0 24 0 12 0 62 38 18 0 楕 円 19 0 24 0 15 0 62 38 杜穴が 2つ重なっている

31 きーく 109 17 0 20 0 12 0 62 41 15 0 ,, 17 0 20・0 17 0 62 41 柱穴が 2つ重なっている

32 きーく 109 29 0 31 0 90 62 61 25 0 ” a -a' 柱穴が 3つ頂なっている

H b-b 90 60・,5~93 

fa -a1 き-(1IO、Ill 7 0 24 0 14 0 62 62 23 0 7 0 24 0 16 0 62 62 柱穴がいくつか爵なり接する

戸C b' 
,, 80 13 0 90 62 58 13 0 80 13 0 13 0 62 58 

-・c'j N 10 0 18 0 21 0 62 51 15 0 10 0 18 0 18 0 62 51 

34 きーく 110 15 0 25 0 10 0 62 71 20 0 楕 円 15 0 25 0 10 0 62 71 

35 き・—- < 110 (""'° ' ） (20 "0  0 ） 34 0 62 37 (18WO 0 ） ,, 20 0 22 0 30 0 62 37 柱穴が 2つ重なっている

36 きー<110 17 0 17 0 16 0 62 61 15 0 円 17 0 17 0 11 0 62 61 

37 きーく 110 22 0 24 0 16 0 62 53 19 0 楕 円 22 0 24 0 90 62 53 

38 かーき 109 ('10" 0 ） .. ,s. o 10 0 63 05 ( .. UO  , ） ” 25 0 42 0 12 0 63 05 

39 かーき 109 ''" " 1100 00 '"〕" " ""'" " 円 18 0 19 0 10 0 6:J l:J 

40 かーき 110 24 0 34 0 
楕 円---

41 かーき 109 24 0 28 0 " 
42 おーか109 14 0 17 0 90 63 78 11 0 楕 円

43 おーか110 15 0 64 0 14 0 63,79 60 0 a -a・ IO 0 16 0 18 0 63,694 ti穴が 4つ接する

” b~b' 13 0 21 0 17 0 63,704 
H C・-C' 90 16 0 15 0 63,684 

"" 

H D-D 』 90 19 0 12 0 63,694 

44 かーき 110 20 0 30 0 17 0 63 37 ,_ 10 0 梢 円 20 0 30 0 16 0 63 37 

45 かーき 110 10 0 15 0 10 0 63,32 10 0 ” 10 0 15 0 80 63 32 

46 かーき 110 20 0 36 0 80 , " .... , 33 0 ,, 20 0 36 0 60 63 48 

47 かーき 110 12 0 23 0 25 0 63 28 20 0 ” 12 0 23 0 10 0 63 28 __ , 

48 かーき 110 14 0 24 0 H 

49 かーき 110 15 0 21 0 40 63 88 20 0 ” a -a 15 0 18 0 12 0 63,174 柱穴が 2つ接する
-・ 

15 0 b -b' 90 9 0 3 0 63,244 

50 きーく・ 107 80 16 0 18 0 62 04 80 ” 80 16 0 18 0 62 06 
"" 

51 く一け106 34 0 34 0 12 0 62 8 35 0 “ b -b' 34 0 34 0 10 0 62 8 

こーさ 108 18 0 20 0 15 0 61 45 13.0 「而―

53 しーす108 (210 78 0) (27.12.0 0 ） 14 0 62,995 (11,00 0 ） 円 SW-Nf• 27 0 27 0 14 0 61,933 I柱穴が 2つ頂なっている

54 しーす109 40 0 40 0 円
""""- - -

55 けーこ 109 16 0 24 0 14 0 61 8 20 0 楕 円 b -b' 16 0 24 0 12 0 61 8 

56 さー110 14 0 24 0 16 0 62,055 18 0 楕 円 b-b' 16 0 38 0 15 0 62,085 柱穴が 3つ重なっている

57 けーこ 111 18 0 20 0 11 0 62,085 15 0 円 b-b 18 0 20 0 90 62,085 

58 け こ111 210 I 2s.o -110・62.oss・ 万五「li-Plb了i;・・-ffo―万厨町―§す・ 面証函げ］が露出 ・・--・・・・-

59 こーさ 111 150 170 140 62,005 150 円 15 0 17 0 8 0 62 005 
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表4-2 22地区ロ ピット群出土一覧

（ ）内は内側の柱穴単位： cm 
← .•• . .. 

a - a b - b 

知径長径深さ絶対晶（底最大辞盛、光9 態 短径長径深さ絶対高 杵穴が 2伽つ世なってか二い一~~ れる~ ~ チ~ ~ ・て~~ ~ い~~ ~ ／ ~ な~い~一一！ 

門碩0 ~58.0 -j 24 o 62 724 G 11 0) 楕円 b-b' 480 580 (2?8.O.0 ) 6262 ・ 幽744 30 0 62 794. 45 0 

・・czool 250 6095 平面図が半分しか習
I -・ 52 0 

130 160 80 6212 140 楕円

~-140 170 220 62413 楕円 140 170 60 62,603 

140 160 40 62623 " 14 0 16 0 18 0 62,493 

14 o 15 o 15 o 62,493 P-l 140 150 60 62,613 

14 0 22 0 15 0 62,085 

67 けーこ 111 33 0 52 0 80 62,065 45 0 ,, b -b' 33 0 52 0 4 0 62,065 

68 けーこ 111 30 0 42 0 80 61,905 35 0 " 30 0 42 0 70 61,905 

(11 O) (12 O) 2(71..00 ) a -a' 柱穴が 2つ重なっている69 く一け111 15 0 22 0 30 0 61,005 N 10 0 II 0 16 0 61,905 

n b-b' 15 0 22 0 28 0 61,905 

70 く一け111 20 0 26 0 14 0 60,923 22 0 ,, b -b' 20.0 26 0 14 0 60,923 

71 く一け111 17 0 23 0 8 0 61,003 19 0 ” b -b' 17 0 23 0 80 61,003 
-- ~--- (00) (10 0) 

.. 

61,073 
C. 0 0) 

72 くーけ111

二(8.0゚) 28 0 17 0 14 0 
,, b-b' 23 0 28 0 17 0 61,073 柱穴が 2つ重なっている

—·- ----
＇ C 9 o) (8. IJ) 

73 く一けー112 20 0 25 0 32 0 62,065 20 0 
,, 20 0 25 0 80 62,065 

130 61,975 (2O0 O0 ) N H 

11 0 62,434 12 0 円 b -b' 19 0 21 0 11 0 62,454 

8 0 62,484 15 0 楕円 b-b' 23 0 26 0 10 0 62,544 

150 62,774 280 b -b' 35 0 38 0 15 0 62,764 

20 0 b -b' 26 0 30 0 18 0 63,124 

80 円 b-b' 15.0 15 0 70 63,374 
I・-・  

110 63,434 170 楕円 b -b' 15 0 19 0 11 0 63,394 

15 0 円 b -b' 25 0 25 0 80 63,304 

.,,. 20 5 ” b -b' 18 0 19 0 14 0 63,184 

11 0 ・-6・3'265 (220 5 00 ) 楕円 b -b' 27 0 33 0 13 0 63,265 

13 0 ” b-b' 18 0 24 0 70 63,154 

14 0 b -b' 16 0 20 0 7 0 63,094 
I・・~ ~・・-・・・・ 

120 162,944 130 円 b -b' 17 0 17 0 12 0 62,954 

120 62965 300 a -a' 14 0 17 0 62,985 杜穴が 3つ里なっている

b -b' 23 0 14 0 63,005 

C~CI 11 0 14 0 63,025 

」竺F62,69511,冒15.0 

桁円 18 0 35 0 14 0 62,915 村穴が 2つ頂なっている

12 0 円 b -b' 25 0 25 0 12 0 62,694 

15 0 62 534 57 0 楕円 b-b' 41 0 70 0 15 0 62,504 
・し・.-・..呵.,・ 一一

楕円 柱穴が 3つ接する
-~ —- -- -- ―ロー

92 き-113 30 0 40 0 " 
93 かーき 112 25 0 40 0 23 0 楕円

--・・- --・- .. . ---
34 0 N 

柱穴が 2つ重なっている

714 11 0 円

,524 150 N 170 220 100 62,654 
I・・・ 

,794 130 楕 1月

784 150 " 

924 20 0 " 190 400 100 61,724 柱穴が 2つ接する

, 454 (217 0 00 ) II . " 

434 (10 10.0 0) II 杜穴が 2つ接する

,474 (11'12 .0 0) // 

27 0 46 0 17 0 62,454 

焼土

Iー／〗
荻(心iおし0900餡』1b b' 35 0 1140 20 0 

,655 

ひし形

73 円

990 7.5日
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第 2節崖下地区 (21地区）

本地区は22地区の東及び北側の崖下一帯で、北東側の岩陰を利用している按司墓を境に東側

ヘ傾斜する面と北側へ傾斜する面がみられる。東側の面では小岩陰が点々とみられ、北側はゆ

るやかに北側に傾斜する按司墓（伊波仲間門中墓）の前庭部と崖上（西側）から傾斜して按司

る所（通路として利用）がある。このような若十の地形的な違い して、東側の面

をイ区、按司墓前庭部を口区、按司墓への通路として利用されている所をハ区と細区分した。

上記 3区から下方へは急傾斜を示し、表面に堆積する腐植土は薄く、悲盤の結晶片岩がみえ

かくれしながら丸m地へ至る。北側斜面下方においては数ケ所の試掘グリッド（図 3)を設けて

調責を実施した結果、表上層（原さ約80cm)から若干の陶器片。土器片が採集されたものの、

オリジナルな遺物包含層はなく、 下は直接悲盤の結晶片岩か露出した。

以下、イ、口、ハの各区の状況について概略を迩べる。

1.21地区イ

前記の通り点在する小岩陰の 3ケ所（図23)と按司墓に利用されている岩陰の東部（図24)

に貝層や焼土面が検出されただけである。

最も東側にある岩陰では前面に近い部分で貝溜りが露出していた。奥の方は厚さ約15cmあり、

それを除去すると貝の音13分がさらに奥側へ延びており、全体として約80cmX 150cmの範明になっ

た。やや三日月状の広がりをみせ、厚さは約 5cm 2:: 薄く、上器なと‘‘の人工遺物はほとんど得ら

れていない。

この貝溜りを掘り下げると屈盤の結晶片岩が露出する。この結晶片岩の直上で約40cmX70cm 

の範囲に焼上が検出された。厚さは約 2cmで遺物は含まず、性格は判然としない。

2番目の岩陰にみられる貝溜りは表面に露出しており、範囲は約40cmX50cmである。雑然と

みられる琉球石灰岩の間（前面に近い部分）に堆積しており、厚さは約15cmである（）下部は悲

盤の結晶片岩が露出。

3番目の岩陰にみられる貝溜りも表面に露出している。奥の方から前面部へかけて堆積して

おり、岩陰のほぽ全面を覆う。奥から前面へゆるやかに傾斜し、厚さは10cm前後でそれほど厚

くはない。土器片が若干得られただけである。下部は腿盤の結晶片岩が露出するが、前面近く

では径が約10cm、深さ約10cmの落ち込み部が 1ケ所検出された。

按司墓として利用されている岩陰の東部では 3枚の層がみられた。表土は岩陰部では比較的

水平の堆積を示し、前庭部から下方へ傾斜する。厚さは岩陰部で約15cmであるが、前庭部では

40cm近くの厚さを有す。墓に関連する遺物や先史遺物（土器など）が得られている。第Il層は

前庭斜面部にみられる小骨を密に混入した層である。その斜面に沿って10cm前後の厚さを有し

て堆積している。人工遺物はほとんど出士していない0

第m層は岩陰部に堆積した貝層で東側へ傾斜している。含まれる貝の量により上、 F部に分

けられる。上部は多量の貝を含み、一部において按司墓をつくる際に撹乱を受けたと思われ

-/45・-



P P-96、0-96、N-96南壁 。

0ラインより東に70mの断面（東壁）

95 

EL60.482 ---/ -- - - -・- -- __ -

Nライン東壁

2m 

図23 21地区イ西区層序
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る部分も見受けられた。lOcm~l

5cmの厚さを有し、先史遺物のほ

か陶磁器なども得られている。

量的にはそれほど多くなく、土

器は第 1 群•第 2 群とも出土し

ているが 1群が若干多い。第 2

群に属する脚台が 1点（図52の2

3)得られており注目される。主

体貝はウミニナで、その他にチョ

ウセンサザ工、シレナシジミ、陸

産マイマイなどが見られた。

下部は上部よりもその範囲が

狭くなる。厚さは約10cmで貝の

量が少なくなる。特に陸産マイ

マイはほとんど出土しない。未

撹乱の層で人工遺物は少ない。

土器では平底が 1点出土してい

るが、口縁部で型式名の判別出

来るものは第 1群土器だけであっ

た。

本層を掘り下げると悲盤の結

A
-6

 ，
 

/． 

／
．
 

.~ 

．

．

 

／
 

図25

96 

部上岩

＼ー

＼
 

＼
 

晶片岩に達するが、岩陰のほぼ中央付近でその結晶片岩を径約100cmの略円形状に掘り込んだ

所がみられた。その掘り込みはナベ底状になっており、底面の奥寄りで約60cmX50cmの略長方

形状に焼土面が検出された（図25)。ナベ底状になった最深部は約10cmで、焼土の厚さは約 5

cmである。このような状況からすれば、本貝塚が形成された当時既にこの岩陰部は何らかの形

で利用されていたと推察される。 f蘭、第 II• 第m層の範囲を図26に示した。

2. 21地区ロ

按司墓の前庭部で全体的に北側へゆるやかに傾斜する。特に墓の前面約 2mまでは非常にゆ

るやかなスロープとなっている。調査の結果、墓の手前約 2mまでは表土と同じように悲盤の

結晶片岩もゆるやかな傾斜であるが、そこから以北へは急斜をなしており、その箇所で未撹乱

の遺物包含層や貝溜り及び焼土などが確認された。

以下、本区の層序、検出された貝溜り、焼土について簡記する。

a層序

本区の東西、南北のラインの土層断面図を図28に掲載した。基盤を含め 5枚の層かみられ

-49-
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た。

第 I層：表土撹乱層で本区のほぼ全面にみられ、南側から北側へ傾斜しながら漸次厚くな

る。最も厚い所で約90crnの層厚を有し、結晶片岩の砕片が多く見受けられる。陶

磁器などとともに先史遺物も得られている。按司塾周辺 (94ライン以南）では直

接基盤の結晶片岩の上に乗る。北西隅では20~60crn大の琉球石灰岩が多い。

第II層：本区の北西側にみられる黒褐色士層で、撹乱層である。本層も南側から北側へ傾

斜しており、最も厚い北西隅の箇所で約60cmの厚さを測る。結晶片岩の砕片が散

見され、北西隅では大 ・小の琉球石灰岩が多く見られる。先史遺物もわずかに出

土している。

第m層：北東隅では見られないものの、本区のほぼ全面 (94ライン以北）でみられる茶褐

色土層である。南側から北側へ傾斜し、最も厚い所は約60crnを測る。南西側では

本層の上部を表土層が覆う。本層以下は未撹乱の遺物包含層であるが、出土量は

それほど多くはない。

第IV層：本区のほぼ全面にみられる暗褐色土層で、南西側で厚く北側へ薄くなる。本層も

南側から北側へ傾斜し、最も厚い南西側で約60cmの厚さを有す。遺物の出土量は

それほど多くなく、土器では第 2群土器の出土が若干多い。注意される遺物とし

て、サメ歯製有孔製品（図160の72)が1点得られている。

第V層：基盤をなす結晶片岩であ

る。全体的に南側から北

側へ傾斜するが、特に94

ライン以北においては急

斜をなす。上面は凹凸が

見受けられる。

93 

b貝溜り

本区の南西隅 J• K -93• 94にまた

がって検出された（図27)。その部分

は甚盤の結晶片岩が凹部を形成してお

93 ro 

り、その結晶片岩に沿うように第IV層 K-93 

EL59.46 - ¥ j 

の下方より露出した。平面的な範囲は
燒土

約140~X280~で不定形である。厚さ 丁~ニー
は約20cmを測る。主体貝はウミニナで、

その他にサラサバティ・チョウセン

サザエなどが見受けられる。貝種など

図27 21地区口の貝だまりと焼土の状況
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は前述のイ区の貝層や後述するハ区の貝層とあまり違いは見られない。

土器などの遺物が少量得られており、第 1群土器が僅かに多いようである。

c焼土

図27に示すように前記した貝溜りの下部で確認された。貝溜りの見られる凹部の東側部分の

傾斜に‘沿って、途中で一端途切れるものの上方から底面にかけて検出された。上方の焼土が約

50cm X80cmの範囲で、底面の焼土が約50cmX50cmの範囲で認められた。厚さは 5cm前後で、晶

盤の結晶片岩に貼り付くように検出され遺物は含まない。

3. 21地区ハ

本地区のメインになった区で、台地上から崖下東側にある按司墓への通路として利用されて

いた場所である。南北約 4m (東側では 6m)、東西約30mの広さで、南側は琉球石灰岩の岩

盤がせまり、北側は大きな琉球石灰岩により堆積土がせきとめられる形となっている。南北の

傾斜は急で、東西の傾斜はゆるやかである。

当初、本区はそれほど注目された場所ではなかったが、調査が進むにつれ下部において保存

の良好な遺物包含層か確認され、遺物も多量出土した。特に東側では厚い所て80cmを越す貝層

があり、土器、石器、骨 e 貝製品が質。量とも豊富に出土した。この貝層の南側でば焼土を伴

い、その部分では貝も焼けているものが多かった。また、 W層面では一部に焼土（図32)など

も見受けられた。

前述の貝層は本区の西側では見られず（図29)、炭の集中する部分や犬の骨の集中部（図34)

などが見受けられた。東側の層相とは若干の差異がみられた。

本区は埜盤の結晶片岩の上を石灰岩風化土のマージが覆い、その上に遺物包含層が堆積して

いる。そのため 1部マヽージを掘り下げ結晶片岩の確認を行い、全体としてはマージを露出させ

て発掘を終了した。地山のマージを含め 8枚の層が確認出来た。以下、本区の状況についてそ

の概略を述べる。

a層序

本区の読ぼ中央にある琉球石灰岩を境に、東、西で若干の相違が見られた。東部は南から北

ヘ傾斜するが、西部は南から急傾斜を示す地山が、ゆるやかな弧を描きながら上方へ向い、そ

こではゆるやかな底面を有す凹部を形成している。図30及び図31に士層断面図を示した。 96ラ

イン以南は地山のマージが露出している。以下、第 I層より記す。

第 I層：表土層で本区のほぼ全面を覆う。南から北への傾斜は比較的急で、西から東への

傾斜はゆるやかである。層厚は厚い所で約80cmを測る。琉球石灰岩の大きなもの

が散在している。遺物は先史遺物やグスク、近世の遺物が若干得られている。

第lI層：茶褐色混礫土層でC-93を中心にみられたもので、部分的な層である。 4~5cm 

大の小礫を密に混人している撹乱層である。遺物は若干の土器片が得られただけ

-53-



である。南から北へ傾斜しており、厚い所で約30cmである 0

II[屑・黒色の腐柏上）薗で本1メの巾央部付近ではみられす、東側。西側において認められ

た。西側では四から東へ傾斜を示すが、東側では比較n勺水平力しな堆相をホす。 20~-✓

40cmの厚さ

けである。

し、ややしまった感じの上層である。若―「の上器片が得られただ：

と考えられる。

：暗黄色土層で本1ス東側にのみ見られた。南から化へ傾斜しており、直接表上層と

接している。 C 94付近ては下部か北側へ臼傾斜を示し、そこか本層の最も厚く

（約80cm) した所となってし＼る。疏球石）火岩の大苫なものか所々にみられる。

未撹乱屈で遺物は上器が割り合い多く得られている。

第V屑 黄褐色j屑で本区四側にのみ堆禎してし＼る。はぼ水平)j向の推積をぷしており、

は約り0cmである（）土はf;'「しまっており、やや墜し＼。未撹乱層で、遺物はそ

れほど多くはなし＼（）ただ、図109の614に示した底部資料は、本貝塚から出士＾して

しヽる上器とは趣きを異にしており2t応される。

・賠褐色土屑で水区のほぼ全面に｀みられるが、下部では小骨か密に出'.じる())曽色の

変化はみられなしヽものの、その状況により卜^部をVIa層、下部をVIb層とした～（）

a屈：変化に富んだ叶1:.積の状況をcfJす。本区のほは中央にある大言な硫球;r;灰岩により、

東西に分離される（）東側では南I!甘側から北東側へ急傾斜を示す。最も阻＜堆積し

た北四側で約り0cm、最も薄い（〕 94付近で約10cm在測る。図30の（〕ライン東璧の

断面図をみると、化側では人ぎな坑球石）火喜の下方へも潜り込む（）本）I竺LL而では

焼上も見受けられた。

遣物は割り合い多い。 とか得られており、 I:器は u罪よりも 21昇

が多く、石揺は敲打器類が多かった。

b屈：本層もVfaJ柑iと同tヽfIL', 較的変化のある」甘附の仕力てある。四側ではゆるやかな [II]

部を形成する地1L1面に沿っ みせる 0 の・ド部は次第 くなり地

山へ移行する。その山］におし＼て数ケ）祈の炭集111部や犬骨の且叶lなどが見らオした。

JUJ音g0.))底1/fi付迂[>(汀享＜附J30cm吃噌(!Jり、 1斗り」r,.r..___f轡くなっ‘ーてし＼く。

東側では一11fiにみられるわけではなく、途切れ途切れに急傾斜を示して確忍さ

れた。）万八ヽ 所で約40cm脊測る。小骨を密に含んでし＼るJi';:屑ば注目される屈であり、

追物の量も多くなる。［器は大咽の破）—'i-が多くなり、石器。闘製品も多くなる。

また、 は第 1 2罪（:上器より多く出」こしてしヽる。

第V.II層：本区の東側に見↓ られる貝罰で、 音厨几j{Jjljまで及ぶ。口じ体旦の違いにより a心に分

けられる。本屑の平而的な広がりを図29にポした（）

a/歯：東部の北，側!,、このみ忍められ、屑I厚もそれほど）亨くなし＼（約20cm)。

サバテイ。シャコ貝などの比校的大刑の貝である。遺物の量は多くなし＼。
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b層：東部のほぼ全面にみられ、南から北へ急傾斜を示しながら厚くなる。最も厚い所

で約60cmである。ウミニナ。センニンカイなどの小型貝が主体である。遺物の量

はVIb層に次いで多く、特に貝。骨製品は質〗量とも豊富である。土器では図80

に示した面縄東洞式の壺形など注目される資料が得られている。

本層は北側では琉球石灰岩の下方にも潜り込んでいる。又、南側では表士下直

ぐに露出する所もみられた。そこでは薄く地LI」面に沿うように焼士を伴い、焼け

た貝なども見受けられた。

第VIII層：琉球石灰岩の風化上でいわゆるマージ（地山）である。本区の南にせまる琉球石

灰岩の下方から、急傾斜をなして北へ向う。怜j側では表面に露出していた。

b. 焼上

第IV層：図32はE-%グリット西側に検出されたもので、略三角形状に1.0m* 1.2mの範

囲にみられる。厚さは約10cmである。焼上は30~~40cm大の石灰岩礫の中に粒状の

焼け土が集I―ドしてみられた。転石の間にあることから上方から投棄された可能性

が高い。

第VI[層：図33はD、Eライン第VI[層下部に表れたものである。同ラインの斜面部に厚さ約

5 cmで貼りつくように検/:liされ、 E-95グリットではl.5mX1.5mの面的広がり

を持つがD• E -93、91では部分的に検出される。同図でもわかるように地山面

が不安定であり、ここに形成された遣構というより上方から投齋された可能性が

高い。

"v 

,へ
,

1

81ャ・£97ヨー

日 94

凡例

に］ー転石
屈—焼土層

---N層

D—石

゜

賃 V-j.~ 
1 -95 

E 1 m 

r <r:I 
図32 21地区ハ第JV層面の焼土の状況
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図33 21地区ハ第VIl層下部の焼土の状況
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c炭集中部

図34に示したように21地区ハ西側に石灰岩塊を取り巻くように 6箇所に検出された。

第VIb層下部の地山に移行していくときに粒状の炭が集中したところが検出されたが、大きさ

はまちまちである。同図に示したように多少の落ち込み、遺物も見られるが、性格は判然とし

ない。

d犬骨集中部

図35に示したよう

に「炭集中部」に近

接して検出された。

大きなものは 3カ所

である。主に顎骨等

がおおく、骨は少な

い。第35図に示した

ように他の遺物と混

在して出土すること

からまとまりがなく、

遺構の可能性はう

すい。しかし、県内

でこのように犬骨が
92 

出土した例はなく、

今後の検討課題の一

つである。
お
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6
 

出 土 遺 物

今回の調査により膨大な量の遺物が出土している。それらは土器、石器、貝。骨・石製品な

どの人工遺物と、貝類（軟体動物）、獣魚骨（脊椎動物）、炭化物（植物遺存体）などの自然

遺物に分けられる。人工遺物をみると土器はその大半がいわゆる奄美系土器と呼称されている

もので占められていること、石器では 6面に凹部を有する敲打器、貝。骨製品では実用品や装

飾品のバリエ-・ ションの豊富さとその出土量に本貝塚の特色をみる思いである。

また、自然追物をみると地区ごとの出士状況の遅いがまず注目される。さらに、膨大な量の

自然貝の主体が、現在は沖縄本島に生息していないキバウミニナであることやセンニンガイが

かなり見受けられることなど貝種組成からも注意される。

その他集中的な出土状況をみせた犬の骨や遺構などから検出された炭化物なども留意される。

以下、それぞれの遺物について概略を述べる。

1節．：：：ト器

2次に亘る本調査により総数23,400点余りという多量の土器片が得られている。これらの大

半が奄美系土器と呼称されているもので占められる。出土状況をみると21地区ハで最も多く得

られ、次いで22地区口が多く、この両区で全体の90%以上を占める。

ほとんど小破片の資料であるが、 21地区ハにおいては口縁部から底部まで接合できたものや

器形のある程度窺える資料が50点余り得られており、それらを中心に器形。文様に注目し下記

のように 2群に大別した。 2群とも既に型式設定がなされているもの数種を含んでおり、ここ
社1 11'2 

で用いた型式名については高宮廣衛氏、河口貞徳氏のものを主に採用した。

ーロ縁部が若干外反し頸部でしまり、胴部が膨らむ深鉢形尖底を主とするグループ

で、文様は凸帯及び肥厚帯と種々の沈線を組合わせるものが主流をなし、肥厚帯

の下方や胴部下半まで施文するのが普通である。

仲泊A• B式及び両者の典型的なものからはずれるものがみられた。

2群ー底部から開き気味に口縁部へ向かうもので、口縁部が外反し頸部で若干しまり、

胴部のあまり膨らまない深鉢形平底を抵本的な器形とするグループ。文様は一般

的に口縁肥厚部、口唇部に押し引き文や沈線文を主として施し、肥厚帯下及び胴

下半部に施文するのは希れである。

も見受けられた。

Il式 0 神野口し、I,\• 

2群とも高宮氏の前IV期前半（縄文後期前半）に属すものであり（表 5)、量的には第 2群
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表 5 沖縄・奄美諸島の土器編年

本土編年 冒 沖縄諸馬の土器型式 奄美諸島の土器型式

草
南九州系統、南島系統、薩南系統

創

爪形文｛ヤブチ式期 爪形文

I 
東原式

＇ 

早

期

縄
即、・

・（羽状連点文）

II 
室川下層式 ・（連点、波状文）

神野 A式（仮称） 轟 式 ・（横位沈線文）
期

曽畑式 曽畑式 。（櫛描連点文）

神野 B式（仮称） 阿多 v式

赤連系

中

ill 
面縄前庭様式

文
1. 具志川式（仮称）

期 2神野 C式（仮称）

3. 面縄前庭式

I 凸帯爪形文

↓ 

神野 D式（仮称） 松山式

神野 E式（仮称） 市来 I式 '(面縄東洞式）

後 伊波式 市来 II式

IV 荻堂式 一湊式

大山式 草野式 ・（嘉徳 I式 A)

期 室川式 e (嘉徳 I式 B)

。（嘉徳 Il 式）

・（面縄西涸式）

トー~

晩 室川上層式
V 

宇佐浜式 黒川式 ・（犬田布式）期

◎本表は『沖国大考古』第 7。9号の高宮試案の編年表の縄文時代について合わせた

ものである。
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が多かった。また、各門式別にみると面縄前庭式が下層からより多く出上する傾向を示し、近

年の成果と同様な状況を示す。第］。第 2群とも新資料の追加があり、該時期の沖縄・奄芙間

の土器文化を解明していく上で注目される。

以下、各区ごとに概略を迩べるが、各型式の細分は21地区ハの分頬に従った。

1 . 22地区イ

本区での出土量はそれほど多くはない（表 6)。ほとんど第 2。第 3号遺構からの出土で、

前者は第 1群が、後者は第 2群が多く得られている。

遺構外。第 2号遺構。第 3号遺構の順に述べる。

a. 遺構外

第 I。第lI層から出土している資料で、そのうち 3

点を図36の1~3に示した。 3点とも第 2群に属す。

1は面縄東洞式で、先端の尖がったエ具による押し引

き文が 4条施され、籠編み状の構図を示す。

口唇部にはハ字状の押し引き文を施す。石灰分が付

着しており、器面の状況など判然としない。

2は神野E式に属すもので、中段を無文空白部とし

ている。文様帯の幅は約 6cmで、口唇部にも刺突文を

施す。器面の保持は悪く、暗褐色を呈す。チャ -・Iヽ 。石英の粗砂粒を多量混入する。

6 22地区イ土器出土状況

合無

文
~
 

小

3は伊波式に属すかと考えられるもので、叉状工具による押し引き文が 4組縦位に見られる。

押し引きは引きが浅く、点刻文をイメージさせる。山形へ移行する部分の資料で、この縦位文

は山形直下に配されるものと考えられる。横位文は同様な工具により点刻文を 4組密に施す。

口唇部の文様は判然としない。暗褐色を呈し、石英。チャートの粗砂粒を多量況入する。

b. 第 2号遺構

第 1群土器に含まれるものが多く、特徽的なものを図36の4~17、図37に示し

4~8 の 5 点は面縄前庭式の資料で、 4~~6 は口縁部、 7 。 8 は胴部である。いずれも片方

の凸開を有す。小破片のため全体的な状況はつかめない。凸帯に配された．文様からすれば、 4

はh、5。'7はe、6はaに属するが、 8は器面の剥落が著しく判然としない。＇］は赤褐色を

呈し、他の 4点は暗褐色を呈す。 5点とも石英。チャ-ウトの粗砂粒を多量混入し、 4~6の3

点はその他に雲母片も少量混入している。

9 ~15は1中泊式の資料で、 9~✓12 はA式、 13~15 はB式に属す。 9~11 は口唇部を平担に成

形するもので、［］縁部上端が若干外反する。 9。10は低平な山形を有しており、 2点とも11」形

頂部は押しつぶされた形で若干•の凹部を形成する。 lOは約 3 cm幅の肥厚帯を有すが微弱である。

文様は約2.5cmの長さを単位とする貝殻刺突文を、間隔をあけて概ね 3段に配している。胴部
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図36 22地区イ遣構外(1~ 3)及び第 2 (4~17)出
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文様については不明。

器色は表面をみると 9。10は暗褐色、 11は黒褐色であるが、裏面は 3点とも黄褐色を呈す。

混入物はチャート片を多量含んでおり、比較的粗粒のものをみると角を有している。

図36の12は口唇部が尖がる資料で、口縁部上端は外反する。口唇下約 2cmの箇所に幅約 1cm 

の扁平な凸帯を廻らす。文様は口唇部と凸帯間及び凸帯上に貝殻刺突文を施す。本資料の場合

も約2.5cm幅が単位となっているが、 9~11の文様に比べやや弧状を呈す。器面の保持が悪く

器表面の状況については不明。器色は黄褐色を呈し、チャート片を多量混入する。粗い粒のチャ

ート片をみると角張っている。

13~15に示したものはB式に属すかと考えられる。 13は口縁部だけの復元図を示したもので、

口縁部が肥厚し頸部で若干しまり、胴部が張る器形のようである。低平な山形を有しており、

図では 4個で復元した。肥厚部の幅は山形直下で約 2cm、低い所で約1.5cmを測る。推定口径

は約7.5cmと小型である。

文様は口唇部。口縁部 0 胴部に施している。口縁肥厚部の外面に 4~5条を 1組とする斜沈

線を鋸歯状に配し、山形直下では縦位沈線を施す。口唇部には刻目文を施している。肥厚帯下

部にも斜沈線が認められるものの、どのような文様か不明。器色は赤褐色を呈し、胎土にはチャ

ート片を多量混入する。

14。15は方向の異なる斜沈線を施し羽状構成をつくるもので、 14は整然とし15はラフな沈線

が密に施される。器色は14が表面暗褐色、裏面黒褐色を呈し、 15は黒褐色となっている。胎土

にはチャート片を多量混入している。

図37の18に示したものは面縄前庭式と仲泊式の両方の要素がみられるもので、口縁部だけの

復元図を示した。推定口径は約30cmと本貝塚出土土器の中では大型の部類に入る。器形は口縁

部が肥厚し頸部でしまり、胴部が張る器形を呈す。山形を有すものと平口縁の資料があり、同

一個体と解されたので図は山形を 4個配置して示した。

ゞ、~｀→
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図37 22地区イ第 2号遺構出土土器
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山は平口縁に突起を貼り付けたようなもので低平である。肥厚部の幅は山形直下で約 2cm低

い所で約 1cmを測る。

文様は肥厚部外面に水平方向の弧状を呈す沈線を施し、肥厚部以下は沈線による鋸歯状文を

間隔をあけて縦位に配す。山形直下など部分的には縦位沈線など別の文様も見られる。肥厚部

外面の弧状を呈す沈線は 1Cl/!~ 2 C/llを単位として施される。胴部の縦位に配される鋸歯文はど

の辺まで施されたか不明。

器色は表面の口縁部と胴部は黒褐色で、表面の頸部と裏面は赤褐色を呈す。器表面には擦痕

が残り、胎土にはチャート片を多量混入する。

図36の16も同様な資料で胴部の破片である。文様帯の最下部の状況を呈しているが、全体的

な構図は不明。現資料をみると左端に縦位沈線、中央部に「X」字状の沈線、右上端に斜沈線

がみられる。左端の縦位沈線の先端と「X」字構成の左傾の斜沈線の先端は、 2本の縦位短沈

線により継がれている。

器面の調整は比較的よく、器色は暗褐色を呈す。胎土は精選されており、チャート片を多量

に混入しまれに雲母片もみられる。

17は底部資料で第 1群に属する尖底である。外面は比較的よく調整されるが、内面には粘土

の積み痕が残る。胎土は細かく、チャート片を多量混入する。器色は外面が黒褐色で、内面は

暗褐色を呈す。

c. 第 3号遺構

本遺構は前述の第 2号遺構と様相が異なり、第 2群土器が目立つ。特に図39に示した面縄東

涸式の壺形土器は注目される。以下に記述する。

第 1群土器は 6点の出土で、面縄前庭式、仲泊式がそれぞれ 3点づつである。その中の 4点

を図示した。図38の19~22がそうで、 19は面縄前庭式、 20~22は仲泊A式の資料である。

19は外反する口縁部の資料で上端に扁平の凸帯を配し、その下方にラフな斜沈線を 4本施す。

凸帯上の文様からすれば21地区ハの bタイプに近い。器色は黄褐色を呈し、表・裏面とも若干、

擦痕が残る。胎土は細かく、石英・チャートの砂粒を多く含む。

20~22は口縁部の資料で、 20は1方の山の部分で欠けているものの対をなす山形を呈す。 20

~21の口唇部は丸味を帯びるが、 22は尖がり気味である。 3点とも肥厚するが、 22は肥厚部上

端が口唇部より若干下がる。肥厚帯の幅は20が約2.5c,n 、 21• 22が約 2Cl/! である。

文様は肥厚部とその下部にみられ、口唇部は施文していない。肥厚部の貝殻刺突文をみると

20 はやや斜め方向へ密に施し、 21• 22は上・下の間隔を若干あけて、水平方向に施文している。

肥厚帯下の文様については判然としないが、 20• 22のわずかに残った部分をみると20は斜位方

向の沈線文、 22は貝殻刺突文が認められる。

器面は比較的よくナデられており、 3 点とも擦痕はみられない。器色は20• 22が赤褐色で、

21は黒褐色を呈すが、裏面は 3点とも黄褐色の部分が見受けられる。胎土は細かく、石英・チャ
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ートの砂粒が多く含まれる。

第 2群土器は本遺構の主体をなすもので、面縄東洞式が圧倒的である。特徽的ものを図38の

23~36及び図39の41に示した。全て破片の資料で全形の窺えるものは得られていないが、図39

の41に示した壺形の資料以外はほとんど深鉢形に属すかと考えられる。

図38の30は胴部までの推定復元図を示した。それをみると「l縁部がゆるやかに外反し、頸部

でしまり、胴部が若干膨らむ。

得られた資料で明確に山形をなすものは見受けられない。また、口唇部を有する資料をみる

と、平坦に成形するものと尖がり気味あるいは丸味を帯びるものがほぼ同数得られている。こ

れを肥厚の形態との関連でみると、前者に属するものはわずかな肥厚を示すだけで不明瞭であ

るが、後者のものは断面が三角形状のはっきりとした肥厚を示す。また、肥厚帯の幅は前者に

属する30も 34が約3.5C171で、後者に属するものは33が約3.5cmを測る以外は 2C!/1、~3cmの間に納

まる。

文様は肥厚帯に主に施され、まれに肥厚帯の直下に施文するもの (30)や裏面に施すもの

(36)などがある。口唇部に施すものは見受けられない。口縁部の文様を21地区ハの分類に従っ

てみれば、 a• d。fの3タイプみられる。

aタイプに属すものは図38の23~-27に示すもので、 23~25は口唇部を欠失している。 23。24

はヘラ状」こ具、 25,~27は先端の分岐したエ具を使用している。 23,-✓25は表。裏面に擦痕を残す

が、 26 。 27 はナデられている。器色は23• 26が暗褐色、 24は表面が暗褐色で裏面が赤褐色、 25

は赤褐色、 27は黒褐色である。胎上は細かく、石英。チャ、ートの微砂粒を混人する。

dタイプに属するものは、 28~32に示したもので施文は深く、若干凹部となった部分に先端

の尖がったエ具による押し引き文がみられる。 28~30はやや幡の狭し (2 ~ 3 mm)が使用

され、 31。32はエ具の幅がやや広い (4~ 5 mm)。

器面の状況をみると、 28。29はナデ調整が施される。 30は文様帯の部分はよくナデているも

のの、胴部及び裏面は擦痕が残る。 31• 32の裏面も明瞭な擦痕が認められる。器色は30,32が

赤褐色、 28• 29は黒褐色を呈す。胎士は細かで、混入物に石英。チャートの砂粒を含む。 28•

29はそれ以外に雲母片の混入も見受けられる。

fタイプに含まれるものは33~35に示したもので、 33は横位押し引き文が器面を廻るが、破

片の右端に見られる縦位凸帯により何ケ所かで切られているものと考えられる。 34• 35は水平

方向の押し引き文を途切れ途切れに施すものであるが、どの長さを単位としたか不明。又、 33

は押し引き文の施された縦位凸帯や[J縁部の裏面にも横位押し引き文を 1条配す（縦位凸帯の

箇所で一端途切れる）という他と異なる要素をもち、注意される。

33。35は先端の尖がったエ具が使用され、 34は先の平坦な工具を用いている。 35は上 G 下段

の押し引き文は同一方l宜Jへ施すが、中段の押し引き文は逆方向へ施文している。また、資料の

左端では先端をわずかに分岐させたヘラ状工具を使用して施した文様も見受けられる。
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器表面をみると、 33• 34は裏面に明瞭な擦痕を有すものの、 35は両面ともよくナデられてい

る。器色は33が暗褐色を呈し、 34• 35は赤褐色を呈す。胎土は細かく、混入物として石英・チャ

ートの砂粒を含む。

36に示す 1点は肥厚部外面に羽状構成の押し引き文を深く施すもので、拓影では凹線のよう

になっている。表・裏面ともナデ調整が施され、器色は暗褐色を呈す。胎土は精選され、石英・

チャート砂粒を多量混入するほか雲母片も目立つ。

図38の37に示したものは種不明の山形頂部の資料で、裏面に一部先端の尖がったエ具による

押し引き文が見られることによりここに示した。横位凸帯を 1条下端に廻らし、斜位の凸帯で

山形部をつくる。凸帯上には沈線が 1条施される。また、裏面に施される押し引き文は、山の

頂部付近でUターンするように施文される。小破片のため全体の様相はつかめないが、他の資

料とは異なった装飾を施す。

器色は黄褐色を呈し、胎土は細かい。混入物として石英・チャートの砂粒及び石灰質砂粒の

ほか、雲母片も散見される。

図39の40に示したものは壺形と思われる唯一の口縁部資料である。頸部の下端で破損してい

るため、以下の状況を知り得ないのは残念である。口縁部は断面が三角形状の肥厚を示し、ロ

唇部は尖がる。片側が船の帆先のように突出し、その部分は肥厚部の幅も広く誇張されている。

¥ ¥ 

0 5cm 
I , , , I 

図39 22地区イ第 3号遺構出土土器 41 
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反対側はゆるやかにせり上がり肥厚部の幅は狭い。いわゆる片口注口の形状を示し、液体を注

ぎやすいようにしている。

また、頸部と胴部の境い目（口唇下約 4cm)にも断面が方形状の凸帯（幅約 6mm)を1条廻

らす。長径は約 7cm、短径が約 5cmを測る。

文様は肥厚部及びその直下、頸部の凸帯の上・下端と凸帯上に、先端の尖がったエ具による

押し引き文を横位に配す。この横位押し引き文は上から順に左→右、右→左と方向を変えて施

文している。頸部は無文のままであるが、突出した側の直下に施文している。約 2cmまでは縦

位に施し、その部分で左右へ折れそのまま約 lcm水平方向へ施す。逆T字を描出している。

器面は丁寧なナデ調整が施されており、器色は赤褐色を呈す。胎土は精選され細かく、混入

物として石英・チャートの微砂粒が多量含まれる。器表面にはチャートの粗砂粒が露出してい

るのも目につく。非常に特徴的な資料であり注目される。

図38の38に示したものは伊波式に属するものである。文様帯の下端部を有する資料で叉状工

具による点刻文が 2組横位に施されている。その点刻文の上分に文様がみられないことから、

中段を無文のまま放置するタイプかと考えられる。器面はナデ調整が施され、器色は黒褐色を

呈す。胎士は細かく、涅入物としてチャートの粗砂粒を密に含む。

39は口縁部が外反し胴部のあまり張らない資料で口縁部上端を欠失する。沈線文が4条認め

られるが全体的な構図は不明。第 2群に属するものと考えられるが、型式名は不明である。器

色は赤褐色を呈し、表・裏面ともナデ調整が施される。胎土は細かく、石英。チャートの粗砂

粒を多量混入する。

40は平底の資料で第 2群に伴うものかと考えられる。底面から約 1cmまではほぼ垂直に立ち

上がり、そこからゆるやかに外側へ開く。破片の上端は粘土の積み痕から破損しているが、底

面の半分以上が残る。底径は約6.7cmを測る。底面の中央部付近は若干凹み、上げ底状を呈す。

器表面は擦痕をかる＜ナう哺乱整しているが、裏面はヘラ状工具による調整痕を明瞭に残す。器

色は赤褐色で、胎土に石英・チャートの微砂粒を多量混入する。

2 0 22地区ロ

本区は21地区ハに次いで 2番目に多くの土器片が得られている。しかし、ほとんど小破片の

資料で全形の窺えるような大型の資料には恵まれなかった。出士状況は表 7に示した通りで、

種類的には21地区ハと大差ない。

本区では第 2群が優勢であるが、型式別にみれば面縄前庭式が最も多く得られている。層位

別にみると第IV層までは第 2群が多く得られているものの、第V層では第 1群が目立つ。各遺

構とも第 2群が優位である。

また、土器そのものの状況をみると、他地区のものに比べ非常にもろく、そのため器面の保

持も悪い。以下、遺構外と遺構出土のものに分けてその特徴を略述する。
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7 22地区口土器出士状況

.. ・

第 1 群上器 第 2 群土器 不 熊 合

縄前庭面式 仲泊式A 

仲 そ 底

腐、9
嘉 嘉 神 神 伊 萩 無 底 文

泊 徳 徳 野 野 堂 文
の 波 の 胴B I II D E 式

冒式 他 部 式 式 式 式 式 ？ 部 明 部 計
I I ， 

I 3 1 8 12 

l1 4 1 6 5 8 16 324 364 

III 28 6 2 1 6 冽 19 ， 3 28 91 1,563 1,790 
＇ 

IV 63 8 20 16 g 60 118 53 21 3 1 76 212 2,470 3,130 

V 43 5 8 11 1 6 11 l 1 1 1 69 317 475 

VI 2 1 3 
I 

第4号 5 1 1 7 6 2 1 1 7 4 罰 432 
' .'  

第5号 2 1 6 2 5 7 1 1 8 7 町2 412 
. ,_ 

第6号 16 3 6 3 1 10 14 4 ， 15 251 332 
,_ 

' 
ム口呑"[ ・ 161 23 3'7 39 17 128 179 76 3 1 25 3 2 1J/ 416 5,703 6,950 

. . ヽ•

__ , 

a. 遺構外

5,700点余りの資料が得られている。型式の判明するものは500点余りで、第 1群が200点余、

第 2群が350点余である。以下、群別に述べるが底部については後に一括した。

面縄前庭式、仲泊式及びこの両者の要素を合わせ持つタイプに分けられる。量的には面縄前

庭式が圧倒的に多かった。

①面縄前庭式

総数130点余り出土している。全て小破片の資料で全形の窺えるものは得られていない。ほ

とんどが深鉢形に属す資料であり、 21地区ハで出土しているような明確に壺形を示すものは得

られていない。特徽的なものを図40の 1~15に示した。

1は凸帯を口縁部上端と頸。胴部の境い目に 1条づつ横位に配するもので、 2~8もこれに

類する資料と考えられる。

文様は凸帯上及び凸帯間にみられるものがほとんどであるが、 1は、凸帯の上。下部、 4は

口辱部も施文の対象となっている。凸帯上の文様をみると、 1は横擦刻文のグループに属する

と考えられるが、形状に若干の差異がみられ凸帯の上方。下方にも同様な文様を配す点でも迎

いがみられる。 2 は叉状刺突文がみられ b に属し、 3• 4は縦位刻目文の f、5~8は斜位刻

目文の eに属している。
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凸帯間の文様は沈線の条数が半I]明する 1 (4条 1組）、 5 (8条 1組）の 2点からすれば、

4 ~,8条 1組の斜沈線による鋸歯状文が配されていたかと推察される。

器面はナデ調整が施され、擦痕の残るものはみられない。器色は 4が赤褐色を呈し、他は暗

～黒褐色を呈す。胎土は細かく、混入物はチャート。石英。石灰質の砂粒が多量にみられ、

4以外の 7点は雲母片を含む。

9• 10の2点は凸帯間の幅が狭く、 21地区ハのものを参考にすれば凸帯を 3条配している資

料かと推察される。凸帯上の文様をみると、 9は叉状刻目で C、10は横捺刻文で hに属すもの

である。 9は凸帯間にも凸帯上と同様な文様を施しているが、 10は4条 1組の斜沈線による鋸

歯状文を配す。 2点とも器面の保持が悪く、文様の判然としない部分が見受けられる。器表面

の状況もつかめない。

9が赤褐色、 10は暗褐色を呈す。胎土は細かく、石英。チャ、ート。石灰質の砂粒を含む。

11~15は縦位にも凸帯を配すもので、 11~13が2条、 14。15が 1条認められる。 11の資料は

2条の縦位凸帯がほぼ平行に配されるが、 12は上部（口縁上端の横位凸帯）で接して頂点をつ

くるような山形状の貼り付け方となっている。 13も横位凸帯の上。下に 2条の凸帯が配される

が平行にはならない。凸帯上の文様をみると'11は縦位刻目 (f)であるが、 12。13は不明。

凸帯間の文様は11が縦位凸帯間は無文だが、両サイドには斜沈線が認められる。条数や全体

的な構図は不叫)12°13は不明。

11が赤褐色、 12が暗褐色、 13が黄褐色を呈す。器表面の状況はあまり判然としない。胎土は

細かく、チャ、-つ卜。石英。石灰質の砂粒を多く含み、 12• 13は雲母片も目立つ。

14• 15は現資料においては縦位の凸帯は 1条だが、実際の条数は知り得ない。凸帯上の文様

は14は斜位の刻目 (e)が認められるものの、 15は不ll月。凸帯間の文様は15が斜位沈線を 4

施すが全体的な構図は不明。 14は現資料では文様はみられない。

14は暗褐色、 15は赤褐色を呈すが、 15の裏面は黒褐色である。 15の裏面には擦痕が見られる。

胎土は細かく、チャート。石英。石灰質の砂粒が多く見られる他、 14は雲母片もみられる。

② 仲泊式

50点余りの出士で、 B式が若干多く得られている。器形の窺えるようなものはなく、すべて

小破片である。明確に壺形をホす資料は得られていない。特徽的なものを図40の 16~~24及び図

41の25~30に示した。

図40の16----..,20に示した 5点はA式の資料である。 5点とも口縁部の資料で、 19°20は山形を

示す。平l□I縁の 1部に突起を貼り付けてLI」形をつくっており、 19はその頂部を押し凹めM字状

の形にしている。 20はゆるやかな均整のとれた山である。ただ‘、 20の資料は山形頂部が約 2cm、

上方へl廿たため、山形口縁に凸帯を甘已した形となり他の資料と異なるイメージを抱かせる。

16以外は肥厚部直下で破損している。）JI邪！厚帯の輻は17が約 3傭で、他の 4点は1.5~2釘nの

範囲内にある。
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文様は肥厚部に貝殻による刺突文を施し、 20は上方に突出した山の部分にも同様に施文して

いる。肥厚部の下方を有す16の資料は、肥厚帯下部に斜沈線による羽状文を施す。

肥厚部の文様は17がやや斜位方向にみられるが、他の 4点はほぼ水平方向に施している。ま

た、刺突文も直線的である。

器表面の保持が非常に悪く、状況を窺い得ない。 17はわずかに残った器表面に擦痕が認めら

れる。器色は16•18•19が暗褐色、 17• 20が黒褐色を呈す。チャート・石英砂粒を多量混入し、

粒の粗いものも散見される。

B式に属するものを図40の21~24、図41の25~30に示した。いずれも口縁部の資料で、 21~

25は山形を示すものである。 21は前記20の形状と同様で口唇部から約 2Clll上方へ突出する。 24

も同様な形状を示すかと考えられる。他の 3点は低平な山を形成する。

肥厚帯の幅が判明するものは23• 25• 27~30の 6 点で、 27• 28が2Clll前後、他の 4点は 1Clll 

前後を測る。

文様は斜沈線による羽状文が施されるが、肥厚部の幅が 1Clll前後の 4点は肥厚部に右傾の斜

沈線を施し、その直下の左傾の斜沈線と合わせて羽状文を示す。 27は肥厚部に 1組の、 28は2

組の羽状文を配している。肥厚帯以下については不明。また、 22は唯ーロ唇部にも施文する資

料で、山の右側に横位の長沈線、左側に斜位の刻目文がみられる。

器色は21が黒褐色、 22• 24 。 26 。 30が赤褐色、 23• 28 。 29が灰褐色、 25• 27カ哨f褐色を呈す。

器面の状況についてはその保持が悪く判然としないが、器面を残すものをみると擦痕はみられ

ない。胎土は細かく、特に23• 27は精選されきめ細かい。混入物は石英・チャートの砂粒を多

く含むが、 23。27は微砂粒を混入している。

③ その他の資料

21地区ハでも述べているように、前記した 2型式のいずれにも属せしめ得ないものである。

特徴的なものを図41の31~50に示した。 31~33の資料は凸帯を口唇上へ突出させ山を形成する

もので、 31は左右の横位凸帯がくつつくようにせり上り山をつくる。 32は縦位凸帯を突出させ

る。 33は口唇上に横方向のプリッジ状凸帯を配し、それを上から巻き込むように器表面から裏

面にかけて凸帯を配している。装飾的な色彩の濃い山を形づくっている。

34.~41までは凸帯がその痕跡を留めるだけになる。 34• 35は凸帯上に施されていた文様を器

面にそのまま施し、 36は口縁上端の凸帯が完全に消失している。 37は口縁上端が丸く肥厚し、

刺突文を施している。いずれも頸部の文様は斜沈線文を何条か 1組とする鋸歯状文であり、面

縄前庭式の要素を残している。

38~40は口縁上端を丸味を帯びて若干肥厚させ、その部分に貝殻刺突文を配している。頸部

の文様は器面の保持が悪く判然としない。

41は部分的に若干の肥厚箇所をつくり、その外面に斜位の刻目文を配す。破片左端で羽状文

が確認出来る。 42~47は仲泊式の要素が目立つようになるものである。 42は山形頂部の凹点、
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図40 22地区口遺構外出土土器（第 1群）
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43は肥罪部の貝殻刺突文、他は肥厚部に施される沈線や頸部の羽状文にそれがみられる。

48~50の資料は48が肥厚帯とその下部にみられる羽状構成の沈線、 49は口縁部上端の山形に

なる凸帯、 50は山形頂部にみられる深い凹点によりここに示した。

器色は39が赤褐色、 37 。 41• 42• 49が黒褐色、他は暗褐色を呈す。ほとんどの資料が器面の

保持が悪く、器面の状況は判然としない。胎土は比較的細かなものが多い。混入物は主体とな

るものは石英・チャートの砂粒であるが、 31• 38~40• 43の5点以外は雲母片も多量混入する。

第 2群土器

嘉徳 I式が最も多く得られ面縄東洞式がこれに次ぎ、この 2型式で本群の70%以上を占める。

伊波式。荻堂式などは僅少であり、無文口縁の資料も 1点出土している。

以下、各型式ごとに述べる 0

①面縄東洞式

総数109点得られているが総て小破片で器形の窺えるような資料は得られていない。ほとん

どが深鉢形の資料のようである。

特徴的なものを図42に示した。 51は山形を呈す口縁部の資料であるが、山形頂部を欠失する。

山形直下では明瞭なコーナーを示し、破片の下端では肥厚を示す段も見られる。口唇部は尖が

り気味である。口縁部上端には先端の尖ったエ具による押し引き文がかすかにみられ、肥厚部

外面には凹点を有す凹線が左側へ 2条、右側へ 1条認められる。これらの文様からすれば、市

来式に属す資料かと考えられるが、器面の剥落が著しく判然としない。

暗褐色を呈し、きめ細かい胎士である。混入物は石英。チャ--卜の微砂粒を多量含んでいる。

上層（第Il層）から得られている。

52~54は押し引き文が 1部で折れ曲がり弧状を星すもので aタイプに属する。 52は先端の分

岐したエ具が使用されているが、 53は先端の丸味を帯びたエ具が用いられている。 54は器面の

保持が非常に悪く、施文具は判然としない。肥厚帯の幅が約 4cmで、肥厚部直下にも押し引き

文を配している。

55~57は籠編み状の構成をなす押し引ぎ文を配しており、 bタイプに属する。 55は押し引き

がやや深く、拓影では凹線状になる。 56は先端の尖がったエ具を採用しているが、 55。5'{はや

や平坦なものを利用して施文する。 55• 56は口唇部にも押し引き文を施している。

58~61は一部にステップ状の文様が配されるものでdタイプに含まれる。 61だけが先端の平

坦な工具を用い、他の 3点は尖がったエ具を使用している。方向は 4点とも左から右である。

62~66は水平方向の文様だけで fタイプに分類される。 66は肥厚帯の幅が約2.5cmである。 62

~64は先端のやや丸味を帯びたエ具が使われ、 65は尖がっているエ具を66は平坦な工具を用い

ている。 62の 2 段目の押し引き文は途中で切れており、器面を囲饒しない。施文方向は62• 64 

が右から左へ施し、他は左から右方向へ施している。 64• 65は口唇部にも押し引き文を施す。

67は上から下へ施文する 3条の縦位押し引き文がみられ、破片の左上端には横位文の 1部が
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認められるものの、全体の構図は不明。先端の尖がった幅約 1cmのエ具が使用されている。ロ

唇部にも施文しているが、器面が剥落し判然としない。

68は山形口縁の資料である。口縁上端の押し引き文は山形直下で切れている。また、下方で

はその部分で押し引きが縦方向に施される。全体的な状況はつかめない。先端の尖がったエ具

が利用されている。

69は山形直下でコーナーを有す資料で、 51に類似するようなものかと考えられるが器面の磨

耗が著しく判然としない。

これらの資料も器面の保持は悪く、器面調整についてはよくつかめない。器色は赤褐色のも

のが多く、暗褐色や黒褐色を呈すものも見受けられる。 63の資料が石英・チャート砂粒のほか

雲母片を多く混入するが、他は雲母片を含まない。

② 嘉徳 I式

本群で最も多く得られており、特徴的なものを図43及び図14の90~101に示した。全て深鉢

形の資料である。

口縁部の形状をみると明確な山形を示すものが数点得られている。図43の75。84。85はなだ

らかな低い山を形成するもので、 77はなだらかな山を形成するが、前記の資料より高くなるよ

うである。 83は口縁部の一部を盛り上げて山を形成しており、高くなった部分が平坦な台形状

の山形をなす。図44の100も一段高くなった場所がみられるが、全体の形状は判然としない。

文様は口唇部と口縁部に施される。口唇部の文様は口唇部の器面が剥がれ状況が判然としな

いものを除けば、ほとんどが先端の尖がったヘラ状工具による押し引き文を施す。

押し引き文を施す際のエ具は先端の尖がったものを多く採用しているが、図43の88のように

先端のやや丸味を帯びるものも利用されている。また、沈線文による区画内には 1~3条の押

し引き文を配しており、 2条配するものが多かった。 1条施すものは 2~3条のものに比べゆ

とりがみられる。しかし図43の79は区画内ぎりぎりの幅広のエ具を用いて施文している。

口縁部の文様は数種あり、 21地区ハの分類からすれば図43の'70~83はaタイプ、 84~89はb

タイプに属す。図44の93。94及び101はfタイプに入り、 95~99はdタイプに属するものである。

図43の'70~83に示した籠編み状の構図を示すものは、 76の 1点だけが上。下方の文様の交点

で無文空白部を形成する。押し引き文は左から右へ施している。 70の 1点だけが押し引き文を

凹線状に施す。また、押し引きの間隔は密なものが普通であるが、 75は押し引きの間隔が広い。

ステップ文を配す84~89は全て一区画内に左から右への押し引き文を 2条配している。使用

されているエ具の幅は86だけが約 3mmで、他は 6~8mmである。

fタイプとした 3点は上。下の横位押し引きの間に斜沈線文を配すものであるか、図44の93。

94の 2点は綾杉状文となっている。 101のものは全体的な構図が不明である。

沈線文を主体として部分的に押し引き文を配す dタイプの 5点 (95~99)は、いずれも綾杉

状文に配す沈線間の 1部に押し引き文を施している。
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図42 22地区口遺構外出土土器（第 2群）
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図44の91は方向の異なる斜位の押し引き文を配し、その下方に横位の沈線文を 1条施す。や

や内湾気味の器形を示すこととあいまって注意されるが、破片であり判然としない。

器面の磨耗が著しく状況はつかめない。ただ、図43の95は器表面に擦痕が認められる。器色

は暗褐色・赤褐色を呈すものがほとんどで、稀に黒褐色のものが見受けられる。胎土は細かく

混入物は石英・チャートの砂粒を密に混入する。そのほかに図43の83は雲母片も多く含む。

③ 嘉徳II式

63点と量的にはそれほど多くない。特徴的なものを図44の102~109、図45の110~118に示し

た。

全形の推定出来るような資料は得られていないので口縁部の資料をみると、ほとんどが外反

あるいは直口状のものであるが、図44の106は口縁部がやや内湾気味である。口縁部の形状を

みると山形口縁を示すものが、 5 点得られている。図44の 104• 106は比較的大きく弧状に山を

形成するもので、その頂部はやや平坦にしている。 2点とも山形直下においてコーナーを有す

まではいかないが、強く折れ曲がる。

図44の 109は口縁部が 1 段盛り上がり、台形状の山を形成する。図45の 110• 113はなだらか

な低い山を形成している。

文様は口唇部・ロ緑部に施す。口唇部を有する資料では図45の113だけが文様が認められず、し

他は全て施文している。 118は口唇部が剥がれている。施される文様は斜位の刻目文が圧倒的

に多く、その他に押し引き文、刻文がわすかに見られる。

口縁部の文様をみると、図44の102~105が籠編み状の構図で21地区ハの aタイプに属する。

102• 103は4条単位で105は条数に関係なくほぼ等間隔に整然と施すが、 101は非常に雑な施文

である。

C タイプに属す綾杉状文が施されるものを図44の106~109、図45の110~114に示した。いず

れも無空白部を有しているもので、図44の106、図45の113は沈線間の間隔も広い。

C タイプに含まれるものは図45の114だけで、 3組の羽状文が認められる。文様帯の途中で

破損しており、以下は不明。

図45の115。116は折れ曲がるような沈線を施すものであるが、全体的な構図は不明。施文は

深く明瞭である。

gタイプに属すものは図45の117。118に示すもので、 118はほぽ同じような間隔で格子目が

描き出されるが、 117はやや不均..で雑な感じを受ける。 118は施文が深く明瞭で力強いが、 11

7は沈線も細く施文も浅い。

器色は暗褐色及び赤褐色を呈すものが一般的なようである。器面は保持の悪いものが多く判

然としないが、器面の残るものをみるとほとんどナデ調整を施すものである（）胎土は細かく泥

質なものが多い。混入物は石英。チャートの砂粒を多量含む。 117の資料はそのほかに多量の

雲母片を況入している。
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図45の119に示したものは神野E式に属す資料かと考えられる。口縁部上端に先端のやや尖

がり気味のヘラ状工具による押し引き文が 2条施されている。押し・引きの強弱があり刻文的

にみえ、 2条の文様が同じように施されるため一見叉状工具を使用したものかと思わせる。ロ

唇部に文様は認められない。文様帯の途中で破損しているため以下の状況は知り得ないが、中

段を無文空白部にするタイプのようである。

表。裏面に横位の擦痕が消えきらずに残り、器色は暗褐色を呈す。胎土は比較的細かく、混

入物として石英。チャートの微砂粒を多量含む。

120は伊波式の資料で山形を有す口縁である。山は均整のとれたもので、口縁部には 2組の

短沈線文が横位に施されているが、下方のものはそこで破損しており文様の一部が認められる。

器面の剥落が著しく器面の状況はつかめない。暗褐色を呈し、石英・チャートの微砂粒を密

に混入する。

121は胴部の資料で破片の下端は肥厚を示す部分で破損している。その直上（肥厚帯の下端

部）に先端のやや尖がるヘラ状工具による押し引き文を 2条、左から右へ施している。中段を

無文空白にする資料で、神野D式に属すかと考えられる。

暗褐色を呈し、器表面は擦痕がかすかに残る。裏面は剥落が著しく器面の状況はつかめない。

混入物としてチャートの粗砂粒を多く混ぜる。

122~124に示したものは縦位押し引き文を密に施すもので、全体的な構図は不明である。

122• 124は押し引きの強弱がはっきりしているが、 123は浅い凹線状に押し引きしている。 122

は大。小のエ具が使用され、 123は下端に横位文の一部がみられ、 124は口唇部を欠失するもの

のコーナーを有す部分の資料である。

124は赤褐色、他の 2点は暗褐色を示す。器面の状況は判然としない。 3点とも石英。チャー

トの微砂粒を多く含む。

125。126は口縁上端に叉状工具による押し引き文を 1組施すものと単ベラによる押し引き文

を 1条施すもので、中段には同様な文様による鋸歯状文を配す。口縁上端の文様からすれば神

野E式かとも考えられるが、全体的な様相が判然としないのでここに示した。

2点とも器面の保持が悪く、器表面の状況は不明である。 125が暗褐色、 126は赤褐色を呈し、

混入物に石英。チャートの微砂粒を密に含む。

127• 128は口縁部の文様からすれば大山式に属すが、口唇部施文という点で違いがみられる。

127は横捺刻文を、 128は押し引きの間隔の違う押し引き文が認められる。 2点とも 5mm幅の単

ベラエ具を使用している。

2点とも器面の保持は悪く器面の状況は不明。 127は赤褐色、 128は暗褐色を呈し、石英。チャ

ートの微砂粒を多量混入する。

129に示したものは、縦位の突帯状のものが破損し、凸起だけが残ったもので他に文様は認

められない。破片のため全体の様相は不明である。器面は剥落が著しい。暗褐色を呈し、混入
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図44 22地区口遺構外出土土器（第 2群）
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物として石英・チャートの微砂粒を密に含むほか、雲母片も散見される。

130は口唇部にのみ施文しそこ以外は無文のまま放置するもので、山形口縁の資料である。

裾部で破損しているため判然としないが、高い山を形成するようでその直下では強く折れ曲る。

口縁部は山の頂部から5.5cmの箇所で非常に微弱な肥厚を示す。肥厚部外面では指ナデの痕跡

が明附で凹凸がみられる。口唇部は刻文を施す。

器面は比較的よくナデられ、器色は暗褐色を呈す。石英。チャートの微砂粒を多量混人する。

底部資料

第 1群に属する尖底と第 2群に属する平底が得られており、後者の資料が圧倒的に多かった。

図46・47に特徽的なものを示した。

図16の131~111に示したのが尖底の資料で、尖がり気味のもの (131~136)と丸味を帯びる

もの (137~144)に細分できる。量的にはほとんど同様な出土である。これらの底部資料は第

1群のどの型式に属するかは判然としない。

尖がり気味のものは暗褐色・赤褐色を呈すものが 3点づつで、混入物に雲母片を含むものは

132の 1点だけである。丸味を帯びるものは全て暗褐色を呈し、 5点が雲母片を混入する。

また、混入物の主体をなすものは石英。チャート砂粒だが、尖がり気味のものは若干粒の粗

いものが多く含まれるようである。

図46の145~168及び図47に示したものは平底の資料で、図46の145は外面に先端の尖がった

工具による押し引き文が認められる。器面の磨耗が著しく、条数や構図など全体的な様子はつ

かめない。器色は赤褐色を呈し、胎土はきめ細かく混入物も石英。チャートの微砂粒を多量混

入する。他の資料に比べ底面が厚い（約1.5c肌）。底径は不明。第IV層の出士である。

他の資料を底面からの立ち上がり部の状況により次の 3種に分けた。

イー底面からほぼ直線的に立ち上がるもの（図46の146~154)

ロー底面から直線的に開きながら立ち上がるもの（図46の155・~168)

ハー底面からの立ち上がりは若干くびれたり直線的になったりするが、その上方からは開

き気味になるもの（図47)

で、今回得られたものをみるとハに属するものが圧倒的に多く、

ロ。イの順に少なかった。総て底径の推算の可能な資料で、種別の

底径を表 8に示した。それからすると 4~6cmのものが一般的な底

径であったかと推察される。

イタイプのものには上げ底的なものが多いようである。ほとんど

の資料が器面の保持が悪く、器面の状況は判然としない。器色は暗

褐色。赤褐色のものが普通で、稀に橙褐色のものが見受けられる。

胎土は細かいものが多く、石英。チャートの微砂粒や粗砂粒を密に

含む。図47の184はそのほかに雲母片を多量混入する。
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b. 第 4号遺構

量的にはそれはど多くない。第 1群。第 2群が得られており、図48に特徽的なものを示した。

同図226は指跡が残る粘土塊で石英などの砂粒が少し混ざる。土器づくりの初段階の資料と思

われここに図示した。

図48の202~207に示したものは第 1群に属すかと考えられるもので、 202~205は面縄前庭式。

206は仲泊式、 207はその他の資料である。

202~✓205 は口縁部」こ端の凸帯と頸部の鋸歯状に配された沈線の 1 部がみられ、面縄前庭式の

一般的なパターンを示す。 205は唯一口径の推算可能なもので、約 5Cl/Lを測る。小型の資料で

注目される。凸帯上の文様をみると202。205は不明だが、 203。204は叉状刻目 (c) に属する

ようである。 203は暗褐色、他は赤褐色を呈し、石英もチャートの砂粒を多量混入する。

206は仲泊A式の口縁部の資料であるが、器面の剥落が著しく貝殻刺突文の 1部が認められ

るだけで全体の状況は不明。暗褐色を里し、石英 6 チャートの微砂粒を密に含む。

207は凸帯を意識しているような凹線の配置で、口唇部に単ベラエ具による幅広の刻目を施

す。全体的な様子は不明。暗褐色を呈し、石英。チャートの砂粒のほか雲母片も密に含む。

208•v223に示したものは第 2 群の資料で、 208~212は而縄東洞式に属すものである。いずれ

も小破片のため全体的な構図がつかめない。たた‘、 209°210は押し引き文が途中で切れる。 209

だけが[7唇剖5は尖がり気味である。 211は橙褐色、 212は赤褐色、他は黒褐色である。石英 e チャ

トの微砂粒を多量涅入するが、 209は雲母片

213~217は嘉徳 I式に属すもので、 217は胴部、他の 4点は「l縁部の資料である。口縁部の

形状は215:だけが山形を旦lfす。急斜の山で頂部を平坦につくり、その山の部分で急に折れ曲か

る。上面観が方形状を呈す資料かと考えられる。また、 213, 2日は肥厚部下端で破損し、肥厚

するのが確実であるが、他の 2点は不明。肥厚部の幅は 2点とも約3.5cmである。

文様は口唇部。口緑部に施されている。施文具は213• 214のような先端の平坦な工具を使用

したもの、 215。216のような先端の尖がった．エ具を使用したものがみられる。口唇部は同種エ

具による押し引き文を施し、口縁部は213·~215をみると籠編み構成をモチーフとするか、 21:l 。

214はそれがかなりくずれている。 216は全体の構図が不明。 217は上。下の横位押し引き文の

間に綾杉状の沈線を配すものである。

5点とも暗褐色を呈し、石英。チャー、卜の微砂粒を密に含む。

218• 219は嘉徳II式に属すかと思われるもので、 218は胴部。 219は口縁部の資料である。 219

は山へ移行する部分の破片である。 218は斜位の219は縦位の沈線が認められるが、全体的な構

図は不明。 218が暗褐色、 219が赤褐色を呈す。 2点とも石英，チャートの砂粒を多量含むが、

219(;): ぺ3ぺつ栄立力ゞ悧且い。

220にぷしたものは神野D式に属する胴部破片かと考えられるが、仝体的な様子がつかめな

い。肥厚帯を有し、その外面下端に先端が尖がり気味のエ貝による横位押引き文が 1条認めら

--02-一
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れる。暗褐色を呈し、表・裏面に擦痕が顕著に残る。石英・チャートの砂粒を密に含む。

221は無文口縁の資料で、山形頂部を平坦につくる。口唇部には先端の尖がったエ具による

押し引き文を配す、表面には縦方向の擦痕が著しい。暗褐色を呈し、石英。チャートの微砂粒

を多量混入する。

222。223は小破片のため型式が判然としないもので、 222は口縁上端に横位押し引き文が 1

条、縦位押し引き文が 5条認められる。先端の尖がったエ具が使用されており、口唇部にも押

し引き文を配す。 223は表面から裏面にかけて縦位凸帯が 1条認められ（幅約1.5cm)、その部

分は凸帯の厚さだけ口唇から突出する。突出部には先端の丸味を帯びたエ具による刺突文が 2

本。 2列になって見られる。器面の保持が悪く、全体的な状況は不明。

222が暗褐色。 223が黒褐色を呈し、チャートの砂粒を多量混入する。

224。225は底部の資料で第 2群に属するものである。 224は底面からやや開き気味に立ち上

がるもので、 225は底面からの立ち上がりで若干くびれる。また、 225は上げ底状の形状を示す。

224は外面が暗褐色で内面が黒褐色、 225は暗褐色を呈す。 2点とも石英。チャートの砂粒を多

量に含む。

C。第 5号遺構

本遺構も量的にはそれほど多くない。第 1群、第 2群が得られており、第 2群が多かった。

総て小破片の資料で全形の窺えるようなものは得られていない。特徴的なものを図49に示した。

同図227~235は第 1群に属す資料である。 227。234の 2点は面縄前庭式の資料で、 227はロ

縁部、 234は胴部である。 2点とも典型的な施文のパターンで、口縁上端の凸帯と頸部の鋸歯

状の斜沈線、下端の凸帯とその上方の斜沈線及び下方の縦位沈線がそれぞれ認められる。 2点

とも凸帯上の文様は斜位の刻目文が施されている。

暗褐色を呈し、器面はよくナデられている。胎土は細かく石英。チャートの砂粒及び石灰質

の砂粒を多く混ぜるほか、雲母片も多量に含む。

235に示したものは仲泊B式の口縁部である。口唇部は尖がる。内面は器面の保持が良いも

のの、表面は剥落が著しい。羽状文が 1回半みられるが実際に何回施文されたか不明。暗褐色

を呈し、石英。チャートの砂粒を密に混人する。

228~233に示したものは典型的なものからはずれるもので、 21地区ハ出土の第 1群の中でそ

の他の資料とされたグループである。 228は叉状工具による刻目文を施した扁平な凸帯が横位

に 1条、その上方に 2ケ所V字状に配しているのが認められる。全体的な様子は不明。

229。230も小破片で全体的な様子がつかめない。 229は縦位凸帯が口唇上に突出する部分が

認められ、 230は口唇部に凹線が 1条廻る。 231は縦位刻目を施した凸帯を口縁上端に 1条横位

に配し、その直下に斜位の短線（長さ約 1cm)を密に施している。また、裏面にも斜沈線が認

められるものの、全体的な構図が判然としない。

232は口縁部を肥厚させその上部に低平な山を配じている。山の頂部には直径が 6mmほどの

-94-



凹点を施す。全体としてこの山が何個配されたか不明。肥厚部には 5mm幅のヘラ状工具による

刻文が 1条配される。 233は口縁部上端に僅かに肥厚気味の部分がみられ、そこに文様を施す

が器面の保持が悪く判然としない。口唇部は丸味を帯びる。頸部は無文のようである。

229が赤褐色で、他は暗褐色を呈す。器表面に擦痕を残すものはみられない。胎土は細かく、

混入物は石英・チャートの砂粒を多量含むほか、 228• 230は石灰質の砂粒と雲母片を231• 232 

は雲母片を多量混入する。

236~251に示したものは第 2群に属すもので、 236は面縄東涸式である。小破片のため全体

の構図は不明。暗褐色を呈し、石英・チャートの砂粒を多量混入する。

237~240は嘉徳 I式に属すかと考えられるもので、 237は口縁部、他は頸・胴部の資料であ

る。 237は籠編み状の構図をなすもので、口唇部にも押し引き文を施す。押し引き文は先端の

尖がったエ具による。 239は上・下の横位押し引き文の間を縦位・斜位の沈線を組合わせて埋

めている。他の 2点は全体的な構図は不明。 238が先端の平坦な工具を用い、 240は先端の尖がっ

たエ具を使用している。

237• 238は赤褐色、 239• 240は暗褐色を呈す。器面はナデ調整を施す。 4点とも石英・チャー

トの微砂粒を密に含む。

241~246に示したものは嘉徳lI式の資料で、 242以外は口縁部の破片である。 241以外は口唇

部にも施文する。 243が方向の異なる斜位の刻目、 244が縦位の刻目、 245・246は先端の尖がっ

たエ具による押し引き文を施している。

口縁部の文様は241~243が綾杉状の構成、 244~246が鋸歯状の構図を示す。無文空白部をつ

くる 242• 245。246の3点をみると、 3本の斜沈線を 1組として施文している。沈線は深く鮮

明に施すが、 243は器面の保持が悪く、文様の消える所もみられる。

241• 244は赤褐色、 242• 243 は黒褐色、 245• 216 は暗褐色を呈し、 245• 246は表面に擦痕が

わずかに残り、 213は裏面で擦痕が著しい。胎土は割り合い細かく、石英・チャートの微砂粒

を多量混入する。

247は神野D式に属すかと思われる胴部破片である。非常に微弱な肥厚帯の下端部を有し、

その上部に棒状工具による刺突文が 2点 1組になるように應識されて施されている。暗褐色を

呈し、表面に擦痕がわずかに見受けられる。

248は伊波式に含まれるかと思われるもので、刻文をペアになるように施すが、ならない所

もみられる。暗褐色を呈し、石英・チャートの微砂粒を密に含む。擦痕は見受けられない。

219はペアにならない 2条の刻文を配すもので、神野D。E、伊波式のいずれになるか不明の

ものである。中段は無文のまま放置する。暗褐色を呈し、石英・チャートの砂粒を多量含む。

250。251は型式の判明しないもので、 250は口縁上端に 1条の横位押し引き文を配すが、器

面の磨耗が著しく判然としない。頸部には文様は認められない。

251は棒状工具による刺突文を施すが、全体の様子は不明である。口唇部も剥落が著しく状
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況は判然としない。口縁部が割りと強く折れ曲がる所が見られることから、上面観が方形状に

なる資料かと考えられる。

250が赤褐色、 251が暗褐色を呈す。擦痕は見受けられない。石英・チャートの微砂粒を多量

混入する。

252~254の3点は平底の資料で第 2群に属す。 252は底面から約 1Cl/! はほぼ垂直に立ち上が

りそこから開きながら胴部へ移行するものである。 253。254は底面からの立ち上がり部でくび

れ、そこから開き気味に胴部へ移行する。 3点とも底径の推算が可能で、約7.5cm、約6.5cm、

約 7cmを測る。

252は赤褐色、 253。254は暗褐色を呈す。混入物は石英。チャートの砂粒を多量含むが、 252

は粒が粗く 253。254は粒が細かい。

d. 第 6号遺構

本区の遺構の中では出土量が最も少かった。第 1群が比較的多く得られたが、全体としては

第 2群より少なかった。外面に沈線文を施す平底（図50の293)は注目される。特徴的なもの

を図50に示した。

255~270に示したものは第 1群の資料である。 255~261に示したものは面縄前庭式に属する。

260は横位。縦位に凸帯を配す胴部資料であるが、他は口縁上端の横位に凸帯だけがみられる

資料てある。口唇部の形状は258• 261がやや丸味を帯び、他は尖がり気味である。また、 259

は口縁部上端で膨らみ厚くなる。凸帯上の文様をみると、 255~259は斜位の刻目が、 260は弧

文、 261は横捺刻文が施される。 261の 1点だけが口唇に施文し、引きの長い押し引き文が施さ

れる。器面はナデ調整が施され、器色は258だけが赤褐色を呈し、他は暗褐色を呈す。混入物

をみると、 258。261は石英。チャート砂粒のみを混ぜるが、他の 5点はそれ以外に石灰質の砂

粒及び雲母片を含む。

262~267はイ巾泊式の資料で、 262だけがA式、他はB式である。 262は山形を有す口縁部で、

山の頂部には凹点を配す。裏面の剥落が著しい。表面はナデられ器面の保持がよく、水平方向

に施された貝殻による刺突文が 2条、明瞭に認められる。暗褐色を呈し、石英。チャートの砂

粒を多く含む。

263~267はB式に含まれるもので、 263。264は低平な山形を形成する。口唇部は267がやや

平坦をなすが、他は尖がり気味である。肥厚を示すものは263~265の3点で、 263は約2.5cm.._

264は約 1Cl/! と1.5Clllの2段肥厚。 265は約1.5虚の幅である。

文様は 5点とも羽状文を施している。 263は肥厚部外面に羽状文を 1回施文するが、山の直

下において方向が変わる。肥厚帯下にも斜沈線がみられるが、全体の様子はつかめない。 264

は 1段目、 2段目の肥厚部外面にそれぞれ方向の異なる斜沈線を施し羽状文をつくるものであ

る。 265は肥厚部を気にせずに羽状文を施しており、肥厚帯は文様帯としての意識がほとんど

消えてしまったものかと考えられる。また、 267の 1点は口唇部にも施文する。
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263• 264が暗褐色、 265が黒褐色、 266• 267が赤褐色を呈す。器面の保持は悪く状況は判然

としない。胎土は細かく、特に264は精選されきめ細かい。石英・チャートの微砂粒を多く混

入する。他の 4点も石英・チャートの砂粒であるが、 264に比べると粒が粗い。

268~270は第 1 群のその他の資料に含まれるもので、 268• 270は低平な山形を有す口縁部で

ある。 268は山形部が厚くなる。 268• 269は間隔をあけて沈線文が配されるが、全体的な構図

は不明。 270は口縁上端に偏平な凸帯を 1条配し、凸帯上、頸部及び山形部の裏面に施文する。

凸帯上には貝殻を使用したかと考えられるやや波状を呈す縦位の刻目文を施し、頸部には長さ・

角度・方向の異なる沈線を施す。山形部の裏面には斜位の沈線が施される。

頸部文様は破片の右側に無文空白部がみられることからすれば、間隔をあけて施されたもの

と考えられる。また、胴部のどのあたりまで施文されたかは不明。

3点とも暗褐色を呈し、混入物として石英・チャート・石灰質の砂粒及び雲母片を多量含む。

271~287は第 2群に属すものである。 271~276に示したものは面縄東涸式の口縁部資料で、

273。274は口唇部が尖がり、他はやや平坦になる。 273だけが肥厚の有無が判明し、幅約 2C7/l 

の肥厚帯を有す。文様は275だけが口唇部にも押し引き文を施す。口縁部の文様をみると、 271・

272は籠編み状構成のものかと考えられるが、他の 4点は判然としない。

273は黒褐色、 271。274は赤褐色、他の 3点は暗褐色を呈す。器面は残った部分には擦痕は

見受けられない。石英・チャートの砂粒を多量混入するが、 273は粒が粗くなり雲母片も多量

に含む。

277~283は嘉徳 I式に属すと考えられるものである。 281は低平な山形を形成し、口唇部は

平坦で押し引き文を施す。 277は口唇部が丸味を帯び、 278は口唇部をやや平坦にする。前者は

口唇部に文様は認められないが、後者は押し引き文を施す。 278は肥厚帯の幅が判り、約3.5c阻

である。口縁部の文様は277~282が籠編み構成を示すと考えられ、 283は綾杉状に配された沈

線の 1部に押し引き文を施す。また、 282は外面から内面へ向け小孔を穿つ。

277。281は黒褐色、 281。282は赤褐色、他は暗褐色を呈す。石英・チャートの砂粒を密に混

入するが、 280は雲母片も多量に含む。

285~287は嘉徳Il式の資料で、 285は格子目状の文様を、 287は押し引き文を口唇部に施す。

口縁部は285が方向の異なる斜沈線、 286• 287は羽状文を配している。 286は破片の左側に無文

空白部をつくり、 287は口縁端に横位押し引き文を 1条施す。 286は赤褐色、他の 2点は暗褐色

を呈し、石英・チャートの砂粒を多量混入する。

284は肥厚部に叉状工具による連点文を施すものであるが、全体の様子は判然としない。

288~294は底部の資料で、 288は唯一第 1群に属す尖底である。黒褐色を呈し、石英。チャー

トの砂粒を密に含む。他は第 2群に属すもので、遺構外から出士しているものと大差ない。い

ずれも底径の推算が可能で、 289の約3.5cmを除けば大体 5~7CJnの範囲である。注目されるの

は293の資料で、外面に沈線文が認められることから嘉徳II式に属すかと考えられる。
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3. 21 

本区は小岩陰の 3ケ所に貝層がみられ、その中でも広い範囲に厚く堆積した貝層（北側の按

司墓に接する）からの仕i土がほとんどである。総数180点余て、第 1群ー30点、第 2群-21点

の出卜である（表 9)。以下、群別に記すが、底部資料は最後に一括して扱う。

特徴的なものを図51の l~9に示した。 1~3は面縄前庭式の資料で、 1。2は口縁部、

3は胴部である。 1は口縁上端と頸。胴部の境い目に 1条づつ凸帯を配し、その間に斜沈線に

よる鋸歯状文を施すもので、本型式の典型的なパタ、ーンを有している。しかし、下方の凸帯以

下は欠失しており、状況を明確にし得ない。

凸帯上には斜位の刻目文が施されており、 21地区ハの分類でいえば eタイプに属する。凸帯

間の鋸歯状文は10条 1組みでラフなタッチで描かれている。

器表面はナデ調整によるが、表面は約半分か剥がれ落ちもとの器面を有さない。

が黒褐色。裏面が暗褐色を呈す。胎上は細かく、チャ・-・ ト。石英。石灰質の粗砂粒のほか雲母

）『も多量混入する。

2は「l縁上端に 1よりも幅広の扁平如円帯を 1条施す。破片のため以下は不明。凸幣上には

弧状を呈す刺突文が見られ、 aタイ

も裏面はわずかに擦痕が残る。

入する。

3は下方の凸帯を付す胴部である。凸帯は 1。2よりやや）厚味があり、貝殻文が施されてい

る。口屑部は平坦に成形する。

し、チャやート。石英 e 石灰質の砂粒を混

る。 gタイプに属すもので、凸帯下力に右傾の斜沈線が 6本みられるが全体的な状況はつかめない（）

暗褐色を呈すが、表面の下部は黒褐色となっている。胎上は細かく、チャート。石英の微砂

粒を多量混入する。

4は仲泊A式の資料て微弱な肥厚帯を有す。肥厚部の111畠は約2.5虞で、そこに水平方向の貝

殻文を施す。肥厚部直下には斜沈線がみられるものの状況は不明。

は暗褐色を呈す。

粒を多量混入する。

図51のり ~~9

は黒褐色を呈し、

は横位の擦痕が見受けられる。胎上は細かく、チャ、~・・ ト。石英の微砂

したものは面縄前庭式と仲泊式の要

素がみられるものである。 6。9は前者が幅広の縦位凸

後者が羽状の沈線を有していることからとりあえ

ずここに示し
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5は頸部に施されている斜沈線に面縄前庭式の、口縁 Il 

部に配された肥厚帯とその上の斜沈線に仲泊武の要素が

みられる。

＇［は仝体的なイメーシとしては仲 1白式の要素が強い。 a:sni~~ 
2 2 11 11 4 
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8も全体的なイメージとしては仲泊式の要素が強い。口緑上端に配される凸帯から突出する

ように厚味をもってつくられる山、そして頸部にみられる羽状沈線に仲泊式の要素がみえ、偏

平な横位凸帯とその上に施された刻文に面縄前庭式の要素がみえる。

5。7は裏面に擦痕がみられるが、他の 3点はナデ調整を施す。 9だけが赤褐色で、他は黒

褐色を呈す。 5点とも胎土は細かく、チャート。石英。石灰質砂粒が多量混入される。 5。7

は雲母片も多く含む。

第2群土器

特徴的なものを図51の10。11、図52の12~19に示した。

図51 の 10• 11に示したものは面縄東洞式で、 10は口縁部が 1部段になるような山形になるか

と思われるが、口唇部の保持が悪く判然としない。肥犀部下端で破損しており、肥厚帯の幅は

約 5cmである。

文様は 2点とも左から右へ施文し、籠編み状構成をなす。しかし、 11は1条単位で配してい

るためか判然としない。両方ともナデ調整で、 10は暗褐色、 11は赤褐色を呈す。混入物として

チャート。石英砂粒を多量に含む。

図52の12~17に示すものは嘉徳 I式の資料である。 12は器形もある程度窺えるような大型の

資料で、推定復元図を示した。それからするとほとんど胴部の張りがなく、口緑部からストレ、一

トに胴部に全る。口径は約12cmである。口縁部は約3.5cmの肥厚帯を有す。

文様はその肥厚部の外面と口唇部に施す。肥厚部外面には先端の尖がったエ具による押し引

き文とそれを区画するような沈線文を施しているが、口縁部の破損が著しく全体的な構図は不

明。押し引き文は右から左へ施され、 2条単位で区画されるようである。口唇部は押し引き文

が施されている。

表。裏面に擦痕が残る。器色は表面が黒褐色、裏面が赤褐色を呈す。胎土は精選されてきめ

細かく、雲母粒を多く混入する。

13~15は籠編み状構成になると思われる資料で、 14はゆるやかな山形を形成する。 13は肥厚

帯の幅が判明するもので、約4.5Clnを測る。

3点とも口唇部に施文しており、 13。14は押し引き文、 15は刻目文がみられる。口縁部の押

し引き文は左から右へ施されている。 13は押し引き文を 2条で区画する所と、 1条区画する所

が見られる。

器面の状況をみると、 13。14の裏面には比較的はっきりした擦痕が残る。 13は横方向、 14は

縦。斜位方向である。器色は13。14が暗褐色、 15が黒褐色を呈す。胎土は精選されて細かく、

混入物としてチャート。石英の微砂粒のほか雲母粒も多く含む。

16は口縁部の資料で 4条 l組の右傾の斜沈線文とその下方に先端の尖ったエ具による刻文が

横位に 1条認められる。全体的な構図は不明。口屑部には沈線。刻目。刻文の 3種みられるが、

どのような配置になっていたか不明。
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表・裏面に擦痕がみられ、器色は赤褐色を呈す。胎土は細かく、石英・チャートの微砂粒を

多量混入する。

17は半歓竹管状のエ具による刻文を 3条横位に施し、その上方には綾杉状の沈線がみられる

胴部の資料である。刻文は上 2条は左から右へ施文するが、下の 1条は右から左へ施される。

両面とも丁寧にナデられ、器色は黒褐色を呈す。胎土はきめ細かく、石英・チャートの微砂

粒を多く含む。

18は嘉徳II式の口縁部で、右傾・左傾の斜沈線が鋸歯状に 5組認められる。沈線はシャープ

なタッチで深く、右傾、左傾の順に施される。口唇部は平坦に形成され、先端の尖がったエ具

による押し引き文が施される。

表・裏面にわずかに擦痕が残る。器色は赤褐色を呈し、胎土は細かく、石英・チャートの砂

粒を密に含む。

19は山形に移行する部分の資料で、口唇部にのみ先端の尖がったエ具による押し引き文を配

す。口縁部に文様はみられない。表・裏面に擦痕がみられ、裏面のものは明瞭である。赤褐色

を呈し、粒の粗いチャート・石英の砂粒を多量混入する。

20に示したものは第 1• 第 2群のいずれにも属さないものである。カヤウチバンタ式の口縁

部で無文。口唇部は幅広くやや内傾する。肥厚部の幅は約1.5cmである。表面に擦痕が若干残

る。暗褐色を呈し、胎土は細かい。石英。チャートの砂粒を多量混入し、粗粒のものも目立つ。

岩陰前面の斜面部表土よりの出土である。

底部資料

図52の21~28に示したものである。本貝塚の資料や他遺跡の例を参考にすれば、 21• 22に示

した尖底は第 1群に、その他の資料は第 2群に属するかと考えられる。今回得られた資料では

23に示した脚台が注目される。

21。22は尖底の資料で21は底面がやや丸味を帯び、 22は尖がる。 2点とも積み跡の部分から

破損している。外面は黒褐色、内面は暗褐色を呈す。胎土は細かく、石英・チャートの砂粒を

密に混入する。

23は先端の尖がったエ具による押し引き文と沈線の施される脚台の資料である。今回の調査

では21地区ハでも同様なものが 2点出土しており、同一個体の可能性もある。脚台部の破片で

どういう器種・器形のものか不明。脚の径が約 5cmで底面から約2.5cm下がる。内・外を継ぐ

ように斜位の小孔を設けているが、その部分で破損しているため形状や配置された箇所の数に

ついては不明。

外面の文様は籠編み状の構図で 3条を単位として区画しているようである。施文は右から左

方向である。器色は黒褐色で、石英・チャートの砂粒を密に含むほか雲母粒も散見される。

24~28は底面からやや開き気味に立ち上がっていくもので、第 2群のどの型式に属するか不

明。 28の底面は内側へ凹む。 27• 28は底径が推算出来、 27が約 7CJ/!、28が約8.5CJI!である。
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4. 21地区ロ

本区では総数329点の土器片が出士している。総て小破片の資料で全形の窺えるような資料

は得られない。出土状況は表10に示す通りで第m層から多く得られ、群別にみると第 2群が多

い。以下、第 1。第 2群に分けて記述する。

第 1群土器

図53に特徽的なものを示した。

1~8に示したものは面縄前庭式に属すかと考えられる資料で、 1~5は口縁部、 6~8は

胴部である。 4• 5は本型式に特徽的にみられる扁平な凸帯を有さないものの、凸帯上に配さ

れる文様がそのままみられることからここに示した。

凸帯を付している 1~3の口唇部は丸味を帯びたり、尖がり気味であるが、 4。5は口唇部

が平坦となっている。

1は幅約10mmの扁平の凸帯を廻らし、その下方にはラフな斜沈線が 6条認められるが全体的

な様相はつかめない。 2• 3は幅が狭く、断面は丸味のある凸帯を配し、凸帯上にはヘラ状工

具による刺突的な沈線を施す。 1 が e タイプに、 2• 3はfタイプに含まれる。

4は口縁部上端の凸帯はみられないが、その部分に刻文を施し、口唇部にも同様な文様を施

文している。口縁上端の文様に縦位〗斜位方向の沈線が 3'~ 5条みられるが、全体的な構図は

不明。 5も凸帯を有さず口縁部だけに横位文が配される。口緑部はすぐ斜位方向の沈線を施す

が、どのような文様か不明。

6 "~8 は下部の凸帯を有する資料で 6 は断面が半円形状をなし、 7• 8は断面が偏平なもの

である。凸帯上の文様は 6が弧文を施し、 7。8は器面の保持が悪く判然としない。 6はaタ

イプに属す。

2 が黄褐色、 3• 8が赤褐色を呈し、他は暗褐色を呈す。胎土は細かく、石英岱チャ--卜の

粗砂粒を密に含む。そのため 5'~7の資料は器表面がザ

ラつく。また、 1• 4~7の5点は雲母の小片も混入物

として認められる。

9 ~✓12の 4 点は仲泊式の資料で 9 はA式、 10~12 はB

式に属す。 9は肥厚部直下で破損している口縁部の資料

で、口唇は尖がる。口縁部に貝殻による刺突文が斜位方

向に見られるが、器面の保持が非常に悪く判然としない。

表面が黒褐色、裏面が赤褐色を呈し、混入物としてチャ

卜◇ 石英の粗砂粒を密に含む。

10は口唇部が丸味を帯び、口給緑部は約 lcmの肥厚帯を

有す。肥厚部外面及びその下方に右傾の斜沈線を施す。

肥厚部外面の斜沈線は間隔が狭く、肥厚部卜方のものは

--105-
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やや広い。

11は約2.5cmとやや幅広い肥厚帯を有すがそれほど明瞭ではない。口唇部は丸味を帯びる。

肥厚部外面には斜沈線による羽状文を施し、肥厚部下方にも同様な文様を配したかと考えられ

るが、破損しており判然としない。 12も斜沈線による羽状文を施す。

10は暗褐色、 11は黄褐色、 12は橙褐色を呈す。混入物は 3点ともチャート G石英の粗砂粒を

多く含むが、 10はそのほかに雲母片も密に混ぜている。

13~15に示した 3点は21地区ハのその他の資料に類するものである。 14は口縁部の資料でほ

ぼ直口状の器形を有す。口唇部の方へ次第に厚くなり、そのため口縁部上端は外側へ張り出す。

文様は口唇部・ロ縁部に施される。口唇部は先端の丸いエ具による深い凹線力i!J1!iされている。

現在の資料からすれば、口唇部全面に施されるものと考えられる。

口縁部の文様は上段にラフな斜沈線による羽状文、その下方にやや立ち気味の羽状文を斜沈

線により施す。下方の羽状文はどのあたりまで施文されていたか不明。上段の羽状文は器面を

囲饒し、下方のものは間隔をあけて数ケ所に配されるものと考えられる。前者は仲泊式の後者

は面縄前庭式の要素を示していると思われる。 13も同様な資料の胴部であろう。

15は約 1cmの扁平な横位凸帯を口唇部と同じ高さになるように配し、何ケ所かに縦位凸帯を

施す資料であるが、破片のため全体的な状況は不明。口唇部は平坦である。文様は凸帯上にラ

フな刺突文を密に施し、縦位凸帯にも刻目文を配している。刺突文を密に施す横位の扁平な凸

帯は仲泊式の縦位の凸帯は面縄前庭式の要素かと考えられる。

13• 14は暗褐色・ 15は黒褐色を呈す。 3点とも焼成がよく堅致で、器面の保持もよい。胎土

は精選されており、チャート・石英の粗砂粒の他に雲母片を多量混入する。

第2群土器

図54の16~30に特徴的な資料を示した。

16~20に示したものは面縄東洞式に属するもので、 16• 17は口縁部、 8~20は胴部の資料で

ある。 16は口唇部を平坦につくり、口縁部と同様な押し引き文を施す。口縁部は先端の尖がっ

たエ具による押し引き文が3条縦位に施されるが、全体の構図は不明。押し引きは下から上へ

施す。

17は口縁部が弧状に肥厚するもので、幅は約 3c面である。口唇部は尖がる。文様は肥厚部外

面の上。下端に尖がったエ具による押し引き文を左から右方向へ施し、その間に先端の平坦な

工具による押し引き文を 1条、右から左方向へ施す。 21地区ハの fタイプに入る資料である。

18• 19も先端の尖がったエ具による押し引き文を配す。 19は押し引きが深く密に施され、拓

影では凹線となっている。文様が集まる 1点に向かって施され、放射状を呈す。 2点とも全体

の構図はつかめない。

20は先端の分岐したエ具が用いられ、 1部で弧状に折れ曲がる。 aタイプとされるものである。

器面をみると、 20の資料だけが表・裏面に擦痕を残す。器色は18が黒褐色を呈し、他の 4点
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は暗褐色を呈す。混入物は石英。チャしートの砂粒を密に含み、 18の資料は雲母も多く含む。

21~23は嘉徳 I 式に属する胴部資料で, 21は先端の尖がったエ具による押し引き文を囲むよ

うに沈線がみられ、 22は押し引き文を施した間に沈線が施文され、 23は斜位の沈線による綾杉

状文の 1部を埋めるように押し引き文が配される。

21。22は赤褐色、 23は赤褐色を呈し、石英。チャートの砂粒を密に含む。

24~·26は嘉徳 n式の口縁部資料で、 25 。 26 は口唇部にも施文する。 24• 25は直口気味である

が、 26は口縁部上端が外反する。 24は不明瞭な肥厚を示すが、 25• 26は肥厚の有無は不明。 26

は山形口縁である。

文様は24が肥厚部外面に羽状に配されるラフな沈線がみられ、 25は鋸歯状文、 26は全体的な

構図が判然としない沈線文がみられる。 24• 25は施文が浅く、 26は施文が深くシャープである。

26の裏面には明瞭な擦痕を残す。 24が暗褐色で、 25• 26は赤褐色を呈し、石英 0 チャートの

砂粒を多量況人する。

27は神野E式に属すかと考えられる資料で、口縁部に先端が平坦なヘラ状工具による押し引

き文を 1条横位に配す。口唇部にも同様な文様を施文する。暗褐色を呈し、裏面にわずか

痕が残る。石英。チャしートの砂粒を密に混入する。

28°29は伊波式の資料で29は山形を有す。 28は口縁部に 3条の押し引ぎ し、口唇部に

も同じような文様を施す。 29は山形に/{}って叉状上具による短沈線文が 2組認められる。 28は

中段を無文にするタイプであるが、 29は不明。

28は黒褐色、 29は暗褐色を呈し、石英。チャートの砂粒を多量混入する。

30は棒状工具による刺突文を密に配すもので、暗褐色を呈し、石英 8 チャートの砂粒を密に

31°32は群不明のものとしてここに示した。 2点とも無文。 31は口縁が丸く若干膨らみ、 32

は尖がる。 31が黒褐色、 32が赤褐色を呈す0 31は石英＆チャ 9ートの粗砂粒のほか雲母片を多量

混入物として含む。 32は精選された胎士に石英怨チャ--Iヽの微砂粒を多く混入する。これらの

特徴からすれば、 31は第 1群の、 32は第 2群の要素をもつ。

図54の3;3.. ~39に示したもので全て平底の資料で、第 2 群に伴うものである。底面からの立ち

ートがりをみると、ほとんどが外側へ開き気味であるが、 38はほぽ直線的に立ち上がっいく。ま

た、 33は若干くひれ気味になる。底径が判明するものは33の1点だけで、推算5.4cmである。

33°34は同一1mn体かと思われるもので胎土が精選され、混入物にチャート 0 石英。雲母の微

上が細かく、

39 は33~~38 と

る。雲母片-も

つくりはロ・「寧である。 35は石英。チャ、ートの粗砂粒を密に含み、 36~38は胎

。チャートの微砂粒を混入する。 33°34は赤褐色、他は暗褐色を呈す。

る憾を与えるもので胎土は粗く、混人物の石英。チャ--卜も粗砂粒であ

る。外面は黒褐色で、内面は黄褐色を呈す。
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図54 21地区口第 2
(15,-,30) その他 (31 、 32) 底部 (33,~39)
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5. 21地区ハ

今回の調査で16,000点近くと最も多く得られている。量的には第 1群が多く得られおり、型

式別にみれば面縄前庭式が多かった。ほとんど小破片の資料であるが、前述した通り全形の窺

えるものやある程度器形の推定できる大型の資料にも比較的恵まれた。これからの資料につい

ては推定復元を行うとともに図上復元を試みた。

第 1群はほとんど面縄前庭式の資料で、本型式の特徴がより明確になった。また、図65の11

9に示した山を 5ケ所に配す資料は注目されよう。

第 2 群も図39 ・図79• 80に示す壺形・皿形の資料や図84の343に示す 5ケ所に山を設けるも

の、図106の底部資料などが注目され、各型式についてさらに明確にすることができ、沖縄・

奄美間の土器文化の一端を窺い知る有力な手がかりとなった。

出土状況は表11に示した通りでほとんどの型式が第Vlb層に集中しているが、第VJI層におい
註 3註 4

ては面縄前庭式が他の型式を圧倒的に凌賀し、最近の成果と符号する状況を示す。

また、群内における型式の関係についてはかなり明瞭になりつつあるが、群間の関係につい

てはある時期において共存の可能性が想定されるものの、不明な点力送；＜今後の課題として残っ

た。以下、群別に概略を述べる。

表11 21地区ハ土器出土状況

~ 第 1 群 第 2 群

型
I 

不 無 合

式面 仲 仲 そ 底 面 締一 嘉 神神伊 底
文

縄 泊 泊
の 縄

徳 徳 野野
即~. 他 東 波 胴

A B の I II D E 

層 庭 資
洞

序 式 式 式 料 部 式 式 式 式式式 部
明 部 計

I 28 1 I 3 1 1 2 13 134 184 

I I - '-・-
＇ 

I — 
II 87 1 3 14 3 3 1 3 28 327 470 

.ヽ.

III 108 6 26 6 3 1 13 1 2 12 62 834 1,074 

, 卜~ '... →^ 

IV 79 1 1 1 3 64 17 12 2 20 3 1 31 114 1,672 2,021 

．． 
' 

．． 

V 27 2 1 1 2 24 118 175 

--1 

a 518 2 1 2 155 48 32 5 63 3 3 56 140 2,326 3,354 

VI I 
＇ 

--

b 916 25 13 25 20 254 126 44 1 25 23 18 84 228 4,101 5,903 
．． 

a 67 12 ， 3 3 15 1 13 17 258 398 

VII 
' 

I 
＇ ＇ 

b 829 5 ， 8 12 68 34 16 1 5 1 4 22 81 1,221 2,316 
... ・-・..  ・

合計 2,659 33 25 35 47 598 245 114 1 38 140 8 29 225 707 10,991 15,895 
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第 1群土器

本遺跡で出土している土器の中、器形が深鉢形で丸底的尖底一群の土器をさす。本群には面

縄前庭式。仲泊式が含まれる。その他に、両型式の特徴を合わせもつ土器群も得られ、本項で

は取り敢えず「その他の資料」として一括して扱う。以下、面縄前庭式より述べる。

①面縄前庭式

本群で最も多く得られた、破片総数2,750点余その中に全形の窺える資料や図上復元可能な

大型の破片も20数点出土し、本型式を考える上で重要な新知見が数多くえられた。

本型式は鹿児島県徳ノ島伊仙町の面縄第 4貝塚前庭部において単独に出土した土器を標式と
糾 2

している。その特徴は「口縁部で外反し頸部でしまり丸底的尖底器形」にあり、その編年的位

置付けは宇宿下層式と宇宿上層式の間をうめる土器として縄文後期後半に位置づけられていた。
註5 註3

ところが、本型式について近年沖縄県具志川島遺跡群・沖永良部島神野貝塚の発掘調査にお

いて現行編年よりも古く、少なくとも縄文後期初頭まで遡る成果が得られている。また、両遺

跡からは本型式の祖型と考えられている土器群も検出されている。

さて、本遺跡の面縄前庭式は、壺形と深鉢形の 2器種見られ後者が圧倒的に多く前者は稀少

である。文様は凸帯を 2条巡らし、その間を鋸歯文で埋める。凸帯下には縦位沈線文を施す。

さらに、凸帯上には弧文・叉状刺突文・叉状刻目文。ハの字状文。斜位の刻目文・刻目文。

貝殻文・横捺刻文の 8種類の文様が見られた。凸帯下は数条の縦位沈線を垂直ぎみ。もしくは、

弧状に施す。縦位沈線は凸帯間の鋸歯文下位の頂点を基準に施文するが、全体にバランスが崩

れた例も多く見られた。器面はナデ仕上げが抵本であるが、擦痕が残るものも見られた。

胎土には雲母。石英・チャート・石灰岩を砕いた小礫。石灰質砂粒を含むものが一般的であ

るが、雲母を含まない土器群も得られた。色調は暗褐色の例が多いが、赤褐色のものも比較的

見られた。赤褐色の土器は概して雲母を含まず、さらに、裏面に擦痕が顕著に残る傾向が見ら

れた。

以上、本型式の一般的な特徽を述べたが、分類に際しては、器種により壺形と深鉢形の 2種

に大別した。器形は復元土器や口径推算可能な資料を参考に、壺形を 3タイプ、深鉢形を 4タ

イプに分けた。さらに、本型式の重要な要素である凸帯上の文様（下図の模式図55を参照）別

aasロロロ
□ ah 

e
 

a : 弧文 b: 叉状刺突文 C : 叉状刻目文

d : ハの字状文 e : 斜位の刻目文 f : 刻目文

g: 貝殻文 h: 横捺刻文

図55 凸帯上文様の模式図
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にも細分した。以下、壷形より略記するが、図示した:L器の出土グリッド。屈位や語特徴につ

いては表15に示し、口径推算可能なものや復元土器については別に表14を設けた。

。壺形

壺形は深鉢形に比べると量的に少ない。その器形。大きさ等により 3種に細分できる。また、

文様は器種が異なっても顕著な違いは見られなかった。ただ、凸帯を 3条-~4条施す例が深鉢

形よりも比較的多い感を受けた。以下、分類悲準をホし略記する。

I : 「l径を約 5C771前後に納め長頸を有するもの

且：口縁部をラッパ状に外反させるもの

ill: 肩部の張り出しが著しいもの

I類

図56に示したもので 5例得られた。本タイプは従来知られている壺形土器と若干趣を異にす

るが、文様。構図 0 胎土。器面調整等より詳細に検討した結果本型式に帰属するものと解した。

襲資料では、文様は口唇部に凸嘗を 1条施しているが、頸部に後 1条1日帯を巡らすものと思わ

れる。また、頸部を無文のもの (1• 2)と鋸歯文 (3~J4)で埋めるものの 2種見られた。

ところで、 5の例はほぽ口縁部の全形を知りえる好資料である。本標品は口唇部を欠失して

いるが、［］縁部をほぼ完全に残しているものである（）文様は口緑部に横位凸翡オを 2条、縦位に

4本)'!占り付け十字を 4組作る。［［り帯l口は斜位に刻日文を施す。凸幣間は空白を作る。色謁は赤

褐色で胎土に金雲母。石灰質砂粒。石英を含む。器面はナデ調整である。

II類

図57に示したもので数少ない土器である。胴下半部は欠損しているか、現状から推すと口縁

部をラッパ状に外反させ胴部の張る器形と思われる。文様は 3条の凸瞥を腿調に凸帯上に叉状

工具による剌突文やハの字状文、斜位の刻目文を施す。凸帯間は鋸歯文で埋める。さらに、凸

帯下には縦位沈線文を施文。）店本的には凸帯 2条の文様構図と変わらない。器面調整はナデ仕

上げであるが11• 13の裏面は擦展が消えきらず残っている。すべて胎土に金雲門を況入。

m類

図58。59に示したものである。深鉢形の器形にやや類似するか、口径が胴径より極端に小さ

くなるものである。堺の大きさにバリエ---・ ションが見られ、小州のもの (14~~17) 中型のもの

(18-~30)大型のもの（図59)かある。文様構図も深鉢形と）店本的に変わらず凸幣を 2条巡ら

し、その間を鋸歯文で埋め、胴lいド音〖に縦｛立沈線文を畢らす0

14----17の資料は小咽の部煩に属し、 16の例は凸打｝間の幅約 4mm (成形時の帖土幣の厚さ）と

狭く無文である。そのド位は欠損しCいるが、凸帯をあと 1~2条施すものと思われる 0 14. 

16は刻みの弧文、 17。14は拿斗位の沈線を凸罰の上に弧文。

18~29に示した一群は中塑の部類に合まれる資料である。 18• l 9• 24• 26。29は図上復元を

試みた資料で、特に前 3省は本上器のグループの-慰般的な器形である。
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ところで、 27は肩の張りが弱いが器のサイズにより本類に含めたもので、口縁部に 4条の凸

帯を有する唯一の例である。文様は 3段日の凸帯かはみ出て 4段目と 1カ所で重なり合ってい

る。凸帯間には 2段目と 3段日の間に限り 5本の沈線の鋸歯文が描かれている。胴下半部の鋸

歯文は下位の接する箇所をめやすに 9~13本の縦位沈線を 5組施す。文様は全体的に1日帯」：^．の

刻目文と鋸歯文と組み合わせられ羽状文的な雰囲気を醸しだしている。器面はナデ調整で色調

は橙褐色。胎土に金雲母。石英 8 石灰質砂粒を含む。

29は口唇部を欠失しているが裏面の輪積み痕よりかなり肩の張る器形と推察できる。縦位の

凸帯を 2本接合させ胴部の凸帯と結合させるものである。凸帯間の空白に鋸歯文の前けれた文様

を全面に埋めるものであり、本遺跡では特異な文様である。胎土に金雲母を多量に含み、その

他には石英＄石灰質砂粒が散見される。

次に大型の部類に属するものであるが、図59に示した 4例のみ得られた。特に、 33は口縁部

～胴L部まで復元できた資料である。器形は肩の版りが著しく口緑部ですばまり、

しく外反させる器形である。文様は口縁部に1日帯を 2条巡らし斜位の刻日を密に施す。さらに、

同様な文様を口唇部にも施し、それが、上位の1円帯の刻目と組み合わされハの字状にみえる。

凸帯間は 6本の沈線を 1組とする鋸歯文をほどこす。肩部にも鋸歯文 (5本）を同様に施文。

それ以下は、］べ4位の10組の鋸衡文の頂点にそって約13本の沈線を弧状に底部付近ま，...c'J". ッソ（）

その間も同じ文様を揺く 0

ところで、 はI頬の文様構図や凸帯 2条を）翡本とするグル,____ープと比較すると 3段日の

I~ り得を施してし＼ない市が良く J唱解できる資料てある。このことは、凸悶間に鋸歯文を施す奉叩J

式の原則からもはすれた例であり、今後文様構図の内部変化を知る上で州疫な標晶である。

2 壺形と
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・深鉢形

本土器の主体を占める土器群で得られた資料のほとんどが本器種に属し、一般的な特徴は前

述したとおりである。器形は下記の 4タイプに分けられる。

I : なで肩で口縁部がラッパ状になっているもの

II : 肩の張りが強く口縁部が外反するもの

III : 肩の張りが著しく口縁部がすぼまるもの

IV: 肩の張りが弱く口縁部がやや直口ぎみに立ち上がるもの

以下、凸帯上の文様別に簡記するが、器形については記述のみにとどめる。

<a: 弧状文グループ＞

半飲竹管状工具により施文された土器群で、図60に特徴的なものを示した。器形はIIタイプ

の口縁部をやや外反させ、肩が張り胴部に最大径を持ち底部へすぼまるものが多い。文様は凸

帯間にシャープな鋸歯文を施す例が一般的であるが、稀に38のように縦位沈線で埋めるものも

見られる。また、 50は凸帯間と胴部を空白にするもので注目される標品である。胎土は雲母・

石英・石灰岩の小礫・石灰質砂粒を混入する例が多くみられる。器面調整は表裏ともナデ調整

を行うが、裏面において擦痕が消えきらず残るものもある。
註8

ところで、 41は赤褐色の土器で具志川島遺跡群の上層の土器と酷似するものである。文様は

凸帯を波状に貼り付け弧文を密に描く。弧文は口唇部にも同様に施文。胴下半は欠損している

が、弧状の沈線を施すものと思われる。また、 35は口縁部下約3.5CJn外面より 2次穿孔（径約

4 mm) された有孔土器である。いわゆる補修孔なのか判然としない。

ところで、本型式で見られる有孔土器の殆どが凸帯間に孔を有すが、本例は凸帯下に穿孔し

土器容量（機能）との関係からも興味深い資料である。

<b: 叉状刺突文グループ＞

叉状工具により施文された土器群で、凸帯の両脇に凹点が残るものである。また、本型式の

代表的な文様でもある。図61に特徴的なものを図示した。器形は Iタイプの肩部の張りがやや

弱くややなで肩のもの (51~59)とIIタイプの肩の張り強いもの (60~67)の2種がみられた。

IIタイプの例が比較的多い。文様は凸帯を 2条配しその間に鋸歯文を施す。凸帯下は縦位沈線

文を描くものが基本的なパターンである。

56は凸帯を 3条巡らし凸帯間に鋸歯文を施文せず凸帯上に用いた叉状刺突文を施す。胴部に

は縦位沈線文を底部近くまで施すものと思われる。 67の例は図上復元を試みた標品で、全体的

に赤褐色を呈するが口縁部付近では部分的に黒褐色である。凸帯間は鋸歯文と縦位沈線を組み

合わせて施文。胴下半部は約 9本の縦位沈線を何組か施すものと思われる。器表面は石灰質砂

粒•石灰・チャートなどが露出し手触りはザラザラする。
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また、図68の128は胴下半部を欠失して不明であるが、 llIタイプの全形を窺える資料である。

口径17.5cm、胴径21cmを測りやや肩が張り口縁部を内湾させる器形である。文様は 1本の凸帯

を口縁部と頸部に沿って巡らすが、一箇所でコの字形に対に設けている。その凸帯上に叉状刺

突文、凸帯間に鋸歯文その下位に間延びした鋸歯状の沈線を描く。器面はナデ調整を施すか、

裏面はナデが徹底せず擦痕が顕著にのこる。

<c: 叉状刻目文グループ＞

叉状工具による刻目文をほどこしたもので、図62に特徽的なものを図示した。前迩した bの

叉状刺突文との違いは施文が凸帯内に納まり個々の文様が太めになっていることが挙げられる。

器形は82の図上復元した資料からみると IIIタイプに合まれ肩部に対して口縁部がかなり小さく

肌型的な例である。

文様構図は 2条の凸帯及び凸帯間の鋸歯文さらに胴部に沈線という艤本的なパターンの域を

でないが,69の例は扁平な凸帯を弧状にカーブさせ貼り付けている。凸帯と口唇に叉状刻目文

を施す。また、 72は他の土器と比較して口縁部のそりが弱く凸帯間の鋸歯文も 4本と少なく立

ちぎみで空白部が目につく。

ところで、拓影で見にくいが施文された個々の文様を詳細に観察してみると叉状工具に又の

箇所が浅くなっている例が殆どである。その結果叉状刻目文が完成されるが、当初からの意図

的な文様か、それとも使用された結果なのか、今後前記の b• dなどのグル--プとの関連から

も重要な要素を持つグル--: プである。

<d: ハの字状文グループ＞

叉状工具と箆状工具を用いて「ハ」の字状に施文したもので、図63に特徴的な資料を示し

器形は小破片が多く全体像は不明であるが、 82• 88の図上復元したものから見ると、前者は「l

縁部の外反が弱く肩部もあまり張らずややストレートに立ち上がるIVタイプの器形が想定され

る。一方、後者は外反が著しく肩部の張る器形と思われる。本型式の基本的な部分である文様

構図。胎土。色調。器面調整等には変化は見られない。

ところで、ハの字状の文様は叉状工具 (82~88)と箆状工具 (89~92)の2種に分けられ施

文されている。前者は斜めの方向より刺突してハの字状文を作り、両端の凹点か明瞭に残る。

後者は斜位に切る形で文様を作る。施文技法の違いが窺える。 92の例は凸帯間に鋸歯文でなく

数条の斜沈線を羽状文的に何組か施文されている。

<e: 斜位の刻目文＞

箆状］こ具により施文されたもので、図64に典型的な椋品を図示した。本遺跡で主体をなすグ

ル｀ープである。斜位の刻目文は拓影でも観察されるように、その殆どが凸帯を深く切り縄目状
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に施されている。器形は Iタイプのなで肩を有するもの (126)、IIタイプの肩部が張るもの

(127)、IVタイプの肩部の張りが弱いもの (129)の3種みられた。

Iタイプの例は126のみで頸部から口縁部にかけてややなだらかに立ち上がるもので、やや

他の器形と趣を異にする。文様は扁平の凸帯を波状に貼り付け凸薯間が間延ひした感を受ける。

凸帯上は縄目状に斜位に刻目文を施す。 127はIIタイプの例で口縁部か外反し肩部の張る器形

である。本型式のポピュラ、ーな器形でもある。文様は凸帯を 2条巡らし鋸歯文で埋める基本的

なパターンである。その他の特徽もほぼ同じである。

117は復元を試みた資料で凸帯を 3条巡らし、その間に鋸歯文を施し胴下半部には縦位沈線

文を底部付近まで描く。ナデ調整であるが裏面は擦痕が顕著に見られる。また、 124は口縁部

から底部まで接合でき口径29.6cm、胴径27.6an,器高29.3anを知りえた好資料である。器形は

口縁部でやや外反し肩部の張りの弱いIVタイプである。上記の資料は本型式の中では勿論南島

全域でもかなり大型の土器である。

105は凸帯上に斜位に 2本刻目文が凸帯の脇に圧するように施文。凸帯間には 6本の沈線を

組み合わせ羽状文的な文様を施している。器面はナデが徹底して滑らかである。

ところで、本グループの土器は大きさにバリエーションを持つが、器形。文様構図 6 胎土等に

規制されないことが知りえたことは成果である。

<£: 縦位の刻目文グループ＞

eグル..三fと同様に箆状工具を用いて縦に施文。本遺跡においては数少ない土器群である。

図69に特徴的な例を示した。器形はlVタイプが多く 134の図上復元を試みた資料は口縁部と肩

部の位置がほぼ平行で典型的な例である。また、口唇部付近は下｛立の凸帯付近と比べてやや厚

手に成形される特徴を有している。

文様構図は晶本的なパターンである凸幣間の鋸歯文を施文せず、縦位沈線を約 6本施す。さ

らに、胴下半部にも縦位沈線が底部付近まで施される。その際、凸帯間の縦位沈線の直下より

施文される。凸帯は幅広く扁平な作りである。刻目文はその凸帯を切る形で施されている。そ

の他は、悲本的には変わらないが裏面に掠痕を顕著に残す。

ところで、本グループは縦位に刻目文を施すが、 134の例は中途より斜位の刻目文に変わっ

ており、前記の eグループとの関係を考える上で重要な標品である。資料の増加に伴ない e• 

fが一括して取り扱われる可能性も大である。今回は取りあえず別飼に分類したが、今後の資

料の増加を待ち検討したい。

<g: 貝殻文グループ＞

2枚貝の局辺部を施文具として用いた土器群である。図70に特徽的なものを図示した：。色調

は茶褐色系で薄手（約 5mm)の土器である。凸幣上の文様は、その使用部位によって腹縁部の
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もの (135~142)と後背部のもの (143~153)の2種に分けられる。器形は図上復元を試みた

資料より推測すると、口縁部でやや外反し肩部が若干張るIVタイプの器形が想定される。文様

は凸帯を厚ぼったく成形し口頸部に 2条巡らし、凸帯間は鋸歯文か無文である。胴下半部は約

5本の沈線が観察される。薬本的には本型式の構図に収まる。胎土には石英・チャート・石灰

質砂粒。石灰岩の小礫を含む。雲母の混入は見られない。器面はナデ調整であるが、裏面はナ

デが徹底せず擦痕が顕著に見られる。

ところで、本土器は仲泊式との関連性を考える上でも注目される標品である。

<h: 横捺刻文グループ＞

箆状工具を用いて方形状に施文したもので、図71に典型的な例を図示した。色調の殆どは赤

褐色を呈し、裏面に擦痕が顕著にみられる。さらに、胎土には雲母の混入は見られない。本型

式の中で新たな土器群と思われる。器種は深鉢形は見られなかった。器形はIVタイプが比較的

に多く得られた。図169に示した図上復元土器は好例である。

文様構図はその他のグループの土器と変わらず凸帯を口頸部に 2条巡らし、その間に数条の

沈線で鋸歯文を描く。その下位の凸帯下には縦位沈線を何組か施す。また、凸帯間の幅の狭い

例 (155)も得られている。本例は 3条の可能性を有している。器壁は他のグループと比べて

比較的厚手に形成されている。器面はナデ調整であるが、裏面は徹底せず擦痕が顕著である。

特殊土器

ここで特殊土器として扱うのは、巨視的には面縄前庭式の範疇に含まれるもので、把手や瘤

などを有するものである。以下、略記する。

173• 17 4は同一個体の標品で、口縁部ですぼまり肩部の張る器形である。文様は凸帯を口頸

部に 2条巡らすが、コの字状に対になる箇所もある。その間に鋸歯文を施文。凸帯上は叉状刺

突文を施す。胴下半部には縦位沈線文を鋸歯状に施すが欠損しているため仝体の構図は判然と

しない。把手は上下の凸帯をつなくかたちで貼り付けられ、叉状刺突文が施されている。

175~178の標品は同一徊体で、口縁部を欠失した土器である。器形は現状から推察すると胴

部のはるボール状の器形になるものと思われる。文様は凸帯と斜沈線を組み合わせている。凸

帯は 1条頸部に施され凸帯上には斜位の沈線を施文。口縁部が欠失しているため判然としない

が僅かに沈線が 4条観察され、鋸歯文になるものと思われる。凸帯下は無文である。本土器の

把手は前述した例と比べて粘土帯を 2本貼り合わせ力強く成形されている。その下位に瘤を設

け頂部には叉状工具による刺突文が施されている。現行では 4つの把手が確認されており、少

なくとも 4カ所あるものと思われる。

179~185も瘤を有する例であるが、 179~182は小破片のため器形など判然としない。 183~

185は同一桐体である。瘤の両サイド頸部に短沈線を交互に施し、羽状文的に施文されている。

色調は明茶褐色で雲母が多量に混入されている。 186。187の例は横位に把手を付したもので後
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者の例は周辺に縦位沈線が鋸歯状に見られる。小破片のため器形などについては不明。 188•

189の例は頸部の凸帯が、本型式の一般的な凸帯と趣を異にし断面三角形の鍔状の凸帯を弧状

に貼り付けている。その凸帯下に縦位沈線が数条施されている。小破片のため器形・文様構図

などの詳細は不明。

表13 文様別出土状況

璽三 a b C d e f g h 1 計

I 1 2 1 1 5 

JI 1 4 3 3 3 4 18 

III 4 1 6 4 3 4 5 2 29 

IV 2 1 3 l 2 ， 
V 1 1 1 3 

VI a 2 3 5 3 7 4 4 4 4 36 

VIb 27 17 24 22 40 14 10 20 8 182 

VlI a 2 2 1 1 1 7 

VII b 27 20 12 47 21 2 6 11 155 

不明 7 4 6 12 24 10 4 6 73 

計 72 34 68 61 127 56 17 42 40 517 

②仲泊式
註 6

本土器は仲泊第 4貝塚出土の土器を標式とする。器種は胴部の張る深鉢形が一般的で稀に壺

形もある。文様は口縁部の肥厚帯に貝殻文や沈線文、さらに胴部に沈線文を施す。その文様の

要素によって、貝殻文をAタイプ、沈線文をBタイプの 2種に細分されている。本地区において

は、表 8に示ずとおり量的には少ないが両タイプが得られている。図示したものについてのグ

リッド。出土層位・器色・胎土 e混入物・法量等は表15に示した。以下、タイプ別に記述する。

・仲泊A式

図73に示したもので、すべて深鉢形である。全形を窺える資料は得られていないが、図上復

元を試みた200から推すと口縁部はやや内湾ぎみに立ち上がり肩部の張る器形と思われる。

口唇部には凸起を作り、単独なもの (19]~194。197~200) と双頭なもの (190)がある。そ

の他の例は小破片のため不明であるが、凸起を有する可能性は十分にある。

また、凸起を口唇部にいくつ配するか他の遺跡の例を参考にすると 3個ないし 4個の例がみ

られ本遺跡の資料もこの範囲におさまるものと考える。

ところで、文様は肥厚帯に貝殻文、頸部にシャープな斜沈線を羽状的に施文する。貝殻文は

二枚貝の周辺部を押圧するが、後背部を用いたもの (190~200) と腹縁部を用いたもの (201

~204)の 2種に分けらける。本タイプは前者が一般的で後者は稀である。ただ、施文具であ

る貝殻が同一の貝を用いたのか、それとも異なる種なのか今後の課題である。
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さらに、貝種の判定も急務である。

。仲泊B式

図74に示したもので、斜沈線のみに終始するもので、壺形は得られてなくすべて深鉢形であ

る。全形を知りえる資料は得られていないが、仲泊A式とほぼ同様に内湾ぎみに立ち上がる器

形と思われる。口縁部には肥厚帯を形成するもの (208~213。218)と形成しないもの (215)

とに分けられる。また、肥厚帯は単独で成形するもの c2os,-210。212。213)と凸帯を 2本重

ね階段状に成形 (207 。 211• 218) するものがある。凸起を有するものが (205• 206• 218)の

3例得られているが、本型式の特徽である凸起頂部の凹点は施されていない。

文様は口唇部～胴下半部が施文範囲であるが、その殆どが口唇部に描かれてなく口縁部から

胴下半部が対象となっている。 208は口唇部に施文する唯一の例で、短沈線（長さ2.5cm)が口

縁部に沿って施されている。また、他の遺跡のものは口唇部文様は斜沈線や刻文等が一般的で、

本資料は注目される資料である。文様はやや厚手の箆状工具で力強くシャープな斜沈線を交互

に繰り返し羽状文的に施文している。 217の胴部文様は前記の羽状的な文様が簡略化されて描

かれたものと思われる。

③ その他の資料

ここで一括して取り扱うものは、面縄前庭式叶中泊式の両型式のどちらの要素（文様 e器形）

も持ち合わせた土器群である。両者の系統的なつながりや同時性を考える上で注意される資料

である。分類に際しては、両型式の要素の多寡によって面縄前庭式に近似したものを [A」、

仲泊式に近似したものを「B」の 2タイプに分ける。以下、略記する。

A: 面縄前庭式の要素が多いもの

図75に示したもので、面縄前庭式の要素を多く含んだものである。壺 0 深鉢形の 2種みられ

た。後者が多く得られ前者は 1例のみである。以下、壺形より記述する。

。壺形

図56の6に示したもので、胴下部は欠損しているが口縁部の全形を知りえる資料である。文

様は頸部に耳状の凸起を 2個設け、それを通すように微如加凸帯を貼り付けている。その頂部

にはシャープな深い沈線を施す。その間を数条の弧状の短沈線を浅く施文する。器面は丁寧に

ナデ仕上げを施している。

本標品は面縄前庭式の晶本的文様パターンとは異なるが、本型式の壺形と近似しており、さ

らに胎土や凸帯を貼り付ける技法が類似しているため取り敢えず本項で扱うことにした。

。深鉢形

図75に示したものである。口唇部を山形に成形し、その形状より口唇部に縦位凸帯が突出したも

の (21炉.,221• 223)と凸起を有するもの (233~236)に分けられる。前者に属す219~/221は現状で

は凸帯を口唇部に 1条巡らしているが、面縄前庭式の例からすると下位にも凸帯があるものと思わ

れる。凸帯上には、 220が貝殻文、 219が斜位の短沈線、 221は文様は施されてない。 223は凸帯間を空

白、斜位沈線を施文。
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後者に含まれる222• 225~227は文様の施文範囲が口唇部～胴下半部を対象にしている。 222

は凸帯に面縄前庭式の文様の特徴である叉状刺突文を施文。凸帯下に斜位の沈線が観察できる。

ところで、凸起の頂部には仲泊式の特徴である凹点様の刺突文が施文されている。

225• 226の例は比較的大型の破片で赤褐色の土器である。頸部を極端に屈曲させ外反のきつ

い0縁部を有する標品である。文様は凸帯を頸部から山の頂部に向かって合わせている。凸帯

上には叉状工具による刺突文を施す。口唇部と凸帯の間には押し引き文が見られ、胴下半部は

沈線による鋸歯状文・三角文的な文様が施されている。さらに、山の後背には叉状工具による

短沈線が施文され、口唇部にも斜位の短沈線が描かれるが。文様の構図には規格性が見られない。

228は興味深い標品である。文様の構図から網篭を想起させるもので、口唇部と一体化した

凸帯を巡らし、さらに十字に組み合わせた凸帯を口唇部に貼りつけている。現状では、 2ケ所

確認されているが、 4ケ所に付くものと思われる。凸帯上には斜位の刻目文をシャープに施こ

し、その下位には幅約 4mmの輪積み痕がみられ沈線文のような感じを受ける。

ところで、 247• 248の資料は文様の構図が類似したもので、前者は色調・胎土・混入物など

面縄前庭式に酷似している。器形はなで肩の胴の張るものと推察できる。文様は凸帯を 1条巡

らし叉状工具によるハの字状文を施す。頸部には斜位の沈線を交互に描く。さらに、約13本の

縦位沈線を何組か垂らす。後者は赤褐色の薄手の土器である。口縁部をやや外反させ肩部の張

る器形である。文様は沈線のみで施文されている。凸帯は施されてなく、頸部に 2条の沈線を

巡らす。口縁部・胴下半部の沈線は前者と比べてシャープさに欠ける。

B: 仲泊式の要素が多いもの

図76に示したもので、仲泊式の要素を多く含んだものである。口唇部直下もしくは下位に凸帯

とも肥厚帯ともとれる粘土帯を口唇部に沿って 1枚巡らす。粘土帯の上には斜位の短沈線。弧

状の沈線・羽状文などの文様を施文。胴下半部は欠損して詳細は不明であるが、鋸歯状や羽状

的な沈線を施す。色調は仲泊式特有の淡い黄褐色系と茶褐色系の 2種みられた。

器形は口縁部が直口ぎみに立ち上がり肩部の張るもの (229。230)と口縁部をやや外反させ

肩部の張る (231~237)ものが 2個体みられた。前者は仲泊式に良く見られる。後者は面縄前

庭式の一般的な器形である。口唇部に凸起を有するものもある (242~244)。特に244は凸起

の頂部に凸点が施されている。また、 238~240は口唇部に凹線を巡らし注目される資料である。

図65の119は口縁部～胴上部まで復元できた資料である。口縁部をやや外反させ肩部の張りが

弱い大型の土器である。口唇部に 5カ所に凸起を有し頂部に凹点を施す。口唇部直下に丸み帯び

た粘土帯を巡らし斜位の沈線を刻む。同様に口唇部にも施す。全体的にみると羽状的に見える。

その下位頸部には長さ約 8C/11の縦位沈線が約 4本を一組として周辺に何組か施す。さらに、その

間を羽状の崩れた文様で埋めてゆくが、本文様と縦位沈線が重なり合い一つの文様になってい

る箇所もある。全体的に文様のバランスが乱れており規格性が見られない。色調は淡い黄褐色

で器面はナデ調整であるが徹底せず擦痕がのこる。
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ところで246の例は凸帯を 2条巡らし器形・文様構図から巨視的には面縄前庭式の範疇に含

まれるものである。凸帯上の弧状の沈線から一応本項に含めた。今後、類例資料の追加を待ち

検討したい。

249は山形口縁で内湾器形になるものと思われる。肥厚帯の幅が広く約 4C1llを測る。文様は

肥厚帯と胴部に施文。肥厚帯には斜沈線を胴部には約 7本の縦位沈線を一組として、いくつか

施すものと思われる。胴部の文様は面縄前庭式の胴部文様と近似しており注目される標品であ

る。 250• 251は約l.6e1nの狭い肥厚帯をめぐらしシャープな細沈線を施文。肥厚帯下にも見ら

れるが詳細は不明。薄手の士器である。 252は口唇に半戟竹管文を施し、口縁部に斜沈線を羽

状に施文。小破片のため全体の構図は不明。

④底部資料

図78に示したものは、本地区で得られた丸底的尖底の一群である。破片で総数47点（内 1点

は復元土器の底部も含む）の出士をみた。ここで気になる点として丸底的尖底を有する土器と

して 3タイプ（面縄前庭式。仲泊式。その他の資料）があるが、どのタイプに属するかその明

瞭な遮いは知りえなかった。ただ、 3タイプの出土量の多寡や胎士。器面調整。色調等より、

その殆どが面縄前庭式に帰属するものと思われた。また、本型式は器種の細分を行っているが、

どの底部がどの器種のものか判別は困難であった。

ところで、成形技法が窺える資料がいくつか得られた。 267の例が好資料である。それから

すると、約1.0cmの円板状の粘上帯で底面を成形し、それから順次幅（約 5mm)の細い粘土帯

を周辺に積み上げて行く技法が窺える。また、細い粘士常を積み上げるのは、本型式の大きな

特徽である薄手の土器を成形する上に不可欠のものだと思われる。以下、略述する。

253に示したものは、底面の内側をやや平坦に形成し、開きぎみに立ち上がるものである。

色調は淡黄褐色で雲母。石英。石灰質砂粒を含む。また、器表面にはその混入物が露出し

触りがザラザラする。これらの特徽より本資料は仲泊式の底部になると思われる。

265~285に示した資料は、その特徽より面縄前庭式の底部と思われるものである。その立ち

上がりの形状より底面が尖り底で急に立ち上がるもの (125• 254~262) と底面が丸みを作り

開きぎみに立ち上がるもの (263~285)の2種に分けられる。前者は円板状の底面を比較的厚

手に成形する。 256の例は面縄前庭式の胴部文様である縦位沈線文の末端部が外面に施されて

いる。

ところで、 125は底部～胴上部まで接合された資料で底面に凹点がみられる。そこから、急

に立ち上がり胴部の張る器形である。外面に縦位沈線を施すが、その間を『V』字状の沈線を

段違いに何組か施す。器表面はナデ仕上げであるが、況入物が露出しており手触りがザラザラ

する。

後者は比較的多く得られ本型式の一般的な底部と考えられる。 267は厚手のがっしりした底

部で底面はナデが徹底して滑択を有する。
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表14-1 第 1群復元及び図上復元観察一覧

法批 (cm)抑図
グリッド 屈庁， 嵩神 器形 文様 特徴番号 口径 1:1,Q径器晶獣五｛

" ". ・ -
赤褐色で混人物に石災、石炊質砂粒、チャート等を混入する。器表似156 04 

A-併 壺 I 
。心

面はナデが徹底するが剥落が著しい。文様は凸盟I・.に弧文、その下位1 
I は無文である。
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表14-2 第 1群復元及び図上復元観察一覧

挿図
グリッド 脳序 器種 器｝杉 文様口口径 量(cm) 特徴

番号 胴径器高器量

図30
C-95 Vlb " 皿 a 157 170 //  05 

黒褐色で丁寧なナデ仕上げ。裳lサ、石灰質砂粒、石灰岩の小礫を含む。~-―

50 凸帯間、 Ill乱部は無文てある。

図1 I 04 口緑部、 Ill訃部で部分的に黒褐色を帯びるか全体的には淡赤褐色である。

し1-94 VI II II b 21 9 23 0 I 石英・石灰質砂粒・石灰岩の小礫、チャートを含む、凸盟間は鋸歯文と綬
67 06 位沈線文の組み合わせで施文。

図62
G-94 Vlb ,, IV C 20 0 I/ I/ 04 

賠褐色、石灰四砂粒、石英、チャートを混入。凸幣上の文様は堀仏い刻

71 日を施す

,, I [『/ 赤褐色で裏面は炊褐色を呈す。イ:i災、右灰質砂粒、チャート、石灰岩の

う一93 Vlb " 皿 C 201 0.4 小礫を含む。凸帯上の刻目はギザギザか顧著にみられる。ナデ調整である
81 が裏面においては擦痕が消えきらず残る。

ト―

図63

82 
E--94 Vllb II IV d 191 I I 06 淡茶褐色、芸母、右英、石灰岩の小礫、チャート。

I I 
04 

II 淡条褐色O i且入物上記に同じ。器面はナデ調整か徹｝氏］玲iである。単
B-93 IV " II d 14 0 贔88 箆工具によりハの字文を施文、凸盟は力強くシャープに鋸歯文を施文。

図64 I I 
灰褐色、枇入物上記に同じ。表裏面ともナデ仕上げで丁寧な作りである。

G-93 Vlb N Ill C 196 04 文様は凸悟上に斜位に 2)]向から施文、下位の沈線が深い。凸幣の両脇を
104 

つぶす形で施文。凸帯間は 6本の短沈線をくの字状に施文。

I 
本型式にみられる特徴的な色調で陪褐色と淡茶褐色のものである。胎土

図65 0.5 に裳母、石英、石灰＇頁砂粒を含む。ナテ調整てあるが掠狼か消えきらず残
あー93 ¥,1 e 25 2 28 6 I 

る。凸帯を 3条巡らすか縦｛切り滞も 1本日より付けている。刻IJは凸料を11'1 0.6 
押圧する施文。

” L 
05 賠褐色、石英、石灰Tl砂拉、石灰岩の小礫を含む、ナデ仕上げであるが

¥、1--94 IV I 裏面IJf,打ド平部は明瞭に掠浪かのこる。凸閤の他の十料に比へて堀広い、ま
118 06 た胴下半部は121に類似している。

．．．．． 

II I I 05 淡設樹色、 01v、石英、い1火質砂粒、石灰岩の小礫、チャートを含む。

119 
う一93 I ナデ調整o Iり起を 5つ有するものと思われ、］真部に1111点を施す。文椋は「l

06 杓部～胴卜半部へ沈線を施文。
•• ← - .. ―. ・・・・-・--・――—←-- .. 一・--・- - -・-. 一•一-

I 
黒褐色。実舟は含まれす、石英、 1.1快質砂粒、わ灰岩の小礫を混入。ナ

図％
05 デI.I士けてあるか内l紅の尉下半部て横位の掠眼か貨増。 i1'r/i}は卜／如1のもの

いー93 ]II 嘉120 か士位のものと延びて〗なる。凸帯閲は鋸歯文、その日りは縦位沈線と糾

位沈線を組み合わせている。さらにその間に弧状の沈線を垂らす。

I ” 
04 赤褐色でご母を含まず、わり（の小礫、砂粒、石炎を含む。凸幣1片］に鋸歯

B-95 lII C)38 16'/ 心文を施文するが、ハランスを崩じて斜沈線になっている部分もある。凸喘・
121 

トは綬付沈線てある。

I 
黒褐色内flりは淡黒褐色3 混人物は上心に同じ。ナデ什上げであるか裏面

” 
05 は擦痕が残る。凸帯は 2条めぐらすが、 1カ所でI:位の凸帯か下位の凸幣

あー94 v1b " llI e 14 5 15'/ 
。心122 に延びる。凸帯上は浅くシャープな短沈線を施文。凸帯間の鋸歯文はバラ

ンスさを失って縦位の沈線もみられる。

I 
04 赤褐色で石灰贋砂粒、石灰岩の小礫、石炎、チャートを混入。凸幣＂卜は

123 かー92 Vlb V IV e 24,8 28 0 I 斜位の刻目文を施すが、上位の凸幣では部分的に縦位の刻目文もみられる。
0.5 ナデ仕上げであるが器表面に混入物が露出しでザラとする。

図7
05 淡茶褐色、賠褐色、混入物、器面調柩は117に同じ。凸帯を 2条巡らすが

A-95 Vlb II II e 25 6 29 6 293 I 縦位凸盟が、 1本と 2本のケii/iか、それぞれみられる。凸幣間は鋸歯文、
124 06 

尉下半部は縦位沈線を垂らす。 I飴部は乳房状を呈する。
I 

□ I I I 
05 

N 117• 124と語特徴は近似する。底面から急に立ち上がるタイプである。

125 
A-94 Vllb 底郡 33 9 016 又椋を胴部～底部付近まで施文。底面に凹部がみられる。

I 
05 

淡茶褐色、石英、石灰質砂粒、石灰岩の小礫を含む、器面はナデ調整。

図38
E-95 Vllb 添影 I e 14 8 23.5 016 

表裏面とも掠股が別えきらずのこる。文様は凸帯を 2条巡らすか、 1カ所

126 コの字状のコーナーを設ける。凸帯間は鋸歯文、その下位はやや斜位に沈

線を匪らす。

王,,こ！I一 /,,  
口／ 04 淡黄褐色、手ざわりザラとして混入物（雲母、右英、石灰質砂粒、石灰

rr c 1s g 0I .5 岩の小礫）が硲出。ナデ調招。斜位の刻目は凸幣を縄目状に切る形で施文。
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表14-3 第 1群復元及び図上復元観察一覧

挿図
グリッド 層序 器種 器形 文様

法蟄 (cm)
特 徴番号 口径胴径器尚器量

図68 I 
05 茶褐色で石英・石灰岩の小礫•石灰質砂粒を含む。器表面はナデ調B-95 Vlb V 皿 b 17 5 21 0 
。心128 整で裏面はナデが徹底せず擦痕が残る。

I I 
05 黒褐色。雲母は含まず石英、石灰質砂粒、チャートを混入。ナデ調

" 
016 

整であるが裏面は擦股が消えきらず残る。凸帯間に 3ケ所孔がみられいー93 " IV e 199 205 
129 

る。いわゆる補修孔と思われる。

I 
黒褐色。雲母、石灰質砂粒、石英チャートを混入。ナデ仕上げであ

図69 04 るが、裏面は擦痕が残る。凸幣は 2条巡らし、上下とも刻目文であるA-93 Vlb II IV f 17 7 19 2 I 134 05 が下位の凸得は途中で eの文様に変わる。また凸帯間は縦位沈線を施

す。
'-

図0

I 
口唇部付近は黒褐色、その他は淡茶褐色。ナデ仕上げ。チャート、

A-94 Vlb V II g 18 6 06 石英、石灰質砂粒、石灰岩の小礫を混入。凸帯間は無文であるが、輪144 
積み痕が顕著。凸帯上は後背部に押圧。

図71 I I 04 赤褐色。石灰岩の小礫、石灰質砂粒、チャート、赤色の小礫を混入。
きーgzv1b H JI h 21 7 

0位
ナデ仕上げである。襄面は剥落が著しい。凸帯間の福が他の上器と比169 
して狭い。箆状工具で凸帯を押しつぶす形で施文。

" I I 05 色調・混入物はI:.記と同じ。器面はナデ仕上げであるが裏面は擦痕A-95 Vlb II 皿 h 179 贔が顕著。凸楷上の方形文は左→右へやや垂直ぎみに施文。172 

図72 ！！ I 
04 茶褐色。石灰質砂粒、石英、チャートを混入。ナデ仕上げ。凸幣間

い一93 Vlb H 皿 b 14 2 I は擦痕が消えきらす残る。凸帯を 2条巡らすがコの字状にコーナを有173 05 
する。上下の凸帯を把手によってつなぐ。

＂／ I V 
暗褐色で襄面は淡黄褐色を呈する。雲母、チャート、石英、石灰岩

” 05 の小礫、石灰質砂粒を混人。ナデ調整。又様は凸幣と把手に斜沈線、D-94 Vllb e 27 0 I 把手の直下に瘤を貼り付け項部に凹点を設ける。口縁部は破損してい178 
0.7 

るがわずかに斜沈線が観察される。

"I I /_ ,I 図73
A-94 VI 19 9 06 

198 199と同一固体。灰褐色を畠し、肥厚帯に、貝殻の後背部を用い
200 て押圧、施文。頸部に羽状文を施文。

図74
II I I I I 08 赤褐色、チャート、角礫、石灰質砂粒を含む。凸起を有し、把原帯A-94 Vlb 220 ¥ 218 09 に斜沈線を施す。

I I 図75 ,, I 05 淡赤褐色。雲母、石英、チャート、石灰岩の小礫、砂粒を含む。混う一94 Vlb e 16 0 贔228 入物が器表面に露出し手触りがザラザラする。

図76 "I I ,I I 05 淡赤褐色。零母を含まず、石英、チャ-・ ト、石灰岩の小礫、砂粒をA-95 Vlb 24 5 
。心229 混人。ナデ調幣。文様は凸幣と頸部に成い斜沈線を施す。

,, 

II I I I I 色調、器面、胎土は上記に同じ。ナデ仕上げ。肥厚帯に弧状の沈線、E-94 V1b 18 0 05 
237 そのF位にも斜。縦位の沈線か観察される。

,,/ I !/ I ” 黒褐色で雲母、石炎、チャート、石灰岩の小礫、砂粒を含む。ナデE-93 Vllb 87 05 
239 調整。文様はロ113に凹線、頸部に沈線を施文。

- -
N ,, I I !/ I 

04 黒褐色。石灰質砂粒、石英、小礫を含む。ナデ調整。口唇部を折りA-95 Vlb 13 1 ＼ 

曲げ肥厚船に羽状文を施文。その下位にも沈線が観察される。245 0.5 

N 

VI I II I 06 
赤褐色で他は219に[ii]じ。凸帯を 2条巡らし、凸帯に弧状の沈線を

F-95 Vllb 25 9 I 施文。凸幣間は斜沈線、さらに凸幣下にも沈線を施こすナデ仕士げで246 
07 あるが裏面は擦痕がのこる。

--

I I I I 
赤褐色。雲母を含まず。石英、チャート、石灰岩0)小礫、砂粒を混

図77 04 入。凸盟はなく頸部に沈線を 2条めぐらすか上記の文様梢図に類似す
し1-93 Vlb " 29 3 I 

る。沈線は浅い。ナデ仕十げであるが裏面に擦痕がみられる。洵手の248 03 
土器である。
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表15-1 第 1群土器出土一覧

挿図
グリッド 脳 序 器種 文 様 混 入 物 色 調

器 [/Ji法量

番号 調整 器駆

e 
図56

E-95 VITb 壺 I 凸帯文
石

赤褐色 ナデ
Oi5 

4 
鋸伽文

石英 0.6 

図57 06 
きー92 Vlb 壺II 図 57の 7 と同一個体 ,, I 

8 0 7 

b 雲母
II 

あー94 VIイ ;; 凸帯文ー 2条 石英 茶褐色 ;; 06 ， 
鋸湖文一縦位 石
a 雲母

黒褐色 ナデ 呼" あー95 VIb 凸帯文ー 2条 石英" 茶褐色 擦痕11 
鋸歯文 石

0 7 

／ ／ ／ ／ 

/// 
e 

黒褐色 05 ;; ,, 凸術文ー 2条 ,, ナデ I 
12 

／ 鋸歯文
災褐色 06 

C 
ナデ 07 

" P-・95 VIa " 凸帯文ー 2条 " 
,, 

擦股
I 

13 
鋸歯文、縦位沈線文

08 

＇ 

図58
f 

E-93 V!Ib 壺III 凸帯文 II 淡黄褐色 ナデ 04 
14 

斜沈線文
a チャート

;; 

凸帯文 石 茶褐色 0 5 いー95 " " 
N 

15 
鋸歯文、縦位沈線文 千枚質

＇ a 雲母
" あー95 凸帯文ー 2条 石英 淡黄褐色 0.6 Vla " " 16 

沈線文 石
-・ 

e 
チャート

Oi5 ;; 

石 赤褐色E-96 Vllb ;; 

凸帯文 " 17 
石英 06 

I •.. •• ー....... I 
C 0 5 

" ナデ
C-・94 VII II 凸幣文 " 黒褐色

擦痕
I 

20 
鋸嵐文、縦位沈線文

0.6 

,, d 
黄褐色C-94 VIT!l V 

凸惜文 " " 05 
21 

．． 

／-／ ・-・7 ~~7 f 0 3 ;; 

" 凸幣文 " 
,, 

ナデ I 
22 

斜沈線文
05 

;; 
f 

石 ナデ 0.6 
E-93 Vllb ;; 凸帯文 黒褐色

擦狼
I 

23 
縦位沈線文

チャート 08 

， : 一Vl"'b '"「" ' 
e 雲固 0.4 

" 
25 

あー95 凸附文ー 2条、鋸歯文 石英 賠褐色 ナデ I 

縦位沈線文・・・ 2本 石
0 5 

e 宣母 0 5 n 
凸帯文ー 2条 石英 淡黄褐色D-94 " 29 
、i't線文 I石 0 7 

-'  

図59
a 

石英、チャート
[)--94 VIb ,, 凸惜文ー 2条、鋸歯文 淡褐色

ナデ

30 i縦付沈線文
石、わ灰 擦眼

'. .  
は/}J

図60
a 

ll-94 Ill 深鉢形 凸惜文、鋸歯文 石 凶褐色 ナデ 04 
34 

縦位沈線文 石灰
I 石、石英 --

.. 

" ナデ
し,・・・・94 IV " 

,, チャート 赤褐色
擦狼

0 1 
35 

1石灰
~ ~ ~ ~ 

l~Jr母、石英
0/ □' II 石灰、石 灰褐色 ナデ

チャ~・ ト
06 

雲月、石英

VIb 深鉢形虞凸a帯歯文文 石、い灰 賠褐色 " 0 5 

チャート

＊ 混入物は肉眼観察による表中のIll各は下記のどおりである。

社翌人吻 石一石灰質砂粒。石I応＝石灰質の小硲
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表15-2 第 1群土器出土一覧

挿図
グリッド 層序 器種 文 様 混 入 物 色 調

器面 法械

番号 調整 器壁

図60
a 濯母、石灰

黒褐色
う一93 Vlb 深鉢形 凸帯文 石、石英

ナテ＇
05 

40 
斜位沈線文 チャート

灰褐色 擦痕

a 石、石灰
" A-95 VIb ;; 凸帯文、鋸歯文 石英 赤褐色 ,, 0 6 
41 

斜位沈線文 チャート
＇ a 

" Ln閏サ,r.文 黒褐色いー93 Ill II II ナ デ 05 
42 

鋸歯文

,, 
灰褐色

0 4 
あー93 Vlb " " I、' H I 

43 0.5 

" 
0.4 

あー94 V1b " " " " II I 
44 05 

I -・ ＇ 

" 
04 

あー94 VIb " " " N V I 
45 05 

H 0.4 
あー94 VIb " II " 

,, II I 
46 0.6 

a 
石、石英 黒褐色,, 

凸帯文
ナデ

C-96 Il " 石灰 赤褐色 擦痕
04 

47 弧状の沈線令文

" a 石、石炎
灰褐色

03 
あー95 VIb " 鋸歯文 日礫 " I 

48 04 
I ー・

,, 
" ,. 

石、石英 淡凶褐色D-9~ Vllb II ナ デ 0 6 
49 Ll11'''1山i'.又' 

I .. . .. 

図61
b l~t10 チャ-卜

0--94 VJib II 凸附•文 石英、石灰 黒褐色 ナデ 0 5 
51 

鋸歯文 石
' 

" \•-95 Vlb V " 52 " 淡此褐色 ナデ
0、4
I 
0 7 

I ~ 

b 
II 

A・-95 Vlb 
,, 凸帯文 " " " 04 

53 
縦位沈線文

" 
b 0 3 

あー94 Vlb " 凸附•文 " 茶褐色 /I I 
54 

鋸棟l文
0 4 

了汲" 0 3 
" 94 Vllb " 石 赤褐色 " I 

縦｛立沈線文 角礫 0 5 
［一

b チャート

92 V1b ,, 凸常文ー 3条 石英、石灰 " 
O? 

縦位沈線文 1石
04 

b 

-9,j Vlb " 凸僻文 ;; n 0 6 

鋸歯文
b 

石、石英 黒褐色 ナデ 0/ 
・92 Vlb II 

I媒凸t帯柏外文’冬兒タ チャート 貨褐色 擦眼 05 

94 
b 赤褐色 0 5 

Vlb " 縦位沈線文
n 

黒褐色
I 
0 6 

IF)3 
b 宣母、チャート

ナデ
0.5 

VITb 
鋸歯文 石芙、布、石灰

I 
0 7 

b 

IE 13 Vllh I＄凸届惜歯文攻^
,, 淡此褐色 0 6 

＊ 浪人物は1匈眼四察による表中の略は下記のとおりである。

社毛入物 石 cc=石 灰 四 砂位。イ;1、応＝イ属四の小礫
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表15-3 第 1群土器出土一覧

挿図
グリッド 謄序 器種 文 様 混 入 物 色 調

器面 法鼠

番号 調整 器壁

図61
う一92 VIb H 

b 石英、チャート
黒褐色 N 06 

62 縦位沈線文 石

b 
雲母、チャート;; 

う一93 凸帯文 赤褐色Vlb II 1 0 
63 

鋸歯文
石

II ／／ b 

VI ;; 凸帯文 石、石灰 " " 0.5 
64 

鋸歯文

II 雲母、石
暗褐色B-94 VI II II II 0 5 

65 チャート

H 
b 

雲母、石
いー92 VIb " e 赤褐色 ;; 0 5 

66 
凸帯文ー 3条、鋸歯文

チャート、石英
---' 

図62
C 

石、石英
A-95 N II 凸帯文 賠褐色 ナデ 06 

68 
鋸歯文

チャート

II 石、石灰 黒褐色 ナデ
F-93 Vlla II II 05 

69 チャート 淡茶褐色 擦痕

;; 

石、石英 赤褐色A-93 Vlb II " " 05 
70 

N H 雲母、右 黒褐色
F-93 Vllb " " 0.5 

72 縦位沈線文 石英、チャ--ト 淡災褐色

I --・ 

II 黒褐色
D~96 rr ;; ;; " II 06 

73 淡茶褐色

C 
石、石英 暗茶褐色" 凸帯文

ナデ
し¥--94 VIb ;; 0 5 

74 
縦位沈線文

チャート 暗褐色 擦痕

I 

/_ 
C 0.5 II 

凸帯文 石、石英 明茶褐色Vlib " 
;; I 

75 
鋸歯文

06 

" 
;; 

石、石英
黒褐色 04 

あー95 VIb " 縦位沈線文
チャート

賠赤褐色
;; I 

76 
石灰 0.5 

I ・-

II 0 5 
A~94 Vlb " II " " ナデ I 

77 06 

C 

0/ " 凸帯文 灰褐色A~95 VIb II II II 

78 
鋸歯文 0 5 

" 赤褐色
ナデ

D-94 Vllb " II " 0 5 
79 擦痕

↓ 

C 
赤褐色" 凸帯文う一93 VI ,, 

" " 04 
80 

鋸歯文
灰褐色

" 図63
E-94 Vllb II d H 賠茶褐色 II 0.4 

83 
縦位沈線文

d 石、石英
;; ナデ

84 
A-94 Vllb 深鉢形 凸帯文 チャート 淡黄褐色

擦痕
0 5 

縦位沈線文 石灰
'-

II 雲母、石英 II 

F-93 VITb " 
;; II 0.6 

85 石、石灰 茶褐色

II d II 0/ A-95 I " 凸悶文
淡黄褐色 ;; 

86 チャート 0 5 

＊ 混入物は1灸］眼観察による表中の略は下記のとおりである。

混入物 石一石灰聟砂粒• 石 灰 ＝ 石 灰 質 の 小 礫
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表15-4 第 1群土器出土一覧

挿図
グリッド 脳序 器種 文 様 混 人 物 色 調

器面 法量
番号 調整 器壁

図63 N 
ナ デ 04 

あー94 VIa " II 

" I 87 縦位沈線文 擦痕 05 

II d 黒褐色J¥-94 Vlb ,, 
" N 04 89 斜沈線文 賠茶褐色

" 明黄褐色F-93 Vllb N " " N 04 90 
I 

" D--94 黒褐色Vlb II N II 

” 0.4 91 

;; 

あー94
d 

淡黄褐色VIb " 斜沈線文 " " 0 5 92 

雲R]、チャート図64
e 

黒褐色 0 5 A-95 Vlb ,, 口n·市•サ•又・」 石英 ナデ I 93 
鋸歯文 五、石灰

淡黄褐色 07 
＇ 

;; 

茶褐色 05前後いー93 Vlb " " " ” 94 

' 

I/ ／ ／ // 
霊母、チャートe 

黒褐色
I/ 

" 凸堺文 石英 ナデ 05前後95 
鋸歯文 石、石灰

茶褐色
.. 

／／  ／ ／ j// H 

同一個体V 

" " " " 96 

" c~93 Vllb V 

" 
,, 

" " 97 
'---- I 

" 
淡黄褐色A-94 Vllb ;; // ;; ,, II 

98 

I -・ 
e 

0 6 " 凸帯文F-95 VJ[ " ;; 茶褐色 ,, I 99 
斜位沈線文 07 

'.  I I 
C 

II 

凸帯文E-94 Vlb ,, 
" II 

" 06前後100 
鋸歯文

" 黒褐色 ナデ
04前後E-93 V!Ib II " II 

101 桃褐色 擦痕
↓ .. 

" 
06前後C~93 II ;; N ,, 

II ナ デ102 

" E~94 Vllb ;; N 

" 茶褐色 " 05前後103 
.' 

" 
,, 

A-95 Vlb " 縦位沈線文 " 淡茶褐色 " " 105 

雲母、チャート;; e 
ナデ

106 
う一93 VIb 深鉢形

凸帯文
石英 黒褐色

擦痕
04前後

石、石灰

" 0 5 F-94 Vlb " ;; N 白黄褐色 ナデ I 107 
06 

I 
I 

" 0.3 " 鋸歯文 黒褐色 ナデE-93 Vllb " " I 108 
縦位沈線文 黄褐色 擦痕 04 

II 

きー92 " 黒褐色m II n 
ナデ 04前後109 鋸歯文 黄褐色

＊ 碑入り勿は肉眼観察による表中の略は下記のとおりである。
混人物 石＝石灰質砂粒。石灰＝石灰質の小礫
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表15--5 第 1群土器出土一覧

I I 
~ 

~ 

. . .. 

•• . . 
~·--··--•• 

1" 33 E~94 VIlb 04 

. .g .. CII姐緑部） • .. 

図70 ぁ--94 VI " 凸常文 石、い灰 II音褐色 ナデ 0 5 

135 —· 鋸歯文 石英、チャト 擦痕

1" 36 あ--94 Vlb 

'·~ ・-- ---・・・-・-

II あー94 Vlb 同一他l体
137 

-- . . .. ーロ

1” 38 1¥ -94 VIb 

-・・・-呵- -・ い-・-~・—-—• 

1” 39 c .. 93 V 

. ~··-- -・ 

” A~94 Vllb " " " 
140 

・・- - -・・-・-- - ~-ヽ『

1" 41 い一93 VIb 

~・・-・・ ・・"-・・--・・・--

" あ・・・94 VI " " 
142 

N •• g (後背部） ．悶~一~炉~・~ ~ ~ ● ー~一 ' -一~~ ~ ~ ー一

1" 43 あー94 Vlb i: 店線文 l ,, 
145 あー94 Vlb 

- - -- .. --

＊ 渥人物は!*JIU躙虞による表中のIll行は lヽ 記のとおりである。

i屁人1勿 イcj-a'(:i/火刀互砂粒・ ::Cj灰ーイュI火質の,jヽ砥甦
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表15-6 第 1群土器出土一覧
------ . ・- .. 一.・-- .. 一 .--- •• . 

挿 図 が）ド屈 Jf,器種 1I ___文_ 様 枇人物 色 調 沿 1fJi法鼠
番＇勺二 1 ツ 調整器峨

・~---・・ . —... ー ・しー・・・---~・..—-- . ----—·- . -

図70
146 ;\~95 VIa 淡偵褐色 0 5 

← ------← ー.. —し—·-····- -・・.... -・-・・・・-・・-・- - . . 一-- ---- . . ........ ・・・・・・・・---・-------・・--・- . 

1" 47 ” ” 賠茶褐色 04 

. . - -ー. -- -

" ナテ， 04
"ノ , I 

148 擦眼 05
-・--・~・-・・・・~ -- ・・.  -- "・~-・-・・ 

,, 0 4 

149 " " ナデ 0I 5 

,, 0 5 

150 n 斜沈線文 淡茶褐色 。16
------- --・-・・・・・・- ----.. -

1" 51 E・-93 Vllb O 5 

---・- -・・・---・ ・---- -

” ナデ
152A・・-93 Vllb 賠褐色 擦痕 06 

H g (後背部） 0 

1 5 3 
う一-92 Vlb "凸帯文 茶褐色 I .5 
・- 鋸,」W~I —又L~ 06 

h 
図71 っ,--93 VIb " u11 m .,,. 文 石、石灰 II音褐包' " 06 
154 チャ--卜 茶褐色

~-~-·------~--··-· …. --・・・-・ 

” か-91 Vlb 石炎、石灰 暗茶褐色 0 4 
155 石 灰肖褐色 ' 

・-・・

,, A・・・94 Vlb {j、石｝火 赤褐色 /゚
156 チ・ヤ--1, 0 6 
・ -←  - -・ ー・・--

＇， 石、石灰 淡茶褐色

157 ヽ~E·--93 ．、 Vlb " 鋸凸歯惜文文 石英、チャート 赤褐炉_, 0 5 ~ 

H 灰青褐色 04 
lci8 A・-95 I 淡茶褐色 。信

L I -・・・-― 

II ;\~95 Vlb 赤褐色 0I 4 
159 O 5 

~-- .. —. . ~·-—..、••一""- --・・ ・----- -・... 

" 0 5 
160 あー95 Vla ナテ, 0I .6 

―.. ---・ ー・- - - --・・・ - ・ ・  —··-

" 布 .、111火- ナテ， 0.3
161 F--95 lV 深鉢形鋸凸帯歯文文 石英、チャート 擦痕 0I 5 

" h 。,4 ' 

162 あ・・-93 Vlb "凸帯文 ナデ I
縦位沈線文 5゚- -・--

" h ナデ
163/¥-94 VJ 凸惜文 擦股 O 4 

- . ・・ ・・・-- -・・ —し

" 
164 D-94 Via 鋸歯文 05 

-・ 一・・・---・・---- ......... ・・・・- -- -・----・. 

1” 65 う—-93 VIb 紋,、位沈線文 " 0 5 

- - -ー ・ ロ・一---

” A-94 Vlb " イ］、石灰 04 
166 I わ英

-・- -→ . . ~ 

＊ 潤入物はl~JI眼翁！軍による表中の略は下記のとおりである。

碑入＇吻 石＝イ］灰質砂粒。石灰＝石灰質の小顔
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表15-7 第 1群土器出土一覧
， 

色 調 甘調二枢堺 量棺

石、石灰

チャート 淡赤褐色 " 0 5 

石英 .. 

,, 災褐色
" 0 5 

赤褐色

~・ 

N 
N 

I。5J\~95 VIb " 
,, 

淡茶褐色170 
—l 

h 

" 凸帯文 淡茶褐色 n 0 6 し＼・・・・94 m " 
n 

171 
鋸歯文

・-

図72
B--95 Vlb " 174と同一飼体 " " 

;; ,, 
174 

雲母、チャート
II 

C-93 VIlb 斜沈線 石英、石灰 賠褐色 " 
175 

石

176。177。178
雲母、チャート

c--93 
は同―個体

石英、石灰 賠褐色 H 

176 
石

" C-93 " 
,, 

" 
177 

沈線文 ~~ 

179 いー95 I ,, 瘤

叉状刺突文

180 I B--93 VIb " 瘤刺突文

---ー ・ー・・し—ょ・---·-- ・・・

II 
II II 

181 

182 いー91 IV 縦瘤位沈線文

18II 3 あー94 VIイ " 斜沈線文

・-・-

1" 84 あー94 同一糾体

"" 

18” 5 A--94 

18" 6 う一92

18" 7 う一93

- . .. --・" -

" 
0 3 

188 
＇， 淡黄褐色 ，, I 

04 

1" 89 B-94 

04 
II II II 0( .5 

図73 D-94 
190 

チャート

1I9I 1 F~95 石英 茶褐色 II -

石

＊ 混人物は1匈眼観察による表中の略は下記のとおりである。

i比入砂 石＝石灰質砂粒。石灰＝石灰質の小瞬
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表15-8 第 1群土器出土一覧

挿図
ク~)ッド 諮序 岱種 文 様 混 入 物 色 調

器面 法量
番号 調整 器壁

図73
F-95 Vlb 深鉢形 後背部

チャート 黒褐色
ナデ192 石英 灰褐色

" 
" 灰褐色 II G II 

" 193 
・ヽ

チャート
H 黒褐色C-94 Vla ;; 

" 石英
白茶褐色

/I 

194 
千枚質

" チャ―・ト 黒褐色
;; D-95 Vlb " " 茶褐色195 石

" ;; 淡茶褐色 II A-94 VIイ ;; H 

196 
ト--

" " 
灰褐色

" 
C-94 VIb " " 淡茶褐色197 

" 後背部 チャート
灰褐色 ;; A~94 VIb " 斜沈線文198 石

" " " 
;; n II 

" " 199 

＇ 

" 腹緑部
石、チャート 灰褐色 " 

E--93 Vlb " 201 斜沈線文

" 腹縁部 " lり黄褐色F-93 Vllb " 202 

--
II . 

" 
,, II ;; II II II 

203 

' 
" 腹緑部

;; 黒褐色
" 

E-93 H H 

斜沈線文 白黄褐色204 

石図74
E-93 Vllb " 斜沈線文 チャート

黒褐色
II 

205 
1角礫

茶褐色
... .. 

;; 

あー91
雲母、チャート 黒褐色

;; VIイ ;; 

" 茶褐色206 石英

＇ 
__ , 

し

" 石 黒褐色
" 

D-95 VIb " 
,, 

20'7 チャート 茶褐色

チャート;; 
黒褐色D-94 Vlb ;; II 石英
茶褐色

II 
208 

石

" E-94 Vlb " V ;; II 

" 209 

II 

羽状文
石英、石

赤褐色F--95 VIb II ,, 
210 石灰、チャート

,, 
深鉢形 羽状文

石、石英 黒褐色
ナデ211 

A-94 Vlb 
チャート 灰褐色

＇ ＇ 

" 雲母、石E-95 Via N 

" II 

" 212 石英、チャート

II 石、チャート
淡茶褐色F・-93 IV " " ;; 

213 角礫

* /.f見人物は肉眼観察による表中の略は下記のとおりである。
社丑入物 右一石灰四砂粒。右）'-石灰質の小障
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表15-・9 第 1群土器出土一覧-- . r 堺柿文 様 . 混入物 色 調 器面法鼠
- - .••. 調整器壁

石、石英

-／ ／ チャー-ト•·• 黒褐色 一

石
角礫 灰褐色

実母、石英

" " チャート、石灰 淡荼褐色

---····----石—·—
雲母、石英

" " チャート

石

図75 e 雲母'石咋人 黒褐
E-・94 Vil 11 ,'_Y'f!i"'又' チャート石 色 05 

219 閑j 沈線文 石灰 ヽ 賠褐色
← . - --・~ • 一・

II 深鉢形 凸幣文 石、チャート
220 A~95 Vlb 貝殻文（？） 石英 淡茶褐色 ナデ 05 

--
ャー

II !3・・-95 VI II 無文 t 石灰 暗褐色 '゚ 
221 i_J、 父 褐色 •• , 

.• 石英 '1< 

II E-93 VIlb II 凸b幣文 裳/lJ、石英 暗褐色 04 
222 鋸歯文 石灰、石 灰褐色

・- .、. - - -・-・・-- - -~ ・-・- - ---

II II L-1n-叩•せ!;又 石、石灰

223 沈線文 チャート 赤褐色 0 3 

II 雲母、石災

224 /¥ -・94 IV "沈線文 チャート 淡茶褐色 0.5 

石灰
・・- -・ ー凸帯文 — . ● . ・-

” A、・・95 VI "刺突文 石、石英 赤褐色 0 i 4 
225 沈線文 チャート 0 6 

- - --·-·'—- - -・- . ""・・--・・-- - - -------

2” 26 危 -94 Vlb " 沈線 225と同一個体

" 04 
227 C-94 Vllb 石、石英 II II I 

0 5 
- - . ・・-・ ・---・・- - - -- -

図76 I把厚帯
230 F~94 VJイ " 斜沈線文

- --- ---~- ----・・- --一--

II )把厚帯
231 Vlb II 弧状の沈線 淡茶褐色 ナデ 05 

•—-·~·-··,-·---·-··-···-- -・- - . ← ·--~- -~-

2” 32 B---95 Vlb " " " 

-・ -・ -- -—•. ・・・-- -ーロ

2” 33 13-93 VIb " ” 

一し—"'" -・ ""・~- --- ―し―・-・・・~・- . - . 一- ・--

II 
234 N N N O 5 

--- -・-・.. --一--~-~- -- -

2I3I 5 C ... g 3 Vlb II II II O 5 

＇， ヽ,, 凸帯文一沈線 ;; 111音褐色 ,, ー―7.+デ

238-あ-ー 93 VIイ I // 斜沈線文 ~~ 褐色 • Lノ ノ・・-0 4 

＊ 湿入吻は肉眼叫察による表中のl!I行は下記のとおりである。

iJ毛人砂｝ 石一石灰四砂粋・右灰＝石灰四の小礫
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表15-10 第 1群土器出土一覧
•••••••••••• - •• —ー.. -- • • -・. ••• .- - -

挿図 器 1/rj 法 埴
番¥ '.)グリッド屈 序沿種文 様 混入物 色 調調脆—堺------壁底径 1薗i似巽

-- • -・・・・ • 一..-・ 一-- -—---···· 一ー 一

図76 ], 、~95 VIb 淡茶褐色
240 

雲母、石 •••• 

2” 41 いーg;, VIィ深鉢）［・ノ；； 沈凸術線文文 石炎、石灰 賠褐色 ナデ 04 
チャート

- -- --・--~- -・--・・  一..・--―. - -- -

” D・--94 VJlb n 在J斗沈線文 実母、 1:1英 淡貨褐色 04 
242 チャート、石

.. 肥厚帯 .. 

,, あー94 Vlb " 刺突又.』 石、チャ -I、 灰褐色 ，, 0 2 ・・・- -

243 ・円羽i幣状文支 ― 雲石英母、 石英 ―・~・・ 0 3 

” 東lj突文、有孔 チャ---卜、石 淡褐色 04 

---- 沈-―-線文 実赤7―-色母粒C、「石"'―:哭― I I ---- -

図24777 い--ー94 Vlb d 縦凸帯位―.文沈線、羽文状文 --勺チチ-・-ヽャャ,ーー__,, 入トト 」1 賠淡褐虹色褐色 —--0-4 

＇， 斜沈線文 黒褐色
249 お -94 VI 約,，＼. 位沈線文 石 赤褐色 ナデ

千枚質 ....• ― 

” F--9 li VIb " 斜沈線文
250 

・- ------- --・- 可云~1-:J: ヽ ．＿ __.—— 

ノ， 黒褐色
251D・-95 Vlb チャ-・ ト 灰褐色

ー一-- - 石 -----------~ —------- -
II 弧文 チャー 1' 0 4 

252 C・-95 II ” 斜沈線文 れ炎 白凶褐色 05 

....... .. / 一石』'.糞ー...・母• . . . .•.•.•..•.. 

図25738!l-95 Vlb 底部 チャート 白貨褐色 Jナ察痕デ 0 8 

．．．． //  ー・ 石毒-す炎l-;J . 、石 -

" " ./・ -- ・- 灰褐色 -
254 /¥-91 VIlb 石チャト 白位褐色 ・）デ 09 

~
-J // -, ------ リ央... - ----● -- ---ヽー- -----、---

,, /, イI

255Jl-9" チャート 茶褐色 II Q 8 

-- ------------ --------ヽ~ヽ

＇， 灰褐色
256 い--91 Vlbn  縦位沈線文 桃褐色 1 0 

- " .. /✓/·、石 • 
13・95 Vlb " .•·,, 11,'j褐色 ，， 1 0 - 一

257 ..、 チャート
ー： ----・ 一-・・・-・・・・---・・-・---- - - -- -

VIl b 寡イl . 母 , ' .. l , ' f}"0 色 ，， 1 2 ~ ~ 
•—布 - ---

Vllb 千枚質 赤賠褐褐色色 ,, 0 9 ・- ... 

一 チャート ― ... .. •• 

石灰、チャート
. -·-~ - - ------一··--··----—ウー一 ー

05 
Ill " - 1 2 

、.・06 

l1 " ［ " 0 6・・-・.. 一

~--- --・-・---~---ヤ--—·-·-··一--------

VJ ii II 0 5 _IJ,』IJ-＇ 後一 0.6

-・・・  心一. - - ・-一. • ・・・--・・・・-心が・-・ ,. い .. . -

＊ 湿人物はf!sJ眼観察による 表 中 の 略 は 1沿己のとおりである。

社琺9人物 イ;~石灰四砂和＇／。石灰＝石灰四の小顔
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表15-11 第 1群土器出土一覧

挿図
グリッド ）習序 器種 文 様 枇人物 色 調

器面 法 恨

番号 調整 器咄 底径 邸り衷

、-~✓/／ 
チャート

図78
あー95 Via " 石英

賠褐色 ナデ
07 

265 
石

淡黄褐色 擦辰
I --

// _,,,/ / ／ / ／ 

雲母
" 黒褐色

E-93 VIlb " チャート ナデ 11 
266 

石英
赤褐色

////,,-~ ,,/ 
II 

底 部
石 黒褐色 ナデE~94 Vlb 1 6 

267 チャート 赤褐色 擦痕

_,/ 

灰褐色" 
/ ／ --/ 

A-94 Vllb ;; ,, 
茶褐色

ナデ 08 
268 

／ ／ 雲母
" おー95 VIイ " ........ .... ✓/·.. 

,, 

チャート 灰褐色 " 08 
269 

石
＇ 

,//  ~ チャート
II 灰褐色

F-94 VITb ;; 石 " 1 0 
270 

_,,/ 角礫
淡黄褐色

;; 
／ 、/／ / 

石F-95 Vlb II 

/// ／ 
黒褐色 II 0 7 

271 チャート

II 

/ ~＇~ / どご ~ ~ど＇、ど.. ~' ..  ~＇~ ~ ど ・ 

雲母
黒褐色

13-95 VI " チャート 07 
272 

I石
淡黄褐色

. , 

V 

淡黄褐色E-94 Vllb II " " 08 
273 

" 黒褐色,,-95 VIb " " " 07 
274 淡黄褐色

II チャート 灰褐色 ナデ
あー94 VIb ;; 

石 茶褐色 擦痕
1 4 

275 

雲母
" 灰褐色

J¥-95 VI " チャ-ト
淡黄褐色 " 09 

276 
石

" l ーニ/・-/・・・・・・・-・・・・ 

石、チャート
淡茶褐色F-95 N ;; ナデ 07 277 石英

H 

/― 

裳母石
賠褐色13-95 VI " 石灰、チャート " 07 278 

石英
淡黄褐色

" l)-94 Vllb " " n " 0 9 279 
.. 

I．／ ’’ //.,.~ 

" 石、石灰
赤褐色/\~95 VIb ;; 

" 0 9 280 チャート、石英

/I 

!// ／ ／ 、//' ／ 
1:; 長母右火

E-94 VIlb II チャート、石 黒褐色 II 09 281 
石灰

" ~-~ 
淡茶褐色い-95 I ;; II H 

282 黒褐色

"― II 石英、石灰 黒褐色C-96 II " " 283 チャート、石 淡茶褐色

''  ← '--
II 

し¥・-・94 VIb " II 赤褐色
284 

;; ／ / ／ ／ ~I芸母、イ＿］央 淡黄褐色
ぁ-94 Vlb H 石灰、チャート 黄褐色285 

n 、一ー五― ~-
＊ 混人吻は肉眼観察による表中の略はド記のとおりである。

注も人砂J 石＝石灰質砂紐• 石灰一石灰質の小礫
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第2群土器

総数1,300点余りの出土で、出土状況は表11に示した。本群に含めたものは南島独自の地域
註7

性の強いもので、現在のところ分布は南島中部圏に限られる。既に高宮廣衛氏、河口貞徳氏に

より型式名の設定や編年的な位置づけがなされている（表 5)。

今回得られた資料をみると、面縄東洞式・嘉徳 I式・嘉徳n式・神野E式・伊波式及び無文

口縁の資料が得られている。以下、それぞれについて記す。

①面縄東洞式

本群で最も多くの出土をみた。ほとんど破片の資料であるが、推定復元や図上復元の可能な

ものが20点近く得られている。

明確に器種の判明するものは皿形・壺形・深鉢形の 3種で、皿形 1点・壺形 2点の他はすべ

て深鉢形に属す。器種別に述べる。

•皿形

図79の286に示す 1点で、ゆるやかな山形を呈す口縁部の資料である。口唇部は尖がり気味

であるが、山の部分では粘土を貼り付け若干厚くなる。粘土は山の両側の裾から頂部へ次第に

厚くなるように整形され、山の直下で稜を有す。そのため、その部分はコーナーを形成してい

る。山の部分は粘土の接合面が明瞭に残る。

口縁は断面三角形状で幅約1.5cmの肥厚を示す。この肥厚部外面はほぼ垂直であるが、その

直下から「く」字状を示して直線的に内傾し以下へ続く。破片が小さく下部の状況は不明であ

るが、このような器形を示すため本項で扱った。

文様は肥厚部外面及びその直下に施されている。比較的先端の平坦なヘラ状工具が使用され

ており、肥厚部外面には約 2mm幅のもので 3条、肥厚部直下では約4mrn幅のもので 1条の横位

押し引き文がみられる。押し引きは口縁の形状に沿って施され、左から右方向へ深く施文して

いる。

本資料は脆弱で器面が剥がれ落ちた所も多く、また、石灰分の付着も目立つ。そのため、文

様も判然としない部分もあり、器面の状況もつかめない。胎土は細かく、混入物としてチャー

ト・石英の微砂粒を密に含む。器色は暗褐色を呈す。 Vlb層の出土。

。壺形

2点得られており図80に示した。

図80の287に示すものは上面観が長楕円形を

呈す口縁部の資料で、断面三角形状の肥厚を示

す。しかし、長軸の両端はやや丸味をもって厚

くなる。特に、前面部では 2cm以上もの厚さに

なり、半円状の肥厚部を形成する。肥厚部の幅

は右側が約2.5cm、左側が約 3cmを測る。 図79 21地区ハ第 2群面縄東洞式土器（皿形）
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肥厚部は長軸の両端へ細くなり、三日月状に弧を描く。前面部はゆるやかな山形を形成し、

つくりは雑で部分的に凹凸を呈す。また、肥厚帯直下では肥厚部を貼り付けた跡も明瞭に残る。

肥厚帯下約 2c-mの箇所で積み跡から破損しており、以下の状況は不明。

文様は肥厚部外面に見られ、先のやや丸くなったヘラ状工具による押し引き文が横位に認め

られる。施文はラフで器面を囲饒するものはみられない。概ね肥厚部の形状に沿って施文され

ている。 3~4条の横位押し引き文で、施文方向を交互に変える箇所も見受けられる。

器面の調整はナデ仕上であるが、それほど徹底しておらず肥厚部外面や裏面に擦痕が残る。

胎土は細かく、混入物として石英・チャートの砂粒を密に含む。赤褐色を呈し、器厚は 5mm前

後である。

本資料は21地区イの 3号遺構出土土器（図39)との関連が予想される。

同図288に示したものは胴下半部の近くまであり、その箇所までの器形が窺える資料である。

口縁部はほぽ直線的に頸部まで至り、そこからゆるやかに外傾しながら肩部の方へ向う。肩部

は若干膨らみをみせて以下に続く。底部の形状は不明。

口縁部には扁平な凸帯による装飾がみられ、その部分は上部へ突出する。その突出部の内面

は先端に向かって溝状の凹部がみられる。つまり、円形を呈すものの一端をつまみ出すように

して内面に溝をつくり、中の液体を注ぎやすくするような配慮がなされている。口径は約3C-lllo 

文様はその装飾用の扁平な凸帯と、その凸帯上に施される先端の丸味を帯びたヘラ状工具に

よる押し引き文がある。

まず、口縁部の一端に両面から扁平な凸帯（長さ約3.5CJn)を合わせ、山形状に突出させる。

その下方にも同様な形状を示す凸帯を配し、その 2組の凸帯の裾部を押さえるようにU字状の

扁平な凸帯を施す。この裾部を押さえる凸帯はそのまま口唇部まで延び、そこから略三角形状

を示しながら山形凸帯とU字凸帯の接点に折れ曲る。

これらの凸帯上に施される押し引き文は下方から上方へと施文され、山形になる凸帯上には

2条、それ以外では 1条認められる。施文は割り合い深く、エ具の幡は約 5mmである。

器面調整は丁寧に行われ、表面は滑らかである。裏面も良くナデられているが、擦痕が消え

きらずに残る。胎土は非常に細かく、混入物として石英・チャートの砂粒を密に含む他、雲母

の破片も多量混入する。器色は表面が赤褐色、裏面が暗褐色を呈し、器厚は 7mm前後である。

・深鉢形

ほとんどが本器種に属するもので図81~87にその特徴的なものを示した。以下に記す。

器形

推定復元図を示した18点及びやや大き目の破片をみると、概ね次の 4種に分けられる。

イー胴部がやや膨らみ頸部でわずかにしまり、ゆるやかに外反しながら口縁へ至るもの

ロー底部からほぽ直線的に開くもの

ハー基本的には口と同様であるが、口縁部の外反がきついもの
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ニー胴部が若干膨らみ口縁部が直口のもの

で、今回得られた資料をみると、ロ・ハの器形を有すものが多く、イ・ニに属す資料は僅少

であった。これからすれば、ロ・ハの器形が本類土器の一般的なものであったかと推察される。

注目されるは二の器形で、図84の332に示したものが典型的な資料である。底部の方からゆ

るやかな弧を描きながら胴上部まで至り、そこで肥厚してその外面がやや内傾しながら口唇部

へ至る。口唇部は尖がっている。 4ケ所で山形を形成いると考えられ、山の直下は膨らみをも

ちその箇所だけ外側へ張り出し、上面観は方形を呈すものと推察される。全体的なイメージと

しては市来式を想起させる。

次に口縁部の状況であるが、山形を呈すものとそうでないものがみられる。量的には平口縁

のものが多く得られているが、破片の中には完形において山形口縁の一部をなす資料もあった

かと推察される。

これを器形と関連させてみるとハの器形を有すものに山形を示す資料が多く、イ・ロの器形

を示すものにはほとんど見受けられない。

山形頂部を有するものの形状をみると①低平な山（頂部と裾部の差が 1CJ/! 前後）、②高い山

（頂部と裾部の差が 2CJ/! 前後）、③口縁部の一部を一段高くしたものの 3種が見受けられ①の

資料が圧倒的に多く得られている。①に属するものは図83の315、図84の333、図86の339など

で、②に属するものは図84の332、③に含まれるものは図87の361である。

山形の部分においてコーナーを有する資料はほとんど見受けられない。今回の資料では図84

の332に示した資料が明確にコーナーを有す資料で、図83の312も若干のコーナーを形成する。

また、図87の367は低平な山の直下に上方が約 5mm、下方が約10mmの厚さを有する断面方形状

の凸帯を 1条縦位に配している。そのため、その部分でコーナーを形成する。

図84の333に示したものは 5ケ所に山を設ける珍しい資料で、今回得られた唯一のものであ

る。低平な山形をつくり、頸部から口唇部へはゆるやかに外側へ膨らんでいる。そのためコー

ナーは有さないものの、上面観は一辺一辺がゆるやかに弧状を呈す五角形となっている。

他のものは全て 4個の山を設けており、それが一般的な山の個数であったと考えられる。

口縁部の状況に目を転ずると、肥厚するものとしないものがみられ前者が圧倒的に多く得ら

れている。図85の334、図86の 347• 348などが肥 表16 種と肥厚帯の幅

厚を示さないものである。

肥厚帯の幅については 3cm、4cm、5CJ/! 前後の

ものがみられ、山形口縁においては山の部分で長

くなる。この肥厚帯の幅と文様の関連を表16に示

した。これをみると、 fタイプに幅の狭いものが

多く、他の種は幅の広いものが主となる。特に a

タイプは 4CJ/! 前後のものが多い。

--162--

:~ 
2.0~2.9cm 
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また、断面の形状をみると、幅広い肥厚帯を形成するものは長方形状に若干厚味を増すだけ

で、それほど明瞭な肥厚を示さない傾向にある。それに対し、幅の狭い肥厚帯を形成するもの

は、断面が三角形状になり厚さも増し、はっきりそれと判るようなつくりとなっているものが

多い。

今回得られた資料の中には、図84の333に示すような 2段の肥厚を形成する例も 1点得られ

ている。 2段ともわずかにそれと判るような肥厚帯を形成している。下段の肥厚部外面は若干

内側へ弧を描き凹面をなし、上段の肥厚部外面は若干外側へ弧を描き凸面を形づくっている。

略s字状のかたちとなっており、類例の報告はあまり聞かない。

さ

完形を示せるものは得られていないが、口径R高さの推測可能な資料が 7点、口径のみ推測

出来るものが10点得られている。その他に口縁部は欠失するが、肥厚部下端の径が推定可能な

資料が 1点ある。

これらの資料から口径についてみると、 10cm前後のものから30爛前後のものまであり、バリ

ェーションに富む。これを細かくみていくと、 10燻前後のものが4点、 15cm前後のものが2点、

20cm前後のものが 6点、 25C11!前後のものが4点、 30cm前後のものが 1点である。

これからすれば20CJn前後~25CJn前後の口径のものを多くつくり、 10cm前後の小型のものも比

較的多く製作していたかと推察される。

高さについても15C11!前後から30傭前後のものまで見受けられる。 15C11!前後のもの 1点、 20cm

前後のもの 3点、 25C11!前後のもの 2点、 30C111前後のもの 1点の出土となっている。

以上のことからすれば、本貝塚の面縄東洞式は口径 0 高さとも20CJn前後~25C11l前後のものが

普通に製作されていたと考えられる。

今回得られた資料の施文範囲をみると、口唇部及び肥厚部外面とその直下、口縁部の裏面が

対象となり、胴部以下は施文の対象となっていない。裏面に施文するものは図87の364~367の

4点だけである。また、図84の332のように肥厚部直下に施文する例も非常に僅少で、両者は

施文部位としては稀であったことが窺える。

口唇部に施文するものもそれほど多くはなく、口唇部を割りと平坦に整形している aタイプ。

b タイフ0• eタイプに比較的よく見受けられる。口縁肥厚部に施文するが一般的であったと

えられる。

次に使用されているエ具及び施文手法をみる。 は先端の尖がったヘラ状工具及び先端

の丸味を帯びたヘラ状工具が主流であるが、 aタイプでは先端が叉状に分岐したエ具や貝殻を

利用したものなどが見られる。押し引き手法が圧倒的で、他の手法はほとんど見受けられない。

文様は上記のエ具。手法による沈文を施すものがほとんどであるが、図83の321及び図87の

367のように凸帯文を組み合わせる例も非常に稀ではあるが見受けられる。
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今回得られた資料を文様の組み合せにより下記のように細分した。

aタイプー曲線文が組み合されるもの

bタイプー斜位の押し引き文を主に籠編み状の構図を示すもの

C タイプー横位文が一部で垂直になる文様を組み合せるもの

dタイプー横位文が一部で段を有すステッフ゜文が組み合さるもの

eタイプー横位文とステップ文以外の組み合せのもの

fタイプ一横位文のみの施文

の6種で、この他にこれら 6種のいずれに属せしめられるものか判断のつかない小破片も多

＜得られている。

量的には aタイプに属するものが多く、 bタイプ.fタイプと続き C タイプが最も少ない

（表17)。層位的には第VI、第VII層と下位の層で大半が出土し特に第Vlb層で多かった。

<aタイプ＞

曲線文が組み合されるもので、他種との大きな巡いは使用されるエ具にみられる。即ち、先

端が二。三叉に分岐したエ具が多く用いられ、対をなす点による文様となっている。今回の資

料をみると二叉のものが多い。また、図82の306。307は貝殻による施文かと考えられる。

本種は使用するエ具が違うものの、押し引ぎ手法が多く採用されていることから本項で扱っ

た。

図81。82に特徴的なものを示した。施文部位は口唇部及び口縁部で、胴部以ドはその対象に

なっていない。口唇部に施文するものは図81の290。291で口縁部と同様な工具による押し引き

文を施している。

肥厚部外面に施文するのが普通で、 289~292はゆるやかな曲線が認められる。イメージとし

て籠編み状の構図を想起させる。 293は山形状の文様を組み合せる。 294r~296はUターンする

押し引き文が認められ、 297は最上段に上向きの弧状文を連続して施している。

301は先端が丸味を帯びた単ベラエ具を使用している。この種のエ具は本種においては少な

い。押し引き文により袋状の曲線を 表17 種別出土状況

描き、その「j7に横位の押し引き文を

1 条配す。 398·~300 。 302 も同様な

構図を有していたかと推察される。

図82の303は波を抽象化したよう

なイメ--ジを抱かせる押し引き文を

連続的に施し、器面を囲饒させる。

304。305も同様な文様配置であっ

たかと考えられる。

同図306。307に貝殻による押し引

種 a 
層序

I 

ill 6 

IV 1 

V 4 

VIa ， 
VIb 20 

Vfla 1 

Vllb 5 

合計 46 
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き文を施す資料を示した。貝殻を約 1cm幅にして工具としている。文様は斜位方向、横位方向

の押し引き文を組み合せるが、全体的な構図は不明。貝殻を施文具として用いていることから

ここに示した。

<bタイプ＞

特徴的なもの 5 点を図83の308~312に示した。 308• 309• 312に示したものは口唇部・肥厚

部外面に施文するもので310• 311は口唇部無文である。 308は山形頂部を平坦にするように、

その部分だけに先端の尖がったエ具による押し引き文がみられる。 312は破片の全面に308と同

様な文様を配しており、それからすれば口唇部全面に施文していたかと考えられる。 309は先

端の分岐したエ具による押し引き文を配すが、全面に施したかどうかは不明。

口縁部の文様をみると310以外は先端が三角形状に尖がったエ具による押し引き文で、施文

は深い。エ具の幅は308•311が 5 mm• 309が4mm、312が7mmである。 308は右から左へ、他の

3点は左から右の施文である。 310は棒状工具を使用している。施文は深く文様の下部で押し

引きの凹凸がみられるものの、拓影では沈線のようになる。左から右方向へ施文。

<cタイプ＞

上部の横位文と下部の横位文が一部で垂直方向への施文となり、カギ状にフックする形の文

様となる。出土量は最も少なかった。 3点を図示した。

図83の313~315がそれで313• 314は同一個体の可能性もある。いずれも上。下段には 1条の

横位文を配している。

313。314は3IIlJU幅の315は4n皿幅の先端三角形状のヘラによる押し引き文が施される。左か

ら右方向へ施文しており、施文は深く明瞭である。 314は3条の押し引き文が 1組でカギ状に

なっており、全体のイメージとしてうず巻き状になる。 315は約 4cmの押し引き文が単位とな

り、ステップ状の文様を想起させる。

<ctタイプ＞

特徽的なものを図83の316• 317、図84の329~333に示した。図84の332だけが肥厚部直下に

も施文している。他は肥厚部外面のみを施文の対象としている。ただ、図84の333は2段の肥

厚を示す資料で、その 2段の肥厚部外面が施文の対象となっている。

図83の316 。 317、図84の329• 330の4点は上。下段に 1条づつの横位文を施し、その間に比

較的長い押し引きを単位とするステップ文を配している。図84の329をみると、水平方向の押

し引き文が約 5cmの所で 1段下がり、そこから水平方向へ約 5cm施して 1単位としている。

4点とも先端の尖がったヘラ状工具が使用されており、図83の317が3IIllll幅で他の 3点は 5

mm幅のものが使用されている。施文は深く明瞭で左から右へ施文している。

図84の331はステップが 2段になるものを口縁の上部に配し、下段は横位文を 2条施してい

る。先端の尖がったエ具であるが、その下端がわずかに分岐したようになっている。施文は深

く明瞭で、左から右へ施している。
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同図332は肥厚部外面を区画するように口縁上端から肥厚部下端までの大きなステップ文を

幾つか配し、その間をそのステップに沿った文様で埋めている。肥厚部直下に横位押し引き文

を 1条配す。 4皿幅のエ具が使用されており施文は深い。左から右へ施文している。

343は2段の肥厚部外面に横位文・ステップ文を交互に配している。つまり、口縁部上端と

1段目の肥厚部下端に横位押し引き文をそれぞれ 1条施し、 1段目の肥厚部の中段及び 2段目

の肥厚部をステップ文で埋める。施文は深く明瞭であるが、ラフなタッチで施文する。 4mm幅

のエ具を使用し、左から右へ施文している。

<eタイプ＞

図83の318~328に示した11点が本種に属す資料である。口唇部・肥厚部外面が施文の対象と

なっている。口唇部に施文する319~322の4点は口唇部が平坦に成形されている。口唇部文様

も押し引き文であるが、 320の資料は山形頂部に 1個の刺突文が見られる。また、使用されて

いるエ具をみると、 322は口縁部のエ具と異なる工具を用いているが、他の 3点は同様な工具

が利用されている。

次に口縁部の文様であるが、横位文に挟まれた部分の文様構図はほとんど判然としない。た

だ、斜位方向の押し引き文が多く採用されているが、 337の資料はゆるやかな弧を描く押し引

き文、 324は山形文などを組み合せている。

また、 321の資料は押し引き文の一方でアクセントをつけるように若干の段がみられ、あた

かも凸帯を付したようなイメージをだかせる。

使用されているエ具をみると、 321が三叉工具、 327が叉状工具を用い、他の資料は単ベラエ

具が使用されている。 321。327の2点は前述した aタイプとの関連でとらえるべきものかも知

れない。 325も先端が若干分岐したヘラ状工具が用いられている。単ベラエ具は 3~5m副幅の

ものがみられる。

施文の方向はほとんどが一定方向へ押し引きするが、 322。323は1条 1条施文の方向を変え

ている。施文は深く明瞭である。

<fタイプ＞

本種に属すかと考えられる資料を図85~図87に示した。図87の365。367は山形直下で垂直方

向へ折れ曲がる部分もみられるがとりあえずここに示した。

施文部位は肥厚部外面（口縁部）。口唇部。内面がその対象となっている。内面に施文する

ものは図87の364~367で364と367は器形的な面からすれば、口唇部施文と同じような意味をも

つものかも知れない。

口唇部に施文するものは口唇部を平坦にするものがほとんどで、押し引き文が施される。

口縁部の文様は肥厚部外面が文様帯となる。ただ図85の334、図86の347。348は外反を示す

だけで肥厚しない。この 3点は外反する部分が文様帯となっている。

今回得られたものの主流は押し引きが途中で切れ、器面を囲饒しないものである。押し引き

-・170・-
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文が器面を囲饒するかと考えられるものは、図87の358に示す資料などである。押し引きの単

位が判明する 6点をみると、 2~10燻で単位にそれほど統一性はみられない。

使用されているエ具をみると、先端が尖がり三角状を呈すもの（図85の334、図86の339)、

先端が丸味を帯びるもの（図85の335。336)、及び平坦なもの（図86の341)などが見受けら

れる。施文は深く力強い。施文の方向は図86の341のように右から左へ施すものもみられるが、

左から右方向へ施すものが普通である。

図87の363は肥厚部外面に横位の刺突文を密に施すものである。施文手法やその配置及びそ

の他の特徽（器表面は丁寧なナデ調整。混入物に雲母片を密に含む）などからも他の資料とは

異なり、留意される。また、同図366は凹点を有する凹線や、先端の尖がったエ具による押し

引き文を 2。3残して他を凹線でつぶした箇所も見られる。市来式との関連で注目される。

同図367は山形直下に縦位の凸帯を配し、下方には横位凸帯を廻らし断面三角形状の肥厚部

を形成する。この凸帯により山形部での外側への張り出しや、コーナーをより強調している。

器形からすれば、浦添貝塚出土の市来式を想起させる。

文様をみると、口唇直下 e 下方の凸帯直上に横位押し引き文、縦位凸帯上には下から上への

押し引き文を配している。その縦位凸帯を挟んで、両側へ 3C7/l前後の長さで押し引き文を施す。

この押し引き文は粗く深いが、他の押し引き文は細かく浅い。他の土器に比べ焼きがしっかり

しており、堅致である。

その他の特微

ここでは前記した器形。文様以外の特徽（器面調整。器色も胎土c混入物）について述べる。

まず、器面調整についてみると、表。裏面ともナデ調整を施すものがほとんどで、擦痕を残

すものは少ない。擦痕を残す場合は両面に残すものが多く、次いで裏面にのみ残すものが続き、

表面にのみ残るものは非常に少ない。つまり、ナデ調整を施す場合には表面に重点がおかれて

いたと考えられる。

文様との関連でみると、 C • dタイプは擦痕の残るものが多い。資料が少ないという弱点は

あるものの、 1つの留意点としてげられる。この 2種以外はナデ調整を施したものが圧倒的に

多く得られている。

次にこれら資料の器色についてみる。暗褐色。黒褐色。赤褐色⑬黄褐色。灰褐色の 5種みら

れるが、後 2者は非常に稀れである。今回得られた資料からすれば、暗～黒褐色を呈すものが

本型式の一般的なもので、それに赤褐色を呈すものが加わる。非常に数の少ない黄褐色と灰褐

色を呈すものは、前者がbタイプ (2点）、 eタイプ (2点）、 fタイプ (1点）、後者は b

タイプで 1点の出土となっている。

最後に胎土。混入物であるが、ほとんどのものが胎土は細かい。混入物としてはチャ C →ヽ トの

破片や石英粒などを密に混入するものが普通である。 b• d。fタイプにおいては数は非常に

少ないものの、雲母片を多量混入するものもあり注意される。

-・1'73・・・・ 
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表18・-1 復元土器観察一覧

一 ，----一

夕推定日径口縁部肥厚帯 出土
図番号イ ロ唇部の文様器面調整器厚

プ推定器裔の形状の幅 層位
(cm) (cm) (cm) 

図81 10.5 表。裏面とも横位
a 平口縁 4 な し 0.5 Vllb 

289 15 の擦痕が残る。

'. -

図81 19 両面とも丁寧な
a 平口縁 3 な し 0.6 VIlb 

301 不明 ナデ調整

--------- - .. 

ナデ調整
図82 26.5 

a 平口縁 4.8 なし 裏面の一部に横位 0.6 VIb 
303 31 

の擦痕
-- • ・・・-・・-ー・- ・・-・ 

ナデ調整
図82 25 

a 平口縁 4.1 なし 表。裏面に擦痕わ 0.5 VIb 
304 不明

ずかに残る
→ . .. -- . ・--- -一-・-・---・・・- -―. . - -

ナデ調整
図82 15 

a 平口縁 4 な し 肥厚部直下と裏面 0.5 Vlb 
306 不明

に擦痕残る
・. ----・.  呵.. -・ ・・-・- - - .'  

肥厚帯 肥厚部直下と裏面
図82

a 下部で胴部不明 なし に擦痕わすかに残 0.5 VIb 
307 

27 る。
~-·.. . ・-・  ← . ・・・・-・・・- ... - -~ ・-・-~・・・--

表。裏面とも擦痕
図83 23 波状

C 5 なし 残る。 0.5 Vlb 
315 不 明（低平な山） 山の直下を明瞭

----- --———•—-—!~ 
ナデ調整

図83 9 波状山 4.5
e なし 表・裏面とも滑ら 0.4 Vlib 

328 14 (ゆるやかな山） ｛氏 3.5 
かである。

←ー・--- ---- ' ' 

10 ナデ調整
図84 裏面ヘラによる調

d 平口縁 3 なし 0.4 VI!b 
329 不明 整痕残るが表面な

めらかな仕上げ
-・・- -・-し_,•••• 一--··'-—... ·.~--心• • 一--・・・・- •••• , ―-
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表18-2 復元土器観察一覧

． 

夕 推定日径 口縁部 肥厚帯 出土
図番号 イ ロ唇部の文様 器面調整 器厚

プ 推定器高 の形状 の幅 層位
(cm) (cm) (cm) 

表・裏面とも擦痕
図84 25.5 

d 平口縁 4 な し 残り、裏面で著し 0.5 Vlb 
331 不明

し¥0

悶 19 ナデ調整
図84 波状 山 7 

d 犀 14.5 な し 表。裏面とも擦痕 0.6 VIb 
332 （傾斜が急） 低 5 

21.5 残る部分もあり。

波状
山低

図84 33 屑:43 3 3 表裏面とも擦痕が
d （低平な山 な し 0.7 VIb 

333 25 著しい。
が5個） 段目 6 3 5 3 

図85
21 ナデ調整

f 平口縁 3.5 な し 0.6 VIb 
334 

不明 表面に擦痕が残る。

19 
先端の尖がったエ

表。裏面とも擦痕
図8fj 具による押し引き

f 平口縁 2.5 0.6 VIb 
335 

18 
文が全面に施され

が明瞭に残る。
る。

ナデ調整を施すが
図85 22.5 

f 平口縁 2.7 な し 徹底せず、表裏面 0.7 VIb 
336 25.5 

に擦痕が残る。

。表面に擦痕が
図86 12.5 

f 平口縁 3 な し 残こり、特に裏面 0.5 VJib 
337 不明

は顕著に残る。
- -

16.5 波状 山 5 
器面は剥落してい

図86 る所がみられるが、
f な し

残存部は表。裏面
0.6 VIb 

339 
不明 （低平な山） 低 4 

とも擦痕が残る。

両面とも軽くナデ
図87 19.0 

f 平口縁 5 な し ているだけで、擦 0.5 Vllb 
358 20.0 

痕は顕著に残る。
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②嘉徳 I式

今回の調査により240点余り得られている。第 2群の中では面縄東洞式に次いで多く出土し

ており（表11)、面縄東洞式とともに本群の中核をなす。ほとんど小破片の資料であるが、図

92の396に示した資料は 1部ではあるが口縁部から底部まで接合出来、全形の窺える資料であ

る。その他にも口縁部から胴部にかけて推定復元を試みたものや口縁部から胴部までの図上復

元を試みた資料も10点余り得られている。

今回得られた資料は総て深鉢形に属し、明確に他の器種を示すものは得られていない。特徽

的なものを図88~図97に示した。以下、これらを中心に本型式の特徽について概略を述べる。

器形

推定復元図を示した13点の資料及び比較的大き目の破片をみると概ね次のように分けらける。

イタイプー底部からほとんど直線的に開きながら口縁部に至るもの

ロタイプーロ縁部が外反し、頸部がしまり、胴部の膨らむもの

ハタイプーロ縁上端が若干外反するものの、以下は胴部も張らず直線的に底部へ向うもの

以上の 3種である。量的にはイタイプに属すものが多く、一般的な器形であったかと推察さ

れる。イタイプに属するものは図90の384、図92の395• 396、図93の399などで、図92の396は

低部でくびれ、胴部が若干脹る。ロタイプに属すものは図89の382で、 図95の425。436なども

本種に類するものとみてよい。ハタイプに属すものは図90の383、図9lの394..,.図97の457など

で、推定復元図を示した 2点（図90の383、図97の457)はいずれも小型に属する資料である。

次に口縁部の状況をみると、山形を示すものと示さないものがある。推定復元図を示したも

のは、図90の383。図93の398、図97の457の他は総て山形を有す資料である。また、破片の

資料でも山形を有すものが割り合い多く見受けられる。これからすると口縁部を山形に成形す

るものが普通であったかと思われる。そのため、山の形状にもかなりのバリエーションがみら

れる。

①ーなだらかな山を形成するもので、頂部と裾部の差が約 2cmのもの（図89の382)

②ーなだらかな山を形成するもので、頂部と裾部の差が約 1C/llのもの（図93の397)

③―山の裾部を 1段下げるもの（図90の384)

④ー山の頂部を 1段上げるもの（図90の385)

⑤ーロ縁部の 1部を半円状に盛り上げ山を形成するもの（図92の395)

⑥ーロ縁部の 1部を方形状に盛り上げ山を形成するもの（図95の425)

⑦ーロ縁部の 1部を台形上に盛り上げ山を形成するもの（図88の380)

の7種である。量的には②が若干多く得られているものの、いずれの形状の山が主体をなし

ていたか明確にし得ない。図92の396は山の部分を欠失するため図90の384を参考に復元した。

これらの資料とは別に図95の433のような例もみられる。口縁部上端に表面から裏面へ折り

曲げるように凸帯を配し、その 1方を口唇上から突出させ山形をみせる。

--1Tf-



また、これら山形を呈す箇所でコーナーを有し、上面観が方形をなすものも見られる。図89

の382、図91の祁9、図92の395が明確にそれと判る資料で、図91 の386~3郎、 390• 391もこれ

に類するものである。

これを先述の山の形状との関連でみると、図89の382は①に、図91 の386• 3郎~491は②に、、

図91の387は⑥に、図92の395は⑤に属す。つまり、① 0 ② 0 ⑤•⑥の形状を示す山形口縁の場

合、その箇所でコ--ナーを有す例もあることが判明した。

口縁部の状況をみると、肥厚を示すものと肥厚しないものがある。肥厚の有無が明確に判明

する大型の破片をみると、図92の395だけが肥厚を示さない。他は総て肥厚を示すが、非常に

微弱な肥厚で判然としないものも見られる。ただ、総て 3C1/l以上の幅広い肥厚帯をつくる。幅

広の微弱な肥厚帯を有すものが、一般的であったかと推察される。

口唇部の形状はほとんどのものが平坦に整形されている。

さ

山の裾部から底部まで完形を示せるものが 1点、口径。高さの推定出来るものが8点、口径

だけが推算出来るもの 4点得られており、これらの資料から本型式の大きさについてみる。

まず口径についてみると、最小は約8cmで最大は約31傭である。細かくみれば、 lOC11i前後の

ものが 2点、 15傭前後のもの 2点、 20傭前後のもの 1点、 25cra前後のもの 5点、 30噂前後のも

の3点である。 25cm前後のものが多く、本型式の口径の主流であったかと推察される。

高さについては、図92の396が口縁部から底部まで接合出来、明確に高さを示せる資料であ

る。山の頂部を欠失するため、山の裾部までの高さであるが18。7cmを測る。口縁部が開くため

か底径も大きく 9c肌を測る。その他の資料をみると、最小の口径を示す図97の457が約10.5cin

で低い。図89の382が口径に比してやや高くなっているが、他は口径とほとんど同様な数値を

示す。

このことからすれば、本型式は口径。高さとも25cm前後のものが多かったかと考えられる。

今回得られた資料の施文範囲をみると、口唇部。口縁部に施文するものがほとんどである。

ただ、図94の421に示したものは肥厚部下端にも施文している。裏面に施文するものはみられ

ない。このことから、本貝塚の嘉徳 I式は口唇部。口縁部の 2ケ所に施文するのが普通で、非

常に稀れな例として肥厚部の下方にも施文するものがみられる。

施文の際に使用されるエ具。施文手法をみる。施文具は先端の尖がったエ具が圧倒的に優位

を占め、僅かに先端の丸味を帯びたエ具や平坦な工具が使用されている。いずれの場合も幅に

は若干の差がみられ、特に前者の場合には約 3瓢のものから10暉前後の幅を有すものまで見ら

れる。

施文の手法としては押し引き手法が普通に用いられているが、刻文的な手法のものもわずか

に得られている。
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文様は前記の施文具・施文手法により施される沈文がほとんどである。しかし、図95の433

は口縁部上端の表・裏面にまたがり、扁平な凸帯（幅約 1cm)をリング状に配す。凸帯上には

先端の尖がったエ具（幅約6謳）による押し引き文を 1条施している。凸帯を配す資料はこの

1点だけである。

本型式は口唇部・ロ縁部が施文の対象となっており、それぞれについてみる。

図94の405に示すものは口唇上に文様のみられないもので、今回得られた資料の中では非常

に僅少な例である。他はほとんど総て口唇部に施文しており、大型の資料からすれば口唇部全

面に施文していると考えられる。

文様の種類は比較的豊富であるが、横位押し引き文を左から右へ施すものが圧倒的に他種を

凌駕しており、一般的に採用された文様であることが窺える。本種以外のものは、図89の382

のような斜位の押し引き文を施すもの、図94の403に示すような斜位の刻目文、図94の404に示

すような縦位の刻目文、図94の410の1うな刺突的な刻文を施すものが見受けられるが、量的

には非常に僅少である。

次に口縁部の文様に目を転じると、本型式の特徽は前記のエ具による押し引き文と沈線の組

み合せにある。今回得られた資料を全体的な構図により下記のように分類した。

aタイプー籠編状構成を示すもの（くずれた形状のものも含む）

bタイプー一部にステップ状の構図を示すもの

C タイプ一横位方向の文様が主体となるもの

dタイプー沈線を主に一部に押し引き文を配すもの

eタイプー沈線による区画の幅が狭く密になり、その間に押し引き文を 1条配すもの

fタイプ一上・下端あるいはその一方に押し引き文を配し、間に斜沈線を施すもの

gタイプー斜沈線と押し引き文を交互に施すもの

以上の 7種で量的には aタイプのものが圧倒的に優位を占める。さらに細分も可能かと考え

られるが、ここでは一括した。 bタイプ以下のものはいずれも出土量は僅少であった。層位的

な出土状況は表19に示した通りである。以下に説明する。 表19 種別出土状況

<aタイプ＞

最も多く得られており本型式の主体をなす。特徽的な

ものを図部～図92・図93の397に示した。

大まかにみれば押し引き文と沈線を密に組み合わせる

もの、上・下の文様の交点においてわずかな無文空白の

箇所を設けるもの、沈線の区画が縦位のステップ状にな

るもの、山形直下でのみ籠編み状構成をなすものなどが

見られる。

図88の3⑱ • 372 。 374や図89の382、図90の383• 384、
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図91の386~390などが密に施すもので、ー区画の文様がきっちりと組み合わされて配置される。

一区画内の押し引き文の条数は 2~4条のものが多くみられるが、図88の372、図90の383は一

区画内に 1条の押し引き文を施す。比較的ゆったりとした構図になるが、特に図88の372は区

画の沈線文と間に施される押し引き文との間に無文の空白部を設けている。

施文工具の幅は 3~6mmのものが多く、押し引き文を 1条づつ区画内に配すものは約 1cmを

測る。また、一区画の単位が長方形状に小さ目になるもの（図89の382、図91の388~390)は

口縁部の上面観が方形を呈している。

また、図88の372、図90の384の資料は口唇下 1~ 2cmの箇所に小孔を設けるもので、前者が

1個、後者が 2個認められる。後者の場合 2個の小孔の間から破損しており、この小孔はいわ

ゆる補修孔と考えられるが、前者のものについては不明。

図88の371• 375及び図90の385に示したものは、区画された文様を組み合わす際その交点に

おいて 4角のわずかな無文空白部をつくる。

371は先端の平坦な工具を使用している。施文具の幅は前 2者が約 6mm、後者は10mmを越え

る。一区画内の押し引き文の条数は371が2~3条、 375が2条、 385が1条である。

押し引き文を区画する沈線を斜位方向のステップ状文を採用し、その間に押し引き文を施し

て籠編み構成を描出するもので、枢]91 の394、図92の395• 396に示すものがこれにあたる。 395

は先端の平坦な工具が使用され、口縁部の上面観が方形を呈す。

一区画内の押し引き文の条数は395が 3 条、 394• 396は2条である。ただ、 394の資料は 1部

で3条になるところも見受けられる。

図93の397に示したものは山の直下において籠編み状構成を示すものの、その箇所以外では

水平方向の文様が主となる。先端の丸味を帯びたエ具を使用しており、描き出される文様は弧

状を呈す。約8mm幅のエ具で、一区画内の条数は 2条である。

<bタイプ＞

図93の398や図94の400~407に示したものが本種に属す。 1部でステップ状の文様がみられ

るだけで、全体としては水平方向の施文が多くなる。一区画内の押し引き文の条数は 1~2条

で、 1条づつ区画するものが多くなる感を受ける。しかし、 aタイプにみられた 1条区画のも

のと違い、区画内が狭い。

図94の401だけが先端の丸味を帯びたエ具が使用されている。

図94の413~424にaタイプ~cタイプに含まれる胴部の資料を示した。その中でも421の資

料は唯一肥厚帯の下部まで施文するものである。肥厚部外面に籠編み状構成の文様を配し、肥

厚部直下に同様な文様を 1条横位に施す。その下方に一区画内 2条の押し引き文を配す文様を

施しているが、全体の状況は不明。押し引き文のエ具も肥厚部外面に使用されているエ具の半

分（約 3mm幅）のものを用いている。

418の資料だけが先端の平坦な工具を使用している。 420はC タイプに属す資料である。
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<cタイプ＞

水平方向の施文が主となるものであるが、一部においては縦位の押し引き文を施す箇所もあ

る。特徽的なものを図93の399、図95の425~436に示した。

図93の399と図95の436は同様な構図を示す資料かと推察される。 399の資料をみると、山形

直下においては 5条となるがそこ以外では 4条となる横位押し引き文を区画するようにその間

に横位の沈線文を配している。その中央に施される沈線を境にして、上方。下方へ縦位押し引

き文とそれを区画する沈線を配す。そのため横位文は器面を囲饒しない。約'7.5cniの間隔で下

方。上方の縦位文が配されていたかと思われる。縦位文の長さは横位文 2条の輻となる。

図95の425の資料は山形部を中心に約7.5cmの幅に 9条の縦位押し引き文を配し、その縦位文

を横位押し引き文 2条を一区画とする横位文で継ぐ。その横位文は途中で斜位の沈線により切

られ区画されるが、上 2段の斜沈線の位置を逆にした形で下 2段に斜沈線を施す。また、横位

文は区画の沈線は水平な直．線であるが、区画内の押し引き文は若干弧状をなして施される。そ

のため、押し引き文自体は籠編み状の形状を示す。

山形を中心に施される縦位文は上から下への押し引き文で、区画の沈線は認められない。っ

まり、沈線による区画文を施す箇所とそうでない箇所があり、本型式の中では特殊な例である。

427の資料は先端の丸味を帯びたエ具を使用しているもので、口唇部も同種工具を使用して

いる。 428• 430はそれぞれ口唇部から約 3Cl/! の箇所と約1.5cmの箇所に小孔を有すものである。

孔は焼成後に外面から穿たれており、 428は外径が 9mm、内径が 5mmを測り、 430は外径が12nnn、

内径が 6mmである。

また、唯一凸帯を貼り付ける433も注目される。先端の尖がったエ具による押し引き文を 1

条配した扁平な凸帯を、表面から裏面へ輸状に配しており本型式ではあまり類例を聞かない。

<dタイプ＞

図95の437~~439、図96の440で押し引き文と沈線文の比率が逆になる。つまり、沈線文が区

画文ではなく、それ自体が文様の主要素となり沈線に沿って 1部に押し引き文が施されるもの

である。

図95の437~439は綾杉状の斜沈線とそれに沿うような押し引き文が部分的に認められる。押

し引き文は約 2mm幅の先端が丸味を帯びたエ具により施されている。図96の440も綾杉状に配

された沈線文の間に押し引き文を施す所が見受けられる。

<eタイプ＞

特徽的なものを図96の441~445に示した。いずれも斜沈線を鋸歯状に数条配し、その間を押

し引き文で埋めている。鋸歯状文を何条配したかは不明。 444にはわすかに無文空白の部分が

みられる。また、 443 。 445 は押し引き文を施さない部分もみられるが、 441• 442のように沈線

間はほとんど押し引き文で埋めるのが普通であったかと考えられる。この鋸歯状文の上。下端

には横位抑し引き文を 2条施すのが一般的なものかと推察される。
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<fタイプ＞

図96の446~454に特徴的なものを示した。口縁部上端及び頸。胴部の境い目に横位の押し引

き文を配しその間に沈線文を施すものであるが、 447°448の2点は口縁部上端の文様がみられ

ない。

447の資料は綾杉状、 446• 448~452は鋸歯状、 453。454は羽状の構成を示す。羽状構成を示

す453。454の資料は、口唇部が尖がっていることや文様帯の幅が狭いことなど他の資料と異な

る点もみられる。

447は 7 条の斜沈線文が 1 組かと考えられる。鋸歯状の沈線文を施すものは、 446• 448。450

などのように大きくゆったりとした構図や449のように小さい鋸歯を数条施すもの、 452のよう

に間隔をあけて上・下に配すものなどがみられる。

押し引きに使用されるエ具は447• 450が棒状のエ具、 451は先端の平坦な工具、他は先端の

尖がったエ具を用いている。沈線はシャープである。

455の資料は斜位の押し引き文とそれを区画する沈線文、さらには無文空白部の組み合せに

よる構図と考えられるが、全体的な構図は不明である。

456も横位。縦位の沈線と部分的な押し引き文の組み合せによるが、全体の構図は不明。

<gタイプ＞

斜沈線文と横位の押し引き文を交互に配すもので、図97の457~465に示した。 45'/の資料は胴

下半部までは全体の 3/4が残るもので、全形の窺える資料である。本資料と465のものをみ

ると、施文の範囲は口唇部と口縁部（胴上部）でそれ以外は対象となっていない。

施文具はほとんどが 5mm幅の先端の平坦な単ベラエ具を用いているが、 457は先端がやや尖

がり気味の 3瓢幅のエ具が使用されている。

口唇部と口縁部が施文の対象となっており、まず、口唇部をみる。

口唇部の文様には 2種認められる。 458~463までの刻目文と457の押し引き文である。押し

引き文は 5回単位で口唇部全面に施されている。刻目文のものは459のように比較的間隔の広

いものと、 462のように密に施すものが見受けられる。

次に口縁部の文様をみると、口縁上端には総て斜沈線文が施され、以下横位押し引き文と交

互に配す。口縁上端の斜沈線文は右傾のものを多く採用するが、左傾のものも見られる。文様

帯の下部を有する457と465からすると、前者のように斜沈線文で締めくくるものと後者のよう

に横位押し引き文で締めくくるものがある。 465は下端で肥厚し文様帯を形成する。

また、同一個体内では斜沈線の方向を一定にするが、 460のものは横位押し引き文の上。下

の斜沈線文の方向が異なる。 457は沈線文が雑然と施されており、 1部においては横位押し引

き文と重なる。横位押し引き文は 1条づつ施すものが多く、 457の1点だけが 2条施している。

457は他の資料とは異なる感じである。なお、本資料は口唇下約 1燻の箇所に補修孔を 2個穿

つ。直径が約 6疇で表面から穿孔している。
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その他の特徴

ここでは前述した器形。文様以外の特徽について述べる。

器面調整であるがナデ調整を行なうものがほとんどで、擦痕を残すものは少ない。擦痕が残
るものは fタイプに比較的多く見受けられる。また、擦痕は裏面に残るものが多く、器面の調
整を行う場合には裏面よりも表面を重点的に調整していることが窺える。

器色は黒褐色を呈すものが多く、次いで赤褐色・黒褐色を示すものが多く見受けられる。僅
少ではあるが、黄褐色、灰褐色を呈すものもみられる。

胎士・混入物をみると、胎土は比較的細かなものが多く、混入物としては石英・チャートの
微砂粒や粗砂粒を多量混入するものが普通である。稀に雲母片を混ぜるものも見受けられるが、
量的には非常に僅少である。

表20-1 復元土器観察一覧

夕雅定日径口縁部肥厚帯
出土図番号イ ロ唇部の文様器面調整器厚プ推定器高の形状の幅
層位(cm) (cm) (cm) 

--・-- -―・.. •. .. --・・ 

27.5 波状 山 7.3先端の尖がったエ文様帯を除き擦痕
図89 a (頂部が丸 具le..-よる斜位方向残る。 0.7 VIlb 
382 32 味帯びる）低 4.9の押し引き文を全上部は横位

面に施す。 下部は斜位
-・・- -. --- . ・----" 

先端の尖がったエ図90 15.5 丁寧なナデ調整をa 平口縁 3.2 具による押し引き 0.6 VIb 383 16.5 施す。
文を全面に施す。

- . . 
-・-・・・.  - ---・- .. .~--·.••· 

短径=24.5 波状 先端の尖がったエ図90 山 6.8 ナデ調整a 長径ニ'l/ (山の裾で 具による押し引き 0.6 Vlb 384 低 4.5 一部に擦痕残る。27.5一段下がる） 文を全面に施す。
—···- --·--·--—. - • ~-· —- •• --• 

図90 24 波状 先端の尖か,,った~エ― ナデ調整
a （一ヅ段盛山り上頂 不明 具による押し引き 表裏面に擦痕消え 0.8 VIb 

385 27 部tてをつのくる） 文を全面に施す。 きらず残る。
--・・・ ぷ~--- • --- -

--- -ーが一.........---ー ・～・-- ---
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表20-2 復元土器観察一覧

夕 推定日径 口縁部 肥厚帯 出土
図番号 イ 口唇部 の文様 器面調整 器厚

プ 帷定器裔 の形状 の幅 層位

(cm) (cm) (cm) 

波状 先端の尖がったエ
図91 13 

a （低平ななだ 不明 具による押し引き ナデ調整 0.6 Vlib 
389 不明

らかな山） 文を全面に施す。

先端の平坦な工具 表・裏面に多方
図92 20 波状

a なし による押し引き文 向の擦痕が消え 0.5 VIb 
395 21 （半円形の山）

を全面に施す。 きらずに残る。

推定 先端の尖がったエ 表面丁寧なナデ
図92 27 波状

山 5.5
b 具による押し引き 調整であるが裏 0.6 VIb 

396 21 （形状は不明） 低 3.5

文を全面に施す。 面擦痕が顕著。
， 

先端丸味帯びるヘ ナデ調整
図93 23 波状

b 4 ラにより押し引き 裏面に擦痕横方向 0.5 Vlla 
397 不明 （低平な山）

文を全面に施す。 に残る。

図93
23 平坦なヘラによる

b 平口縁 3.8 ナデ調整 0.6 IV 
398 

不明 斜位の押し引き文

22.5 波状 先端の尖がったヘ
ナデ調整

図93 表面の肥厚帯直下
C 山 7.5 ラによる押し引き 0.6 VIb 

399 
23 （高い山） 文を全面に施す。

に擦痕わずかに残

る。
・~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

31 
波状

山 7 先端の尖ったエ具 表。裏面とも擦痕
図95 （口縁部の

C による押し引き文 が多方向にみられ 0.6 Vlb 
425 

32 
一部を盛

低 6 を雑に全面に施す る。
り上げる）

8 
先端の尖がったエ

表面丁寧なナデ調
図97 具による押し引き

g 平口縁 なし 整。 0.6 Vlla 
457 

10.5 
文を 2cm単位で全

裏面擦痕が顕著
面に施す。
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③嘉徳Il式

総数114点の出土でその状況は表11に示した通りである。ほとんど小破片であるが比較的大

型の資料も 4点あり、それらについてはその部分までの推定復元図を示した。今回得られた資

料はほとんどが深鉢形に属するもので、明確に他の器種を示すようなものは見受けられない。

特徴的なものを図98• 99• 100に示した。以下に簡記する。

器形

胴上部までの推定復元図を示したもの（図98の473、図99の488• 589、図100の490)や比較

的大き目の資料をみると、概ね次のように分類できる。

イタイプーロ緑部が若干外反し、胴部がやや張るもの（図98の473、図99の488)

ロタイプーロ縁部上端がわずかに外反し、胴部はほとんど張らずにそのままゆるやかに

弧を描きながら底部へ向うもの（図99の489)

ハタイプーロ縁部はほぼ直口を呈し、胴部は若干張るもの（図100の490)

以上の 3種であるが、いずれの種が主体となるかは判然としない。

口縁部の状況をみるとほとんど平口縁の資料で、山形を呈すものは 6点である。図98の466

は山形の裾部に小突起を有すもので、左側は破損しているが山の両サイドにあったものと推察

される。中央の高い山は急斜をなして形成されている。

図99の488は2種類の山を有しており、相対する山が同じような形状を示す。本資料では急

斜をなしてつくられる高い山とそれよりもやや低くなるM字状の山である。高い山の頂部は欠

失する。山の直下 (M字状の山はその中央部）でコーナーを有するように縦位凸帯を配してい

る。器面になじませるように丁寧に貼り付けており、横断面は三角形状を呈す。高い山の直下

に配されるものはM字状の山の直下に配されるものより張り出しが強く、より意識されている。

上面観は菱形の短径になる所の角を切り落した形状を呈し、舟形をイメージさせる。

口縁部は肥厚を示し、幅はM字状の山から 5C/1!、その裾部から約 4cmを測る。前述の縦位凸

帯は肥厚帯で終わり、その下端部で厚くなる。

図99の487はM字状の山の資料で、 488に類するような資料かと考えられる。

589に示したものは均整のとれたなだらかな山を形成する。図100の494は低平な山の頂部に

粘土を貼り付け、口唇部を広くつくり強調している。 497は山形頂部へ移行する資料で、破片

のため山の形状を明確にはし得ない。現標晶の左側で折れ曲がるような部分があり、それから

すると山形直下でコーナーを有する資料かと考えられる。

また、口縁部の肥厚については文様帯で破損しているものが多く確実性に欠けるが、胴上部

までを有する図99の4.88• 589、図100の490• 499の4点がいずれも微弱な肥原を示しており、

それが一般的であったかと推察される。しかし、文様帯としてそれほど意識されてないのか、

文様の下端は部分的に肥厚帯直下まで及ぶ。

口唇部はほとんど総て平坦に成形されている。
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文様

まず、今回得られた資料の施文範囲をみると、口唇部と口縁部に限られそれ以外の部位は施

文の対象になっていない。口唇部・ロ縁部に分けてみる。

口唇部に施文するものがほとんどで、文様のみられないものは図100の490や494など僅少で

ある。また、施文しているものをみると図99の488• 489のように口唇部全面に施す場合と図100

の499のように一部に施文するものがみられる。

文様の種類は比較的豊富である。①刻文、②沈線文、③斜位の刻目文、④押し引き文、⑤斜

位の刻目十沈線文、⑥格子目文、⑦縦位刻目文の 7種見受けられ、量的には①と④が多かった。

口縁部文様との関係を表21に示した。

次に口縁部の文様についてみると、全体の構図から下記のように分類した。

aタイプー籠編み状構成を示すもの

bタイプ一山形文を施すもの

C タイプ・~杉状文を施すもの

dタイプー羽状文を施すもの

eタイプー斜沈線文を施すもの

fタイプー鋸歯状文を施すもの

g タイプ—格子目文を施すもの

hタイプー斜沈線文と横位沈線文を組み合せるもの

の8種で量的には Cタイプのものが圧倒的に多く得られている。

aタイプに属するのは図98の466、図99の4部に示した 2点で、前者は 3条、後者は 2~5

の沈線を 1組として施す。施文は深く鮮明で、一部においては沈線が重なる。その場合、上方

の文様が下方の文様を切って施すようである。

図98の468はbタイプに属し、 3条1組の急傾斜を示す沈線文を施す。施文は深く鮮明である。

Cタイプに属するものを図98の46'/、469~486に示

した。 469• 470のようにほぼ等間隔に整然と施される

ものと、 473。486のように 2~4条を 1組として間に

無文空白部を設けるものがあり、後者の資料が多く得

られている。

dタイプに属すものを図99の489に示した。図100の

494~496も本タイプに属する資料かと考えられる。489

の資料は肥厚部外面にゆったりとのびやかなタッチで

描かれている。

eタイプは図100の490。491に示したもので、右傾

の斜沈線文をラフに洩く施文している。
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日村撒 ムにコ、

文様 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
日緑 計
蹄文様

a 4 1 5 
--・.  ・・・・--

b l l 1 3 
- • • 一 -・・"・巳

C 7241021  26 
- ""● ...  ~. .. -← •~. -・

d 1 1 2 
~・・-・-・・-• -・ ー~ー・-----・ 

g 1 2 3 
-• -- • • ーし・ ・-・-~・........... 

h 1 1 
-・-・- -

合計 8 3 6 17 2 2 2 40 
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I 

f タイプに属す 2 点を図100の492• 493に示した。 492は方向の異なる斜沈線により描出する
もので、連続する文様にはならずに山の部分で切れる。施文は深く力強い。 493は492よりもシャ
ープな沈線を施す。

gタイプに属するものを図100の498~501に示した。 499が最も広い間隔で施され、 501が密
に施文する。 498• 500はその中間の広さである。 499をみると肥厚部外面に施したものと思わ
れるが、 1部では肥厚部直下まで施文が及ぶ。

h タイプの 2 点を図100の497• 502に示した。 497はやや浅目ではあるが、はっきりした沈線
を施す。山形に近い部分に斜位の沈線を配し、そこから口唇に沿って 5条の沈線を施すが、全
体的な構図は不明。 502は器面の保持が悪く文様も消えかかっているが、一部に横位沈線の上・
下に方向の異なる斜沈線文が認められる。有軸羽状文を構成するかと考えられる。

その他の特徴

石灰分の付着や器面の磨耗などにより器面の状況が窺えないものを除けば、ほとんどがナデ
調整であるが、図100の493~5496502は擦痕を残す。器色は暗褐色・赤褐色を呈すものが主体
をなし、わずかに黒褐色を呈すものも見受けられる。また、図98の467。473のように色あせた
感じの器色を示すものもみられる。

胎土は細かく、特に図100の4曲~500は非常に泥質である。混入物は石英。チャートの砂粒
を多量含むほか、ほとんどの資料が雲母の粒を含む。

表22 復元土器観察一覧

夕 拙定日径 口縁部 肥厚帯
出土図番号 イ 口唇部の文様 器面調整 器厚プ 推定器裔 の形状 の幅
層位(cm) (cm) 

(cm) 

＇ 

図99 12X 16 山形口縁 山 7 爪形押し引き文 ナデ調整を丁寧に
a 

0.5 VIb 
488 18 4個 低 4 （全面） 施す。

図99 22 山形口緑 山 6 爪形押し引き文 ナデ調整を丁寧に
d 

0.6 VIb 
489 18.5 4 低 4.5 （全面） 施す。

． 

図100 24 
ナデ調整を施すが、

e 平口縁 4 無 0.7 VIb 
490 25 

部分的に擦痕残る。

I_  
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④神野E式
註1

沖永良部神野貝塚出土のものを標識とする。伊波式の先行型式としてとらえられ、 2点 1組

の点刻文を口縁部の上。下に 1組配す所に特徴があるとされる。

本区では総数38点出土しているが、ほとんど小破片で全形の窺えるような資料は得られてい

ない。そのため口縁部の肥厚の有無についても明確にし得ない。

今回得られた資料は縦位区画文を配すものが数点見られるが、ほとんど中段を無文のまま放

置するものである。また、横位押し引き文を 1条。 3条配すものや、 2条の横位沈線文を施す

資料なども本項で扱った。特徽的なものを図101の503~518に示した。

器種はほとんどが深鉢形に属し、明確にそれ以外の器種を示すものは得られていない。器形

は口縁部が外反あるいはほぼ直口状を示し、胴部がやや張り出すものが多いようである。口縁

部の形状をみると、山形へ移行する部分も数点見られるが、明確に山形を呈すものは517の 1

点だけである。低平な山を形成するもので、山形直下ではコーナーを有す。

文様は口唇部・ロ縁部が対象となっているが、 508• 509• 513• 517の4点は口唇部を対象と

していない。施文具は叉状工具を用いたものが 2点 (510。516)、半裁竹管状工具を用いたも

の1点 (512)の他は単ベラエ具を使用している。後者のものをみると、先端の尖がり気味の

もの (514 。 517) 、丸味を帯びるもの (503• 513 。 516) 、やや平坦のもの (508• 509)が見

受けられる。また、 516は右から左へ施文するが、他は左から右方向へ施文する。

口唇部の文様は押し引き文が 4点、刻文が 2点、斜位の刻目文が 2点、沈線文が 1点となっ

ている。口緑部の文様は510。511が2点がペアになるが、他の資料は 1組として施される 2点

あるいは 3点がペアになっていない。

503,-,510に示したものは刻文を施すもので、 510は縦位にも施す。縦位の刻文は山形直下に

配されたものかと推察される。また、上。下の文様を有すものは503~505• 509の4点で文様

間の幅は503が約 5C1ll 、 504• 509が約 2cm、505が約1.5燻である。

511• 512は押し引き文を配すもので、 2点とも縦位方向にも施す。 511は山と山の間に縦位

方向の押し引き文を配す。 512は上。下の文様を有し、その間の幅は約l.5c1nである。

513。[i14は横位の刻文を 1条施すもので、 513は上。下の文様が認められる。約3.5cmの間隔

を開けて施文している。 515は横位沈線文が 2条器面を囲饒すると考えられる。 516は2条の押

し引き文を 1組として約 1cmの間隔を開けて施すが、下方のものは最下段の文様なのか判然と

しない。

517• [518は3点を 1組とするもので、 517は約 3Clllの間隔を開けて施している。

器色は赤褐色を呈すものが 7点。黒褐色のものが 6点、暗褐色のもの 3点である。器面の状

況をみせると、表。裏面に擦痕が残るもの (503) 、表面にのみ残るもの (fi13• fi14)、裏面

に残るもの (509)などが見受けられる。チャート。石英の砂粒を多量混入する。粒が細かい

ものと粗いものがみられ、後者はチャートの場合が多い。
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⑤伊波式

総数140点と量的には多くない。ほとんど小破片の資料であるが、図101の519は比較的大形

の破片で胴部までの器形がある程度窺えそこまでの推定復元図を示した。今回得られたものは

総て深鉢形に属する。特徴的なものを図101の519~523、図102の524~526に示した。

519に示したものは器形のある程度窺えるもので、口縁部が外反し胴部が若干膨らんで底部

へ移行する。径の最大は口縁部にあり、全体として低部から口縁部へ開く形となっている。ロ

径は推算13.5cniを測り、本群の他型式のものと比較すれば小形の部類に属す。他の資料もこれ

に類する器形を示すと思われるが、図102の524は直口気味である。

口縁部の形状をみると、明確に山形を呈すものは図101の521と図102の526の2点で、前者は

ゆるやかな低平な山をつくり、後者は一方の傾斜が急な山を形成する。

文様は口唇部・ロ縁部に施す。口唇部に施文するものは図101の520• 521、図102の525の3

点である。 520は沈線文を、 521は山の頂部を境に方向の異なる斜位の刻目文、 525は押し引き

文を施している。

口縁部の文様はほとんどが叉状工具を使用しており点がペアになるが、図101の522のように

ペアにならないものも見受けられる。図101の519~522は点刻文、 523・図102の524は短沈線文、

526は押し引き文を施している。 525は上段の文様を欠失するものかと思われ、ここに示した。

現資料では山形直下に配されたものと考えられる縦位刻文だけが認められる。

中段の状況が窺える 4点をみると、図102の526は鋸歯文を配し、他は無文のまま放置するタ

イプのようである。図101の519は上。下の文様間の幅が判明するもので、約2.5cmを測る。

器色は図102の524。525が赤褐色で、他は暗褐色を呈す。チャート。石英の砂粒を多量混入

するが、チャートの粒はやや粗い。

図102の527~531に神野E式の532~535に伊波式の胴部（下段の横位文を有すもの）を示し

た。口縁部と同様に中段を無文のままにした資料である。

537• 538は荻堂式の可能性もありここに示した。 537は口縁部に横位の押し引き文を密に施

し、同種の文様を口唇部にも施す。 538は3条の横位押し引き文と鋸歯文を配す。 2点とも暗

褐色を呈し、チャート、石英の砂粒を多く含む。

⑥無文の資料

ここで扱うものは口縁部に文様の認められない資料である。ただ、図104のお4、図105の555.

556は文様が施されたかどうか不明だが、胴部の大きさを示すものとしてここに掲載した。ま

た、口縁部が肥厚を呈すものは見受けられない。

図105の555の資料は壺形で、口縁部上端と胴下半部を欠失する。現資料からすると比較的頸

の長い (2虞以上）もので、ゆるやかな弧状をなして胴部へ至るナデ肩のものである。破片の

下端部が胴部の最も張り出した個所になると思われ、全体的な器形は徳利のような形であった

かと推察される。破片の上端（頸部）の径が約6.5c1几、下端（胴部）が約15cmを測る。
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裏面の上部はナデが施されるものの、裏面の下端部及び表面には雑に施された擦痕が消えき

らずに残る。器色は赤褐色を呈すが、部分的に色あせた所もみられる。胎土は細かく、混入物

に石英・チャートの砂粒を密に含み、それが器表面に露出する。第VIb層からの出土である。

他は総て深鉢形の資料でほとんど破片であるが、図103の547。548はほぼ全形の窺えるもの

である。また。図104の554、図105の556は胴部の資料であるが、大型の破片でその部分の推定

復元図を示した。

図103の547は全体の90%近くを残すもので、全形の窺える資料である。口縁部がわずかに外

反し頸部で若干しまり、胴部がやや脹りそして底部へ至る。口縁部は高い山と低い山を 1対づ

つ配す。山の直下では屈曲しており、上面観は菱形状を呈す。長径の箇所に高い山、短径の箇

所に低い山である。口唇部はやや平坦につくる。

長径が約lle1, し、短径が約 9C11l、高さが約14.5cm,底径が約 5傭を測る。全体的にやや右側へ

傾く。口唇部には先端の平たいエ具による押し引き文を約 1燻間隔で全面に施す。暗褐色を呈

し、表 6 裏面には擦痕がみられ、特に裏面は顕著である。胎土は細かく、石英。チャートの砂

粒を密に含む。第VIb層最下部の出土。

548は底面部を欠失するが、底部近くまでの器形が推定出来るものである。底面から約 3傭

まではほぼまっすぐに立ち上がり、そこから口縁部へ直線的に開きながら至る。口縁部上端が

やや直口気味になる。口唇部のつくりは雑で尖がり気味の箇所や平坦の箇所がみられ、若干波

打つ。平口緑の資料で口唇部に文様はみられない。底面は推定復元を行った。

口径は推定14.5cmで、高さは推定17cnt-..底径推算 7C-ll! を測る。

器色は暗褐色を呈し、表。裏面ともナデが徹底せず部分的に擦痕が残る。胎土は細かく、石

英。チャートの砂粒を多く含む。第VIb層下部の出土。

図103の539~541に示した 3点は548に類するような器形を示すかと考えられるもので、 (539

だけが口唇部に先端がやや尖がり気味のエ具により押し引き文を配す。 539• 541は暗褐色を呈

し、 540は赤褐色を呈す。 541は表面に斜位方向の、裏面に横方向の擦痕が明瞭に残る。 3点と

も石英。チャートの砂粒を密に含む。

図103の542~546、図104の549~553に口縁部が外反するものを示した。山形口縁を示すもの

は図103の642で、破片の左隅に口唇部が段をなす部分を有している。これからすると、口縁部

の一部を盛り上げて台形状の山を形成するものと思われる。右側は山の中央部付近で破損して

いる。

口唇部は平坦につくるものが多く、図104の550のように若干丸味を帯びるものも見受けられ

る。口唇部に施文するものは 5点で、全て先端のやや丸味を帯びたエ具による押し引き文であ

る。図104の549は斜方向に施文しているため、口縁上端にはみ出している。約2Cl/lごとに区切っ

て施す。他は横方向への施文である。口唇部全面に施したかどうかは明確にし得ない。

図103の544,_,fi46は黒褐色で、同図542及び図104の550。551は赤褐色を呈す。他の 4点は暗

・-205・-
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褐色である。器面はナデ調整が施され、擦痕を残すものは図103の545だけである（）胎上はやや

細かく、混入物は石英。チャート砂粒が主体的であるが、図103の543~546の4点は雲母片も

多量混入する。

図104の554及び図105の556に示したものは、胴下半部の資料で前者が推定19.5cm、後者が推

定18cmである（いずれも最大部）。 554は黒褐色を呈し、表面はよくナデられているものの裏

面には多方向の擦痕が顕著に残る。 556は赤褐色を呈し、表・裏面に縦位。斜位方向の擦痕が

部分的に残る。 2点とも石英。チャートの砂粒を混入するが、 556は粒が粗く混入量も多い。

⑥底部資料

本群に属するものが総数220点余り得られており、特徴的なものを図106~109に示した。特

に注目されるものは図106に示した 2点で、外面に文様が認められる。

557は底面からゆるやかな弧を描くように開き気味に立ち上がるもので、底面は上げ底状に

なるかと思われる。その立ち上がり部に先端の丸味を帯ぴたエ具により押し引き文を 3条廻ら

すが、施文は浅く不明瞭である。

右から左方向への押し引き文のみが施されていることから、面縄東洞式に属すかと思われる

が、今回得られている皿。壺。深鉢のいずれの器種につく底部なのかは不明。

暗褐色を呈し、器表面に擦痕が見受けられる。チャート。石英の微砂粒を密に含む。

5fi8はいわゆる脚台部の資料宝、底面までの高さは約 2cmを測る。やや末広がりの脚で、厚

さは約 1cmを測り、丁寧なつくりである。底面の直下に内面から外面へ斜めl二方に孔（直径約

1 cm)を穿っているが、何佃配されたかは不明。

孔は焼成前に穿たれている。

外面の文様は先端の尖がったエ具による 3条 l

組の押し引き文を籠編み状に配し、その接する箇

所に沈線を施し区画している。嘉徳 I式に属すと

思われ、今回得られた資料からすれば深鉢形につ

＜脚台かと推察される。

器色は黒褐色を呈す所があり、チャート。

の微砂粒のほか雲母片も混入する。

他は底径の推算可能な資料から特徴的なものを

図107• 108に示した。底面からの立ち上がり部

に注目すれば、①底面からほぼ直線的に外側へ膨

らむように立ち上がるもの、②底面から開き気味

に立ち上がるもの、③底面からの立ち上がり部で

一端くびれるもの、⑭>R のくびれが弱くなるもの

／
 

557 

／
 

558 

図106 21地区ハ第2群底部
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⑤底面から若干直線的に立ち上がり、そこから開き気味に胴部へ移行するものの 5種に分けら

れる。量的には④・⑤が多く、より一般的であったかと推察される。

器面はほとんどナデ調整によるが、②で 1 点 (569) 、③で 2 点 (573• 576)、④で 2点 (5

79• 586)、⑤で 3点 (596、597、601)の8点に擦痕が認められる。②は表。裏面に、③は裏

面だけに、④は表・裏面に、⑤は601が裏面だけで他は表・裏面に残る。

混入物はチャート・石英の砂粒を多量混入するが、粗粒・細粒のものがみられる。①のもの

は粗粒で、②は半々、③は粗粒が 2点、細粒が 5点、④は粗粒が 3点、細粒が12点、⑤は粗粒

が3点、細粒が8点である。細粒のものが多い。

器色は暗褐色を呈すものが基調で、赤褐色、黄褐色のものが若干見受けられる。

底径は①のものは約 7CJ/!、②は4.5~7.5Cll!のものがあり、 7Cl/! 台のものが半数を占める。③

は約5.5~7 CJ/! とそれほど幅はみられず、 6Cl/! 前後のものが多い。④は約4.4~8.BCJ几と比較的幅

がみられるが、 5C1几.6 C1几台のものが多い。⑤も約4.8~7.8と幅がみられるが、 6CJn• 7CJn台

のものが多い。

これらの資料がいずれの型式につくか不明だが、図92の396に示した底部まで接合出来る嘉

徳 I式の資料は⑤に属す。

不明土器

ここで扱うものは器面調整 8 胎土・混入物などの特徴が第 1• 第 2群に属さないもので、図

109に示した。 604~606は同一個体かと思われ、按司墓（伊波仲門門中墓）と同様な時期のも

のかと推察される。

603はいわゆる乳房状尖底の資料である。形態的には第 1群の範疇に入るかと考えられるが、

胎土が精選され泥質で、混入物はほとんど見受けられず、表。裏ともナデ調整が徹底し、表面

が赤褐色、裏面が黒褐色を呈すという今回得られた第 1群とは異なる特微を有すためここで扱っ

た。 21地区ハ第v層の出土。

604~606をみると、口縁部は得られてないが、器形は底の比較的安定した甕形が想定される。

606の底部は推算15c肌。表面は丁寧なヘラナデにより滑らかに仕上げ、裏面も調整は良い。泥

質な胎土で赤色粒や石灰質の砂粒が散見される。 21地区イ（按司墓東側）の出土である。

註 1 高宮廣衛。玉城安明。照屋孝。仲村ゆりか。山内盛尚「沖永良部島神野貝塚発掘調鉦概報」 『沖国

大考古』第8号 1985年

註2 河口貞徳「奄美における土器編年について」

註 3 高岩廣衛・下地傑•安里和美。大城広江「沖永良部島神野貝塚発掘調査概報（その 1) 」 「沖国大

考古」第7号 1985年

註4 長野真一「ケジ第 I• 皿遺跡」鹿児島県教育委員会 1986年
註 5 安里嗣淳他「具志川島遺跡群第4次発掘調蒼報告書」伊是名村文化財調．査報告書第6集1981年
註6 当間嗣ー・上原静「仲泊式土器」『沖縄考古学会発表要旨』 1981年
註 7 国分直ー『南島先史時代の研究』慶友社 1972年
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第 2節石器

今回の調査により得られた石器は破片も含めて総数173点あり、うち器種の判別可能なもの

は石斧・ノミ状工具・敲打器類・すり石・石皿・砥石・器台状石器・チャート製石器の 8種類

である。

本貝塚は第 2章でも述べているとおり、沖縄本島の中央部（石川市）の太平洋に面した箇所

に占地し、丘陵部に生活址、崖下に貝塚を形成する典型的な遺跡である。遺跡地一帯の基盤は

名護層に属する結晶片岩からなり、その上部を琉球石灰岩が覆い、さらにその風化土から成り

たっている。今回得られた石器の材質も一部を除いて遺跡地一帯で簡単に採取できるものでは

なく、本島北部あたりから持ち込まれたものが多い。 14種類みられ、器種との相関関係は下表

に示したとおりである。
表23 器種と石質の相関

石 ノ 敲 す 石 砥 器 チ

ミ 台
ヤ

打 I 

石質別には砂岩及び砂岩系統が最も多く、

次いで緑色片岩、玲岩等がわりと多い。器種

別にみると、石斧では緑色片岩が圧倒的で、

石材の特質を経験的に知っており、うまく活

用していたことがうかがえる。石材としても

見受けられない玄武岩製のものがあり、製品

として他所から持ち込まれた可能性がある。

敲打器類は砂岩が最も多く、次いで緑色片岩

紛岩となっており、石器全体と同一の傾向を

示す。すり石・石皿・砥石とも砂岩及びその

系統の石材がよく用いられている。チャート

製の石器はケジ I遺跡でも出土しているよう

な剥片石器がみられ、石核も比較的多く得ら

れている。

＼ 石~種＼
状 り 状

>
計

工 器
石

斧 具 類 石 皿 石 器

堆
琉球石灰岩 2 1 3 

石灰質砂岩 1 1 

積
細粒砂岩 1 2 1 4 

砂 右山 1 71 8 7 87 

片状砂岩 3 1 4 
右...., 

チャート 2 2 

変 千枚岩 3 3 

成 緑色片岩 34 2 11 47 

岩
頁 岩 1 1 2 

紛 岩 8 1 2 11 
火

石英斑岩 2 1 3 

山 安山岩 2 2 

岩
玄武岩 1 1 

閃緑岩 3 3 

計 40 2 105 10 4 ， 1 2 173 

1 . 石斧

破片も含めて40点得られた。それらを石斧の一生、すなわち製作途上から使用、破損、再製

転用、廃棄等により下記の 9類に分類した。なお、石斧個々については観察一覧に示したとお

りである。

I類一打割による工程がみられるもので製作途上品。

n類一ほぼ完成された状態を留めているもの。

lil類一刃部の一部が使用により剥離し、その後再製しているもの。
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IV類ー使用の際の打撃により基部上端を欠失しているもの。

V類ー使用の際の衝撃により刃部の一部が剥離しているもの。

VI類ー使用の際の折損により刃部を欠失しているもの。

皿類ー強い衝撃により剥離した刃部片。

Vlll類ー大きな打撃により基端及び刃部が欠失したもの。

IX類一刃部等が破損した後、たたき石に転用したもの。

表24 類別と出土地区の相関

地/区類 I II ill IV V VI Vil 

崖g
地 1 2 4 5 4 

上巴

崖分

喜 3 2 4 2 2 1 2 

計 4 4 8 2 2 6 6 

Vlll IX 計

16 

3 5 24 

3 5 40 

これら類別と出土区の関係を表24に示した。それからすると、 40点出土したうちの60%に相

当する24点が崖下から得られており、使用された後に廃棄されたことがうかがえる。 I類は製

作途上のものであるにも関わらず崖下から得られたものが多く、解せない点がある。 VI類は崖

上から得られたものが多いが、表採資料もあり、時期的に符号しないのもあると思われる。

それら石斧を形態的にみると、小型のバチ形をなすものや扁平で定角式になっているもの、

大型の蛤刃をなすものなどバリエーションに富むと同時にバラつきがみられ、本貝塚の特徽的

な石斧のパターンがみられない。そのことは数量的に少ないという点もあげられるが、完全な

形で残っている資料もほとんどないこともあげられる。また、前記したように多くは崖下（貝

塚部）からの出土であり、時期的な位置関係は判然としない。

2. ノミ状工具

図116の41と42に示した 2点である。前者は棒状の礫を用いており、表面は丸味を帯び、裏

面は平坦に研磨されている。刃部は両面から砥ぎ出されているが、裏面側からの砥ぎ出しが強

＜片刃状を呈する。刃先はかなり潰れている。基端も一部に敲打痕を有するものの、表裏側に

大きくはじけている。現存長13cm、幅2.8cm、厚さ 1.8cm、重さ133gで、 21地区ハ（貝塚部） c-
96グリッド、第VlI層の出土である。石質は緑色片岩。

後者は棒状の自然礫を用いており、表面と両側辺は自然面を呈す。刃部のみ研磨している。

裏面は大きく剥離しているが、その後に刃部のみを若干研磨して再利用していることがうかが

える。現存長8.9cm、幅2.3cm、厚さ 1.3cm、重さ40gで、 22地区イ（崖上）第 2号遺構内覆土か

らの出土である。石質は緑色片岩。
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--1 

応長重ささ（,四,）： , 挿図番号 出土地区
石質 分類 観 察 事 項

図版番号 出土層位

,~ 

表裏面とも割面になっている。周縁部は粗い打
6.6 

21ーハ 割を施した後にトリミング調整を行なっている。

110-1 4.4 
E-93 片状砂岩 I 石斧の製作過程の一端がうかがえる好資料である。

128 - 1 1. 7 
lV 大きさから推して小型の磨製石斧になるものと考

72 
えられる。

・・

11.4 裏面の一部に自然面が残っているのみで、他は
21ーハ

110--2 4.7 粗い打割を施している。抵部のほぼ中央の両側辺
F・-94 緑色片岩 I 

128-2 2.6 に挟りがみられるが、付柄を意図したものと考え
皿

190 られる。

．． 

10.2 
21ーハ 風化が著しく判然としないが、周縁部は両側か

110--3 3.7 
A--95 緑色片岩 I らの打ち欠きによって形を整えている。わりと細

128 -3 2.3 
Vl a 身の石斧である。

102 
. . -

10.4 表裏面とも自然面である。周縁部は両側からの
22ーロ

110-4 5.7 打割調整を施し、刃部は特に入念である。形態か
< -107 緑色片岩 I 

128-4 3.2 らバチ形になる比較的大型の石斧になると考えら
II 

228 れる。

小型の両刃磨製石斧である。河原礫をそのまま

5.3 用いており抵端及び左側辺の刃部が裏面側に大き
21ーハ

110--5 4.0 くはじけている。刃部の平面観は弧状を呈し、正
いー94 緑色片岩 II 

128--5 1.8 鴫 l填線になっている。刃先は若干潰れており、
IV 

(55) 使用線条痕は観察できないが、大きさから工作具

であることがうかがえる。

'-

(8.2) 中型の両刃磨製石斧である。裏面に比して表面
22ーロ

110-6 5.7 の研磨は徹底していない。両側辺は両側から打割
1号遺構 緑色片岩 II 

128 --6 2.7 を施している。基端は一部剥離し、刃部は若干潰
II 

(192) れ、使用線条痕は判然としない。

※（ ）内の数値は現存資料の最大値を示す。
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表25-2 石斧観察一覧(2)

長さ (c:m)

挿図番号 出土地区 法 幅 (cm)
石質 分類 観 察 事 項

図版番号 出土層位 量 厚さ (cm)

重さ(',})

比較的大型の扁平磨製石斧である。板状の礫を
(10.8) 

21ーハ 用いており両側辺は打割調整を施したあとに磨い
111-7 6.5 

D-94 片状砂岩 I[ ている。刃部は片刃になっており、表面側に大き
129-7 2.2 

Vil くはじけていることより横斧として使用されたも
(235) 

のであることがうかがえる。

I 

風化が著しく判然としないが、全面麿製の片刃
7.4 

22ーロ 石斧であることがうかがえる。板状の礫を用いて
111--8 4.6 

かー 108 緑色片岩 II おり、わりと扁平である。刃部が表面側に大きく
129-8 1.1 

頂 はじけていることから横斧として使用されている
62 

ことがわかる。

自然の河原礫を用いており、両側辺は若干の打
10.4 

22ーイ 割調整を施している。研磨は比較的徹底し、刃部
111-9 5.6 

T-110 緑色片岩 llI は破損後も砥ぎ直して使われ、偏刃を呈している。
129 -・9 2.5 

I 刃面に斜位の使用線条痕がみられることより縦斧
214 

として使用されている。

自然の河原礫を用いている。表面は自然面で、
(8.0) 

刃部のみ磨いている。襄面は大きく剥離した後に
111-10 22ーロ 5.2 

緑色片岩 皿 刃面と基部の一部を研磨している。刃先は表面側
129 10 4号遺構 (2.3) 

にはじけとんでおり形状は判然としない。右側辺
(158) 

に緊縛のためのノッチがみられる。

(7.8) 表面は自然面、裏面は割面になっている。刃面
21ーハ

111 11 5.6 と裏面の基部の一部に研磨を加えている。刃先は
A-94 玄武岩 ]JI 

129 -11 (1.8) 大きく潰れ、形状は判然としないが、片刃状を呈
IV 

(114) することより横斧として用いられたようである。

， 
~ 

表面は自然面、裏面は割面になっている。右側

(8.4) 辺は打割により調整し、左側辺は自然のままであ
21 ハ

111-12 (4.9) る。表面の刃部と裏面の刃部及び基部の一部に研
C-93• 94 緑色片岩 m 

129-12 (1.5) 磨を施している。刃先は弧状をなすが、表面側に
畦

(104) 著しい使用線条痕がみられることから横斧として

使用されたようである。
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・-3 

挿図番号出土地区 石質分類 観 察 事 項応長直ささ（,叩,）： , •• 
図版番号出士層位

•—·- --・・・--・・・------- . 一-- --・ ——·····~- --・ ―••一~で..一—.. -・--・--・ 

表面は自然面、裏面は割面を呈する。両面辺は
(8.7) 

21ーハ 打割調整を施している。基端は表面側に若干剥離
112 --13 (5-1) 

E-95 緑色片岩 m している。刃部は表裏面とも比較的丁寧に磨いて
130-13 (2.2) 

V いる。片刃をなすことより横斧として使用された
(140) 

ようである。

・- -~--- --—.. -• ・--・-"""-・・  —~--

(7.5) 表裏面とも割面である。両側緑は打割調整によ
22ーロ

112 -14 4.7 り施され、その後に研磨されているが、全面では
け-112 緑色片岩 lII 

130 .. 14 1.7 なく刃部と態部の一部のみである。刃部は大きく
皿

(91) はじけており、形状は判然としない。

表裏面とも割面であるが、身のバランスが悪い

(6.2) ことから再利用の可能性がある。刃部と表面の一
22ーロ

112-15 (4.5) 部は研崩が施されている。基端と両側辺は折損し
け-108 片状砂岩 M 

130・15 (1.0) ており、本来は大型の石斧であったことがうかが
IV 

(37) える。刃先は潰れており、使用線条痕はみられな

し＼゜

(7.0) 
21ーハ 表裏面とも自然面を呈する。左側辺と基端は折

112 -16 (3.5) 
C-93 頁 岩 皿 損しており刃のみを磨いているが、それほど入念

130-16 (1.7) 
北東 ではない。

(51) 

(10.3) 大型の蛤刃石斧である。熊部は打割調整を施し、
21~1' 

112・17 5.2 刃部のみ研磨している。悲端部は折損している。
い--94 砂岩 rv

130--17 3.6 刃先は潰れており、使用線条痕は判然としないが、
IV 

(298) 縦斧として使用されたようである。

--・ . ... ---・-← -- -・・・ ← -- ~---- ・-・・ 一ー•一—- ---・- .. --- -----・・ 

(7.5) 太型の蛤刃石斧である。両側辺には敲打による
21・・・・1、

112 -18 4.8 ノッチがみられ、付柄を意図したものである。態
う一92 緑色片岩 IV 

130-18 2.5 部上端は折損している。刃部は潰れており、右側
皿

(190) 辺の一部が表面側にはじけとんでいる。

- - -- ••••• -- 心, --- ., 一ゞ-・・ ._,_ふ心~-··········--·······ぷ＾

--220--



口

15 

13 

ロニ／／
 

17 

14 

16 

~- _,, -,._:r~\ 
9V~ 

• > 18 

。
Gill 

図112 石斧(3)

-221--



表25-4 石斧観察一覧(4)

長さ（皿）

挿図番号 出土地区 法 幅 (cm)
分類

図版番号 出土層位 厚さ（皿）
石質 観 察 事 項

量
重さ (f})

(7.4) 板状の素材を用いている。両側辺及び基端は打

21ーハ

113-19 3.7 割調整を施したのちに研磨している。わりと薄身

E-93 緑色片岩 V 

131-19 1.0 の石斧で、刃部は裏面側に大きく剥離しているこ

VII b 
(45) とから横斧として用いられたものと考えられる。

(6.1) 大きく剥離した破片を再利用したものである。

21ーハ

113-20 (3.6) 裏面は破損した後に研磨が施されている。刃部は

E-96 緑色片岩 V 

131 -20 (1.3) 表面側に大きくはじけており、横斧として利用さ

VI b 
(46) れていたことがうかがえる。

(6.8) 
22ーイ 風化が著しく判然としないが、自然の河原礫を

113 -21 4.2 
S -105 緑色片岩 VI 用いている。刃部は破損して状況は不明である。

131-21 2.0 
I 抵端に敲打痕がみられる。

(101) 

(4.8) 
22ーイ

113-22 (5.0) 両側辺は敲打により調整を施している。基部の

2号遺構 緑色片岩 VI 

131-22 (2.5) 中央付近で折損し、基端には敲打痕がみられる。

n 
(80) 

(5.1) 
22ーロ 基部上側で折損、研磨は施していない。基端に

113-23 (4.7) 
さー 107 緑色片岩 VI 敲打痕がみられ、両側辺は敲打により調整されて

131-23 (2.2) 
I いる。

(70) 

(4.7) 

21ーハ
表裏面とも割面を呈し、基端の一部に自然面が

113-24 (5.7) 

C-93 
緑色片岩 VI みられる。両側辺は打剥調整を施し、基部上側で

131 -24 
IV 

2.0 
折損している。

(60) 
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表25-5 石斧観察一覧(5)

長さ (cm)

挿図番号 出土地区 法 幅 (cm)
事石質 分類 観 察 項

図版番号 出土層位 量 厚さ (cm)

重さ (g)

(8.7) 
全面とも敲打によって形を整えている。研磨は

114-25 22ーロ (5.4) 
緑色片岩 VI みられない。刃部はかなり大きな衝撃により破損

132 -25 表採 3.2 
しており、基端も一部剥離している。

(230) 

←← 

(9.0) 
風化が著しく判然としないが、棒状の礫を用い

114-26 22ーロ 4.7 
緑色片岩 VI ている。刃部が大きく欠損しており形状は不明で

132-26 表採 3.4 
ある。

(210) 

(5.5) 
22ーロ 太型蛤刃石斧の刃部片、かなりの衝撃により破

114-27 (2.2) 
きー 110 緑色片岩 VII 損している。使用線条痕は判然としないが、形状

132-27 (3.0) 
IV より縦斧として使用されたようである。

(47) 

(5.2) 
21ーハ 入念な研磨が施されている。直刃になっている

114-28 5.8 
あー94 緑色片岩 Vil ことや刃先に直角の使用線条痕がみられることよ

132-28 (1.2) 
VI b り横斧として使用されていたようである。

(63) 

(4.3) 
22ーロ 板状の礫を用いている。幅に比して扁平である

114-29 6.3 
< -111 緑色片岩 VII が、偏刃になっていることより縦斧として利用さ

132 -29 1.0 
lll れたようである。使用線条痕は判然としない。

(43) 

(4.0) 
22ーロ 表面及び刃面とも比較的丁寧な研磨を施してい

114 30 (5.3) 
し¥・-108 緑色片岩 VII るが、表面の一部に敲打痕が残っている。使用線

132 "" 30 (0.8) 
IV 条痕は判然としない。

(24) 

__ , 

--224-



., 
＼ 

'ヘ
~~, 
.,,・'、¥

'・. 、~，、,,

，ゞ
, ,,, 

□ 

'- , 

:-"', 
', 

｀ 

．＇， 

'_ r'; 
， 

-,, ヽ；、~＇，
¥ 

,-
’~、,,-''-
''  '-

， 
、-

ヽ ｀ 、 , ' ¥ '

-'"'¥',' 
-', 

，ヽ、-, 
、止、

、‘、-,'、r

'1¥、--¥ 
ヽ

心 I

25 

’
1
,
'
 

9

.

l

 

/／
5
 

＼
 

.,9,

．,
．

1
,
i
.
{
 

,
1
 

了
1

、

r

i

,

 

ーー・汀．

9
、
9
:
l
9
/

/
/
|
上
ー
し
＼
＼
‘

ロ

J

— 

叶，ー〔＇ーロ

9,'
・

/

‘

,

．

,

'

 

9
.
u
:
o
:
〗
ぃ
~
叶
，

26 

ーロ 27 

I 

□□□> 28 

29 

日
口
じ

30 

゜
10cm 

図114 石斧(5)

・・・225、-、



表25-6 石斧観察一覧(6)

長さ (cm)

挿図番号 出土地区 法 幡（皿）
石質 分類 観 察 事 項

図版番号 出土層位 量 厚さ（皿）

重さ (g)

(5.5) 表裏面ともよく研磨されている。かなりの衝撃
22ーイ

115-31 5.2 により破損しており、全体の形状は判然としない。

3号遺構 緑色片岩 VlI 
133 -31 2.9 使用線条痕が斜位になっていることから縦斧とし

JI 
(70) て使用されたようである。

(4.9) 
21ーハ 表裏面とも比較的よく研磨されている。かなり

115 -32 (4.3) 
D-94 緑色片岩 Vll の衝撃により破損しており、全体の形状は判然と

133 -32 (1.0) 
VI b しない。

(30) 

(5.0) 
21ーハ かなり大きな衝撃により基端及び刃部が欠失し

115-33 (5.6) 
E-93 緑色片岩 VJ[ ている。現状から推すと、バチ形を呈する比較的

133 -33 (3.1) 
IV 大型の磨製石斧であったことがうかがえる。

(195) 

ー・

(3.5) 強い衝撃により基端及び刃部が欠失している。
21ーハ

115 -34 6.0 現状から推すとわりと扁平な磨製石斧であったこ
E-95 緑色片岩 Vfil 

133 -34 2.0 とがうかがえ、両側辺が磨かれており、定角になっ

VI b 
(80) ている。

~，」

(2.0) 
21ーハ 強い衝撃により抵端及び刃部が欠失している。

115・・・35 5.3 
C-93 緑色片岩 VJ[ 現状から推すと、わりと扁平な磨製石斧であった

133-35 1.9 
北東 ことがうかがえる。

(50) 

．．  

(9.2) 
右側辺は自然面、左側辺は打割により調整され

21--ノ‘ ている。表面に比して裏面は研磨が入念ではなく、
115--36 4.7 

E-95 緑色片岩 以 一部に調整痕が残っている。刃部は敲打により潰
133 -36 2.3 

VI b れているが、現状より両刃の石斧であったことが

(160) 
うかがえる。
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表25-7 石斧観察一覧(7)

長さ（皿）

挿図番号 出土地区 法 福 (cm)
石質 分類 観 察 事 項

図版番号 出土層位 量 厚さ (cm)

重さ (g)
~ ~ ~ ~ ~ ~ ・

(6.5) 表裏面とも研磨されている。両側辺にノッチが
21ーハ

116 -37 5.5 みられることから付柄を意図したものとうかがえ

あー94 緑色片岩 lX 
134 -37 1.8 る。基端は大きく破損しており、刃部も敲打によ

VI 
(114) り潰れている。

レ・

(7.2) 両側辺は敲打により調整されている。表裏面と
21ーハ

116-38 5.4 も研磨しているが徹底してない。基端と刃部は大
E-93 緑色片岩 lX 

134 -38 2.6 きく潰れており、ハンマーとして用いられたこと

IV 
(190) がうかがえる。

(5.8) 右側辺と刃部のみ残っている。基端と左側辺は
21ーハ

116 -39 (4.1) 大きく破損している。右側辺に若干のノッチがみ
E-95 緑色片岩 区

134 -39 1.6 られ、付柄を意図したものとうかがえる。破損後
V 

(70) にハンマーとして用いられている。

(6.4) 表裏面とも研膳が施され、石斧であったことが
21ーハ

116--40 (4.8) うかがえるが、本来の形は全くとどめてない。周
F-94 緑色片岩 IX 

134 40 1. 7 緑部が敲打により潰れていることから、破損後は
皿

(80) ハンマーとして利用されている。
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3. 敲打器類

今回の調査により得られた石器のなかでは出土量が最も多く、全体の61%(105点）を占め

ている。それらは自然の河原礫や板状の礫、さらには河原礫の破片を何ら加工を施さずに用い

ているという共通の要素を持ち合わしているが、形態的な面や使用部位等によって特徴的なパ

ターンがみられ、次の 3類に大別できる。出土地区と分類の相関関係は表26に示した。なお、

石器個々については観察一覧に示したとおりである。
表26 類別と出土地区の相関

A類ー表裏面に敲打による＜ぼみを有し、上下端は敲打によ

り潰れ、両側辺に対になる＜ぼみがみられるもの。

B類ー表裏面に敲打によるくぼみを有し、両側辺及び上下端

に敲打による潰れがみられるもの。

C類一左右側辺及び上下端に敲打による潰れがみられるもの
りヽ

や周縁部が潰れているもの。

表からみると、 A類は僅かながら崖上 (22地区）からの出土が多

,~~ 
崖＾

22 
地
区

上ヽ

崖＾
21 
地
区

下-

盃
計

A B C 

25 10 11 

24 16 17 

1 1 

49 27 29 

いが、 B•C類は崖下 (21地区）から多く得られている。ただ、いずれもそれほど差はない。

量的にはA類が最も多く (49点）、次いでC類 (29点）、 B類 (27点）となっている。これら

の石器はいわゆるハード・ハンマーと称される類で、石斧等の製作時に粗割りや敲打調整用に

使用されたことがうかがえるが、すべてのものがそれではない。特にA類は小型のものが多く、

左右側辺に対をなすくぽみを有するといったこれまでにほとんど出土例のない資料で、用途に

関しては今ひとつ判然としないが、貝・骨製品の製作具や粉食用としての道具であることが考

えられる。 B類としたものは各時期を通してよく見受けられる六面使用のたたき石で、なかに

は表裏に磨面を有するものもあり、すり石として兼用されていたことがうかがえる。 C類は前

二者とは異なり、形態が一定しておらず、棒状の礫や円礫、剥片などを用いたハンマーで、石

斧や貝。骨製品の製作具であったことが考えられる。

石質別には砂岩が圧倒的に多く、約68%を占めている。次いで緑色片岩（約11%)、玲岩

（約 7%)となっている。なかには沖縄本島でも産出地があまり知られてない閃緑岩製のもの

があり、島外から持ち込まれた公算が大きい資料もある。
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表27-1 敲打器観察一覧(1)

長さ（皿）

挿図番号 出土地区 法 幅（皿）
石質 分類 観 察 事 項

図版番号 出土層位 量 厚さ (cm)

重さ(")

7 .1 本標品の典型的な資料。卵形を呈した自然の河
21ーハ

117 -43 5.1 原礫を用いている。表裏面に比較的深いくぽみを

B-95 紛 岩 A 
135 --43 3.8 有し、両側辺に対になるかたちで浅いくぼみがみ

VI b 
205 られる。上下端には軽微な敲打痕を有する。

8.3 本標品も典型的な資料。自然の河原礫を用いて

22ーイ
117 -44 4.6 いる。表裏面に深いくぼみを有し、両側辺に対に

3号遣構 砂 岩 A 
135 -44 4.6 なる＜ぼみがみられる。上下端には軽微な敲打痕

II 
243 を有する。

7.9 本標品も典型的な資料。長方形をなす自然礫を

21ーハ
117 --45 4.5 用いている。表裏面にわりと深いくぼみを有し、

D-95 砂
右,, A 

135 -45 3.4 両側辺に対になるかたちでくぼみがみられる。上

VI b 
193 下端には軽微な敲打痕を有する。

I I 

8.4 自然の河原礫を用いている。表襄面に浅いくぼ

22ーイ
117-46 3.8 みがみられる。両側辺には各二面のくぼみがあり、

3号遺構 緑色片岩 A 
135 -46 3.6 ねじったような感じになっている。上下端には軽

II 
190 微な敲打痕を有する。

(8.8) 自然礫を利用している。表裏面に浅いくぼみを
22ーロ

117-47 4.3 有する。両側辺には各二面のくぼみがあり、ねじ

6号遺構 千枚岩 A 
135 -47 3.6 れた形状をなす。上下端に敲打痕がみられ、下端

V 
(182) は大きく破損している。

I -・ 

7.0 
21・-/ヽ 自然の河原礫を用いている。表裏面に浅いくぼ

117 -48 3.8 
E-94 砂 岩 A みを有し、両側辺に対になる＜ぽみがみられる。

135 --48 3.2 
VI b 上下端には軽微な敲打痕を有する。

118 

※（ ）内の数値は現存資料の最大値を示す。
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表27-2 敲打器観察一覧(2)

長さ（皿）

挿図番号 出土地区 法 幅 (cm)
石質 分類 観 察 事 項

図版番号 出土層位 量 厚さ（皿） ． 
重さ (9)

8.4 
自然礫を用いている。表裏面に比較的深いくぼ

118-49 4.2 
21ーハ 醐石灰岩 A みを有する。両側辺に対をなすくぼみがみられる。

136 -49 3.5 
上下端に軽微な敲打痕を有する。

153 

8.1 わりと扁平な自然礫を用いている。表裏面に比

21 ハ

118 -50 5.0 較的深いくぼみがみられる。両側辺に対をなす各

C-94 砂 右トロ A 
136 -50 3.8 二面のくぼみを有する。上下端に軽微な敲打痕が

VI b 
210 みられる。

， 

5.5 小型の円礫を用いている。表裏面にわりと浅い

22ーイ
118 -51 4.3 くぼみがみられる。両側辺には対をなす各二面の

3号遺構 砂 岩 A 
136 -51 3.3 くぼみを有する。上下端に敲打痕を有し、小型の

II 
115 ハンマーとして利用されている。

＇ 

6.9 
21ーハ わりと扁平な礫を用いている。表裏面に浅いく

118-52 5.6 
E-93 琉球石灰岩 A ぽみを有する。両側辺に対になる各二面のくぼみ

136 52 3.1 
Vll b がみられる。上下端に若干の敲打痕を有する。

172 

6.1 扁平な礫を用いている。表裏面とも浅いくぽみ

22ーイ
118-53 4.5 を有する。両側辺は対になる各二面のくぽみがみ

R -109 石灰質砂岩 A 
136-53 2.4 られ、深いノッチ状を呈する。上下端は敲打によ

n 
93 り潰れている。

- -

8.9 半裁された礫を用いている。表裏面に敲打によ

21ーハ

118 -54 3.6 るくぼみを有する。左側辺には三面のくぼみがみ

う一92 砂 岩 A 
136 -54 3.2 られ、ノッチ状を呈する。・上下端も使用されてお

Vil 
210 り、若干潰れている。
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表27-3 敲打観察一覧(3)

長さ（⑳）

挿図番号 出土地区 法 幅（皿）
石質 分類 観 察 事 項

図版番号 出土層位 量 厚さ（皿）

璽さ (f})

(5.8) 表裏面にわりと深いくぼみを有する。両側辺は

22ーイ

119 -55 5.0 対になる各二面のくぽみがみられ、ノッチ状を呈

3号遺構 砂 右山 A 
137--55 4.1 する。上端の一部に敲打による潰れがある。下部

II 
(134) 半分は欠失している。

-— I — '-

(5.8) 表裏面に対になる各ニケ所に比較的浅いくぼみ

21ーハ

119 -56 4.5 がみられる。両側辺にも敲打による対のくぼみを

E-93 扮 岩 A 
137 -56 2.9 有する。上端の一部は敲打により潰れている。下

Vil b 
(104) 部半分は欠失している。

ヽ..

5.5 わりと扁平な礫を用いている。表裏面に比較的

22ーロ

119 --57 5.3 深いくぽみを有する。両側辺及び下端部に対にな

d 石英斑岩 A 
137 -57 2.9 る＜ぼみがみられる。上端は敲打により潰れてい

V 
112 る。

・-

6.0 
21ーハ 自然礫をそのまま用いている。表裏面に若干の

119 -58 5.1 
きー92 砂 右'」」 A 敲打痕を有する。左側辺部に対のくぼみがみられ

137 -58 3.6 
VI b る。上下端は敲打により潰れている。

134 

(4.6) 自然礫をそのまま用いている。表裏面に比較的

22ーロ

119 -59 3.8 浅いくぼみを有する。右側辺に敲打による一対の

こー 109 石英斑岩 A 
137 -59 2.5 くぼみがみられる。上端部は若干潰れている。下

ill 
(59) 半分は欠失している。

6.5 
22ーロ わりと扁平な礫を用いている。表裏面に比較的

119 --60 5.5 
C 紛 岩 A 浅いくぼみを有する。両側辺と下端部に敲打によ

137 -60 2.9 
V る＜ぼみがみられる。

110 
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表27-4 敲打器観察一覧(4)

長さ（四）

挿図番号 出土地区 法 幅 (cm)
観 事石質 分類 察 項

図版番号 出土層位 量 厚さ (cm)

重さり）

板状の略三角形を呈する礫を用いている。表裏

7.3 
22ーイ 面に浅いくぼみを有する。左側辺に 3カ所、右側

120-61 4.6 
N -109 砂 右トロ A 辺には 2カ所に敲打によるくぼみがみられる。上

138-61 2.6 
I 下端に軽微な敲打を有し、上端の一部が剥離して

127 
いる。

(7 .1) 柱状の礫を用いている。表面に浅いくぽみを有

21ーハ

120-62 4.2 する。表面の左右両側辺と裏面の右側辺に敲打に

E-93 砂 岩 A 
138-62 3.8 よるくぼみがみられる。上下端は著しい打撃によ

VJ[ a 
(172) り破損している。

6.4 
21ーハ 板状の礫を用いている。両側辺と下端部に敲打

120-63 5.1 
E-93 砂 右μ., A による＜ぼみがみられる。上端部には軽微な敲打

138-63 2.2 
VII 痕を有する。

98 

9.2 
22ーロ 半裁された礫を用いている。表面にわりと深い

120-64 5.7 
さー 111 砂 岩 A くぼみを有し、両側面には敲打による＜ぼみがみ

138-64 3.8 
DI られる。上下端は敲打により潰れている。

230 

(8.2) 板状の礫を利用している。表裏面にくぽみを有

21ーハ

120-65 5.1 する。両側辺も敲打によりかなり潰れ、ノッチ状

B-94 千枚岩 A 
138-65 2.3 を呈する。上下端は欠損しているが使用によるも

VI a 
(130) のと考えられる。

9.6 
22ーロ 板状の細長い礫を用いている。両側辺には対に

120-66 3.3 
けー 110 砂 岩 A なるかたちで各2ケ所のくぼみがみられる。上下

138-66 2.0 
IV 端に軽微な敲打痕を有する。

89 
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--5 敲打器観察一覧(5)

- -心心ニ ー • -

長さ (cm)

挿図番号出土地区法幅 (c狙） 石質分類 観 察 事 項

図版番号出土層位量厚さ (CT11)

重さ (g)
----・ —-—- - - -

(8.2) 板状の礫を用いている。表裏面に比較的浅いく
21・ーハ

121--67 3.7 ぼみを有する。両側辺にも敲打による＜ぼみがみ
あー95 砂 岩 A

139--67 2.7 られる。上下端とも破損が著しい打撃によるもの
VI b 

(84) と考えられる。

-—• - - ••• ~"—-·--
7.9 

21ーハ 半裁された礫を用いている。表面にわりと浅い
121 68 5. 7 

F--94 紛 岩 A くぼみを有する。左右側辺部に敲打による＜ぼみ
139--68 3.5 

VI b がみられる。上端部は敲打により若干潰れている。
230 

-•I -・- . - .......... -- -~.. 

9.0 
22ーイ 河原礫を用いている。表裏面に比較的浅いくぼ

121 --69 6.5 
3号遺構 砂 岩 A みを有する。両側辺は敲打により各 2カ所にくぽ

139-69 3.7 
ill みがみられる。上下端とも敲打により潰れている。

284 

—- •••• m• 一-ヽ ....ヽ ····-··--心~·······. -・・

（ ） 
自然の河原礫を用いている。表裏面に浅いくぽ

8.7 

みを有する。左側辺部は上端及び下端側からの打
121 -70 22ーロ 5.3 

砂 岩 A 撃により剥離している。右側辺は敲オ1により潰れ、
139 -・ 70 畦 4.8

裏面の右側辺も同様に潰れている。上下端は打撃

(280) により破損している。

―--- ----—•己--――•一:......-→ --•• • ·~ —•一-·· 一

(6.9) 自然の礫を用いている。表裏面にわりと浅いく
21ーハ

121--71 5.3 ぼみを有する。両側辺は敲打により対になる＜ぼ
F-93 《印岩 A

139-71 3.0 みがみられ、ノッチ状を呈する。下端部は折損し
Vll b 

(130) ている。

--•--·-- I -…-・-・  一•••一-

8.1 自然礫をそのまま用いている。表裏面に目立た
21・・・Iヽ

121 -72 6.8 ない程度のくぼみを有する。両側辺に対になる＜
F--93 安山岩 A

139-72 4.4 ぼみがみられ、若干ノッチ状を呈する。下端部は
IV 

265 敲打により潰れている。

- ― - ・ ・ ・ ・ ・ - . , .. ........ ヽ 今-エ- -
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表27-6 敲打器観察一覧(6)

長さ（四）

挿図番号 出土地区 法 幅（皿）
石質 分類 観 察 事 項

図版番号 出土層位 量 厚さ（皿）

重さ (ff)

8.6 
自然礫をそのまま用いている。表裏面に比較的

122 -73 22ーロ 6.9 
砂 岩 A 浅いくぼみを有する。左右の側辺には対になる＜

140 -73 IV 4.4 
ぼみがみられる。

263 

5.7 剥片を用いている。裏面に目立たない程度のく
21ーハ

122-74 4.5 ぼみを有する。左右両側辺には敲打による浅いく
F-94 閃緑岩 A 

140-74 3.3 ぼみがみられる。下端は挟りを有するほど潰れて
VI a 

145 いる。

6.7 
21ーハ 剥片を用いている。わりと薄く、表面にくぼみ

122 -75 6.8 
F-95 砂 右山 A を有する。左右両側辺と上下端には敲打により、

140 -75 2.3 
V 対になる各 2面のくぽみがみられる。

210 

.. 

9.3 
扁平な自然礫を用いている。表裏面に目立たな

22ーハ い程度のくぼみを有する。左右側辺には敲打によ
122 -76 6.7 

あー95 砂 岩 A り対になるくぼみがみられ、若干のノッチ状を呈
140-76 2.8 

IV する。上下端に軽微な敲打痕がみられ、上端は一

(227) 
部裏面側に剥離している。

8.2 破損した礫を用いている。表面に目立たない程
21ーハ

122 77 5.3 度のくぼみを有する。右側辺は敲打により潰れ、
E-95 砂 右しユ』 A 

140-77 4.0 2面のくぼみがみられる。上端部も軽微な敲打に
VI b 

225 より潰れている。

11.5 
21ーハ 自然の河原礫を用いている。表裏面に浅いくぼ

122-78 5.5 
E-94 砂 岩 A みを有する。左右側辺は敲打により各 2面のくぼ

140-78 3.7 
VI b みがみられる。上下端は敲打により潰れている。

314 
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表27-7 敲打器観察一覧(7)

長さ（四）

挿図番号 出土地区 法 幅 (cm)
石質 分類 観 察 事 項

図版番号 出土層位 量 厚さ (cm)

重さ (g)

9.8 
自然の河原礫を用いている。表裏面に比較的深

123 -79 22ーロ (5.0) 
砂 右,...., A いくぼみを有する。左側辺及び上下端に敲打痕が

141 -79 IV 3.7 
みられる。上端と右側辺は大きく欠失している。

(200) 

8.3 自然の河原礫を用いている。表裏面にわりと深
22ーロ

123-80 5.8 いくぼみを有する。左右側辺に対をなすくぼみが
こー 109 粉 岩 A 

141-80 4.4 みられる。上端は打撃により欠失し、下端は敲打
IV 

275 により潰れている。

． 

(8.2) 自然の河原礫を用いている。表裏面にわりと浅
21ーハ

123 -81 6.4 いくぼみを有する。左右の側辺には敲打により対
う一92 砂 岩 A 

141 -81 3.6 になるくぼみがみられる。上下端は強い打撃によ
VI 

(300) り著しく潰れている。

8.2 自然礫を用いている。表裏面に比較的浅いくぽ
22ーイ

123 -82 5.9 みを有する。左右側辺には敲打により対になる＜
3号遺構 砂 岩 A 

141-82 3.3 ぼみがみられる。上下端は打撃により破損してい
II 

182 る。

(8.7) 自然の河原礫を用いている。表裏面にわりと浅

123 -83 22ーロ 6.1 いくぼみを有する。左右側辺も敲打により潰れて
砂 岩 A 

141 -83 1号 4.9 いる。上端も使用されており、敲打痕がみられる。

(310) 下半分は折損している。

(10.0) 自然礫を用いている。表面に浅いくぼみを有す
21ーハ

123 -84 9.6 る。左側辺に 1カ所、右側辺に 2カ所敲打による
C-93 閃緑岩 A 

141 84 5.0 挟りがみられる。上端に軽微な敲打による潰れが
VI a 

(472) 観察できる。下端は折損している。

---一--I -一—--···-·····-----
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表27-8 敲打器観察一覧(8)

長さ (cm)

挿図番号 出土地区 法 幅 (cm)
石質 分類 観 察 事 項

図版番号 出土層位 量 厚さ (cm)

重さ ('ii)

9.5 自然の河原礫を用いている。表裏面にわりと浅
22ーイ

124-85 7.6 いくぼみを有する。左右側辺に対になるくぼみが
3号遺講 砂 右,u A 

142 -85 3.6 みられる。上下端に敲打による潰れがみられ、下
II 

(374) 端部は裏面側に剥離している。

8.2 自然の河原礫を用いている。かなり破損してい
21ーハ

124-86 (3.0) るので判然としないが表面が僅かにくぼんでいる。
D-96 砂 右し口 A 

142-86 (1. 7) 左側辺に対をなすくぼみがみられ、上下端とも敲
VII b 

(56) 打による潰れがみられることから本類に含めた。

9.6 
21ーハ 河原礫の破片を利用している。表面にわりと浅

124 87 4.7 
D-94 緑色片岩 A いくぼみを有する。左右両側辺に対になる＜ぼみ

142-87 3.5 
VI b がみられる。上下端は敲打により潰れている。

255 

＇ 

7.6 自然の河原礫を用いている。表面の右側にわり
22ーロ

124-88 5.5 と深いくぽみを有する。左側辺に対になる＜ぼみ
< -111 砂 右.... 』 A 

142 -88 (2.5) がみられる。上下端に若干の敲打痕があり、裏面
IV 

(130) は大きく剥離している。

9.6 表面は自然面、裏面は割面を呈する。表裏面の
22ーイ

124 -89 6.4 中央部に比較的浅いくぼみを有する。左右側辺に
3号遺構 砂 右山 A 

142-89 3.0 は敲打により対になる＜ぼみがみられる。上下端
ill 

297 は敲打により潰れている。

5.7 
22ーイ 小型の自然礫を用いている。表裏面にわりと浅

124-90 5.0 
3号遺構 緑色片岩 A いくぼみを有する。左右側辺に対をなすくぼみが

142 -90 2.9 
II みられる。上下端は敲打により若干潰れている。

154 

11.1 
板状の礫を用いている。表裏面に比較的浅いく

124 -91 21ーイ 9.5 
砂 岩 A ぼみを有する。左右側辺に対をなすくぼみがみら

142 -91 II 2.8 
れる。上端にも同様な対をなすくぼみを有する。

475 
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表27--9 敲打器観察一覧(9)

~ 

長さ（皿）

挿図番号 出土地区 法 福 (cm)
石質 分類 観 察 事 項

図版番号 出土層位 量 厚さ (Clll)

菫さ (g)

7,4 
自然礫を用いている。表裏面に斜めのわりと深

125 -92 22ーロ 6.2 
紛 岩 B いくぼみを有する。左右側辺に洩いくぼみがみら

143 -92 4号遺構 4.0 
れ、上下端は敲打により潰れている。

180 

7.5 
21ーハ 自然の河原礫を用いている。表裏面に比較的浅

125 -93 6.2 
う一92 砂 岩 B いくぼみを有する。周縁部は敲打により潰れてい

143 -93 4.6 
VI る。上端は一部破損している。

(298) 

- -

9.1 わりと扁平な河原礫を用いている。表裏面に浅

22ーイ

125 -94 6.0 いくぼみを有する。左右側辺及び下端部は敲打に

3号遺構 砂 岩 B 

143 --94 2.4 より潰れ、若干のノッチ状を呈する。上端は打撃

II 
(142) により裏面側に剥離している。

7.6 
21ーハ 円形で扁平な河原礫を用いている。表裏面に浅

125 -95 7.0 
E-94 砂 右山 B いくぼみを有する。周縁部はフルに活用され、敲

143 -95 2.5 
VI b 打による潰れが著しい。

187 

8.3 
21ーハ 剥片を使用している。表面に浅いくぼみを有す

125 -96 6.9 
I -71 砂 石9丑 B る。周縁部はフルに利用され、敲打により潰れて

143 -96 2.9 
I いる。

180 

(6.3) 
21-, ヽ わりと扁平な礫を用いている。表裏面に比較的

125 .... 97 5.3 
F-93 細粒砂岩 B 深いくぼみを有し、左右側辺は敲打により潰れて

143 -97 2.5 
VII b いる。下半分は折損している。

(130) 
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表27-10 敲打器観察一覧(10)

長さ (cm)

挿図番号 出土地区 法 幡 (cm)
石質 分類 観 察 事 項

図版番号 出土層位 量 厚さ (cm)

重さ ('J)

11.2 円形の河原礫を用いている。表裏面にわりと浅

22ーイ

126-98 10.4 いくぼみを有し、周縁部は敲打により潰れている。

3号遺構 砂 岩 B 

144-98 5.0 表裏に磨面がみられ、すり石としても兼用されて

II 
900 いる。

13.5 わりと大型の河原礫を用いている。表裏面に浅

21ーハ

126・-99 6.0 いくぼみを有し、左右側辺及び上下端は敲打によ

C-93 砂 右μ., B 
144-99 5.5 り潰れている。表裏に磨面がみられ、すり石とし

VlI b 

1350 て兼用している。

14.6 
21ーハ 比較的大型の河原礫を用いている。表裏面にわ

126-100 11. 9 
A-94 砂 庄石 B りと浅いくぼみを有する。左右側辺と上下端に軽

144--100 8.1 
VI b 微な敲打痕がみられる。

2200 

(11. 6) 楕円形の河原礫を用いている。表面に浅いくぼ

126 -101 7.8 みを有し、左右側辺と下端部に敲打による潰れが

不明 砂 岩 B 
144 -101 5.0 みられる。上端は欠失している。表裏の一部に磨

(750) 面を有し、すり石として兼用されている。

(10.0) 楕円形の河原礫を用い、表裏面に浅いくぼみを

21ーハ

126-102 8.8 有する。右側辺に 2カ所のくぼみがみられ、他は

C-94 砂 右山 B 
144-102 5.8 敲打により潰れている。上端に軽微な打痕があり、

VJ! 
(790) 下端は強い打撃により折損している。

10.7 楕円形の河原礫を用いている。表裏面に比較的

126-103 22ーロ 7.8 深いくぼみを有し、左右側辺及び下端は敲打によ

砂 右"-' B 
144-103 3号遺構 4.5 り潰れている。上端は強い打撃により裏面側に剥

(520) 離している。
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-11 敲打器観察一覧(11)
-ヽ・・・・・・・・-・・・・・-・・・・・・・・・-・・・・・・ 心・―・-・・ ユ........ 一 ふ....., ・・・・・・・・- - て,.―, ...... , .... . 

長さ (an)

挿図番号出士地区法幅 (cm) 石質分類 観 察 事 項

図版番 号 出 土 層 位量厚さ (cm)

璽さ (g)
--口冒 ~. - - - ••• 

7.8 ほぼ円形の河原礫を用いている。表裏面に浅い

21ーハ

127--104 (5.1) くばみを有する。右側辺及び上下端に敲打による

う一92 砂 岩 B
145--104 2.7 浪れがみられ、左側辺は欠失している。表裏に磨

VI 

(490) 面を有し、すり石として兼用している。

• . 一-・---·~-

(10.0) 

22ーロ 板状の礫を用いている。表面はわりと深く、裏

127--105 8.5 
< --112 砂 岩 B 面に浅いくぽみを有する。左右側辺に軽微な敲打

145 ---105 3.5 

lV 痕がみられる。上端は打撃により破損している。

(398) 

-—- ••• 

14.8 
わりと細長い河原礫を用いている。表面は比較

127 -106 22ーイ 6.4 
安山岩 B 的深く、裏面に浅いくぼみを有する。左右側辺と

145 -106 II 4.!5 

上下端に使用による敲打痕がみられる。

480 

9.8 

21ーノ、 半裁した河原礫を用いている。表面と左側辺に

127--107 5.2 
E-94 砂 岩 B 浅いくぼみを有する。右側辺及び上下端に軽微な

145 --107 6.1 

VI b 敲打痕がみられる。

412 

13.8 
21ーノ、 わりと大型の河原礫を用いている。表面はわり

127・-108 8.9 
E-94 砂 岩 B と深く、裏面に浅いくぼみを有する。左右側辺に

145-108 6.4 

Vll は敲打による軽微な潰れがみられる。

1300 

-ふ-
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表27-12 敲打器観察一覧(j'l)

長さ (cm)

挿図番号 出土地区 法 幅 (cm)
観 察 事 項石質 分類

図版番号 出土層位 量 厚さ（⑳）

重さ（い

10.0 円形の河原礫を用いている。表面にわりと浅い

22ーロ

128-109 8.4 くぼみを有し、左右側辺には敲打による潰れがみ

けー 109 砂 右山 B 
146--109 (3.4) られる。裏面は強い衝撃により半裁しているが、

皿

(340) 形状より本類に含めた。

7.7 
小型の河原礫を用いている。表裏面に比較的浅

128-110 7.0 

22ーイ 砂 右,-L』 B いくぼみを有し、周緑部は敲打による潰れが著し

146-110 3.3 
い。上下端は強い打撃により剥離している。

(280) 

~. 

(8.3) 河原礫の剥片を用いている。表裏面にわりと浅

21ーハ

128--111 9.3 いくぼみを有し、周縁部には敲打により潰れてい

あ--94 緑色片岩 B 
146-111 3.2 る。左側辺と下端部は強い打撃により剥離してい

VI 

(345) る。

(5.8) 河原礫を用いている。表裏面にわりと浅いくぼ

128-112 21ーハ (7.2) みを有し、右側辺には敲打による潰れがみられる。

砂 右μ., B 
146--112 E-93 5.1 強い衝撃により左側辺及び上下端が欠失し、全体

(340) の形状は判然としない。

＂． 

14.2 比較的大型の河原礫を用いている。表面に浅い

21ーハ

128-113 12.2 ＜ぽみを有し、右側辺と上端は敲打によりかなり

F-94 砂 岩 B 
146-113 9.7 潰れている。下端は強い打撃を受けて裏面側に大

VI b 

(2300) きく剥離している。
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表27-13 敲打器観察一覧(13)

長さ（皿）

挿図番号 出土地区 法 幅 (cm)
分類 事石質 観 察 項

図版番号 出土層位 量 厚さ (cm)

重さ (g)

18.4 大型の河原礫を用いている。表裏面にわりと浅

21ーハ

129-114 12.5 いくぼみを有し、右側辺及び上下端は敲打により

えー92 閃緑岩 B 
147-114 9.7 かなり潰れている。表面の一部に磨面がみられ、

VI 

3900 すり石としても兼用している。

19.7 

21ーハ 比較的大型の河原礫を用いている。表裏面に微

129 -115 10.2 

E-94 砂 右LL> B 弱なくぼみを有し、左右側辺と上下端は敲打によ

147-115 5.6 
VI b り潰れている。

1750 

(21. 5) 

22ーイ 大型の三角柱状を呈す礫を用いている。表面に

129 -116 13.6 

3号遺構 千枚岩 B わりと大きく深いくぼみを有する。左側辺は敲打

147-116 5.8 
洞内 により潰れ、上下端は折損している。

(2500) 

18.7 

21ーハ 大型の柱状を呈す礫を用いている。表裏面に浅

129-117 7.6 

E-93 砂 岩 B いくぼみを有し、左右側辺に敲打による潰れがみ

147--117 6.3 
VJ! られる。

1810 

(14.2) 

22ーイ 大型の河原礫を用いている。表裏面に微弱なく

129-118 12.4 

3号遺構 砂 岩 B ぼみを有し、左右側辺と下端部に敲打による潰れ

147-118 8.5 
II がみられる。上端は強い打撃により折損している。

(3200) 
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表27-14 敲打器観察一覧(14)

長さ (cm)

挿図番号 出土地区 法 幅 (cm)
分類 観 察 事 項石質

図版番号 出土層位 量 厚さ (cm)

重さ (g)

14.1 わりと大型の河原礫を用いている。表面に敲打

21ーハ

130-119 (7.8) による軽微なくぼみを有し、左側辺にも 2カ所に

D-94 砂 右山 C 
148-119 7.4 くぼみがみられる。上下端はかなり潰れ、裏面及

躙

(1030) び右側辺は強い打撃により破損している。

9.2 

22ーイ 厚味のある河原礫を用いている。左右側辺に若

130-120 7.3 

1号遺構 砂 岩 C 干の敲打痕を有する。上下端も敲打により潰れて

148-120 6.0 
JI いる。

580 

12.7 

21ーハ 楕円形をなすわりと大型の河原礫を用いている。

130-121 7.7 

D-95 紛 岩 C 表裏面に浅いくぼみを有し、左右側辺及び上下端

148-121 5.6 
VII は敲打による軽微な潰れがみられる。

780 

9.8 

21ーハ 河原礫の破片を用いている。表面は割面、裏面

130-122 7.5 

あー95 砂 岩 C は自然面を呈する。周縁部はフルに使用されてお

148-122 5.8 
VIb り、敲打により潰れている。

520 

9.1 

22ーロ 自然の河原礫を用いている。表面にわりと浅い

130-123 8.0 

4号遺構 砂 右Lロ C くぼみを有し、左右側辺は敲打により潰れている。

148-123 4.0 
II 上下端にも同様な敲打痕がみられる。

452 

-258・-



ノ』

仄___,--, ― 

(¥(,-'. 

I I 
¥J_ / 

120 

119 

c-:) 
122 

（＼ 
I'  

I'  
I I 
'I  

ー
）

(!\~ 

121 

C~) 
-,,¥ 

123 

゜
図130 敲打器(14)

-259-



表27-15 敲打器観察一覧(15)

長さ (cm)

挿図番号出土地区法福 (cm) 石質分類 観 察 事 項

図版番号出土層位量厚さ（皿）
重さ (g)

・-・・・・--- ••••• -・. ---・- --- -←  - --

5.6 
小型の河原礫を用いている。左右側辺は若干の

131-124 22地区 4.1 
緑色片岩 C ノッチ状を呈し、全体的に手なれ様の摩滅がみら

149--124 表採 4.6 
れる。上下端は敲打による潰れが著しい。

169 

・-- -- ,.. --

7.3 
わりと小型の河原礫を用いている。左右側辺に

131 -125 22ーイ 5.5 
砂 岩 C 軽微な敲打痕を有し、下端は敲打によりかなり潰

149-125 I 4.1 
れている。

235 

---• •• •••• -—-·-ー··--- -・・- -が~-・・・・---・・・・・・-・・一•一--·-· 一- --・--

9.9 
22ーロ 棒状の礫を用いている。風化が著しく判然とし

131--126 5,2 
柱穴 緑色片岩 C ないが、上下端は敲打により潰れ、裏面は一部剥

149-・126 3.7 

47 離している。

(295) 

. . . . - -- --- - - - -----

(8.8) 
21ーハ 棒状の河原礫を用いている。上下端とも打撃に

131-127 4.3 
L-72 緑色片岩 C よる剥離が著しい。その他には加工痕はみられな

149-127 3.0 

し‘゜
(185) 

-- - ... ・. •••• • "・.--

(11, 6) 棒状の河原礫を用いている。表面に浅いくぼみ

21ーハ

131-128 5.6 を有し、上下端は強い打撃により潰れ、著しく破

F-93 緑色片岩 c 
149-128 4.4 損している。表裏に磨面がみられ、すり石として

IV 
(460) も兼用している。

" -- .. ----- 、ヒー.. • --·~ - - -・ ヘ-"~·-·- - ·~ 

(9.2) 
21ーハ わりと扁平な河原礫を用いている。左右側辺は

131-・129 5.8 
A-95 緑色片岩 C 敲打により、若干潰れている。上下端は強い打撃

149-129 2.5 
VIb により表裏側に大きく剥離している。

(225) 
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表27-16 敲打器観察一覧(16)

長さ (cm)

挿図番号 出土地区 法 幅 (cm)
分類 察 事 項石質 観

図版番号 出土層位 量 厚さ (cm)

重さ (fl)

6.4 
22ーロ 河原礫の剥片を使用したもので、表面は自然面、

132 130 4.7 
¥ -111 砂 岩 C 裏面は割面を呈する。左右側辺及び上下端は敲打

150-130 2.0 
IV により潰れている。

80 

7.7 
21ーハ 河原礫の剥片を使用したもので、表面は自然面、

132-131 5.8 
F-94 砂 岩 C 裏面は割面になっている。左右側辺及び上下端は

150-131 3.0 
VIa 敲打により潰れている。

165 

8.8 河）莉礫の剥片を使用したもので、表面は自然面、

21ーイ

132-132 6.6 裏面は割面を呈する。周縁部はかなり使用されて

0 -96 砂 岩 C 
150-132 2.3 おり、敲打による剥離が著しく、上端は一部欠失

TI 
(158) している。

7.8 
21 ハ 河原礫の剥片を用いている。周縁部はフルに活

132-133 5.1 
E-94 砂 岩 C 用され、表面の一部に自然面を残す他は強い打撃

150-133 2.7 
VII により表裏側に大きく剥離している。

129 

6.0 
21 ハ 河原礫の剥片を用いており、表面に自然面が残っ

132 -134 5.2 
C-93 緑色片岩 C ている。周縁部は敲打による潰れが著しく、裏面

150-134 2.5 
IV は大きく剥離している。

(92) 

6.8 
21ーハ 表面の一部に自然面を残す程度で周縁部はかな

132-135 5.1 
A-94 砂 岩 C り麟されており、強い打撃による剥離が著しい。

150--135 3.1 
VIb 下端部は大きくはじけている。

(120) 
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表27-17 敲打器観察一覧(11)

長さ (cm)

挿図番号 出土地区 法 幅（皿）

図版番号 出土層位 厚さ (cm)
石質 分類 観 察 事 項

量
重さ (g)

8.5 
22ーイ 河原礫をそのまま用いている。上端部の左右側

133-136 6.1 
3号遺構 砂 岩 C 辺にくぼみを有し、若干のノッチ状を呈する。上

151-136 5.5 
II 下端は敲打により潰れている。

350 

(7.6) 
21ーハ 棒状の礫を用いており、表面に磨面を有する。

133-137 5.9 
D-94 砂 右山 C 左右側辺及び下端部は敲打によりかなり潰れてい

151-137 4.3 
V比 る。上半分は折損している。

(251) 

(4.8) 
21ーハ 棒状の礫を用いている。上端には敲打による潰

133-138 4.5 
E-94 砂 岩 C れがみられる。下半分は折損しており、本来の長

151 -138 3.9 
VI b さは判然としない。

(130) 

(8.3) 現状からわりと大きな河原礫を用いていること

22ーイ

133-139 (6.6) がうかがえ、表面に浅いくぼみを有する。右側辺

M-108 緑色片岩 C 
151-139 3.1 ぱ敲打により潰れ、表裏に磨がみられることより、

I 
(250) すり石として兼用している。

~ ~ 

6.3 
22ーイ 板状の礫を用いている。左右側辺には敲打によ

133-140 5.5 
3号遺構 砂 岩 C る＜ぼみを有し、ノッチ状を呈する。上端に軽微

151--140 1.4 
II な敲打痕がみられる。

70 

6.6 
21-ハ 薄い板状の礫を用いている。左右側辺は敲打に

133-141 3.4 
E 94 砂 石屯． C より潰れ、若干のノッチ状を呈する。上下端に軽

151-141 1.2 
VIa 微な敲打痕がみられる。

40 

'.  
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表27-18 敲打器観察一覧(18)

長さ（四）

挿図番号 出土地区 法 幅 (cm)
事石質 分類 観 察 項

図版番号 出土層位 量 厚さ (cm)

重さ (9)

(5.3) 現状からすると大型の河原礫を用いていたこと

21ーハ

134-142 (8.7) がうかがえる。下端部に敲打による潰れがみられ

F-94 片状砂岩 C 
152-142 (3.4) る。表面に磨面を有し、すり石として兼用として

II 
(200) いる。

(6.0) 

22ーイ わりと大きな河原礫を用いていたことがうかが

134-143 (4.5) 
P-106 砂 右山 C える。右側辺に若干の敲打痕がみられる。破損後

152-143 4.5 
I も使用されており、稜線部がかなり潰れている。

(170) 

(6.2) 
22ーイ ほぼ円形の礫を用いていたことがうかがえる。

134-144 (5.0) 

2号遺構 砂 岩 C 右側辺に敲打による潰れがみられる。表裏に磨面

152 144 4.7 
I を有し、すり石として兼用されている。

(165) 

(6.8) 比較的大きな河原礫を用いていたことがうかが

21 ハ

134-145 (5.1) える。右側辺に微弱なくぽみを有する。破損後も

B-94 砂 右山 C 
152-145 7.0 使用されており、上下端とも敲打により潰れてい

ill 
(285) る。

(8.4) わりと大型の河原礫を用いていたことがうかが

134-146 (6.4) える。表面に浅いくぼみを有する。破損後も使用

不明 砂 右L止 C 
152-146 (3.4) されており、右側辺及び上下端に敲打痕がみられ

(185) る。

' 

6.7 
21ーハ 河原礫の破片を用いている。表面にわりと浅い

134-147 5.6 
D-94 砂 岩 C くぼみを有する。左右側辺は敲打により潰れ、若

152-147 3.5 

Vllb 干のノッチ状を呈する。
172 
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I 

＇ 

5. すり石

出土量は10点と少なく、石器全体の 6%を占めるにすぎない。完形で残っているものもほと

んどない。形態的にもパラッキがみられ、あえて分類は行なわなかった。各標品については下

記の観察一覧に示したとおりである。

表28 すり石観察一覧

長さ (cm)

挿図番号 出土地区 法 幅 (cm)
察 事 項石質 観

図版番号 出土層位 置 厚さ（皿）

重さ (g)

21ーハ
14.0 楕円形の河原礫を用いている。表面の半分程に磨面を

135-148 
A-95 

9.6 
砂 岩 有する他は風化により剥落している。下端に若干の敲打

153-148 4.7 
VI b 

940 
痕がみられる。

22ーロ
(15.0) わりと扁平な礫を用いている。表裏及び左右側辺に磨

135-149 
けー 107

7.7 
玲

右,i, 面を有し上下端とも敲打により潰れ、下端は大きく剥離
153-149 2.8 

VI (400) 
している。

22ーロ
15.8 

135--150 
きー 110

8.5 
砂 岩

楕円形の河原礫を用いている。表裏に砦面を有し、上

153-150 6.0 下端と右側辺に若干の敲打痕がみられる。
IV 

1120 
' 14.0 

楕円形の河原礫を用いている。右側辺に敲打痕がみら
135---151 22ーイ 6.9 

砂 右'"'"' れ、表裏面とも大きく剥離しているが、残りの部分に磨
153-151 I (3.3) 

面を有する。
(460) 

＇ 6.7 
21ーハ

7.5 わりと小型の河原礫を用いている。左側辺と下端に平136-152 
E-95 石英斑岩

154-152 4.4 坦になるほどの磨面を有し、裏面にも磨り痕がみられる。
VI b 

265 •••••. . - ---·······---•·········· —ヽ. • 

(8.2) 
21ーハ

(6.7) 
大型の河原礫を用いているが、強い衝撃により破損し

136-153 
E-94 砂岩 ており、本来の形状は判然としない。表面に磨り痕がみ

154-153 (3.1) 
VI b られる。

(200) 
"'・. ヽ .・・・・・-・・・・・・・・・・・-・・・・ い...

(14.5) 

136--154 22ーロ (8.9) 
砂 右山

比較的大型の河原礫を用いているが、強い衝撃により

154-154 1号遺構 (3.0) 縦に半裁している。表面に贈り痕がみられる。

(487) 
'-'-

22ーロ
(10.5) 大型の河原礫を用いているが、強い衝撃により破損し

136--155 
4号遺構

(6.8) 
砂 石屯 ている。その後も周縁部をフルに活用しており、敲打に

154-155 (4.1) 
V (360) 

よる潰れが著しい。表面に磨り痕がみられる。

i- I 

21ーハ
(7.3) 

136-156 
E-95 

(4.7) 
砂 坦,ft 

小型の河原礫を用いているが、縦に半裁している。表

154 _, 156 (2.8) 裏に磨面を有し、右側辺に若干の敲打痕がみられる。
VI a (120) 

~, 

21ーハ
(6.9) わりと小型の河原礫を用いているが、強い衝撃により

136--157 
E-93 

(4.9) 
砂 石屯 破損している。その後も使用されており、周縁部は敲打

154・-157 (1.8) 
VlI (90) 

による潰れが著しい。表面に磨り痕がみられる。

・-'  
※（ ）内の数値は現存部の最大値を示す。
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6. 石皿

図137の158~161に示した 4点のみ得られた。いずれも破損品で、全形のうかがえる資料は

ない。

158は細粒砂岩（ニービ）製で、板状の礫を用いている。表面にわりと広い範囲で凹面を有

し、右側辺がわで最も深く、そこで擦り切れたように破損している。裏面は使用されてない。

21地区ハのF-93グリッド、第VII層の出土である。

159も細粒1沙岩製で、扁平な礫を用いている。表面に広い範囲で凹面を有し、上端右側で最

も深くなり、そこで破損している。形状より 158と同一個体である公算が大きい。 21地区ハの

E-94グリッド、第VII層の出土である。

160は紛岩製で、かなり大型の礫を用いている。表裏面とも使用されており、表面は挟く、

裏面は広めの凹面を有する。縦方向に半裁しており、表面は破損した後に使われたとみえ、ほ

ぼ中央部にくぼみがみられる。 21地区ハのあー94グリッド、第VI層の出土である。

161も玲岩製で、比較的大型の礫を用いている。表面の右側辺がわにわりと深い凹面を有す

る。本来はもっと大きめの石皿であったことがうかがえ、右側辺と下端部は破損しており、凹

面は 3分の 1程度しか残ってない。 22地区口、 4号遺構内の出土で、一部に火熱を受けた痕跡

がある。
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7. 砥石

9点得られたが、うち 1点（図138の162)は表採資料であり、形態等から本遺跡の主体時期

に含められるものとは考えられず、中。近世の遺跡においてよく見受けられる手持ち砥石に類

似していることより、この時期の産物であることがうかがえる。他の標品は完全な形を留めて

いるものはほとんどない。石器個々については観察一覧に示したとおりである。

砥石観察一覧
~ ~ ~ 

長さ (cm)

挿図番号 出土地区 法 幅 (cm)
石質 観 察 事 項

図版番号 出土層位 量 厚さ（皿）

重さ (g)

9.6 短冊形を呈し、表裏面及び右側辺、上端にそれぞれ砥

138-162 21 イ 4.0 
頁 岩

磨面を有する。上端付近に斜めの孔が 1個穿たれている。

156-162 表採 l. 7 表採であり、形態等から中。近世の手持ち砥石と考えら

115 れる。

22ーイ
(7 .1) 

138-163 
U-117 

(3.1) 
砂 .. 日• u 

表面と右側辺に砥磨面を有する。上下端及び左側辺は

156-163 (2.7) 大きく欠失しており、本来の形状は判然としない。
I 

(92) 
' 

22ーイ
(15.6) 

扁平な礫を用いている。表面に砥磨面を有し、裏面は
138--164 

3号遺構
(9.0) 

細粒砂岩 自然面のままである。右側辺と下端部は欠失している。
156--164 3.4 

II 
(722) 

22ーロ
(12.8) 

138--165 
4号遺構

12.0 
砂 石卓

柱状のわりと大型な礫を用いている。表裏面と右側辺

156-・165 
焼 土

9.6 に砥磨面を有する。下端部は折損している。

(2200) 

21ーハ
(17 .5) 

大型の河原礫を用いている。表面に 2カ所の砥磨面を
138-166 

B-44 
13.l 

砂 .そ'1!コ 有し、右側辺に幅4.6cmの磨面がみられる。下端部は欠
156-166 5.8 

VIl 
(1400) 

失している。

21.5 

1:18-167 22ーロ 12.4 
砂 岩

わりと扁平な礫を用いている。表面に砥磨面を有する

156-167 6号遺構 2.8 他は自然面のままである。

1065 

24.7 

139-168 22ーロ (7.0) 
砂 岩

比較的大型の礫を用いている。表面に砥磨面を有し、

157-168 4号遺構 10.0 裏面は自然面である。左右側辺は大きく欠失している。

(2000) 
. . 

21ーハ
(21.9) 

139-169 
F-94 

6.8 
砂 岩

柱状の礫を用いている。表面に 2カ所の砥磨面を有す

157-169 6.3 る他は自然面のままである。下端部は折損している。
Vlb 

(1500) 

21ーハ
(18.4) 

わりと扁平な礫を用いている。表面に数力所の砥磨面
139-170 

A-95 
19.5 

砂 岩 を有する他は自然面のままである。上端部は欠失してい
157-170 3.3 

VIb 
(2300) 

る。

※（ ）内の数値は現存部の最大値を示す。
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8. 器台状石器

171に示したもので、全体の 3分の 1程度の破片であるが、現状からすると輪状をなす器台

のようなものであることがうかがえる。琉球石灰岩製で、器内外面とも丁寧な研磨を施してい

る。底面に 2個の脚を有するが、本来は4個であったことが考えられる。底外径12.5cm、内径

7.6cm、上端外径8cm、内径5cm、高さは 4cmを測る。僅か 1点のみの出土であることや、他

に類例品がないことより用途に関して今ひとつ判然としないが、土器などを置く器台と考えら

れる。 21地区ハのE-93グリッド、第VIIb層の出土である。

171 

図140 器台状石器
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9. チャート制石器

こまかいチップも含めるとおびただしい量のチャートが得られているが、あきらかに加工を

施しているものは僅か 2例しか確認できなかった。かなり大型の石

核や剥片がみられ、意図的に遺跡に持ち込まれたわりには製品が少

なすぎる嫌いがある。ちなみにチャートは遺跡地周辺で得られる石

材ではなく、産地はより近い場所でも本部半島あたりである。にも

かかわらず多量のチャートが得られているということは、単に石器

の素材としてのみ持ち込まれたのではなく、他の用途も考えられる。

例えば土器製作の際の混和材として用いられていることなどである。

地区別の出土状況を表30に示したが、こまかいチップは含めてない。

製品として扱ったものは図141 の 172• 173に示した標品で、前者

は台形を呈し、下端に細かいチッピングを施して刃部をつくりだしている。後者も前者ほどで

はないが、下端に若干のチッピングを施して刃部をつくりだしている。いずれも幅1.5cm程度の

小型で、用途に関しては判然としないが、形態的な特徴からナイフもしくはスクレイパーとし

て使用されたものと思われる。 172は22地区口のくー109グリッド、第W層の出土である。

173は21地区ハの崩士中から得られたもので、層位は不明。

表30 チャートの地区別出土状況

＼贔出＼裡＂＼ ，l 
製 石 剥

計
品 核 片

旦 1 27 11 39 
区

良 1 18 25 44 

計 2 45 36 83 

曇い口
芝 172

［
 

器石

3
 

7
 

製

．
 

。
卜
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第 3節 貝製品

本貝塚出土の貝製品は実用品と考えられるもの29点、装飾品と考えられるもの133点の計161

点が得られた。表31に地区別、製品別の出土状況を示した。地区別の出土状況についてみると、

崖上地区では20点 (12.4%)の出土でそのほどんどが22地区イの第 3号遺構からの出土で、 22

地区口からはまったく出土していない。崖下地区では21地区イー 9点 (5%)、ロー 1点 (0.6

％）と少なく、また、両区とも遺物の包含量も少ないことからそれに比例したものであろう。

21地区ハー 130点 (81.9%) 出土したが、この地区の場合、 E-94 グリッドのVI• VIl層の土を

3 mm、1 mmのメッシュにかけ、水洗い選別を行なった結果も関係していると思われる。また、

製品のほとんどが東区からの出土で西区からは出土していない。以下、各製品について記述す

る。

表31 貝製品出土状況
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1 . 実用品

実用品と考えられるものは利器ー15点、容器ー 4点、その他ー 8点の計31点で全体19.3%の

出土である。以下、各製品について記述する。

a. 利器

①． スイジガイ製利器（図145、図版163)

図145-13に示した 1点のみで若干、風化している。破損品で突起No.1 (上原 1981に準ずる。

）を表面は三方から研磨し、平面形はわずかに丸味を帯びる。裏面は側面から研磨を施す。研

磨痕は表面で斜位に認められ、突起の長さは上原氏の計測法に準ずると38.3mmを計る。 21地区
it I a£2 

ィ、 0--96グリッド II層上部の出土である。類例品は、キガ浜貝塚、地荒原貝塚等にみられる。

② 螺蓋製貝斧（図143、図版161)

本品は貝斧、貝刀、螺蓋製貝斧の名称で、機能とは別に呼ばれ、これまで報告されてきたも
註 3

のである。また、最近では「螺蓋製敲打器」という名称を与え、敲打器としての意味をもたし

た名称が使用されている。これは基本的に製品としての概念に相違があり、前者のグループは

「蓋の薄い部分を打割して……」に対し、後者の場合は従来、製品として扱わなかった「左縁、

右縁のみ」という単発的剥離のものも「製品」とし扱い分類している。しかし、製品の概念及
註 4

び分類・用途について論ずるのは本項の目的ではないので別の機会にゆずり、ここでは、面縄
糾： 5 

第 1貝塚に準じ三島格氏の「螺蓋製貝斧」を使用する。用途について論ずるために実測図の統

-(最も厚い部分を上に置く）を提起したい。

本貝塚から出土した製品は表32に観察し、附刃の範囲については図142に示したような方法

で表示した。今回、前述した敲打器との関係もあるので剥離のあるものもすべて扱った。地区

別の出土状況をみると22地区イの第 3号遺構ー13点、 21地区ハー 1点の計14点で、そのほとん

どが22地区イ第 3号遺構に集中する。自然貝の出土状況をみると表82によると22地区イ第 3号

遺構II層（殻ー20個蓋ー 2個）、 m層（殻ー 7個）、 21地区ハ第VJI層（貝殻ー16個、蓋ー 4

個）、 21地区イ、口はそれぞれ殻が 1個ずつ得られた。以上のような状況からしても、 22地区

イ第 3号遣構に多くみられる。

図142によると附刃の位置についてみてみると、

憂⑫の間が70%以上の附刃率を示し、とくに⑦、

⑧が80~90%と高い。また、附刃の範囲についてみ

ると 2~4段階のものがそれぞれ 1個、 7~15段階

のものが 7個あり、附刃の範囲に幅のあることを示

）
 a! 

註 6

す。以上のことから、国分氏の定義した「薄い部分

を打割して…......」が製品の可能性が高いことがう

かがえる。以下、表32に詳細については観察した。 附刃の位憤

図142 附刃範囲の模式
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表32 螺蓋製貝斧出土一覧
単位： Illlll、g -: 計測不可 〇：加工有り

図 出 土 地 法 量
番 I ・- 附刃の範囲 加 工 状 況
―u. 弓 地区 グリッド 層 縦 横 重量

3 21ーノ‘ E-94 Vil 68.4 72.5 120.0 3 / 8 ,11/12 蓋自体風化

4 22ーイ 3号、 II 74.1 81.6 150.5 5/8 附刃の範囲は小さい

5 ;; II II 61.5 71.9 121.0 4/14 蓋自体風化、附刃は丁寧である

6 II II II 74 3 72.3 165.0 2 /15 若干風化、自然？

7 // II II 68.7 77.6 145.0 4/11 風化

8 II II II 68.6 75.5 135.0 3/13 風化、剥離はこまかい

， II II II 77.7 80.2 190.0 3 / 5, 6 /13 剥離の範囲はこまかい、頭部に打痕

10 II II II 70.8 80.2 145.0 5/7 製品としがたい

11 II II II 71.5 81.2 180.0 6/7 自然？

12 II II ill 120 0 10/12 自然？

図なし II II 皿 75.0 

゜
風化

II II II II 50.0 

゜II II II JI 65.0 

゜
風化

II II II ~ 15.0 

゜③ 貝刃（図143、図版161)

二枚貝の腹緑に押圧剥離によって刃をつけたもので、本貝塚ではシレナ、ンジミとチョウセン

ハマグリがそれぞれ 1点ずつ出土した。詳細について表33に観察した。シレナシジミは本貝塚

で多量出土 (4376個）しているが、製品が 1点というのは少ない。

表33 貝刃出土一覧
単位 ・mm、

~~ 貝種 IP/LI残存 玉五43―.長f3 法殻40麻匿頂 加工状況

シレナシジミ 右 破損 .o 9.0 細かい剥離を腹縁に施す。

和りセソハマグリ 1右 完形 .6 6.0 ほぼ全腹縁に剥離有。

b. 容器

①．ホラガイ有孔製品（図144、図版162)

ホラガイの内唇近くに 1~2個の粗孔を施すものである。本貝塚では 3点得られた。本品 1

孔のタイプと 2孔のタイプがあるが、今回出土したものはすべて 1孔の穿孔のみである。この

穿孔の数について機能的なちがいがあるかは不明である。用途については、民具事例の「プラ

ヤックワン」 「プラヤックン」に類すると考えられている。最近の報告例が増え、①殻頂を除

去し、丸味をもたしたもの、②外唇部を調整し水平にしたもの、③穿孔は殻頂と殻軸を結ぶ殻

口面に施こす、④殻口面の反対側の体層面が火を受けたためもろくなっていることの 4つの共

通性が認められ、製品の概念及び用途を考える上でより具体性がでてきた。時間的にも貝塚時

代、前・中期の遺跡に一般化しつつある。
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表34 ホラガイ有孔製品出土一覧
単位： cm、g

出 土 地 法 量
孔径

闘番号 加工状況
地区 グリッド 層 殻長 殻径 重さ

たて よこ

ほぼ完形、外唇をほぼ水平に調整

26 21ーハ C-93 VJ! 31,6 16,7 880 26,3 32,3 内唇付近は貝食い虫による風化が

みられる。

＇ 

火を受けたためか裏面は破損する。
27 22ーイ 3号 II 35,2 15,5 770 28,0 34,0 

殻頂は丸味をおびる、風化する。
し

28 22ーイ 3号 皿 29,9 14,7 505 33,0 32,7 破損する、貝殻自体も風化する。

② 夜光貝製匙（図145、図版163)

図145-14の 1点のみである。匙の柄の部分と推測される。夜光貝の螺肋を削り、研磨調整

を施したものである。ほぽ中央 2カ所に小孔の跡が認められる。残存部の最大長59.6mm、幅30.

0血1、重さ 12gを計る。 21地区ハ E-94第VII層50~60cmの出土である。同時期の遺跡としては

麗手納貝塚、¥'ガ浜貝塚等にみられるが、出土量は各遺跡とも少ない。

c. その他

①．二枚貝有孔製品（貝錘） （図145、図版163)

シレナシジミー 4点、リュウキュウサルボウー 2点、カワラガイー 2点、シャコガイー 1点

の計 9点が得られた。本品は拝山遺跡でふれたように偶発的に穿孔される場合も考えられるの

で、次の事項のどれかを満たすものを製品として扱った。 1. 孔に数回の打割調整を有する

こと、 2. 孔が複孔であること、 3.腹縁に調整痕（あるいは使用痕）があること。

重量別には、 10~40gに分布するが、量的に少なく傾向はつかめない。また、孔の位置につ

いてみるとほとんどの場合、殻頂近くに穿孔されるが、シレナシジミは表35でも「中、中」に

位置し、用途についてリュウキュウサルボウやシャコガイと同様なものか検討が必要である。
紅 8

同様な例は百名第二貝塚にもみられる。

表35 二枚貝有孔製品（貝錘） 単位： JllJll、g．． 
出 :1 地 法 最 孔

閃番号 貝種 残存 R/L 加工状況
地区 グリッド層 殻高殻長重 量 径 形状位倍t子穿L腹緑

出* 18 21ーハ E-94 Vll カワうガイ 完形 L 47,7 52,5 13,2 7 8X7,7 円 内 X 

19 " " " ツレナッジミ 破損 L 33,3 49,5 6,2 13,0X 12,0 Cf, 孔はていねいに調整

Jj 畠出
置20 " " II II II R 37,6 49,2 7,7 10,4X 11,5 

21 ;; 

" 
,, ,, 

" L 38,8 48,0 8,5 12,0X 10,5 

22 ;; 

" " カワうガイ 完形 L 44,5 41,4 10,0 16,9X 10,4 旦 X 孔は自然的

1） ュウキュウ
杉を 」こ

23 II II II II R 44,0 60,3 19,9 16,5Xl9,7 
子L <ej゚c, " X 

サルボウ

24 22ーイ 3号 II II II R 48,0 70,6 37,4 13,6X24,0 胃土 ” 破杜i

25 21ーノ‘ E--94 VJ[ ヒメジャコ ;; L 60,0 88,7 40,2 8,3X 9,9 定不形 -中t-- N X 孔は風化による？

※ 観察事項は「カンドウ原遺跡」 (1983)に準じる。
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2. 装飾品

装飾品と考えられるものは貝輪 8点、貝製小玉79点、垂飾品27点、札状製品11点、その他 8

点の計133点である。以下、それについて記述する。

① 貝輪 （図146 図版164)

ゴホウラ 1点、サラサバティ 9点、巻貝 1点の計11点が得られた。図146-29はゴホウラで、
紅 9 註10 註11

報告例は地荒原貝塚、シヌグ堂遺跡、大原貝塚にあり、挟りを有する点で地荒原貝塚のものに

類似する。サラサバテイは同図30は最もていねいに加工したもので一端に小孔の跡があり、複
紅 9

式貝輪になるものであろう。また同図31は地荒原貝塚の bタイプに属するものである。

同図34はフジッガイ科の外唇部を用い、半環状にしたものである。現在のところ、他の遺跡

での報告例はない。貝輪として用いたか、垂飾品かは判然としないが形状からこの項で扱った。

表36 貝輪出土一覧
ー：計測不可単位： mm、 g

図 出 七 地 法 量~
番 貝種 残部状況 加 上 状 況

号 地区 グリッド 層 最大長 最大幅 最大厚 重量 断面形

29 21ーイ 0一切 II上 ゴホウラ 破損 19.4 6.8 86 隅丸 背面利用、内、外縁に挟り有。

30 21-1ヽ E-糾 VJ] サうサパテイ ほぼ完形 67 4 6 3 8.2 7.7 殻底近くを用いる。打割後研磨。

31 21---ノ‘ E-94 VII サうサバテイ 破損 50.0 90 10 7 60 L字形 内、外縁を打割調整、

32 21ーハ E-S1 Vil サラサ,,テイ 破損 40.5 8.2 13.6 5 2 L字形 内緑、打割調整、外緑に研磨。

33 21~1 ヽ E-94 Vil サうサ Iゞ・テイ 破捐 47 0 'I 8 13 1 5 5 L字形 内緑、打割調整、外緑に陵線有

36 2)-1ヽ E-94 VII サラサバテイ 破損 3 2 L字形 " 

35 21--1ヽ E-fll VRR サラサ1{:テイ 破損 51 7 14.0 9.5 L字形 自然？

34 21・-/ヽ C-% Vll 7ジッガイ科 ほぼ完形 69.0 22 0 

② 貝製小玉（ビード） （図147~151、図版165・~169)

小形のイモガイの螺塔部または、その近くの体層を横位にとり、中央（殻頂）を穿孔したも

のである。表37に使用部位、地区別の集計を示したが、これによると螺塔部を用いたもの49点、

体層部を用いたもの30点で螺塔部を用いたも表37 部位出土状況

のの方が多い。貝種についてみると、マガキ

ガイー42点、イモガイ類ー36点、サヤガタイ

モー 1点とマキガイが目につく。地区別の出

土状況をみると21地区ハ第VIl層ー73点 (92.4

％）最も多く、他の地区では 1~2点の出土

である。また、図152に長径と短径を計測し、

図化を試みた。これによると (5mm~8 mmの体

層のみを用いたグループと 1.0mm2.0mm殻頂及

体層を用いたグループに分かれる。これまで

の報告例からは、殻頂を用いたものがほとん

＼＼～使用部位螺塔 体層合

出土地-＼ ＼ ＼ 闊 盗... 冒冒小訂形J.LJ 方形楕JI]他不月1ヽ計

東区 JI 2 2 2 
21ーイ ー—ー ・一..―--- . 

酉区II下 1 1 1 

21ーロ う区 1 1 1 

VI 1 1 1 
:- ----・---・・-・-・ 

E93 1 1 1 
21 - - - - ---・-・・・・・------

t: 94 8 14 9 7 38 25 25 63 ―-VlI --- --
F 93 1 1 2 1 1 3 

J ヽ—··---·- --- - - -~ ~--· —·---~ 
F94 2 l 3 6 6 

-・ 一—. ・・- .. -・----

;Jヽ 骨j-11 14 11 11 47 27 27 7 4 
----・-・-・ ·-···-~. -・--- -

22ーイ第2号II l 1 1 
- .• 一—~- -・・-- .••• ロ., --―--
合計 49 30 79 
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図 147 貝製小玉(1)
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表⑱ー(1) 単位： mm。g
-------・・-- ー..•••• --~、-

屑出士地 残 法量詈 孔 研~ 磨状況恩

部位番号翻区グリッド屑貝 種 存ー長径短径厚重昌形1且J 長径短径形状孔殻頂殻口体層号f註
ー .- . ・・- -- - ・-• ・

1 21ーハE91¥吼1/2マガキガイ 完形 23.5 22.0 8.5 5 1 円形 7 5 6.7 不足形 0 0 0 0 40 
-・・-- - ・-・・・- -----・. 一一

2 21ーハE94渭ド マガキガイ 欠損 22.0 21.5 7.8 (5.0)不定形 5 0 4.6 楕111形 △ 0 0 0 41 

3 21→ヽ E94渭5/6マガキガイ 完形 20 5 18.5 8.2 2 5 杓膨 6 2 5.8 円形 0 △ △ △ 42 
- - -―-一----- - -
4 21ーハF9げ［ド マガキガイ 半欠 20 5 - 8.4 (2 2) - 5 4 -- --- X 0 ◎ 0 ,:[3 
. . ・- --- --~- -
5 21ーハE94胃b マガキガイ 完形 18.4 16.8 6 4 2 5 楕円形 5.5 4.3 椅1哺形 △ 0 △ 0 44 

.. . 

6 21ーハ暉Vlll/2 マガキガイ 完形 18.8 l'/.7 8.5 3 l方形 5 2 4.8 円形 0 0 △ △ -15 
---・---- - - --
7 21ーハE94渭b4/5マガキガイ 完形 19 4 17 8 9.8 3.2 ! 脊Pl形 4 0 4.0 卿］形 X 0 △ △ 46 

螺 8 22ーイ 2号ll0/1 マガキ＿ガイ 完形 17.8 17.3 100 19 円形 4.5 3.9 方形 0 0 0 △ 47 
-・ - - -一-・---

9 21ーハ1194V間b マガキガイ 完形 17.6 16.8 7 1 1 7 円形 6.0 5.5 卿l形 X 0 △ △ 48 
~- - - -'- - . 

10 21-ハF93¥開b下 マガキガイ 完形 18.0 15.0 7 0 2.2 不定形 4.0 3.8 椅Pl形 0 0 0 △ 49 
~--·- - - - - • -→→  - - -

11 21→ヽ E94渭b マガキガイ 完形 17.3 16.2 4 9 0.8 不別形 8.7 8.5 円形 0 ◎ △ △ 50 
-'• ← ・ -・.  . ·-、~----·~- - ---

12 21ーハE94Vlib マガキガイ 完形 16.0 14.0 6.0 1.1 不定形 4.7 4.2 円形 x △ △ X 51 
-- • • •• • • • ••• -—-~'—---• - -~----・・-

塔 13 21・ーハE94渭？ マガキガイ 完形 15.5 15 5 6.8 1.8 方形 4.8 一 円形 X △ △ △ 52 
← - ・・- - - --・--・・・--- . ・

14 21・ーハE94Vi!0/1マガキガイ 完形 17.9 15.5 '7.1 1 2 不定形 8 6 8.3 不定形 X 0 △ △ 53 
--・---" --へ→→ • . ,. -----~-ぷ··-·- -・・-・～・-- - - - -・. 
15 21→ヽ E94糧b マガキガイ 完形 18.4 17 5 6.3 1.5 不定形 5.9 5.4 円形 ＞＜ △ △ △ 54 

---- -- • -• ・・・----- -—- • ---・-・・-・・- • • ・--
16 21・..ハF94Vilb マガキガイ 完形 15.2 14.3 4.8 0.8 円形 5.5 5.2 円形 X 0 △ △ 55 

. ・・--·-今-·-~-·-·-··-·-·- • • • ---→一'・- - - -

17 21-・ ハ叫薗 マ`ガキガイ 完形 12.3 11.!i 5 0 0.5 杓躊 6.0 4.5 卿形 X () △ △ 56 

fi 
部

18 21→ヽ E94Vilb マガキガイ 完形 13,8 12,3 4.4 0 7 ぷ定形 6.1 5,7 円形 △ 57 
·-・-·~•• 一―-·~-- - --・・・ ・-・'- - -- -- -
19 21・ーハE94渭bl/2イモガイ類 完形 15.5 15 4 6 0 1 4 楕間杉 3.9 3.8 円形 0 58 
~ ・-一い--― -- • -り- り・- ・-- - -→ ・-- - - -ぃ

20 ーハE9慣 イモガイ類完形 lb.4 13 3 6.8 1.3 不即形 2.4 2.4 円形 ◎ 59 
―·--~-----一. --・-・-・・・-- -
21 E94渭b サ・ヤガタイモ？ 完形 12.6 10.5 6.5 0.6 椅疇 2.5 2.5 円形 0 Gl 

I 円形22 21・～ハF93Vl!b マガキガイ 完形 13.l 12.:J 6.6 1.2 円形 3.3 3.3 0 61 
・-・- . 一. -" • ·-—- .. ・・- -ヤ-・---・
23 21ーハIl94Vffb イモガイ類完形 10.1 9.3 3.5 0 3 楕I~形 3 1 ・ 一 円形 0 ◎ △ △ 62 

~ - -~·-- -・-

24 21ーハJl9げlb マガキガイ 半欠 14.5 ・- 6.7 (1.0) - 4.8 - ・・ X ◎ 0 △ 63 
・-・ ・いー・-- ~ ~ -・・ い―・- -・ 

25 21-日う屈 i マガキガイ 半欠 16.3 - 7.0 (0.9) - 5.3 - ・・・・・ X 0 △ △ 64 
- - --・--一.. —" . -・ ・- - • ・-

26 21・・ ハ～消似/3 マガキガイ 完形 21 2 19 9 12.3 6.2 楕1哺膨 5.5 !5.3 円形 0 ◎ 0 0 65 
・-・..... •'"~· —--- - - ..... -← ----・・ ― 

27 21-ハ躙渭1/2 マガキガイ完形 18, l 18.l 8.6 3.6 方形 4.3 4.0 円形 △ ◎ ◎ ◎ 66 
- -一--- -

28 21→ヽ Jl94渭1/2イモガイ類完形 18.7 17.3 7.6 3.1 方形 4.6 4.5 円形 △ ◎ ◎ ◎ 67 
"・・-・. ・-・・ ・-・・--- • • •• 

29 21 ・—ハ E94Vl!b マガキガイ 完形 18.3 16.3 9.7 3.1 楕円形 3.7 3 5 円形 0 ◎ 0 0 68 

体 30 21ーハF93¥1b マガキガイ 完形 17 5 15 0 G.7 1.5 ぷ定形 7.7 6.7 円形 0 ◎ ◎ ◎ 69 
. ---・- . -・"-~"~"- ---・- . -

31 21--ハF94Vilb」： マガキガイ 完形 17.6 16.5 8. 7 2.5 不定形 4.8 4.7 円形 0 0 ◎ 0 70 
-~. --・--・--ー・

32 21-ハE94渭0/2マガキガイ 完形 17.4 16,0 8 5 2,6開誓 4,7 4.2 円形 0 ◎ ◎ 0 71 
__  _. → 上—. -・・- -·.• ・-'-- - - . 

33 汎 マガキガイ完形 18.2 16.4 8.0 2 2 円形 6.6 6 4 円形△ ◎ ◎ 0'/2 
• ・・-・.  ロ ...

34 21ーハE91Vlbl/2マガキガイ 完形 18.!i 18.0 8.3 3.4 方形 5.:l 4.9 円形 0 ◎ ◎ 0 73 
屑――----・-- -----・・---・・....  

35 21ーハE94ー マガキガイ完形 15.9 14.3 6.5 2.0 円形 6.1 5.4 円形 0 ◎ ◎ 0 74 
-・.. . ... --. .. . . 

36 21-・ハE94胃1/2・マガキガイ 完形 15.8 14.5 7.4 1.9 楕l1l形 6.2 4.9 楕円形 X ◎ ◎ 0 75 
- -・ ~---·· ~ ・・ ・・--"-.• • " -・・-・・ ・---・・・--・-"--一・-・--・-・-・--・- --

37 21ーハF94Y.ib下 マガキガイ 完形 15.7 14.4 7.8 1.5 円形 6.1 5.5 楕Pl形 X ◎ ◎ 0 76 
- + • ---- -今-- --" • -------
38 21・ーハE9-1Wb マガキガイ 完形 14.8 13.7 6.5 1.2 方形 7.1 5.6 楕円形 X ◎ ◎ O '「I

--- • - -・・-・ 冒 ---

部 39 21→ヽ E9罪lb マガキガイ 完形 15.1 12.8 5.2 0 8 菱形 5 6 6 4 円形 X ◎ ◎ ◎ '/8 

40 21→ヽ E94VJ!J,5/6マガキガイ 完形 14.8 14.2 5.8 1.2 開翡の 4 8 4.6 円形 △ ◎ ◎ ◎ 79 
- - ---・-・ ・-・- - --・--・---- . 

41 21ーハE94¥用b マガキガイ 完形 14. 7 13.5 5.0 0.5 不定膨 4.2 4.2 円形 0 0 0 0 80 

42 21ーハE94渭0/2イモガイ類 臭贔 14.8 14.0 5.0 (0.8)円形..3.8 3.5 円形 0 ◎ 0 ◎ 81 

43 21-ハE94Vilb イモガイ類完形 .. 14.5 13.9 4.1 1.1 開誓 4.1 3 5 円形 0 ◎ o ◎ 82 
... .< . . . ·······~ ~ ヤ~ -・・・・・・ ロ・ ～ ・ . . . .. . . ー. . --・ ・・-・・・・・ .... - ---ヽ
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単位：鵬。 g
- -・・・・・・・・・ •• - 一.... • --ぷ・・・・・・・- ・・・・・・・・-- ヅやu~・ . .... —• ● “—• 一
闊 出土地 残 法量 平孟 孔 研磨状況要図

部位番号他区グリッド屑貝 種 存 長径短ー径 厚一重量 形，曳 長径短径形状 孔 殻頂殻ー口・体—層一号声
- - . ・・- - -・-

44 21→ヽ E94胄b マガキガイ完形 12.5 13.3 5.0 LO 方形 6.0 5 5 円形螺塔 ◎ 0 ◎ 83 

45 21・ ―ハE94渭b マガキガイ完形 12.8 11.5 4.7 0.7 方形 5.8 4.6 円形 x ◎ ◎ ◎ 84 
- - - . . ,_ヤ・〒 ― - -

46 21・ーハE94Vi!!/2マガ・トガイ 完形 11 9 10.9 4.8 0 6 方形 5 0 4.8 円形 X ◎ △ ◎ 85 
- - - ... ・-・・--・・- - -・-

4'7 21ーハE94VHb マガキガイ 完形 11.3 11.1 6 2 0'7 4.0 3.5 円形 X O X ◎ 86 
-··-—""-- - ---・-・ 一-・-
48 21→ヽ E94渭b イ•もガイ類欠損 (6.7) (6.0) 2.5 (Q沙れぅ不明 1.8 一 円形 X ◎ X X 87 

体 49 21→ヽ F93渭b マガキガイ 完形 14 3 13.9 6.0 1.2 円形 7ふ 6.4 椅Pl形 X ◎ ◎ 0 8-8 
- - • . 一. - --—--- • • • -―  

50 21ーハF94渭 イモガイ頷完形 139 13 7 3.8 0 9 円形 4 6 4.4 円形 0 ◎ ◎ 0 89 
-ー.- -・- • --- -

51 22ーイ llド イモガイ類完形 126 11 8 2.2 0 3 円形 4.8 4.8 円形 0 ◎ △ 0 90 
. . . . - --・--- .. ・-

52 21-イ3CITO/l マガキガイ半欠 11.0 -・ 3 0 (0.3)円形 5.0 一 円形 0 X ◎ 91 
..  鼻 .-"・-・-- - "" 

53 21ーハC94Vlb イモガイ類？完形 8.2 8 2 1 4 0 2 円形 4.8 4.3 円形 X △ 0 92 
.. - -- -一. . .. 

54 21→ヽ E94¥釉 イ・モガイ類完形 8 4 8.2 1.6 0.1 円形 4.0 3 9 円形 x ◎ O ◎ 93 
—・. -- • • -・------ - --

屑 55 21ーハE94Vil イモガイ類？半欠 7 8 - 11 (血I卜）円形 4.0 一 円形 x ◎ x ◎ 94 
- • .• • 一. -・.--

56 21→ヽ E94渭 イモガイ類？完形 7 8 7 8 1.1 O.l 円形 4.7 4.7 円形 X ◎ 〇 ◎ 95 ~..... --・,----. •• -·-~ ← , ___  _ 

57 21-ハE91糧 イモガイ類？完形 '78 75 12 0,1 円形 4,2 4,2 円形 X ◎ O ◎ 96 
--・-- - - ---・- - - - -―---←  - 一
58 21ーハE9償 イモガイ類？欠損 '1.5 -- 1.5 0.1以下円形 4.5 一 円形 0 ◎ X ◎ 9'1 — •••••• • • - • -ヽ占---・・ • 一
59 21→、・・Vlb イモガイ類完形 7.1 7 1 2.6 0.1以下円形 3.0 3.0 円形 0 ◎ ◎ ◎ 98 

--・・ ・ -・- - "—" -'  

60 21-イ3Cll0/1 イ・モ・ガイ類？完形 6 5 G 5 1.5 0.2 円形 3.9 3.9 円形 X ◎ ◎ ◎ 99 
~--·--- ---・・--・・ ・. - →'-・・----・. → - - -- -ー•

部 61 21ーハll94Vllb イモガイ頚？完形 6 G 6ふ 1 2 0.1以下円形 1.7 I. 7 円形 X ◎ ◎ ◎ 100 

62 21ヽーハE94渭b イモガイ類完形 6,7 6.7 2 7 0,1以下円形 2,4 2,4 円形 0 ◎ ◎ ◎ 101 
-----一... ・- --- 口 • ·"'—--- '●●い、ぶー-----···-い--~- . -・・ 

63 21--ハE91Vib イモガイ類完形 6.5 6.0 1.8 0、1以下円形 2.9 2.3 円形 x ◎ O ◎ 102 
～・-・・- -~- • ~-··~--~ ・--・ 一 -・---~●● ← 

64 21→ヽ E94l釉 イモガイ類完形 6.8 6.8 U 01以下円形 2ふ 2.5 円形 x ◎ 〇 ◎ 103 
- - -------・- " ---・ -ヽ・.... .. • -~--- -~----- ----・-← ・-
65 21-ハE9罪lb イモガイ類欠損 '/,'/ ,_ 2會0OJ以下方形 3 2 一 円形 x ◎ ◎ ◎ lffi • -- • -・・ 一--ヽヽ • ・・---・・-・--• . - -• 
66 21-ハE9.J罰 イモガイ類半欠 6 1 -- l.8 0.1以下円形 3.4 一 円形 X ◎ ◎ ◎ 106 

···-~---・-·-··- . ―~ - - --・・- -~ 
67 21・→ヽ E94Vilb イモガイ類完形 6 l 5.9 1 7 0.1以下円形 2.7 2.7 円形 X ◎ o ◎ j(f/ 

- --- .. --------·-ハ•一-·. ・,・ ・-・-→ - . 
68 21→ヽ E94VHb イモガイ類完形 6.4 G.1 1. 7 0、11以下椅IIJ形 3.6 3.6 円形 0 ◎ ◎ ◎ 100 

- - ---・.  . - . -- -・-・・・-・・・ ―---← --・-- - -- --- --・ 

69 21ーハE94Vfo イモガイ類完形 6 ! 5.9 2.2 0.1以下楕鴫 2.li 2.5 円形 X ◎ ◎ 0 109 
. ---・・~  - - - . - . 一- -・・--
70 21ーハE94町） イモガイ類完形 5.9 5.5 2.6 0.1以下 /fl「]形 2.4 2.4 円形 X ◎ ◎ ◎ 110 -・-…- -・-・・-- -・-・. ~ ―--
71 21-ハE94渭B ィモガイ類？完形 !,.4 5.4 2.1 0.1以下ポ定形 2'7 2 7 円形 X ◎ △ △ ll1 
··-·---·---~---一. -・- -..、--・--・-・ ~ ·-·~ …← 
72 21・・・・ ハ E9•1 Vlb イモガイ類完形 5.3 5.3 2 7 0.1以下円形 2.4 2.4 円形 0 ◎ X O 112 

• —. ・-・・ ――- • ―-., • • • • •.••. , —.. --・・. ← -- . - --・・-・・・..  - ----・.... ---- . -

'/3 21→ヽ E94VH イモガイ類？完形 5.1 5.4 1.3 0.1以下円形 2.7 2.'7 円形 0 ◎ 0 ◎ 113 
••• -・-- - -••. ・・- • -

74 21→ヽ E94Vib イモガイ類完形 5.2 5.2 1.2 0.1以下 1月形 1.8 1.8 円形 0 ◎ ◎ ◎ 114 
. ~- -、、ツ-―--・・ ・・-・- -・・- -

75 21→ヽ E9l割） イモガイ類？完形 5.4 5.4 0. 9 0.1以下円形 2 7 2 7 円形 X O X 0 115 
- -~- • 一・-・・ ・ ・-ヤ

76 21-ハE94凱 イモガイ類？完形 5.2 5.1 2.3 0.1以下円形 2.0 2.0 円形 X 0 ◎ 0 116 
~·-じ...... ・- --- --、一~・一·-~-----・. -~·-·-"· 一-・-・. ・・・・-- •• 
77 21→ヽ gg4Vilb イモガイ頬完形 5.0 4.9 1.5 0」以下円形 1 5 1.5 円形 0 ◎ 0 ◎ 11'/ 

● 心、--→ - - -- -・ 一. -や. • • .・・_.__ -・--・・ ← -- -

'78 21→ヽ E94V祁/6イモガイ類完形 4.6 4.5 2 3 01以下円形 1.5 1.5 円形 0 0 △ △ 118 
-―-・"'←ー～・- --- -·-~ 

79 21ーハE94Vlb イモガイ類完形 3.5 3.5 0.8 0.1以下円形 1.5 1.5 円形 X 0 △ 0 119 
~-~- -一." 、-- --・ 一r―- -~~----·.... -ヤ•.,, """-

（注）

◎・・・・・・・・・研麿顕著

0・・・・・・・・・研磨有り

△…….. ・不明

X・・・・・・・・・自然面

を表す

--293-



mm 

どである。

本品は、沖縄貝塚時代前期からグスク時代

に至るまで、少量ではあるが、一般に出土す

ることが報告されているが、出土量が多いこ

と、体層を用いていること、入念研磨が施さ

れているのは本貝塚の 1つの特徴といえる。

③ 巻貝製加工品

。 イモガイ科（図153 図版170)

イモガイ科の殻頂及び外唇を加工？したも

のである。本品は殻頂を穿孔するもの (119、（短径）
註12

122)としないものがある。前者は、広田遺

2' 

——ヽ--グが｝

✓' 

//裏，/-,,. 
、-,_ _, 

‘‘‘’ --

旦。
XO企

炎
・

x
羞。・x

 

N=79 

X→体層

鬱→螺塔

（長径） mm 

跡やi'ガ浜貝塚等に報告例があり、装飾品の可 図152 貝製小玉 長径、短径分布
註13

能性があるが、後者は自然の可能性が高い。ヤドカリの宿貝としての要素も考えられるが、現

在のところイモガイの例は僅少であり、一応ここで記述しておく。

・マクラガイ科（図153、図版170)

図153の123~125はサツマビナ（マクラガイ科）の殻頂及び体層を穿孔するものである。 3

釦！
点とも体層部は研磨のあとがある。貝の専門家によれば、 「生貝は光沢があり、模様も美麗で

社10

あるので、装飾品として選択したのではなかろうか。」とのことである。報告例はシヌグ堂遺

跡にある。

表39 イモガイ・マクラガイ製品出土一覧 単位： mm、g

況
＿

犬

―

＿

J

4

0

-―
―

 

]

る

。

'

'

 

ー
す
｀
る

耗
i

あ

L

摩

か
J
、ヽ

J
u
 

ょ溝

ー

光

i

一

水

様

様

加

ー

前

同

同
と

と二□

屯

鼠
□

153

律

一

i

-

i

-

4

6

-

6

 

6

8

1

 
1

2

 

長
[

l

し存
形
/
口
「
い

残
□

元

□

JL

元

モ

ー

モモ
—

ィ

ィ

イ

種

ぅ

-

＿

夕
―
カ

-
＿
フ

ー

ー

タ

＿

9

-

ダ

-
A
.
 

マ

ー

サ

＿

マ

ー

ー

＿

l~ 口：
 

山
□

／`ll 
也―j

-
2
1
-
2
-
2
 

弓

，

。

―

ー

閤

＿

1
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2ー

図
ー
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ー
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122 .121ーハ E-・94 ¥ll 5/6' マタライモ完形 23. 3 rn. 2 I 5. 4 

: :: : : : J: :~ .: : ~iiーロ： ： ： : : 
125 /21 -, ヽ／イ、明 I不明 I ,, I ,, I 31. o I 1s. 2 I s. s 

1.s I U心と同様

3.3 I 殻頂及ひ体屑部に穿孔体層の孔はlU1形
(8.2X47) 

．．．．  

7.4 I殻頂及ひ体屑i/11に研幣のあと
．． 

s.o I焼けた部分あり、 /JU」は Li心と1,;J様

・ タマガイ科（図153、図版170)

タマガイ科（トミガイ）の殻口に対向するところに穿孔するもので、加工の仕方は、研磨に

よるものと、打割によるものがある。 9点得られたが、研磨によるもの 6例 (126~128、131
如 5

~133)、打割によるもの 3例 (129、130、134)である。古座間味貝塚に報告があるが、用途

としては、殻口から穿孔面に紐のようなものを通して、装飾品等に用いたと推測される。
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図 153 イモガイ、ノシガイ、トミガイ、タカラガイ製品
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表40 タマガイ有孔製品

出 土地

図番り1 地;;7~リノトII箇

126 121 -ハIE-941 Vll 

燿

127 121ー ノ-1E -94 I VII I I、ミカイ 1•;df; I 13.7 I s. 1 I o s I 4 s 

128 121ーハIE-94 I vn I 1、ミカイ！完形 I14 o I 9.2 I 1 1 I 4.2 

129 121ーハIE 941 Vil Iトミカイ I完形 I13. s I 9.8 I o 3 I 4 s 

130 [21 -ハ[E -94[ Vil [トミカイ［完形[ 14 G [ II 3 [ 0.6 [ 5.5 

131 121ー ノ,1E 94I Vil 
ホウシュノ

タマカイ
1・ 応形 I15 7 I 11 o 

6゚ 5 5 

単位：疇.iJ 

□杉 加 I 状 I兄

Jm l―.. 一

3 4 I 楕円 殻［］、孔研朋施される。

研磨 府十風化する。
- ---- --- -- -------------- ----

不定形1殻口、 .fLliJI磨施される。孔0)

38 ＇研磨 研磨は 2Ill¥認められる゜ ィ"，— 1 
風化する。

j 殻11、孔研9豹施される。 i1JI磨
2 8 I楕研磨IJ は 2血忍められる。貝は仝休

に光沢かある。

楕円
2 9 IIH 、:~11 殻11は1秤耗、貝は風化気味

楕 IL) fLOJ--/lliこliJ「){l/,1',(? *斐Illil'/ 
3 9 I ずR府IJ 札する。

3 9 I 楕円 殻11は府耗するが大部分は破

fiJI朋 mすろ。

f l'I 
殻11は摩耗、 l」は風化氣味I 32 I 21ーノ-IE-941 VII Iトミカイ 1-応形 I19 4 I 14 0 I 2.1 I 6 4 

ー- - -- . 令 I
1 33 121 、9ヽE-94 VU j卜、カイ ・ん形 I 9. 4 l:J. 2 1 :l i 7 6 

！ 
--一---,-----―-―-- ------- ---一--- --

134 し 21 ーノヽ l〗 -94 VII トミカイ -;,: 形 21.8 I 15 0 I :l.2 I 4 8 ! 3.B 

I 

/j jfう＇ 脊せ111よIC,ぷtt、 1人Ji/予 ICliJIH~/JJ:rご）

打閃IJ! しきものあり

。 ノシガイ（図153、図版170)

殻頂を取り、さらに殻口面に対向する体層面を磨り、穿孔したものである。 2点得られた。
註 l

類例はキガ浜貝塚にみられるが、加工の状況をみると本貝塚のものは、研磨し、穿孔したのみ

であるが、キガ浜貝塚のものは殻軸に対して両面から研磨し、均厚に加工する。用途は前述の

巻貝加工品と同様、紐にとおすような装飾品と考えられる。

ノ 製品 単位：疇.ff 

135 

ノシガイ

加」．．．状況
．．．．．．．．．．． 

0 91殻Il、その裏1/i1をiiJfI粋じ穿孔する。
．．● ー・・ --

Ul L.,f1~ と[ii]様に）JILi、部分的に風化

④ タカラガイ製品（図153、図版170)

図153-137·~J145は小型のタカラガイの背面を除去したものである。除去面及び両端を研磨

こしたものと打割のみのものがある。前者は 4点得られ、そのうち 3点は腹面に打割調整

が認められる。また、後者は、 5点得られた。また、図154-・ 141は、後端の背面側に1.5!lllllの小
註16

2個配し、動物の「目」のような感を受ける。また、腹面に打割調整を加えたものは、カン

ドウ原遺跡のタカラガイのBタイプに属することから、同報告書の民具資料（写真B)のよう
註17 註18 註19

な紐の通し方が想定古れる。報告例は、城嶽貝塚、熱田原貝塚、沖之永良部の犬田布貝塚等の
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表42 タカラガイ製品

註分類はカンドウ原遺跡 (1983)に準ずる。

単位：疇.g 

面 加］：状況

-+・-----―---―--殻は摩kt、背rftiは打割後部分的に研磨

研｝．．•—-- ---- -
：背1/11及ひ向端を卵料中央に打卯調整I No. I 39 Iこ類似

-

背血及び1向端を研磨、腹面を％程打割

磨 I--・・・-- -
i背i/l]及ひIi訓llを巾心に外殻面は研府調整

----i殻紬及び1Wilnを打名IJ淵梧―‘―背面iO:JI部を研1秤
i J_部（ ）に対し小孔 (1.3、1.8)かあり、

・「山＿のようである。--・ー・—---·--- -

Jr 令体に風化切味、粕部は前瑞側に残るのみ

｝令体に風化切味、殻軸除去される。

！ 
割 ／， 殻釉有、背面の 1部に研朋狼

I― 

類例にすぎない。用途については、ていねいに研磨してあること、タカラガイの中でも小型の

貝を用いていることから、網の錘というよりに装飾品の可能性が大きい。

⑤ 札状製品

巻貝を札状に加工したもので大型のタカラガイと大型のイモガイを用いたものの 2種がある。

タカラガイ（図155、図版1'71)

ホシダカラ、タルダカラ等を用いたもので貝殻の名称については図154に示した。

貝の外唇面を用い、三カ月形の符状に加工したもので、未製品～完成品を含めて、 6点得ら

れた。完成品は図155--146で、前述のように外唇を用い、歯の部分も削り、全面に研磨を施し、

中央よりやや片よったところに穿孔する。まるでイヌの犬歯を模したような感を受ける。それ

以外に、外唇を三カ月形に型どり、歯を残すもの同図147、148、側面のみを研磨したもの同図

149、打割調整したもの同図150、151が検出され、製品の製作過程同図150。151→149→ 148• 

147→ 146、が想起される。しかし、 146に至るか、あるいは147、148で完成品とする可能性も

られる。

また、貝殻の使用部

位及び製品のとり方に

ついては図154に模式化

してみた。詳細の観

は表43に示した。

f)、-

I/ 
究、 /) 背面"'-~,.;;;

ご〕図155-146

Cつ図155-147

Cこ:• 図155-148

図154 タカラガイの部位名と製品のとり方
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（後端）

殻底部

（前端）
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表43 タカラガイ札状製品 計測不可：一単位： mm• 9 

図番号
出土地

貝種 残存

: 区!"~:-146 ホシダカラ 完形

--

147 21ーハ ／， 完形

148 21 -ノ、 F-94 VII ／， 完形

149 21ーノ E -94 VD 

~一

150 21ーハ F-94 W 

151 21ーハ VIl 

・イモガイ（図155、図版171)

アンボンクロザメ、クロフモドキ等の大型のイモガイの外唇側を幅約1.0cm程の長方形に切

り取り、札状に加工したものである。これらは有孔するもの（図155-152)と無孔のもの（同
註 1 註20

図153、154、155)がある。同図156は未製品と思われる。無孔の報告例はキガ浜貝塚、浦添貝

塚にある。

表44 イモガイ札状製品
単位：疇. ~ 

3. その他

①．スイジガイ突起加工品（図155、図版171)
註21

図155-157、158はスイジガイの突起を加工したものである。突起の使用部位は上原氏に従

うと前者がNo.1、後者がNo.4を用いる。このように加工した報告例はなく、用途はあいまいで

あるが、入念な研磨、穿孔等から装飾品にして便宜上、分類した。
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爪:10 図155 タカラガイ。イモガイ札状製品
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スイジガイ加工品 単位：鵬.<j 

図番号
出土地

貝種 i兄
- -----~ ――--

ーよかる。

157 
スイジガイ 面穿孔す

突起 No1 
呈する。

・-- - ・・・・・・---―--

まの清!Ill

158 21ーハ E-94 VII b 
スイジガイ ュ

I ゜

② 二枚研磨有孔貝製品（図145、図版163)

二枚貝の殻頂及びその近くを磨り、約5,0瓢の小孔を穿ったものである。図145-15、16、17

の3点で、貝種はソメワケグリとカワラガイである。前記した「二枚貝有孔製品」と別の用途
註 1

が、考えられるので、この項にまとめた。類例はキガ浜貝塚にある。

単位：疇。リ

出 t地図番号1----- ----------------
地 I><IクリノトlI悟

I貝
法 -91 

••9 9
9
.
 孔径 況犬99

 J
 

,~' 

外殻のll姐緑は複数の剥離かみ

JG 121-ハIE -911 Vil I'ノメワケグリ i完形 R j 309 32.5 j 7.5 2.2 x 2.2 られる。内殻の伽は研磨にさ

れる。殻頂にIi!博界による穿孔。

16 121ーイ I3・c I ll ” ＇ ＇ 3 3 ， 32_6 I 7 7 I 2./4 x'.J/4 I 
仝｛本（内にI摩耗する。

殻頂に小孔。

17 I ,, I o -97 I ,, I力りうカイ I破損 IL I 22. 1 ! 25. 5 I 2. 4 I 4 1 x 4. 4 孔の状況から !'l然の感もある。

③ n そ （図146、図版163)

図146疇 7、淡3-..39は前述した分類に含まれないものである。 37、39の2点は報告例はなく、

加兜9
また38のツノガイは、広田遺跡、馬毛埋葬址で報告があるが県内でははじめてである。本品は

黒住氏によれば「現在、沖縄海域には棲息してなく、化石の可能性が高い」とのことである。

単位： rrmi• g -、. : 計測不可

ーし砂犬＇ヽJ
 

'
，
’
 

4. 

以上、

n I こがホウラ

ィ;11Jj I ツノガイ

＇の- ,f>Ji 

且殻の側緑に縦/,'iに4個の孔4施す殻

の池位部分 1て。

ネ・,c-r、I亜＼イL'.え¥II末。窃孔は 2{[古［あるか、

い。ま，，、

いて記述したが、ここで製品の種類及び他の遺跡との状況を比較

スイジガイ製利器、螺蓋製貝斧、貝刃、貝匙、ホラガイ
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有孔製品は、ほぼ同時期のキガ浜貝塚、シヌグ堂遺跡、地荒原貝塚と類似する。

装飾品は、貝輪は前者の遺跡と同じであるが、貝製小玉の79点は県内では類をみない量であ

るが、近接する沖永良部罪野貝塚にみられる。また、タマガイ、ノシガイ、タカラガイの加工

品は、種子島広田遺跡にみられ、沖縄でも百名第二貝塚やキガ浜貝塚に 1~2例出土する。

札状製品のイモガイは浦添貝塚に報告例があるが、タカラガイは県内で初めてである。タカ

ラガイの中では図155--146はイヌの犬歯を模した感を受け、前W 。V期から出土する「サメ歯

模造製品」と同様、素材の「置換」を想起させるもので、この時期の装身具の特徴を考えるう

えで興味深い。
計 9

また、同一丘陵にほぽ同時期の伊波貝塚があるが、土器は古我地貝塚が面縄前庭式、面縄東

洞式、嘉徳 I、l1式などの奄美系が主体であるのに対し、伊波貝塚が伊波式土器を主体とする

ことから、骨、貝製品の種類が異なることも詳細に検討をするとおもしろい結果が得られると

思う。

註 1. 沖縄県教育委員会「津堅キガ貝塚発掘調査報告書」『沖縄文化財調査報告書第17集』 1977年

註 2. 多和田真淳、外間正幸、嵩元政秀「地荒原貝塚発掘報告」『文化財嬰覧』 1962年

註3. 鹿児島県教育委員会「長浜金久遺跡」『鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書』 (32)』1985年

註 4. 鹿児島県大島郡伊仙町教育委員会「面縄第 1、2貝塚」『伊仙町教育委員会埋蔵文化財発掘調査報

告書 (1)』1983年

註 li. 三島格「螺蓋製貝斧」『賀川光夫先生還暦記念論集』 1982年

註6. 国分直....『南島の先史時代』慶友社 1972年

註7. 新田重消、嵩元政秀「嘉手納貝塚発掘報告書」『文化財要覧』 1960年

註8. 沖縄県教育委員会「百名第二貝塚」『沖縄県文化財調査報告書』第38集1980年

註9. 具志川市教育委員会『地流原貝塚一個人住宅建設工事に係る発掘調査報告』 1986年

註10. 沖縄県教育委員会「シヌグ堂遺跡ー第 1 。 2• 3次発掘調査報告」『沖縄県文化財調査報告書第67

集』 198li年

註11. 沖縄県教育委員会「大原一久米島大原貝塚群発掘調査報告」『沖縄県文化財調査報告書第32集』

1980年

註12. 国分直一、盛園尚孝「種子島南町広田の埋葬遺跡調査概報」『考古学雑誌43巻 5号 1958年

註13. 黒住耐二「付録 2、沖縄県で獲られたオカヤドカリ類の宿貝リスト」『あまん』沖縄県教育委員会

1987年

註14. 黒住耐二氏の教示による。

註lli. 沖縄県教育委員会「古座間味貝塚範囲確認調査報告書」『沖縄県文化財調森報告書第43集』 1982年

註16. 沖縄県教育委員会「カンドゥ原遺跡発掘調査報告書 (I)」沖縄県文化財調査報告書第49集』 1983年

註17. 小牧実繁「那覇市外城嶽貝塚発掘報告」『人類学雑誌』第42巻 8号1927年

註18. C. Wミーヤン。高宮廣衛「知念村熱田原貝塚発掘概況」『文化財嬰覧』 1958年

註19. 鹿児島県大島郡伊仙町教育委員会 1ブ犬田布貝塚」『伊仙町教育委員会埋蔵文化財発掘調鉦報告書

(2)』1984年

註20. 新田重清「浦添貝塚調査概報」『南島考古』第 1号沖縄考古学会1970年

註21. 上原静「いわゆる南島出土の貝製利器について」『南島考古』第 7号1981年

註22. 西之表市教育委員会『馬毛島埋葬址鹿児島県西之表市馬毛島椎ノ木遺跡』 1980年

註23. 高宮廣衛◇ 仲宗根求。宮里信勇「沖永良部神野貝塚発掘調査概報（その 3)」 『沖国大考古』第 9

号1987年

註24. 大111柏「琉球伊波貝塚発掘報告』 1922年
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第 4節骨製品

本貝塚出土の骨製品は実用品と考えられるもの57点、装飾品と考えられるもの67点、両者に

含まれないもの24点の計148点である。地区別の出土は崖上地区22地区イー 5点、崖下地区の2

1地区イー 8点、 21地区ロー 4点、 21地区ハー131点の計148点で21地区ハが全体の88.5%と圧

倒的に多い。これは貝製品と同様、 3IDlll、1mmメッシュにかけた結果だと考えられる。以下、

表48に骨製品の出土状況を示すが、製品の分類については貝製品と同様、報告のための便宜的

なものであり、今後の研究の深化、資料の追加によって変更する可能性もある。

表48 骨製品出土状況
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1 . 実用品

骨針ー23点、骨錐ー 5点、ャス状刺突具ー24点、ナイフ型骨製品ー 3点、ヘラ状製品ー 2点

の計57点で全体の38.5%を示める。地区別の出土状況をみると22地区イー 1点、 21地区イー 5

点、 21地区ロー 2点、 21地区ハー49点である。

a. 利器

① 骨針（図156、図版172)

本品は軸頂部ー 1点、中間ー12点、先端部ー 8点、未製品ー 1点の計23点が得られた。地区

別の出土状況は表49に示すように、 21地区ハー18点、 21地区イー 3点、 21地区ロー 2点で、崖

上からの出土はなかった。素材をみる、イノシシの排骨が主体をなすが、図156-11のようにイ

ノシシの切歯骨を用いるものもある。用途は針としての機能の他にかんざしや補修具としての

可能性もある。本品は沖縄貝塚時代前期～後期までみられるが、一般に前期で多く出土する。

表49 骨針出土一覧 単位：附Ill• fl 

図番りl 出土地

17□□ ：； 
＇ 2 121 -ィ IO-971 II 

： ； 

3 !21ーイ I-95, -
＇ 

素 材］残｛［長 n;扇―丁ii/:~しr,r, さl JJII 」 状況

- ---ー、 I I ' ----- -------一--------一一
イノシシ L r , , 器｛本部と判順の一部を研鳳洲il、j'j部に 4(i X 3 (j 
1111骨~dis

I rill頂、'504 6 3 I 3 5 , 1 6 --- I , ___ - iのflを1,l,i1/Jiから穿孔。

1111 H ,s, 
Pl l 、イ~llJII先瑞部 -f-¥J(i7 i 5. 2 3. 7' 0 7 I 

1 一一丁―- i?iiP'iifiが先端にみられる。研即);iは縦位に確，忍

介、 I I : できる。
．．ー ・・・ー・•一—- -,------- ------「―-- • --- -------- ----一•一ー・

” i 3871 551 35 10 
：仝（本的に光/},'.かある。先端はていねいに謁梢す

i-- --------― j ----I -- -- I ____ j竺_o――----------------- -------------- ----一

I ,, l々 s2.2 I 1 7 1 :i 3 ! 1 2 I先端0)削り伽は叫II屈て1悛線を(fする。 /VI磨眼は
I ! ! りし姑、横位、湘休—崎従位に，忍められる。

--- --「―・・・ ・ ！ 

'ゞ230 i 4 5 I :l 7 1 0 4 I 1iJII特，l輝はてしヽねし＼てある。
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四 II支月 i 33.8 I 7.2 ! 3.31 1 () ! はは仝1l111iJII杓、研I{柑艮は縦付にぶめられる。

． ．．．．一応― 1 -- -- — j- ---- -------- -ー- - -
F 

柚 ff!I 26 ] ! J 4.]'7 :J 1.4 ! 骨休側に :3~4条の切断眼
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！あろ。

注 dis→遠位端、 cs,→ ·,ti本、 pro-•辺付端、介→破祖

② 骨錐（図156、図版172)

イノシシの肢骨やジュゴンの助骨を用い、その一端を削り、錐状にしたものでそれぞれ 2点

ずつ出土した。破損品のみである。

表50 骨錐出土一覧 単位： 11l/Jl'g *: 破損
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③。 （図1[57、図版173)
註 l

本品は金子氏の「両端が光かがる棒状の形態を示し、刺突具と着柄部よりなる。……………」

の概念に酷似するもので「ヤス状刺突具」の名称を与えた。本貝塚では a、トリ骨 b、.:J：イ

尾棘、 C、クジラ、 d、イノシジを素材とした 4種がみられる。

。 トリ骨（図15'・八図版173)

鳥の長管骨を半裁し、ヘラ状に加工したもので先端部....l点、軸部ー11点の計12点が得られ

た。地区別には、 21地区ハー11点、 22地区イー 1点で21地区ハ る。また同図22、23は、

他と異なり、断面は偏平の長方形を呈し、他の用途を想起させるが、全形がなく形状の類似す

るこの項に含めた。 まって、
註 3

地流原貝塚で「ヘラ状製品ートリ」としたものもここ

とする
註 2

る。また、シヌ

れる。
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。 エイ（図157,図版173)

図157・・・・・・20、21、24はエイ

Cタイプ、 21はbタイ

トウグル浜遺跡、

したものである。いずれも破損品で20は金子氏の分
註 4

られる。 bタイプの出十：は沖縄県内では与那

単位： 71皿。 g 森

lil 
1•,1_ 1 ,r,: i,t 

2.4 

/JII ーし
rL'’ 

、

1犬、‘

訥部にあたろ部分て、｛内部と月部のI;危に横伯に
・--・ 0.8 i沈線か，忍められる，，棘を削り、｛内とする 1人褐

色を'i'する。

() 2' 
刈）しをク,Hi、火を、えけたため1火褐色を','する

'liill乳、 ,;1.',I 悴け~外1/11て紋{,)にみらオlる,,

2(i I o /4 i J, し名ISと名えられる。 I',111111/11にliJII料か，忍められ心
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。 クジラ（図157、図版173)

クジラの骨を棒状に加工し、さらに両端を削り、尖らしたものである。完形ー 3点、先端部一

7点、軸部ー 3点の計13点得られた。すべて21地区ハの出土である。本品は、形状によってR

基部にエグリを施こすもの⑤基部にエグリのないもの、◎柄をもつもの、＠その他不明に分
註 6

けることができる。このような製品は本貝塚がはじめてである。形状は異なるが、宜野湾市の

新城下原遺跡出土の「離頭状骨製品」に関連する考える。

表53 ヤス状刺突具（クジラ）出土一覧 単位：醐。 g *: 破損ー：計測不可

出し地
図番号1地区『ク‘□~1 素材残有 1―長 法
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凩ー---一- Iタイプ
屯 1,lj 

d I 
-'I奉状に加 l、 1川端をとからす。片端22冨

OJJ>i: さ削る。謁幣はてしヽねし'o
---- - - - -

b I 
謁整はてしヽねし沿部分的削り痕かみられ

る。

/J[J ー 状 1兄

30 121ーノ、 IF-95I Vil 

b I先端は 7四1f'i'の削りか 2カ,i/rにある。

d Iりし端は丸味をもっ。他に比して細い，）

尖 I
森

1371 1.s x 67 I 11 c1 1vf磨痕縦位、骨質は密てある。

31 121 --ハ IE-94I VII 貨 264I 6. 2 X 5. 5 I 0. 6 I d I先瑞にnこはれfr

32 121ーハ IE-94I VII 

33 121 --ノヽ ID-95I VI 

34 121-ハ ID-95I Vil 

,, I * 17 6 I 5 3 X - I O 4 d 先釘社は丸味をもつ紬]j'j?
f,JI/科は顕#である。

" , 弁怜,2 9 9 I ＇ 1 8 1 x 7 3 I 2 
C I 紺1ffl{IIIJに扶り、柄の"J能性{i、先端は浪LJ

離する。縦{,'[/と研）籾狼、巾央に傷狼 c

- -- ---- -- ---- --- - - -- - --

17 6 6 7 X 7 5 06 c 先端は刈こはれ？

。 イノシシ（図157、図版173)

同図25は、イノシシの）排骨の遠位端、近位端を尖がらしたものである。 21地区イ N-96第Il

層下部から出土した。完形品で最大長85.3mm、幅7.0mm、厚さ4,0mm、重さ2.7gを計る。研磨調

整は先端部で横位、軸部で縦位に認められる。骨針と同様、イノシシの）j非骨を用いているため、

破損すると区別がつきにくく、明瞭でないものは前述に含めたため、この製品は今後数が増え
H7 

る可能性がある。類例は、阿良第二貝塚に出土している。

④ ヘラ状製品（図157、図版173)

図157-35、36はクジラの骨を半歓し、骨髄を除去し、ヘラ状に加工したものである。 2点
社 8

得られたが、いずれも21地区ハの出土である。幅は1.1cmと本貝塚より小さいが、長崎県対馬

の志多留貝塚の「骨製箆」に類似する。利器として用いたものであろう。

表54 クジラヘラ状製品 単位：瓢 'g 森：破損

凶番号 I 地 1メ出1 ク ')::l~I、1地／箇 I 素材残存 I―長 ~1 輻一喜t さ 加丁．状況

35 121 ーハ I~-;;I 〗□l,"""r
36 121ーハ IE-94 vrr クジー；軸 部合76.0

3. 9 I 研磨面は外面と切断血に顕著に見ら
れる。訓l頂の平面形は丸みを帯びる。

5.7 I J面[~ と同一個体？
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⑤．ナイフ形製品（図157、図版173)

トリの長管骨を幅約 5mm、長さ5.8mmの棒状に加工し、片側を調整して平面形をナイフ形に

型どったものである。刃は鈍く、ナイフとして用いたかどうか疑問も残るが、形状から名づけ

た。 3点得られたが、完形は図157-37の1点のみである。報告例は現在のところない。

表55 ナイフ形製品一覧

図番号
出 I・. 地

素杭
法撮

I りミ.. ―... 残存
地区 ソ屑

長 幅り1口-小量
加＿［状況

-・・ 

37 21ーハ E-94 Vll トリ 完形
58-0 ,--48 - -08 平に加_Iし、部..分的に研暦が認め• •.•. 

られる。研磨は固緑か横位にある。
-―---―--I-―-―-----—----- -- ・-----・~----・-・・・--・ —-—-——•-

38 21ーノ‘ E -94 VII トリ 先端 * 
t記の先端で刃ー・.先..は）j形を呈す. •••. 

19 0 48 1 6 0 2 
る。全面研磨

~ヽ I__ ----・--・-, ......... ・・・-・・・-い一 』

39 21ーイ 0-96 II 1- トリ 軸部 貨37 3 5 1 1 6 0 5 
平にするため研磨が顕著にーみら

れる。

2. 装飾品

骨輪・-13点、垂飾品・--7点、サメ脊椎有孔製品一10点、イノシシの牙製品ー18点、かんざし一

3点、札状製品ー 8点、棒状製品ー 8点の計67点が得られた。出土量は骨製品の45.2%を示め、

種類も豊富である。

地区別にみると（表48)

22地区イ -4点、 21地

区イー 2点、 21地区12-

2点、 21地区ハー59点

と崖下地区に集中する。

①．骨輪（図159、図

版174)

11点得られた。環状

のものと半環状のもの

があり、素材は前者が

クジラ骨、後者はジュ

ゴンを主に用いている。

これらの形状は、素材

の制約によって生じる

ものと考える。

図158は半環状のもの

を組み合わせたもので

ある。 (48、49)

:r、一
•ー-·

3cm 

図158 骨輪結合図
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表56 骨輪出土一覧 無孔： X 単位： mm• 9 

53 121 ハ凰旦Ivn I " ) " I* 54 6 I -I 5~7 6 I 17) " I x 11~ 盟悶冒儡I~!!~れる。石化
② 有孔製品（図160、図版176)

サメ歯、イルカ、イノシシ切歯に小孔を有するもので、垂飾品の一種と想定される。サメ歯一

4点、イルカー 2点、イノシシ切歯ー 1点の計 7点の出土である。地区別には22地区ーイー l

点、 21地区イー 1点、 21地区ロー 1点、 21地区ハー 4点の出土である。

・サメ歯

サメの歯の基部に穿孔するもので、種類はメジロザメ科 (FamilyCarcharhimidae)であ

るがそのうち 2点はイタチザメである。いずれも三島氏分類の bタイプに属する。また、孔は
at g 註 3

1個と 2個、穿孔したものがあり、前者が 3点、後者が 1点である。報告例は室川貝塚、地荒

原貝塚等にみられる。

表57 サメ歯有孔製品出土一覧 単位： mm。g

図番号I :!¥」ーー地 --j残 存 I タイプ I-— 、a、 量―—廿孔ぃノト「屑 i~ ー冨J 丁直／□巾さ
1JU 丁状況

72 121ーロ Iあ 区 I IV I先端欠損 I b 10.2116.5110.61 48 I 06 I 19 I 
曲1fii穿孔鋸歯は叫瞭に残る。 Jt部
は平になるように悴形。 1孔。

73 121ーイ， 一 !I ク
ノI
 

ハ
-
E

L

フ

74 121 -ノヽ IE-941 VI 破 IH

75 121―．ノ,1あー94I VJ 完形

a
 

!JI I 12.7 I 142 I 2.2 I 02 

a I 12.0 

a 2 6 2 

ー

゜

.5~7 
-

.

 

-

2

5

 

ー

ー

―

7
・8

 

.

2

 

-

8

 

.

-

3

 

2
 

!.6 I 
1,l,j巾］穿孔、小1l'/o)歯てある。 Jt部
と歯冠部の境を研隙する。 1孔。

1 6 I 
両1/11穿孔、歯冠部は破損する。

l孔。

2

4

 

•• 2

2

 

8
 

ー
両1l1i穿孔、其部のlifJlilをカノトす

る。 2孔。

註 タイプは三島格 (1977)による。
。イルカ、イノシシ

イルカ及びイノシシの切歯の歯冠袖部に穿孔するもので、前者が 2点、後者が 1点得られた。

前者と同様、垂飾品と考えられる。両者とも県内でははじめての出土である。イルカの報告は
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図 160 垂飾品（サメ、イルカ、イノシシ）、サメ脊椎
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全国的にみても少ないようである。

イルカ、イノシ 単位：鵬.g 
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27 7 j 7 2 

17 7 ! 5 2 

6 3 ヽ 6 2 

IL' /JJI I 状況

,1 b X 2.8 伽根部）文ひ的冠l'fl部を1汎磨、両
1/t1 穿—fl 。

2sx2g, 
, ［東JiU:部の r.-)メル＇員を 1部成lj離

iする, 1,L11/J1 穿•（し,,

ィ、 IIJI! 
歯冠部はかなりliJI磨される。]_
ナメル『llJ 才~）寸かに残るし

③ イノシシ牙加工品（図161、図版175)

イノシシの犬歯を加工したもので、 18点出土した。加工のしかたが異なり、それによっ

記のように分類した。

加工の仕方

(1) 基部と先端に穿孔するもの（オス、メス）

(2) 部位に半裁し、⑧エナメル質を利用したもの

⑤ ド面を利用したもの

(3)内外縁を研磨調整したものR内縁調整

⑤外縁 II

(4) 全面研磨したもの

加工別の出土状況を表59にまとめた。これによるとオスとメスでは、他の遺跡と同様、オス

が多い。加工別には(1)のタイプか全体の55,6%で最も多く、次は(2)のタイプで22,2%である。

用途は大まかには、装飾品として含まれるが、 (1)のタイプがその中でも、オス（下顎犬歯）は

札状に、オス（上顎犬歯）はイルカやイノシシの切歯のように垂飾品として用いたものであろ
註 l

う。数種類の加工の仕方があるが、金子氏によると、 (1)のタイプは沖縄に多い加工の仕方で、

シヌ 金子氏分類（註1)

ハタイプ B (l) ① 

イタイプ B (1) ② 

なし

ロタイプ ｝ 
II B (1) ② 

I 
なし

他のタイプは少ないとのことであ

る。図161の70のようにていねいに
註10

加工した例は全国的に少なく、大

阪府に類似の資料（縄文晩期～弥

生前期）上顎がみられるが、距離

的に遠く、関連性は薄い、どちら

ともイノシシの犬歯という素材の

中で加工の仕方に制約があり、そ

の中では最も完成度の高い製品と

いえる。

イノシシ加工別出土状況
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表60 イノシシ牙加工品出土一覧 単位： mil↓ . g ◎→孔有 X →無孔 不→孔不明
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④．サメ脊椎有孔製品（図160、図版176)

サメの脊椎の臼状凹部に穿孔するもので、 10点得られた。すべて21地区ハの出土で、層別に

はVI層ー61点、 VlI層—. 4点でわずかにVI層が多い。大きさは、貝製品の「貝製小玉」と同様、

小型と中型とグルーヒ°ングできる。小型ー 2点、中型ー 5点である。

付記：地荒原遺跡、 1986.3の報告で「側壁に加工を加えるタイプ」としたのは金子氏により、サメの

種類が異なるもので自然面である。という御教示を褐たので提正する。

表61 サメ脊椎有孔製品出土一覧 単位：疇.ff 計測不可：一
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⑤ 骨製かんざし（図162、図版177)

大型海獣（クジラ）の骨を棒状に加工し、上部に「冠部」、下部に「身部」を構成するもの

を「かんざし」としてここに記述する。従来のジュゴン製骨錐と異なり、全体的に偏平で、身
ゃゎ

部と冠部の幅が明瞭に分かれ、材質も柔らかい感を受け、クジラ骨？を用いていることからこ
註11

ことまとめた。 3点得られた。そのうち図162-89はほぼ完形品である。報告例は大山貝塚、、
註12 註 2 紅 3

熱田原貝塚に報告されている。また、シヌグ堂遺跡、地荒原貝塚に冠部が大型化したものと思

われる資料がある。

表62 骨製かんざし出土一覧 単位：疇.9 破損：食

残存

90 未製品

"',~I "-, ヽi'I- - "'-,  " I＇ i ", ゴ9? 
冠部のみ

-315一



⑥ 札状製品（図162、図版）

ジュゴン、及びクジラその他の骨を札状に加工したものであるが、今まで報告例がないので

とりあえずここにまとめた。

・ジュゴン

ジュゴンの肋骨を用いたもので、⑧穿孔したもの、 (6)熊孔のものがある。用途については、

前者は紐を調整するために用いるものか、それ以外の用途をもつものかは不明である。後者は

前者の未製品がそれ以外の用途をもつかは不明である。報告例は現在のところみあたらない。

図162-99以外はすべて21地区ハの出土である。
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ー

肋竹を台形状に形とる。 j尋lrh向に
両rlllに凹線を施こし、その,i,に孔を

2つ穿孔する。全1iJ1liJIナ粋、 liJrrinはK
力形。
ヽ・' , •••• 一．．．．．．．．．

肋骨を略長力形に形とり、 r,1,J朗に 2
つの孔を仙Ji/Iiから穿孔、は/;!令rillに

1,1磨するか、 {llilrillにll!r¥'lの目然1111を
残す。柚断rlnは楕円形を『する。

二等辺．＿＿―＿角形状に形とり、 lill磨を施

こす。 裏1J11にiiii綿組織かみられる,.
ー・

Iii己と詞し糸材からIm「？ 合形を

『し、端は削り丸II~をiJ',す，，釘(11/iJI魁。

R その他（図162、図版178)

3点まで得られた。前者に比べて扁平で、形も方形、勾玉形がある。用途についてはペンダ

ント的要素が考えられる。以下、表64に観察した。

札状製品 単位： Tlflll'fJ 
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板状に加1一＿し、 2つの孔を施こす。 11;1人
： l.8 Iから、平1/11形/j:合形1こなると思わ)lろ。

裏1/11は自然のま；l: である"

2.!i I No91 cははr;;J形と名える孔の跡。裏1/11に
0.8 

2.1 Iり;;,l 3 mmの溝状か 2条施される r

2.5 , 板1人に加 r、 1娼に穿孔する。 lull応1/,I
} 5, X 尉各IIJI瞭、平[/I]形は、 力111人になろと息

2 1 , われる。図 165一・1石製品に類似。

⑦．棒伏加工品（図163• 164、四版178。179)

ジュゴン及びシカを棒状に加工し、穿孔あるいは沈縁などの文様を施したもので、とりあえ

ず装飾品の中に含めた。すべて21地区ハの出土である。
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シカ （図162、図版177)
註11 巴3

シカの骨を加工したものは、沖縄先史時代では大山貝塚、 fカジャンガー貝塚に例がある。

当時、シカの生息した可能性は薄く、本貝塚のそれも、本島以外から持ちこまれたものと考え

る。用途についても、類例をまって、詳細に検討したい。

表65 シカ棒状加工品出土一覧 計測不可：一 単位： 1Tm1• (j 

出 L 地
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状

長管骨を半戟したものて、 3つ0)孔を施こ

すか、 1孔は欠出する。外flllに2条を 1組

に斜位に沈線を施こす。柚頂は丸味を出す。

裏血ば廂綿部を除1,したあとかある。研朋

はていねいてある。
-― I --

I記と同様に加r_、先端は除々に細くなり、

裏ifllもていねいに/JIUする。乱111頂近くに穿

孔する。器形はuじと詞様。

3.0 

3.5 

4 :i 

3 3 

l記 2/ばの先端部分と思われる。 fLのあと

かある。研磨はていねい。

角を用いる。軸頂近くに穿孔のあと、裏1/n

に向綿組織かみられる。火を受けたためか

黒褐色、仄色を星する。

ジュゴン（図163、図版178)

ジュゴンの肋骨を棒状に加工したもので、一見「ジュゴン製骨錐」に類似するが、身部にさ

らに加工を加え、穿孔したり、叉状にしたものである。類似資料が増えれば、用途についても

さらに明瞭になると考えられるが、とりあえずここにまとめた。

表66 ジュゴン棒状加工品出土一覧 計測不可：一 哨位： mm。g

図沿号1
:t: I 

- -

＇ 地区］クリy
--

104 121-, ヽID

JJil 状 ーしj
 

~
ー

軸飢は¢M200mn叫・"力形の冠祁を1,iI、先端は、 叉を

'亡する。冠部の中央に窃孔する。先端は閲状にliJll¥tして

切断したと思われろ。 liJII秤謁怜はてしヽ ねしヽ てあろ，9

..  

袖頂より 10.0nnのところに沈線を加こし冠部を{'Iろ。は

は巾央に :l1/11から穿孔し 1つの孔にすろ。先端も中央・と

[ii] 梯に穿孔するか、破旧し~ィ,ll)j。叶l央の孔は、 1Llfll7 8 

(8 2)、J叶il'Jr/114 6 (7 5)、イjflliJ,15(75)。 ( )[人）は外抒

肋骨の近伯部近くをIllしヽ ろ。研I秤狼か認、められろ。端部

に切断痕。

ゾ，0 :Jンの装飾晶かかんざしの破片と思われる。小破）＇,

のため、ここに含めた。冠部に近い。穿孔のあとと、沈

線文か忍められる。

3. その他（図163、164 図版178、179)

前述の実用品、装飾品に含まれないものをこの項にまとめた。クジラ骨製品一12点、ジュゴ

ン製品一 6点、その他ー 7点の計25点ですべて21地区ハの出土である。

①. クジラ製品（図163、図版178)

クジラの骨を棒状、板状に加工したものである。棒状のものは一次加工の段階のものと考え
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られ、表以外にも小破片が多数あるが省略した。前者は製品と思われるが、穿孔するタイプ図

163-123、124、124、と穿孔しないもの図163-121、126、127、がある。また、穿孔しないも

のの中には図163-128、129のように、断面が湾曲に加工したものの含まれている。
註14 註15 註 2 註 3

クジラ骨を加工した報告例は古宇利原遺跡、渡喜仁浜貝塚、シヌグ堂遺跡、地荒原貝塚等、

沖縄貝塚時代前期、中期の遺跡で 1~2個程度みられるが、本遺跡のように多量の加工品が出

土したのは、初めてである。

表67 クジラ加工品出土一覧
単位:mm• 9 ー：計測不可
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板状に/Jll「、緑部に加 1逍］。孔はJn:11によろ翡悴。

骨輪の木製品？

板状に加 1、断1/11は（内1111し、除々に薄くなろ。 I火

色を兄する。
~ヽ＾~ ~ 、、し 、.• •.. ヽし、、~ ~ ~, ~ .ヽ... . 

No 128と骨質は似る。 {flllr/11に削り痕、火を受けた

ため、黒化する。

②． ジュゴン棒状製品（図164、図版178)

ジュゴンの肋骨を主に加工したもので、前述の装飾品ージュゴン棒状製品に含まないものを

ここにまとめた。クジラ骨と同様、穿孔するもの図164-108、111と無孔のもの図164-109、110

がある。いずれも破損しているため全形はうかがえない。この類の報告例は、現在のところない。

表68 ジュゴン棒状製品（不明）出土一覧 単位： mm • r; ー：計測不可

残存
I去 l,l 

19 I 

r
J
 

l
L
 

f~ 
•
‘
ー犬9‘ IJI 

窮孔の跡 2カ所、帷1Hと{li'llfllにliJII炉[{か

忍められろ。
- -- .. .. -- . 

肋骨を長）J形に切り取り、 liJII評1Jill.lた

ものて、 {1!1)1(11に，謁整のための知f好f"
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D -95) Vl1 )破 祖 I48. s I s. 4 I 12. 4 I - I 無 I表由］に研磨痕か忍められる。

上、 卜．、側［旬に研朋股、ほぼ中央に

A -951 VI I破 損 I20. 2 I 12.1 I - I - I -I縦位に 3つの小孔

A -941 Vll I破 mI 30 1 , - , - , - , -

③．その他（図164、図版179)

トリ、イノシシ、ハリセンボン、ウミガメなどを加工したもので、それぞれ、独自の加工が

施され、統一性がなく、用途についても不明瞭であるためここにまとめた。図164-116のイノ

註 2

シシ加工品は文様の形は違うが、シヌグ堂遺跡の「イノシシ肢骨加工品」に酷似する。また、

紅16

同図113は沖之永良部島神野貝塚に類似したものがある。

表69 不明出土一覧 単位：瓢。 g ー：計測不可

出,_地図番叶—----~---·1 ----」索 材 1残存[ 法憤
J い,,'、, ,_,., " 尺 ―長 r[I'ー； ,=ー・ロニご」 /JII I→． 状 況

, llfl 

113 121 ハIA -941 Vl I !~ ス1ナ;{i);I破 m) 22.3 , 12.3) 1.4) 。8 :;:~ 切断1/nはていねいに研

ァォ、ウトリ I I I I I I骨体側を横位に切断、他に!JU―1股

近J 立端～ あろう゜

イノシシ
五形

食

114 121 -1、IE-95! VI I R I、顎 249 16.6 18.41 3.4 I M3の歯根部分を残し、力形に

に近い
＼，い 歯根

加］したもので、はほ仝!Ill研磨。

115 121 -ハIE-93[ VII Iハリセンホン ?I破 JHI 27 6 I 29. l 

全体形は三角形を呈し、形状はハ

3.9 I リセンホンに似る。 2つの孔を仔

し、裏面に横スレ痕が忍められる。

l Hi I 21 -—ノ斗 E -951 VI 

イノシシ

腔骨 1 破札;)~g1 I 10 2 

近位端～

JO 4 I 2.4 I 

腔骨の近位部側をmしヽる。 1鵡に

削り 1良、丸味を出し、他}j は£~

2.8瓢の穿孔のあと。又状の沈線

を 4カ所に施こす。

[~-94/ I {ぇ {:, 板状に）Jll「、 'I':i/JJ研I評される。他

E. 9:1 I に）Jill痕はない。
117 121 -ノ、1 。 IVil ウミカメ破 m s1. 4 29 g s. 4 1. r 

4. 考察

以上、骨製品に次いて記述した。全体の特徴として、出土量の多いことがあげられる。これ

紅 2 註 3

まで報告されてきた遺跡の中では、シヌグ堂遺跡 (69点）、地荒原貝塚 (111点）より更に多

く、出土総数138点である。用途別には、装飾品が、全体の50%をしめる。

製品の特徴をみると、実用品では、沖縄貝塚時代前期に一般にみられる骨針、骨錐の他にヤ

ス状刺突具が出土したことである。この製品を、漁具として取り扱うならば、これまで、ない

とされていた、刺突漁を想起させるものである。ナイフ型骨製品も新しい製品であるが用途は

不明である。
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装飾品に次いてみると、骨輪の量が13点と多いが、本品は奄美系の土器か出土する伊武部貝

塚、浦添貝塚、具志川島遺跡群等にみられる。垂飾品ではサメ歯、イノシシ、イルカの歯を用

いたものが出土する。本貝塚の21地区ハの西側で数ヶ所にイヌの顎骨がまとまって出土してい

るが、イヌの犬歯の加工品が出土しないのが興味深い。イヌに対して親近感が、あったためで

あろうか。

素材からみるとクジラの骨を使ったものが多い。また、当時沖縄島には棲息ないとされてい

るシカの角を用いた製品が出土しているのも興味深い。化石かそれとも九州や屋久島等から持

ち込んだものか今後資料追加と地質面からの詳細な検討が望まれる。

註 1. 金子浩昌、忍沢成視「骨角器の研究 縄文編 I」慶友社1986年

註 2. 沖縄県教育委員公「シヌグ遺跡ー第 l。2。3次発掘調鉦報告」 「沖縄県文化財調鉦報告書領'i67集」

1985年

註 3. 具志川市教育委員会「地荒原貝塚一個人住宅建設工事に係る発掘調査報告」 1986年

註4. 沖縄県教育委員会「与那国トウグル浜遺跡一与那国空港整備工事に伴う緊急発掘調査報告沖縄県文

化財調査報告第66集1985年

註 5. 本部町教育委員会「具志堅貝塚」 『本部町文化財調査報告書第 3集』

註 6. 宜野湾市教育委員会「喜友名遺跡群」 「宜野湾文化財調査報告第 5集」 1984年

註 7. 伊江村教育委員会「阿良第二貝塚」 1986年

註8. 志多留貝塚「対馬の考古学」 1976年

註 9. 高宮廣衛。後仲筋正徳。奥間尚。金城亀信「室川貝塚第 4次発掘調蓋報告概報」 『沖国大考古』第

6号沖国大考古学研究室 1982年

註10. 大阪府教育委員会「水走遺跡ー東大阪生駒電鉄建設予定地内発掘調査概要」 1984年

註11. 賀川光夫¢ 多和田賀淳「大山貝塚調査概報」 『文化財要覧』琉球文化財保護委員会1959年

註12. C。W ミーヤンバ高宮廣衛「知念村熱田原貝塚発掘概況」 『文化財要覧』琉球文化財保謹委員会

1958年

註13. 具志川市教育委員会「宇堅貝塚群 e アカジャンガー貝塚発掘調査報告」 1980年

註14. 今帰仁．村教育委員会「古宇利原遺跡発掘調査報告書」 「今帰仁村文化財調鉦報告書第 8集」 1983年

註15. 渡喜仁浜原調査団「渡喜仁浜原貝塚」 今帰仁村教育委員会 1977年

註16. 高宮）腐衛。玉城安明。照屋孝。仲村ゆりか。山内盛尚「沖永良部島神野貝塚発掘調査概報」 （その

2) -Bトレンチー「沖国大考古」第 8号 沖国大考古学研究室 1985年
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第 5節石製品

石製品としたものは 6点でこれらは実用品と装飾品にわけられる。

1 . 品

実用品としたものは図 2・~6の5

ハ・-3点、 22地区ロー 3点である。

a_ 石刃（図166、図版180)

千枚岩の剥片を二等辺三角形にかたどり全辺を研磨によって附刃するものであるが、先端を

る。出土量は装飾品に比べて多く地区別には21地区

欠損する。刃縁は三辺とも一～二箇所の剥離をもち、刃先はシャープである。最大幅23Arnm、

厚さ2.2mrn2.11mnを計る。 21地区ハ F・-95第VIb層の出上である。用途はおそらく刃器のような

ものであろう。

b 有孔石刃（図166、図版180)

• aタイプ

千枚岩を略長方形に形どり、長軸の両端を研麿によって刃部を作り、さらに長軸の中心より

片側よりに 2つの孔を穿孔する。用途については、小刃のよう

西長浜原遺跡、室川貝塚にある。

表70 有孔石刃

きる。報告例は

岨位： nun'9 

図晶号，
地

h1 
~
 ヽ

'~' 
_
1
 

屈
，残行

v 完形

完形

VII ! 破田

l
L
 

沙犬，ヽ,． 
ー

仙］関翡1こ汎り<tsど）。
-- . 

Lit~ より1J,Jli!

穿孔の跡かあり

。 bタイプ

同図 4も千枚岩を用いたもので、前記と同様両端を研麿し、刃状にしたものである。さらに、

長辺を両側から挟り、片側に穿孔の跡がある。 22地区口第IV層の出土である。大きさは、最大

長44.5nun、最大幅21.4皿l、厚さ2.9mm、重さ4.1gをはかる。前記の製品と関連する可能性もあ

る。

2. 装飾品

装飾品したものは図 1、7の2例である。そ

れぞれ21地区ハ、 22地区口から 1点づつえられ

た。

a. 勾玉状石製品（図165、図版180)

千枚岩の剥片を勾玉に型どったものである。

完形品で、中央よりやや上方に．穿孔（外径6.0mm

内径1.7りnn)し、また、上、ドの端部に 1r~ 2個

の刻みを施す。研磨謁整は突出部を滑らかに 図165

゜
3cm 
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するため、部分的にみられる。中央部が厚く、端部に細くなる。 22地区口第 4号遺構の出土で、

大きさは、最大長40.5llllll、幅23.9llllll、重さ3.8gをはかる。現在のところ報告例はない。

b. 彫刻石製品（図167)

千枚岩の板状のものをもちいていわゆる「彫刻骨器」に模したもので、ほぼ完形に近い。大

きさは最大長27.8llllll(19.6)、幅37.9(27.7) llllll、重さ7.2gで骨製より小振りである。表面は、

中央に幅 7ミリ程の凹帯を縦に配し、蝶の羽に当たる部分に線刻状の文様の跡が窺える。石質

が柔らかいため、ほとんど消えかかっているが、蝶形骨器と類似する文様と考えられる。裏面
糾 l 註 2 釘： 3 

は上、下に段を有し、やはり模倣したものである。これは崎樋川貝塚、キガ浜貝塚、嘉手納貝
註 4

塚に「蝶形骨器」に類似するものである。また、模造品としては室川貝塚に貝製の龍形タイプ

がある。

3. . 

以上、石製品について記述したが、全体として出土量は少ない。実用品は室川貝塚、西長浜

遺跡など沖縄貝塚時代中期にみられるものである。装飾品は県内で初めての出土である。彫刻

骨器の模造品が出上したのは特記すべきことである。サメ歯の製品と同様「模造」の意味が製

品に対するマジカル的なものか、それ以外の要素をもつものか興味深い。また、勾玉状製品も

22地区口の第 4号遺構から出土していることから前記と同様マジカル的な問題を含んでいると

思われる。

註 1 島田貞彦 琉球崎樋川貝塚 『歴史と地理』 1932年

2 沖縄県教育委員会「津堅島キガ浜貝塚発掘調査報告」 『沖縄県文化財調併報告書第17集」 1978年

3 新田重消、嵩｝じ政秀 「嘉手納貝塚発掘報告」 『文化財要貰』琉球文化財保設委員会 1960年

4 i¥宮広術、知念勇、岸本義彦、佐野千室川貝塚範囲確認調府報告」『沖縄市文化財調壺報告書第1集」沖縄市教育委員会 1979年

［ 口--

≫” à 

7
 

「Jcm 

図 167 彫刻石製品
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第 6節軟体動物遺存体

1. 貝類遺存体

本遺跡から 39科106種（微小陸産貝を除く）の貝殻が出土した。

21地区ではイ区で15,922個体、口区で1,729個体の出土であるが、ハ区出土の貝殻は非常に

多いためE-94グリッドに限定して集計を行なった。 22地区で貝殻が出土したのはイ区のみで、

その中でも第 2号・第 3号遺構・フィッシャーから貝殻が出土した。

個体数の算出については出土状況表の下に記したとおりである。

貝種については黒住耐二氏に同定していただき、生息地についても彼の分類法を採用した。

さらに、この遺跡から多量に出土したウミニナ科の貝殻については、グリッド・層位を限定し

て、完形の貝殻を無作為に抽出し、部位計測や科で算出した貝殻の種を同定していただき、種

の構成比較等も含め計測から得られた結果や自然環境を含んだ考察は別項に詳細に記載されて

いるので参照されたい。また、抽出した貝殻の部位計測の際、その貝殻の中につまった土の中

から 9種の微小陸産貝が出てきた。いずれも 5JlllD未満の微小貝で、この貝類の出土状況は表の

下段に項目を設けた。この微小陸産貝についても前述の黒住氏の別項に記述されている。

また、採集した貝の大きさを比較するため、二枚貝で出土量の多いシレナシジミガイとアラ

スジケマンガイの 2種の貝殻について21地区のイ区とハ区から出土した完形貝の殻高・殻長の

計測を試みた。いずれもcm単位で分類し、貝殻の大きさと、その大きさの貝殻の出土量が一目

できるように、 1cm方眼の左下を基点とし、縦軸が殻高、横軸が殻長を示す表を作成した。計

測は 1cm単位で大まかなものだが、出土貝の大小や平均的な大きさ等はこの表でも十分把握で

きよう。

a. 21地区

イ区

岩下に位置したこの区は、岩陰に 3カ所の貝殻集中部があり、その集中部ごとに貝を分類・

集計した。また口区に隣接した仲門門中墓（按司墓）付近では I層.JI層上部.JI層下部の層

が確認でき、各層から貝殻が出土したので、層位別に出土貝を分類集計した。

主体貝の構成比較（表73)をみると両者にほとんど差異はない。

いずれもウミニナ科の出土が多く約70%を占めている。次いでシュリマイマイが多く、シレ

ナシジミガイ、センニンガイとつづき、陸域の林内や林縁部に生息するシュリマイマイを除い

ては、河口干潟。マングロープ域の砂泥• 砂礫底に生息する貝が主体を占める。

他に淡水域に生息するカワニナや、イソハマグリやクモガイ・マガキガイ・アラスジケマン

ガイ等、砂底に生息する貝の出土が多い。

出士量の多いウミニナ科の貝殻については、 0-96グリッド第rr層上部から出土した貝殻

（最少個体数に算出した貝殻）の中から無作為に162個体抽出し、種の組成比率を算出した黒住
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の種類組成の表（別項表84)をみると、抽出貝殻162個体中、キバウミニナ I型が128個体で約

80%を占め、キパウミニナ II型とマドモチウミニナがそれぞれ17個体で約10%の比率である。

イ区全体的にみてもその比率に大差はないと思われる。

また、その貝殻の中につまった土に混って、微小陸産貝のオカチョウジガイが 1点得られた。

この区から出土したシレナシジミガイはII層上部で最少個体数が右殻242/左殻248個体（以

下、右殻。左殻を略す）中、完形貝は82/97個体で、小さい貝殻で殻高 1~2cmX殻長 1~2 

cm (以下、殻高・殻長を略す）大きなもので 6~7cmX6~7cmと出土貝の大きさにばらつき

がある。

この層では 3~4cmX3~4cmX 4~5cmの貝が多く、シレナシジミガイにしてはやや小さめ

である。

II層下部では最少個体数が151/123個体中、完形貝は41/33個体で、完形貝の残存率は低い。

3~4cmX 3~4cmと4~5cmX4~5cmの貝が多い。

アラスジケマンガイはII層の上部下部とも 2~3cIJ1X2~3cmから 3~4cmX4~5cmの大

きさの貝殻が出土した。

II層上部で60/41個体中、完形貝は33/26個体で、 2~-3cmX 3~~4cmの貝が多く、 2~3

cmX2~3cmのやや小さめの貝も多い。

II層下部では39/44個体中、完形貝は16/18個体で完形貝の残存率は低い。 Il層上部と同様

2~3cmX 3~4cmの貝殻が多く、 3~4cmX3~4cmのやや大きめの貝も目立つ。

シレナシジミガイは出土量は多いが採集した貝はやや小さめである。それに比べてアラスジ

ケマンガイはさほど小さなものはなく採集貝の大きさはほぼ一定しているようである。

表71 シレナシジミガイの計測相関

765432 
L又-Jmコーゴ9・ 

ki,.，C 
（ 
9,' 

n! 歯上部

(82/97) 
- -- .. . --・・・. .. . -

1/ 
，一・

¾ パI 

½ ¾ 
¾ ¾ 

¾ ¾ 
/i 1/ 

:--

II I習卜部

ーヽノ

32 
fdlll 
.C654L 
几又l.9, 9,＇ ,' 、91

（ 

(41 / 33) 
- ---. - - -'-

½1/ 
77 ½ 

77 ¼ 
1/ パ

' 

o I 1 1 1 1 1 1 1 o 
0 1 2 3 4 5 6 7cm殻長 。

（凡例）右殻／パ殻 （／）完形貝個体数

恥几
又点凩c

 
7
 

6
 

ra 
4
 

3
 

2
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表72 アラスジケマンガイの計測相関

(~ 

3
 

2 
II屑上部

） (33 / 26) 

゜0 1 2 

（凡例）右殻／左穀

3
 

`~ 
殻
高

c
m
4

（
 

3
 

2 

II層下部

(16/18) 

½/s 

4 5 cm o゚
（／）完形貝総個体数

2
 

3
 

4
 

5 cm殻長

表73 主体貝構成比較

岩陰 1I岩陰 2I岩陰 s I 小計 I)習 I II悩上部 III陪下部 I 小計 ー,,,, 11 

185 
ウミニナ科 I11------

67.8% 

29 
シュリマイマイ I2, ・

10.6% 

170 2,565 

1 1-----1~--
49.7% 71.7% 

106 436 

21—---, 2「―31.0% 12.2% 

2,920 1,269 2,814 4,366 

叶;m11-67.1% j 1二 l~w◊
571 

2 I I 2 
13,6% 

183 

9.'7% 

8,449 11,369 

叶―:~;,:;;-%1二
410 371 964 1,535 

2 卜~~;iz-~~;叶—~-12--;;~~
ノレナンゾミガイ 1 叶—--~31— 13 +一門

5.9% 3.8% 5.1% 

213 107 

3)-s1i~+~%-

248 l 51 506 719 

3)--~41 - 3-----31--
6.0% 2.'1% 4.3% 4.5% 

7
 

7
 

108 122 62 134 187 383 505 

セノニ./ガイ 111--;_~%1 51□ z;~41-;·-~;611 「パ賣ー14-;;・%! 41-·;:;·9-~1 3. 一；●：;・%! 4 -~ii 41 3.2% 

カワニナ科 3
 

7
 

53 63 55 43 52 150 213 

トウガタカリニナ禾11 I 1.1% I I 2.0% I I 1.5% 2.9% I I 1.0%-I 7 「;~%1 〗丁;%l5l~m
8
 

20 31 27 72 57 
イソハマグリ l6

l.1% 2.3% 0.6% 
71-—りパGrt―;,~%-1 s 1--・;;%・16 1---;~-I 5 

~6-- 18'~ 
1.3% 1.2% 

クモガイ

2 

0.'7% 

36 38 
----<  61―---6- ゴ8,. 

1.0% 0.9% 
~6~8~-~9 --~~~7·168 

1.0% 1.1% 0.9% 11% 1.1% 

4
 

19 
マガキガイ

23 14 

`ド|―~~;%191―`〗 10「三 —·1·~-15~---~-!=~71―ーロ
0.4% 20% 1.2% 

5
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22 
アラスジケマンガイ

28 

-~~m-18 「;-5~ 属r1--二冒~-'7%
28 60 44 

6l-~.S% 16 「-~:~;~, 9 「―~.8%
slー. 13~1 gl_. 門l!~-

1.1% I I 1.0% 

273 312 I I 3,575 I I 4,190 1,s92 I I 4,167 I I 5,673 I I 11,732 I I 1s,922 
最少佃体数

!.7% I I 21% I I 22.s% I I 26.3% I 1119% I I 202% I I 35.6% I I 73.7% I 11000% 

表の左の数字は層別順位、上段は個体数、下段は層別比率である。
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表74 21地区イ区の貝類出土状況

科 名 種 名
番 最少個 II 層 最少個

H 生息地
号 岩陰 1岩陰 2岩陰 3体数 I僧 上蔀 下部 体数

ッタノハガイ オベッコウカサガイ 1 I -I -a 

クマノコガイ 2 I -1 -b 
二、ンキウズガイ 3 I -2 -a 

ニッキ ウズ ガイ
ギンタカハマガイ 4 3 3 3 ! -4 -a 
コシダカギンタカハマガイ 5 I --4 -a 

サラサバテイ 6 4 4 14 22 14 50 54 I -4 -a 

オキナワイツダタミ 7 1 1 2 4 9 15 16 II-1 --b 

ヤ コ ウ ガ イ 8 1/ I 1 I -4-a 
チョウ セ ン サ ザ エ 9 /2 2 3/8 6 /26 2 /30 64 66 I -3 -a 

リュウテンサザエ
力 ソ ギ ク 10 2/ 1/ 10/ 13 4/ 19/ 13/ 36 49 Jl-1 -b 
オオウラウズガイ 11 2/ 2 2 I -2 -a 

ニシキ ア マ オ プ ネ 12 I -1 -c 

マルア マオプネ 13 8 8 4 5 6 15 23 I -I -b 

ヒラマキアマオプネ 14 2 3 5 5 13 18 23 ill-0-d 
イシダタミアマオプネ 15 1 1 I I -0-a 

アマオブネガイ マングロープアマガイ 16 Ill-1 -b 
力 ノ コ ガ イ 17 1 5 6 6 m-1-e 
イ ガカノコガイ 18 3 4 11 18 I 16 34 51 69 m-1-e 
シ マカノコガイ 19 L I 1 2 I 4 5 ill-0-d 
ヒ メカノコガイ 20 2 2 2 ][-1-e 

ヤ マ 夕 二 シオキナワヤ 7タニシ 21 V-8 

カ ワ 二 ナカ ワ 二 ナ 22 IV-5• 6 

ヌノ メ カ ワきニ•一土ナ麿 3 7 53 63 55 43 52 150 213 
IV-5 

トウガタカワニナ アマミカワ
正IV-5 5 

トウガタカワニナ 25 
キバ ウミニナ (I)26 Ill-0 -c 

キバウミニナ (~Jナ国28 
185 170 2,565 2,920 1,269 2,814 4,366 8,449 11,369 m-o-c 

ゥ ミ 二
ナマドモチウミニ DI-1-c 
センニンガイ 29 7 7 108 122 62 134 187 383 505 m-o-c 

オニノツノガイ
オニ ノツノガイ 30 2 2 3 8 7 18 20 I -2 -c 
ョコワカニモリガイ 31 2 2 2 I -2 -c 

マ ガ キ ガ イ 32 4 19 23 14 17 111 142 165 l -2 -C 

ガ
オハグロガイ 33 1 

3I 8 
16 

612 0 
4 

1332 0 
33 Il-2 -c 

ソ デ イクモガイ 34 2 36 19 51 ト―168 I -2 -c 
ラ ク ダ ガ イ 35 I -4 -c 

ガ
ヘ＇）アキトミガイ 36 I -2 -c 

夕 マ イホウシュノタマガイ 37 1 2 ーし 1 2 3 6 II-I -c 

ハナツナメピタラカラガイモドキ 38 1 1 1 I -2 -a 
ダカラガイ 39 I -I_: 了

コモンダカラガイ 40 I 1 I I -1 -a 

夕 力 ラ ガイ ハナ マルユキガイ 41 1 1 1 I -3 -a 
ホ シダカラガイ 42 

' 
3 1 4 4 I -2 -c 

性．シキヌタカ．ィ 43 I-2-a 
ヤクシマダカラガイ 44 I -2 -a 

ジ ガイ巳三ガイ
45 I -4 -a 

フ ツ
キ ガ イ 46 I -2 -a ， 

ガンゼキポラ 47 I -4 -a 

ア ツ キ ガイ ツ うクモ・ガイ 48 I -3 -a 

アカイガレイシガ iィ 49 I -3 -a 
ァッムシロガ 50 I・-1・・・a 

オリイレヨフパイ
チビオリイレムシロガイ 51 IT-2 -c 

-・ 

ゾ ノゞ
ノ ンガイ 52 I -I -a 

工
イウスイロバイ 53 1 2 3 3 II-2 -c 

イトマキポラ 戸ィりキュウツノマクガイ 54 I -3 -a 

トマキボラ 55 I 1 I I -2 -a 
オニコプシガイ コオ ニコプシガイ 56 I -3□: 

マダ ライモガイ 57 I -I -a 
ト―-

ジュズカケサヤガタイモ 58 I -I -a 
サヤ ガ タ イ モ ガ イ 59 l-1二］

ク ロミナシガイ 60 
--, -

I 1 I l -2 -c 
アカシマミナシガイ

662 1 ＇ 
I -2 -c 

イ モ ガ ィヒラマキイモガイ I -2 -c 
ロウソクガイ 63 I -2 -c 
ヤナギシボリイモガイ 64 I -2 2 --a C 
イボカバイモ・ガイ 65 二—― 1 ← . 1 I-
アンボンクロザメガイ 66 I 1 1 I -2 -ぐ

クロフモドキ 67 l ---2 --c 

キセルガイツヤギセル 68 1 3 雇18― 22 11 25 35 '/1 □93 ― vV--8 8― 
ナンバンマイマイ シュリマイマイ 69 29 106 571 183 410 371 964 

Iカッ レ ン マ イ マ イ 70 IV--7 
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番 岩陰 l
II 層

科 名 種 名 岩陰 2岩険 3最少個 I 陪 上下 最少個 計 生息地
号右殻左骰 石 五 石左 体数 石左 石左石左 体数

工 ガ イ 71 I -I -a 
フ ネ ガ イ カリガネエガイ 72 1 1 2 3 5 3 1 17 16 8 11 31 36 II-1-b 

リュウキュウサルポウガイ 73 I 1 I [] -2 -C 

夕 マ キ ガイ ソメ ワケグリガイ 74 I 2 3 2 1 1 3 6 I -2 -c 
クロチョウガイ 75 ＇ I -4 -ふ―

ウグイスガイ
ミド リアオリガイ 76 I -I -a 

シュモクアオリガイ
シュモクアオリガイ 77 1 5 7 8 1 3 6 3 4 4 13 21 

~ill-21--a b マクガイ 78 
シュモクガイ ニワトリガキ 79 ___ II-1-k,_ 

イ 夕 ャ ガイ
チサラガイ 80 I -4 -c 
リュウキュウオウギガイ 81 I -2 -c 

.. 

ウミギクガイメ ン ガ イ 82 1 I 1 I -2 --a 
イ 夕 ボガキ

オハグロガキ 83 1 I I I -I -a 
ニ セ マ ガ キ 84 1 1 17 19 5 42 1 32 79 98 II-1 -b 

シ‘ ジ ミ ガイ ツレ ナシジミガイ 85 16 15 8 13 184 四 213 107 89 242 248 151 123 506 719 DI-0 -c 
キクザルガイ シロザルガイ 86 I -2 -a 

シラナミガイ 87 I I l 1 I 2 1-2-a 

シ‘ ガイ
ヒメジャコガイ 88 2 2 2 I -2 -a 

ヤ コ
ヒレジャコガイ 89 I 1 1 l -2 -C 

シ ヤ ゴ ウ 90 I -2 -c 

ザ ガ
カワラガイ 91 I 1 1 2 2 2 5 3 10 12 II-2 -c 

ル
イ リュウキュウザルガイ 92 I 1 2 2 4 5 II-2 -c 
スダレハマグリ 93 4 I 5 3 5 7 12 2 3 20 25 II--1 -c 
チョウセンハマグリ 94 I 1 I I 2 3 II-1-c 
サ ラ サ ガ イ 95 2 1 22 18 24 8 7 25 22 17 11 50 74 I -2 -c □オイノ.、ジケマンガイ

96 1 5 2 20 22 28 27 28 60 41 39 44 132 160 m-1-c 
マル ス ダ レ ガ イ カガミガイ 97 1 I 11 10 9 9 I 3 23 24 II-1 -c 

ヌ ノ メ ガ イ 98
］ 

II-1 --c 
オキシジミガイ 99 5 4 5 3 2 3 5 3 11 16 ll-1 -c 

Iイヒメオリュウウキハュマウアクやサリリ100 4 4 2 7 ， 13 IT-1 -c 
阿 I・1 2 I 2 5 5 II--! -c 

チドリマスオガイ イソハマグリ 102 I 3 8 5 20 7 -31 24 27 72 66 39 57 156 187 I -I --c 
ナミノコガイ ナミノコガイ 103 

1 4 1 12 14 19 11 4 13 10 7 2 31 50 
ll-I --c 

ニッコウガイ ヌノメイチョウシラトリ 104 Ill 1 -c 
リュウキュウマスオガイ マスオガイの一釉 105 

I 
1 一—立． 9 1 4 I 15 16 m-1-c― 

クサズリヒザラガイ ヒサラガイの一釉 106 1 I 1 I --I --a 
最少桐体数 273 342 3,575 4,190 1,892 4,167 5,673 11,732 15,922 

戸打頑中につまった上から得た徴小陸匝貝

ヤマ キ サ ゴオキナワヤマキサゴ V-8 
カワサ：ンショウカ・ ィヘソカドガイ属の一1罰~·- I 

不明
キ セ ルガイツ ヤ ギ セ ル

I 

VV--8 8 
オカクチキレガイ オカチ a ウジガイ ＇ I 1 
ベッコウマイマイ トク）ツマペッコウマイマイ

， 
V-7 

＇ 
I 

ナ ンバンマイマイ ツュ リマイマイ V-8 

オナジマ イ マ イ
イト マ ン マ イ マ イ

＇ 

V-7 
ウスカ ワ マ イ マ イ V-9 

ネジレガイ コメップタワラガイ V-7 
H 1 -「―

貝の生息地の分類

外 洋 ～ 内 恐 水 深 底 質

〇潮間帯上部 (1ではノッチ、 mではマングロープ） a 岩板

1潮間帯中。下部 b 転石

2 亜潮間帯上縁部 (Iではイノー） C 岩礫底、砂泥底、砂底

3 干瀬 (Iにのみ適用） d マングロープ植物上

4 礁斜面およびその下部 e 淡水の流入する礫底

5 止水

6 流水

7 林内

8 林内。林緑部

9 林緑部

10海浜域

11打ち上げ物

12化石

佃体数の算出は下記のようにおこなった

1. 巻貝は殻頂部を有する貝と、殻頂は欠姐しているが 3/4以」：残存している完形に近い貝を 1佃体とした。

また、リュウテンサザ工科の貝は殻数／器数を示し、その多い方を姫少佃体数とした。

2. 二枚貝は殻項を有する貝を左右それぞれ集計し、その多い方を最少飼体数とした。

3. 巻Jc/ ・ニ枚且とも、個休数を算州できる J~はなく、殻頂が欠枇し破肌0)いちじるしいHだけが札i:lーした場合に限り、 IJ,・ でも数片でも 1儲／本とした。
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表75 21地区口区の貝類出土状況

I 脳 IT 屈 皿 屈 IV 

I 

ガ

ガ

ラ ガ

ガ
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番 I 屈 ll 層 ill 屈 N 層 v 眉
科 名 種 名 最少個体数 生息地

号右殻 左殻 右 左 右 左 右 左 右左

＇ ガ イ 71 I-1-a 工

フ ネ ガ イドリ リガネエガイ 72 II I -b 
ュウキュウサルボウガイ 73 ＇ ''  II-2 -c 

夕 マ キ ガイ ソメ・ワケグリガイ 74 しL ’~ → 

I 2 I -2 -c 
クロチョウガイ 75 I-4-a-

ウグイスガイ
ミドリアオリガ_i76 I -I -a 

シュモクアオリガイ
シュモクアオリガイ 77 I -2 -a 

マクガイ '/8 皿ー 1-b 

Iシュモクガイ ニワトリガキ 79 11-1-b 
チサラガイ 80 I -4 --c 

イタヤガイ I 

リュウキユて巧{,グギガイ 81 I -2 -c 

ウミ ギ ク ガ イ メ ン ガ イ 82 j I --2 -a 

イ 夕 ボ ガキ
オハグロガキ 83 I -1 -a 

ニセ マ ガ キ 84 1 
2 1 

2 Il-1-b 
にジ了ーガイ シレ ナシジミガイ 85 12 11 I ! _ _L_ 3 8 8 1 28 Ill-0 -c 

キ ク ザルガイ 1シロザルガイ 86 I -2 2 --a a 
1シラナミガイ 87 I I ， I I -

ガイ
ヒ メジャコガイ 88 1 1 2 I -2 -a 

シ’ ヤ コ Iヒ レジャコガイ 89 1 ――l― 2 I -2 -c 

Iシ ャ ゴ ィウ 90 
1 I 

I I-2-c 
カワぅガ 阿[ I ， l_L 1 -I 5 Il-2-c 

ザ ルガイ
可ゥキュウザルガイ 92 II-2 -て
スダレハマグリ 93 JI-1 -C 
チョウセンハマグリ 94 1 1 2 2 1 5 IT--I -c 
サラサガイ 95 

3 I 
1 I -2 -C 

アラスジケマ-ンガイ 96 2 2 11 8 8 4 2 17 m-1-c 

マルスダ レガ イ オイ ノカガミガイ 97 l 2 1 3 lf-1-C 
ヌ J メガイ

998 9 
n二I-c 

オキシジミガイ I 1 Ill-I ---C 
ヒメリュウキュウアサリ i100 JI-[ -C 

イオウハマグリ 101 ！l □ -J I ---C c 
1チドリマスオガイ イソハマグリ 102 1 3 5 4 3 10 
1ナミノコガイ ナミ ノコガイ 103 

1 3 4 
II・-1・-c 

ニッコウガイ ヌノメイチョウシラトリ 104 Im-1 --c 

リュウキュウマスオガイ マスオガイの 利105 Ill! -1 -c 

クサズリヒザラガイ ヒサラガイの一種 106 I -1-a 

最少個休数 164 7 89 241 1匁28 1.729 
且殻 lれにつまった上から得た徴小粋産貝

ヤマキサゴ オキナワヤマキサゴ

カワザンショウガイ ヘソカドガイ属の 種

キセルガイ ツヤギセル

オカクチキレガイ オカチ ョ ウ ジ ガ イ

ベッコウマイマイ トク）ツマペッコりマイマイ

ナンバンマイマイ シュリマイマイ

オナ
ィイトマ ン マ イ マ イ

ウス カ ワ マ イ マ イ

ネジレガイ コメップタワラガイ

i1— 

※ 生息地の記号、佃体数の狩出については表74と同じ。

口

仲門門中墓の前庭に設定した 6つのグリッドから出土したもので、他の区に比べると出士量

は非常に少ない。貝殻は、発掘した第 I層から第V層の各層から出士しており、特に最下層の

v層からの出士が区の約70%を占める。

層位別の主体貝構成比較をみると、この区でもウミニナ科の貝殻が主体で81.6%を占める。

次いでセンニンガイ、クモガイ、シレナシジミガイと続く、同じような環境の河口干潟。マン

グローブ域の砂泥R砂礫底に生息する貝が主である。
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第rn層発掘調査中には、サラサバテイ、クモガイやシャコガイ科等の大形貝が目についたが、

集計した出土状況の表や主体貝構成比較の表をみると、クモガイが最も多く、ウミニナ、サラ

サバテイ、シレナシジミガイとつづく。

第1V層でもクモガイやサラサバテイは多く出土した。

第V層では、第m層•第1V層で出土量の多いクモガイの出土はなく、サラサバテイもわずか

1点の出土である。また第m層・第1V層では出土量の少ないセンニンガイがウミニナ科に次い

で多い。この層では特にウミニナ科の貝が91.5%を占めており、つづくセンニンガイを含め

ると、河口干潟・マングローブ域の砂泥• 砂礫底に生息する貝が95%を占めている。

この区では他の区に比べると、シュリマイマイの出土が少なく構成比率が低い。

表76 主体貝構成比較

貝 種 名 I 層 II 層 III 層 IV 層 v 層 計

101 5 24 156 1,124 1,140 
ウ ミ ニナ科 1 1 2 1 1 1 -

61.6% 71.4% 26.9% 64.7% 91.5% 81.6% 

11 2 5 45 63 センニンガイ 3 2 2 
6.7% 2.2% 2.1% 3.7% 3.6% 

.. 

1 25 14 40 
ク モ ガ イ 1 2 3 

0.6% 28.1% 5.8% 2.3% 

12 1 5 8 2 28 
シレナシジミガイ 2 2 4 4 4 I 

7.3% 14.3% 5.6% 3.3% 0.2% 1.6% 

6 4 ， 7 26 
チョウセンサザエ 5 5 3 5 5 

3.7% 4.5% 37% 0.6% 1.5% 
.. 

4 5 14 23 
マガキガイ 6 3 6 

2.4% 2.1% 1.1% 1.3% - -

3 ， 7 1 20 
サラサバテイ 3 6 7 

1.8% 10.1% 2.9% 0.1% 1.2% 

力 ワ ニナ科 1 4 5 10 20 
5 4 7 

トウガタカワニナ科 0.6% 4.5% 2.1% 0.8% 1.2% ... 

3 2 8 4 17 
アラスジケマンガイ 7 4 7 ， 

1.8% 2.2% 3.3% 0.3% 1.0% ， 3 5 17 
シュリマイマイ 4 7 6 ， 

5.5% 3.4% 0.4% 1.0% 
--

164 7 89 241 1,228 1,729 
最少個体数 ．． 

9.5% 0.4% 5.2% 13.9% 71.9% 100.0% 

表の左の数字は層別順位、上段は個体数、下段は層別比率である。
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ハ区

他の区とは比較にならない程膨大な量の貝殻が出土した。この区では第VII層 (VIIb層を含む）

で貝殻が層をなして多量に出土した。

第VII層の発掘調査中はサラサバテイ等の大きめの貝が目立って出土した。掘り下げていく段

階でアラスジケマンガイやイソハマグリ、アマオプネガイ科が多くなり、主体が小形貝に変わっ

てきたので、その時点で大形貝の目立つ上層出士の貝殻と区別し、第VIIb層として遺物を取り

上げた。

出土量の多かったいくつかのグリッドから出土した貝の量は、 1グリッドで、他の地区。区

(21ーイ・ 21ーロ・ 22ーイ）の総出土量の約 3倍にものぼる程である。この区で出士したすべ

ての貝を洗浄してそれを分類し集計するのは多大な人手と時間を要するが、出土量の多いグリッ

ドの出土状況を示すだけでもこの区の出土貝種。主体貝およびその構成比率は十分把握できる

と思われるので、グリッドをE-94グリッドに限定して出土貝殻の洗浄。分類・集計を行なっ

た。

出土量の多い第VII層と第VIlb層から出士した貝殻の主体貝構成比較の表を作成した。

主体貝の構成比較

VJ! 層 VIlb 層 全 体
科 ゜ 種 名

＇ 

順位 個体数 比率 順位 個体数 比率 順位 個体数 比率

ウ ミ 二 ナ 科 1 15,395 79.9% 1 62,640 85.4% 1 78,057 84.3% 

セ ン 二 ン ガ イ 2 958 5.0% 2 2,183 3.0% 2 3,144 3.4% 

シレナシジミガイ 3 669 3.5% 3 1,966 2.7% 3 2,637 2.8% 

カワ:::.ナ科。 1、ウガタカ，7:::. ナ科 5 357 1.9% 4 1,893 2.6% 4 2,253 2.4% 
.. 

シュ リマイマイ ， 114 0.6% 5 939 1.3% 5 1,053 1.1% 
-

アラスジケマンガイ 6 215 1.1% 6 618 0.8% 6 834 0.9% 

サ ラ サ ノゞ テ イ 4 581 3.0% 142 0.2% 7 723 0.8% 
I -

マ ガ キ ガ ィ 8 188 1.0% 8 402 0.5% 8 590 0.6% 

ク モ ガ イ 7 212 1.1% 10 319 0.4% ， 531 0.6% 

イ ソ ノ‘ マ グ リ 62 0.3% 7 426 0.6% 10 488 0.5% 

最 少 個 体 数 19,259 20.8% 73,337 79.2% 92,627 100.0% 

※ I層から 1個体、 VI層から30個体出土したが、出土率は0.03%で 1%にも満たない。

貝殻の出土数は大形貝の多い第VII層に比べ、小形貝の多くなる第 Vllb層の方が出土が多く、

E-94グリッド出士数の約80%を占める。
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第VII層ではウミニナ科に次いでセンニンガイ、シレナシジミガイの出土が多く、発掘調査時

に目立って出土していたサラサバテイがつづく。

主体を占める上位 3位までの貝は、いずれも河口干潟 0 マングロ・-プ域の砂泥。砂礫底に生

息する貝で、層出土数の88.4%を占める。

第Vllb層でも上位 3位までの順位は同一で、 91。1%を占める。この層ではサラサバテイの占

める割合は減少し、シュリマイマイや小形貝が目立つ。

イ区の第II層上部と第Il層下部同様、 E---94グリッド第VII層と第Vllb層から出士したシレナ

シジミガイとアラスジケマンガイの完形貝を計測した。 （表78、79)

シレナシジミガイは、第VlI層で666/669個体の出土中完形貝は166/196個体で残存率は30%

にも満たない（）貝の大きさは小さいもので 2•~3cmX z,~3cm、大きめのものは 6~7cmX7

皿以上である。この区でも 3・~4cmX3~4cmの貝が最も多く、 3~ 5 cm x 3 ~ 6 cmの大きさ

の貝が主体を占める。

第Vllb層では最小桐体数がl,966/1,722個体で出上量が多いが、完形貝も663/690個体で残

存率は40%に近く、第VII層より残存率が良い。貝殻の大きさも 2~3cmX2~--3cmから 7⑩以

X 7 cm以上のかなり大きな貝殻も出士した。この層では 4,.✓ 5cmX 4~5cmの大きさの貝が

最も多く、 3~4cmX4~5cmの大きさの貝も多い。第VII層と比較すると大きめの貝が多い。

また 2~3cmX3~4cmのやや小さめの貝の出土も日立つ。

アラスジケマンガイは第VII層で最小個体数196/215個体のうち完形貝は97/95個体で、 2~

3cmX z,..,3cmから 3~✓ 4cmX 4~5cmの大きさの貝殻が出土した。中でも 2~ 3 cm X 3 ,-~4 

cmの大きさの貝が過半数を占めており、採集した貝の大ぎさがほぼ•一定している（）

第VIlb層では出土貝が多く、 572/618個体のうち完形貝でも306/351個体出」こしている。貝

殻は [r~2cmX2~-3cmの小さなものから 4~5cmX5~6cmのかなり大きなものまで出士し

ているが、この層でも 2"•✓ 3cmX 3~✓ 4crnの大きさの貝が最も多く過半数を占める。他の大き

さの貝の出上比率も第VlI層とほぼ同じである。

第VIlb層から出土したウミニナ科の貝殻については、 10cm単位で取り上げたレベルごとに30

0~400個体の貝（最少個体数に算出した貝殻）を無作為に抽1土iし

黒住氏の作成した種の組成比率（表84)をみると、抽出したウミニナ科1,647個体のうちキ

バウミニナ I型が1,239個体で75。2%、キバウミニ:J-II型が333個体で20.2%、マドモチウミニ

ナが75個体で4,6%の比率で、キバウミニナ I型がじ体である。このグリッドの第VI[b層た‘けで

なく、この区のウミニナ科の種の組成比率も大差はないと思われる。

また、ウミニナ科の部位叶測の際、その貝殻の1:f:iにつまった上の中から微小陸産貝が20点得

られた。いずれも 5Illlll未満の微小貝である。この微小陸産貝の科。種や個体数は、出:L状況表

の下に項目を設けた。
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表80 21地区ハ区貝類出土状況

番-I 爵 IIVE 帰-I 94VIグ層リ IVIIッ ド屈 IVII b屈科 名 種 名 号］爵l IV 帰 屈. 最少個体数生息、地

ッタノハガイオベッコウカサガイ 1 4 4 1-1-a 
-- - T―→ ノコガイ -2 2 5 7 1-1-b 

ニッキウズガイ 3 2 2 l-2-a 
ギンタカハマガイ 4 5 5 10 1-4-a 

ニッ キ ウ ズ ガ イ コシダカギンタカハマガイ 5 1 1 I-4-a 
サラサバテイ--6' —. 581 - 142 723 I -4 -a 

オキナワイシダタミ 7 27 27 II -1二上
ャコウガイ 8 4 / l 12/ 3 16 I -4 -a 

リ ウ サザこ月ウセンサザエ主___ 72/105 __ 35i194 299 I -3 -a 
ュテン エカ ンギク 10 12 ／ 18 66/ 1 84 II -1 -b 

オオ ウ ラ ウ ズ ガ イ 11 2/ _ 2 1-2-a 
ニッキアマオプネ 12 日ー 1-て
マ ルアマオプ 不 13 8 52 60 I -1 -b 
~ヒ- ラマキアマオブネ 14 1 1 ill-0-d 
イシダタミアマオプネ 15 3 3 I -0 -a 

アマオプネガイマングロープアマガイ 16 -- 5 67 72 ill -1 -b 
カノコガイ 17 .. 19 61 80 m-1-e 

イ カ中カノコガイ 18 33 167 200 皿ー 1-e 
ツマカノコガイ 19 2 2 Ill-0-d 
ヒメカノコガイ 20 III-1 -e 

ヤ マ タ ニ シオキナワヤマタニシ 21 3 3 v-8 
カワ.::. ナカ ワ .::. t 22 N -5• 6 

ヌノメカワ；；・ナ 23 N--5 
トウガタカワニナアマミカワニナ 24 3 357 1,893 2 , 253 IV-5 

トウガタカワニナ 25 IV・.-.5 ...... . 

ゥ ニ ナ―キキバI...ゞ ウウミミ-ニニ、ナナ((III)) 226 7 22 15,395 62,640 78,057 ~ Ill m - 0 0 - c 
マドモチウミニナ 28 r-皿JU―ー― Vl― -＂こc・-

センニンガ― 1--29 - 3 958 2,183 3,144 Ill -0 --c 

オニノツノガイ 30 16 433 07 2 53 l -2 -c 
オご・ノツノガイ ョコワカニモリガイ 31 4 I-2-c 

マガキガイ 3334 2 3 188 590 I --2・・・・c 
オハグロガイ 1 2 3 11-2-c 

ソ デガイク モ 1r--:r 212 319 531 I -2二了

ラクダガイ 35 8 22 30 l -4 -~c 
タ マ ガ イ ヘソアキ 1、ミガイ…3..6.. -・・ 16 16 I -2 -c 

ホウシュノタマガイ 37 1 2 3 ]] -) -C 

ナツメタカラガイモドキ 38 I -2 -a 
ハ~ ~ ~ ナ•~—ビ----ラ----ダ-----カ------ラ--- ガ-イ 39 - 5 5 I --1 -a 

コ-モ----ン--ダカラガイ 40 I -1 -a 
タ カ ラガイハナマ．ル．~・ユ~―-キ--ガイ-41 2 3 5 I -3 -a 

ホシダカラガイ 42 5 7 12 I:-2 -c 
ホシキヌタガイ 43 1 1 2 I -2 -a 
ヤクシマダカラガイ 44 1 9 10 I —万二］―

フジッガイ ホ ラ ガ イ 45 3 4 7 I -4 -a 
Iシ ノマキガイ I46 I l I -2 -a 
面 ンゼキポラ I47 1 1 2 I -4 -a 

アッキガイシラクモガイ 4458 9 0 1 2 3 I-3--a 
アカイガレイツガイ ―__ 1 1 I--3--a 

ゞ ァッムシロガイ I -I -a 
オリイレヨフ 1 イチピオリ—イレムシロガイ 51 1 I II-2-c 

工ゾバイノ シ ガ イ 52 ー一――→-- I -1 -a 
ウスイロバイ 53 2-- 17 19 JI-2-c 

イ ト マ キポ ラ リュウキュウツノマタガイ 54' ' 1 — 1 I -3 --a 
イトマキボラ 55 8 2 10 I -2 -a 

ォニコプシガイコオニコプシガイ 56 3 9 12 I -・3 -a 
マダライモガイ 57 • ~ 6 6 I・-I -・a 

ジュズカケサヤガタイモ 58 1 1 I-1-a 
サ ヤ ガ タ イ モ ガ イ 59 2 2 I -1 -a 
クロ ミナ - シガイ 60 - 2 9 11 1-2-c 

アカシマミナシガイ 61 I 3 4 I -2・-c 
イ モ ガ ィヒラマキイモガイ 62 I I I -2 -c 

ロ ウソクガイ 63 I I I-2-c 
ヤナギシボリイモガイ 64 2 3 5 I -2 -a 
イ ボ カ バ イ モ ガ イ 65 2 2 I -2 -c 
アンポンクロザメガイ 66 15 44 59 I 2 -c 
クロフモドキ 67 2 2 I -2 -c 

キセルカ，ーオッ ャ 平 ― ・ セ ル 68 ・---- -・ 26 91 117 V-8 

ナンバンマイマイ～シュリマイマイ 69 ... 114 939 1 , 053 V-8 
カ ツレンマイマイ 70 -.. 1 1 V-'I 
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番 E - 94 グリッド

科 名 種 名 I 眉 1V 層 VI 層 Vll 雁 Vilb層最少個体数生息地
巧に'・ I右殻庄殻石 li 石 左 石 li 石 左

エ ガイ 71 4 5 5 I-1-a 
フ ネ ガ イカリガネエガイ 72 9 20 107 106 127 II -I -b 

リュウキュウサルボウガイ 73 I 5 3 §__ Ilニ 2-C 

タ マ キガイソメワケグリガイ 74 I 8 4 9 [--2 -c 
クロ チ 3 ウガイ 75 I -4 -a 

ウグイスガイ ミ ドリアオリガイ 76 I -I -a 

T- ク ふ リガイ シュモクアオリガイ 77 2 2 5 3 7 I -2 -a 
シュ・しア A マ ク カ• イ 78 Ill-1 -b 

シ ュモクガイニワトリガキ 79 II-1 -b 
チサうガイ 80 I ． I I -4 -c 

イ タ ヤ ガ イ リュウキュウオウギガイ 81 I -2 -C 

ウミ ギ ク ガ イ メ ン ガ イ 82 2 2 1 3 I -2 -a 
オハグロガキ 83 I I -a 

イタボガキニセマガキ 84 15 1 85 3 100 II-1-b 

シ ジ ミ ガイシレナシジミガイ ss 1 1 1 666 669 1,966 1,122 2,637 m -o -c 
キクザルガイシロザルガイ 86 I 5 2 6 I -2 -a 

シラナミガイ 87 4 8 4 12 I -2 -a 
ヒメジャコガイ 88 2 1 6 3 8 I -2 -a 

シャコガイ ヒレジャコガイ 89 3 6 3 5 11 I -2 -c 

シャゴウ 90 J-2-c 
カワ ラガイ 91 8 9 5 11 20 II -2 -c 

ザ ル ガ イリュウキュウザルガイ 92 ー――←• 2 12 12 14 IIー2-C 

ドー スダレハマグリ 93 2 7 28 14 35 世ニーJ-C 

チョウセンハマグリ 94 80 77 338 339 419 I II -I -c 
サラサガイ 95 I -2 -c 
アラスジケマンガイ 96 J 196 2[5 572 618 834 fil -J --C 

マルスダレガイオイノカガミガイ 97 4 4 15 15 19 lI -1 -c 
ヌノ メガイ 98 3 2 3 II -1二て

オキシジミガイ 99 24 22 114 111 138 Il -1 -c 
ヒメリュウキュウアサリ 100 2 16 18 II -1 -c 
イオウハマグリ 101 I I 4 3 5 II-J-c 

チドリマスオガイイソハマグリ 102 6グー「弱― 405 426 488 I -1 -c 
ナミノコガイナミノコガ イ103 JI -l -c 
ニッ コ ウガイヌノメイチョウシラトリ 104 10 5 51 34 61 m-1-c 

リュウキュウマスオガイマスオガイの一一種-105 r・ 4 5 5 m-1-c 
クサズリヒザラガィヒサラガイの一種 106 I -1 -a 

最少個体数 I し 30 I 9,259 73,337 92,627 

貝殻中につまった土から得た徴小陸産貝
ヤ マ キ サ ゴオキナワヤマキサゴ 1 1 V-8 
カワザンショウガイヘソカドガイ屈の一種 6 6 不明
キ セ ルガイツーーヤ―・ ギ ・セ ル-- -1 1 1 V-8 

オカク チ キ レ ガ イ オカチョウジガイ 1 1 V-8 
ベッコ？マイマイトク）シマペッコウマイマイ ' . 3 3 V-7 
ナンバンマイマイシュリマイマイ 5 5 v-8 

イ トマンマイマイ 1 1 V-7 
オナジ マイ マイ ウスカワマイマイ 1 1 V-9 

ネ ジ レ ガイコメップタワラガイ I I V-7 
計 20 20 

貝の生息地の分類

外洋～内湾 水 深 底 質

I外洋。サンゴ礁域 〇潮間帯上部 (1ではノッチ、 IlIでは ングロープ） a 岩板

1潮間帯中。下部 b 転石

II内湾。転石地域 2亜潮間帯上縁部 (Iではイノー） C 岩礫底、砂泥底、砂底

3 干瀬 (Iにのみ適用） d マングロープ植物上

頂河口干潟・マングローブ域 4 礁斜面およびその下部 e 淡水の流入する礫底

N 淡水域
5 止水

6 流水

7 林内

V 陸域
8 林内。林縁部

9林縁部

10 海浜域

11 打ち上げ物
VI その他

12 化石

個体数の算出はド記のようにおこなった

1. 巻貝は殻頂部を有する貝と、殻頂は欠損しているが 3/4以上残存している完形に近い貝を 1個体とした。

また、リュウテンサザ工科の具は殻数／源数を示し、その多い方を最少個体数とした。

2. 二枚貝は殻頂を有する貝を左右それぞれ集計し、その多い方を最少仰体数とした。

3. 巻且。二枚且とも、飼休数を猿出できる且はなく、殺順が欠損し破損のいちじるしい且だけが廿j士した場合に限り、 1片でも数）『ても 11!1体とした。
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小結

この地区の出土量をみるとハ区で最も多く、イ区では最小個体数が15,922個体、口区で1,72 

9個体の出土であるのに対し、ハ区ではE-94グリッドから出土した貝殻だけでも92,627個体で

ある。このグリッドから出土した貝殻の個体数をみても、ハ区の貝殻出土量の膨大さは要易に

把握できよう。 イ、口、ハ区とも、ウミニナ科・シレナシジミガイ・センニンガイが多く、

河口干潟・マングロープ域の砂泥、砂礫底に生息する貝が主体を占め、この 1科 2種でイ区で

ば79.1%、口区で86.8%、ハ区で90.5%を占める。また淡水域に生息するカワニナ科。トウガ

タカワニナ科の貝殻の出土も多い。

出土数が10位までの主体貝の貝種はほぽ同じだが、その構成比率は区によって多少変化がみ

られる。

イ区では林内・林縁部に生息するシュリマイマイの出土が多く 2位を占め、イソハマグリや

クモガイ・マガキガイ等、サンゴ礁海域の砂底に生息する貝も多く出土した。

ロ区では、海洋。サンゴ礁海域に生息する貝の出土が他の区に比べると多く、クモガイが 3

位を占める。またクモガイやマガキガイ等の砂底に生息する貝の他に、チョウセンサザエやサ

ラサバテイ等岩礁に生息する貝の出土も多い。

出土貝の多いハ区では、ウミニナ科だけで84.3%を占める。上位 3位までの貝は河口干潟。

マングローブ域に生息する貝で、次いで淡水域に生息するカワニナ科。トウガタカワニナ科の

貝が多い。

地区ごとに生息地別構成比較を円グラフで表示した。 （図168)

図168 生息地別構成比較
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シレナシジミガイの計測によって、それぞれの区や層から出土した貝の大きさに多少の差異

がみられた。シレナシジミガイの大きさを区別にみるとハ区で大きめの貝殻が多く出土してお

り、ィ区ではやや小さい。さらに層別にみると、同区でも下層の方で大きめの貝が出土する。

イ区第II層上部で出土する貝殻の平均的な大きさは 3X 4 cmX 3 x 5 cm、ハ区第VI!b層では 3

~5cmX 4~5cmの大きさで、ほぼーまわりの差がある。

アラスジケマンガイは 2~3cmX3~4cmの大きさの貝が過半数を占め、区、層による差異

はみられない。

貝の分類・集計の段階で、左右の殻数や盤と殻の数量にかなり差がある貝が出土している。

前者はイタボガキ科の貝で、後者はリュウテンサザ工科の貝である。

イタボガキ科の貝殻の出土は、右殻が多く左殻はごくわずかである。この科の貝は左殻で岩

等に付着して生息しているので、採集した貝はほとんどが右殻で、たまに岩が付着した状態で

左殻が出土する。

リュウテンサザ工科のチョウセンサザエは蓋の数に比べ殻の数がかなり少ない。チョウセン

サザエが多量に出土する遺跡では、大抵蓋数に比べ殻数は少ない。貝採集の際、採集貝（殻）

の重量やその収納用具の大きさ等にもかかわってくるのであろう。

ウミニナ科の貝については、グリッドと層位を限定して貝を抽出し、黒住氏にその組成比率

を示していただいた。貝種ではキバウミニナ I型が75~80%を占めており、キバウミニナ II型

やマドモチウミニナの占める割合は低く、全体的にみても同様の比率であると思われる。

この地区のウミニナ科の出土量や、主体貝をみても河口干潟。マングローブ域に生息する貝

が圧倒的に多く、シュリマイマイ等の林内や林縁部に生息する貝も多量に出士することから、

遺跡の近くにマングロー fが繁茂し］こ河川があり、周囲に木々の生い茂った環境があったこと

を示唆している。
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b. 22地区

イ区

第 I層と第 2号。第 3号遺構・フィッシャーの第1I層と第11I層から貝殻が出土した。各遺構

とも第1I層の方が出土量は多い。

第 I層から出土した貝殻はわずか20個体で、その中でマガキガイが10個出土しており50%を

占める。またウミニナ科の貝殻はわずか 1点の出土で非常に少ない。

遺構別にみると第 3号遺構出土の貝殻が多く、区出土量の92.8%を占める。中でも第1I層の

出土量は多い。

遺構別の主体貝構成比較表を作成した。

表81 22地区イ遺構別主体貝構成比較

＼＼五、遺＼ 構
第 2 号 第 3 号 フィッシャー 全体

科・種 ＼＼ --順位個体数比率 順位個体数比率 順位個体数比率 順位個体数比率

ウ ミ 二 ナ科 1 284 52.2% 1 11,597 75.1% 1 335 52.7% 1 12.217 73.4% 

シレナシジミガイ 3 38 7.0% 2 915 5.9% 4 39 6.1% 2 992 6.0% 

サラサバテイ 2 42 7.7% 3 733 4.7% 7 8 1.3% 3 783 4.7% 
I 

センニンガイ 5 20 3.7% 4 567 3.7% 5 14 2.2% 4 601 3.6% 

シュリマイマイ 2 5 401 2.6% 2 128 20.1% 5 531 3.2% 

チョウセンサザエ ， 13 2.4% 6 307 2.0% 8 7 1.1% 6 329 2.0% 

マ ガキ ガイ 4 36 6.6% 7 119 1.3% 4 7 249 1.5% 

ク モ ガ イ 5 20 3.7% 8 146 0.9% 6 ， 1.4% 8 175 1.1% 

チョウセンハマグリ 11 ， 101 0.7% 3 ， 115 0.7% 
~. 

イガカノコガイ 1 32 3 47 7.4% 10 80 0.5% 

最少個体数 544 3.3% 15,443 92.8% 636 3.8% 16,643 100% 

出士量の多い第 3号遺構でウミニナ科の貝殻が75.1%を占めているのに対し、第 2号遺構・

フィッシャーでは50%強で出土比率は低い。

第 2号遺構では発掘調査時サラサバテイが目立った。そのサラサバテイはウミニナ科の貝殻

に次いで多く、砂底に生息するマガキガイやクモガイも多く出土した。

第 3号遺構では、発掘調査時からサラサバテイやクモガイ、シャコガイ科等の大形貝が目立っ

ていた。リュウテンサザ工科のチョウセンサザエやヤコウガイの出土も多い。

この区でもチョウセンサザエは蓋が多く、殻が95個体の出土に対し蓋は277個も出士してお

り、個体数を算出するとほぼ 3倍の開きがある。

ヤコウガイは、この区では第 3号遺構のみの出土であるが出土量は多く、殻頂部を有する最
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少個体数だけでも27個体確認できる。また表では、殻に比べ蓋はわずか 2点の出土であるが、

製品として取り上げたヤコウガイの蓋（図143。図版161)は14点中13点がこの第 3号遺構から

出土したものである。ただ、製品として取り上げたやヤコウガイの蓋は径が 7~8cm程あるの

に比べ、出土した殻の方は殻口径が4~6cm程度でやや小さめである。同一個体の殻と蓋と思

われる大きさの貝殻は出土していない。蓋を製品に利用し身を食したとすれば、現在算出した

最少個体数は14点増えるが、蓋の大きさに対応する殻の出土がなく、身を食したとする明確な

手がかりもないので最少個体数には入れなかった。

フィッシャーでは貝殻の出土は少ない。その中で特に陸産貝のシュリマイマイが目についた。

またイガカノコガイが集中して出土しており、サラサバテイ等の大形貝は少ない。シュリマイ

マイはウミニナ科に次いで多く 20.1%を占める。集中して出土したイガカノコガイは45個体の

出土で、ウミニナ科、シュリマイマイに次いで 3位を占めている。

図169 生息地別構成比較
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22地区イ区の貝類出土状況
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科 名

フ 、ネ ガ ／
 

l
-

番

号

-7172

エ一
Ihィ

種 地息
1
 .
.
 

~
 

ー
~

マ

ゥ ク イ

1-·······•---——, __→ 一一・・・+-・・・—., ' ..、一

個体数の箕出は下記のようにおこなった

1. 在Hは殻瑣部を有する貝と、殻頂は欠損しているが 3/4以じ残存している完形に近,,Hを 1佃l体とした。

また、リュウテンサザ工科の貝は殻数／謡数をぷし、その多い方を最少個体数とした。

2. ロ枚且は殻頂を行する貝を左右それぞれ集計し、その多い力を最少伽l体数とした。

3 籾且• ―一枚Jl とも、個休数をYl/11てきる且はなく、殻頂が知l1 し破jJ10) いもしるしい j—l だけが出1 した場合に限り、 1げても数）＇，でも 1個休とした。
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2. 出土し ゞウミニナ類の特徴、特に破損形態について

今回の古我地原貝塚からは、多数のキバウミニナ類が出土した（表74、75、80)。ここでは、

これらの種類組成、サイズ組成および破損形態等についての観察結果を述べる。

出土したキバウミニナ類は、残存部を 3つのカテゴリーに区分して数えた。すなわち、

完形：全体の 8割以上が残っている個体

体層部：体層部のみが残っている個体

破 片：体層の一部や螺層部の一部が残っているもの

である。これらの出士数から、完形の占める割合を推定した。

全出土数約10万個体の中から、この完形のものをサンプルとして計測や観察に用いた。それ

らは21地区イ、 0-96グリッド第II層上部のもの約200個体と21地区ハ、 E-・94グリッド第Vllb

層の20-・30cm、30-・40cm、40-50cm、50-60cm、60cm以下の各小区分から300-400個体を無作

為に抽出したものである。

これらは 2種類、キバウミニナTerebraliapalustrisとマドモチウミニナ'I'.sulcataから成っ

ていた。キバウミニナには殻形態の異なる 2つの型が存在した。この両型の相違点に関しては

後述する。

キバウミニナ類は、成熟すると螺旋方向の成長を停止し、殻の表面は常に底質を這うために
糾！

腹面が磨滅して行く。それで各飼体の磨滅度を以下の規定により 3段階に区分した。

磨滅度 l: 螺層部を除き磨滅は著しくない。

II : 体層腹面で螺助の一

部や次体層縦肋上の螺肋は

磨滅する。

ill: 体層腹面はほぼ完全

に螺肋が見られず、次体層

においても縦肋は不明瞭と

なる。

また、このグル←三プでは体層に
糾2

縦張肋が形成される。本永や西
乱月
平は、この縦張肋を基準に、こ

れを持たないものを幼貝、縦張

肋を持つが外唇が成熟形態を示

さないものを亜成貝、さらに外

唇が完成している個体を成貝と

3つのステージに区別している。

縦肋

縦張肋

螺肋

270' 

軸唇滑層 ＼口。118¥‘ ，
 

＼
 

図170 キパウミニナ類の各部の名称と測定部位
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今回はこの規定に従い、各個体の成長ステージを記録した。貝殻の各部の各称および測定部位

を図170に示した。

サンプルとした完形貝の大部分は、殻口外唇が破損しており、従来計測に用いられる殻長、

殻径とも正確に測定することは困難であった。そこで、体層に形成された縦張肋と 180゚ 反対

側の次体層の幅を測定し、これを殻径と表わした。具体的には、キバウミニナでは上から 3本

目の、マドモチウミニナでは 4本目の螺肋上で測定した。またキバウミニナ Il型では、明瞭な

縦張肋を持たないので、 I型相当部分について計測を行った。計測はノギスを用いて、 0.05nun 

の精度で行った。

今回は、外唇部の破損形態を殻口上縁からの角度によって示した。すなわち底面から見て、

水管を中心として殻口上縁部から破損している部分までの角度を右回りに45° ずつに区分して

記録した。同時に肉を取り出すための殻頂部の欠損や打ち割られたと考えられる破損部および

焼け跡の有無についても記録した。

a. 完形貝の出土数の推定

計測。観察は完形貝について行ったので、完形貝の出土割合の推定を試みた。対象とした21

地区ハ、 E-94グリッド第VIIb層で認められた残存部の各カテゴリ,__ごとの出土数を表83に示

した。完形貝が最も多く、体層部のみの個体は少ない。捕獲個体に対する完形のものの割合を

いくつかの仮定に梢づいて求めてみた。

1. 破片は全て別々の個体に由来する。

式① 完形／完形＋体層部＋破片c=Q,583

2. 破片は、体層部と同数が同じ個体に由来し、残りは別個体から由来する。

式② 完形／完形＋体層部＋（破片一体層部） =0.662 

3. 破片は、体層部と同数が キバウミニナ類の部位別出土状況

同じ個体に由来し、残りの 21地区ハ
完形 体層部 破片第VIlb層

ものは 1個体の貝から 2個
10/20cm 3015 2468 3326 

の破片が生じる。

式③ 完形／完形＋体層部 20/30cm 2751 807 2012 

+ [ (破片一体層部） /2 J 30/40cm 2359 249 504 

=0.737 
40/50cm 3649 427 1849 

4。破片は全て体層部と同じ

個体に由来する。 50/60cm 16753 2924 8776 

鵡完形／完形十体層部＝ 60/ cm 4378 509 1488 

0.830 
区分不明 565:3 506 1692 

これらの仮定の元では、捕獲個

体のうち最高83%、最低でも58
総 計 38558 7890 19646 
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％が完形で出士していると、 られる（式⑭迂））。ここでは中間の仮定 2と3により、およそ

2/3から3/4が完形貝であると

用に供されたことが理解される。

以降の解析は、全てこの完形貝を用し＼て行った。

きたい。この結果から、大部分の個体が完形とし

b_ キバウミニ

サンプルは、キパウミニナとマドモチウミニナの 2種類よりなってしヽた。さ

らにキバウミニナは縦張肋、体層および螺肋の形状により 2つの型に区別可能であった。図171

にこの 3つを、そして以下に識別点をぷし

マドモチウミニナ…縦張肋は体層上部と下部で同程度の太さを有し、明らかに認められる。

螺層側面は丸みを帯び、全体的に太短い。体層において最上部の螺肋が最も太く、ほぼ下部に

なる程細くなる。螺肋間は多少開ぎ、彫刻は深い（図171-3)。

キバウミーナ…縦張肋は、認められる場合には体層下部で明瞭であるが

なり、認められ以い湯合もある。螺層側面は直線的で、全体的に細長い。

く不明瞭に

I型…縦張肋は明らか

のものが幅広くなる（融合したよう

1)。

は弥く膨れない。体層の螺肋は通常:3 

る）。螺肋間は狭い。体屑で縦肋は不明1概（図171--

且塵…縦伽肋は不明1概てあるか存在し八、い。体層背面は膨れ、丸みを帯びる。体層の螺肋

は［型ほど 3本目のものが広くなることはない。螺肋間は広く、時には螺肋とn龍別覧となる。

も縦肋が認められ、最上部の螺肋はイボ状となる（図171・・・・・・2)。

・ダロ

，，炉
恰

r 

2
 

3
 

。
10cm 

図171 出土したキバウミニナ類

1 : キバウミニナ I型 2 : キバウミニナ II型 3 : マドモチウミニナ

いづれも左側は完仝個体、右側は破損している個体
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キバウミニナ II型の一部の個体は、外観がイトカケヘナタリ類に似るが、成貝の軸唇滑層が広

がることにより後者と区別される。 I、II型は別種とも考えられるが、中間的な個体の存在す

ることや各特徽の中には推移的なものもあり、ここでは同種としておきたい。
剛

またShokitaりは、タイのキバウミニナ 2型に区別し、短い型は成貝のみが見られ

ることを報告している。後述するように I、H型の殻長には差が認められず、彼らの型と今回

の型は別のカテゴリーに属するものと思われる。今回の I型の中には太短かく、螺肋間が細長

いものより広く、磨滅しているという特徽を持つ個体が一群を形成していたが、細長いものと

の間に明確な識別的を見い出すことができず、今回は全て I型として取り扱った。この太短い

集団が、 Shokitaらの言う短い型に相当するのかもしれない。

c. 種類組成

観察を行った各区分ごとの種類組成を表84に示した。キバウミニナ I型が、いづれの区分に

おいても最も多く見られた。その割合は71.7%から79.0%とおよそ3/4を占めており、各区分

間でその割合の変化は小さい。キバウミニナ n型が次し く、 10.5-26.3%とな→ ている。

マドモチウミニナは21地区イを除き、いづれの区分でも10%以下と少なかっ｀た。後述するよう

に各種類て破損形態およびその割合が似ていることから、完形貝の割合は種により異なること

はなし＼と られる。それゆえにサンプルの 3つの割合は、貝塚形成時の捕獲比率を表してい

ると思われる。

この種類組成とこの時代のキバウミニナ類の生息量との閃係は、

1. この時代の人々の嗜好性による選択的捕獲があったか

各区分ごとのキパウミニナ類の種類組成

2 1地区イ
第II層上部

2 1地区ハ
第 VJib
20/30cm 

30/10cm 

40/50cm 

50/60cm 

60/ cm 

キバウミニナ
I 型

128 (89.1) 
79.0 

307 (88.3) 

TT.9 

226 (93.4) 
74.8 

251 (89.2) 
77.7 

229 (88.6) 
73.2 

226 (89.4) 
71.7 

キバウミニナ
N 型

17 (100.0) 
10.5 

48 (100.0) 

12.2 

74 (98.6) 
24.5 

57 (98.2) 
17.6 

71 (100.0) 
22.7 

83 (97.6) 
26.3 

マドモチ
ウミニナ

17 (100.0) 
10.5 

39 (85.0) 

9.9 

2 (100.0) 
0.7 

15 (86.7) 
4.6 

13 (100.0) 
4.2 

6 (100.0) 
1.9 

上段は調査個体数とカッコ内は成貝の百分率、下段は層別の百分率
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総計

162 
100.0 

394 

100.0 

302 
100.0 

323 
99.9 

313 
J 00.1 

315 
99.9 



2. それに伴い捕獲場所が変化したか

といった問題が解決されない限り、出土量の割合＝生息量の割合とはならないと思われる。
糾,2湛 4

ただしキバウミニナは、 I、Il型とも現在の沖縄島での生息は確認されておらず、少なく見

積っても、この貝塚から10万個体X0.9°=9万個体以上も出土していることより、過去にはか

なりの個体数が生息していたことは確実である。

また表84には、縦張肋を持つ亜成貝以上の成長段階の個体（以下これを成貝とする）の割合

も示した。これは、螺層部のみ残っている個体を含めた総標本中の縦張肋を持つ個体の割合を

表わすことになり、割られたために成貝と認められなかった個体が存在すると、この値はより

大きくなる。つまりここでは成貝の割合が、過小評価されている。それでもキバウミニナ I型

では約90%、Il型ではほぼ100%、マドモチウミニナでも最低85%とほとんど成貝によって占
註 1

められている。現在生息しているキバウミニナ類では、タイでは成貝が多く、西表島船浦では
註3

3/4が幼貝であることが報告されている。タイで示された割合よりも、この貝塚から出土した

ものの方が成貝の割合がはるかに高い。それゆえにこの貝塚を利用した人々は、選択的に成貝

を捕獲したものと考えられる。

d. サイズ組成

出土したキバウミニナ類の殻径によるサイズ組成の変化を図172に示した。全体としてキバ

ウミニナ I型は、 15-20IDIDの間にヒ°ークを持つ単峰型であった。 21地区ハでは堆積層の第Vlib

層は傾斜しているが（図31)、下部から順次サンプリングされている。この下部から上部にか

けての変化において、 60⑩以下から40/50cmまで除々に小形になる傾向を示し、 30/40cmで少

し大きくなり、また20/30cmで小さくなっている。 21地区イは比較的大形の個体から成ってい

る。

キバウミニナ II型は、ピークの幅が14-21mmと少し広いが、 1型と同程度のサイズ組成を示

す。また下部から上部にかけての殻径の変化も、 I型と完全に同じで大一小ー大一小の傾向を

持つ。このような I、II型の殻径頻度の変化の類似や一定した両者の出土割合は、この両型が

同一種に属している可能性が高いことを示すものと思われる。

一方マドモチウミニナは16-19mmにビークを持ち、キバウミニナが示すような下部から上部

にかけての変化は、ほとんどみられない。しかしながら、これは調斎標本数が少ないことと、

殻径がキバウミニナに比べて小さく、その変化が現れにくいことに起因する可能性も考えられ

る。

貝塚から出士する貝類の研究から、時代とともに乱獲により貝類のサイズが小さくなる場合
糾： b

も知られている。この問題を考えてみると、キバウミニナ I、II型に見られる各区分のピーク

の相違は、下部から上部にかけて殻径が減少するという一定の傾向を示さない。それゆえに乱

巴
獲とは別の要因により殻径組成に変化が生じたと思われる。西半は西表島での観察から、同一

マングロープ域においても、各地点で本種の成貝サイズ組成が異なることを示している。下部
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キバウミニナ I型 キバウミニナ II型 マドモチウミニナ

40 r N =114 20 「 N =17 10 I N =17 

21地区イ

]]層上部

O I 戸に！！い 1日 11b戸， o I 戸 Iq I!'I''• 

゜80 
N =271 21地区ハ

VII b層

20'30cm 

40 ト I llh 20 r N =48 

0 ト，•p I I I I I I「 i ← 0 I I'l'I'I 、 I• I 

゜

N =211 30 40cm 

N =73 N =2 
40ト Im  20 r n 

'"L← 個 。1--.-f1111111hI 。I'I日II 11 ri . I 0 -'l J7, ← 
80 

N =224 

体 40 50cm 

数 40 汎

1~~ 
l 0 

N =13 

o I 1'1'!'1'!61 沿可 0-.-』『 P1• I 

N =203 50 60cm 

40 ト 日 1 20 r N =71 

,0 。l~N-,S — 
N =202 60 cm 

40 L 1"'17 20 r 
N =81 

ロ゚□□可

0卜
10 14 18 22 26 10 14 18 22 26 10 14 18 22 26 

殻 (mm) 

図172 各区分におけるキバウミニナ類の殻径組成
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から上部にかけての殻径の変化は、この各地点での殻径の相違が過去にも存在しており、捕獲

場所が変化したために生じたのではないかと考えられる。

また現在生息しているキバウミニナ類でも成貝のサイズ組成は、基本的には単峰型であるこ
註 1、註 2、註 3

とが知られている。今回出土した各種も正規分布に近い単峰型となっている。そして後述する
註3

推定される殻長に変換したものの範囲は、西表島船浦のものと同程度となっている。このこと

から今回のサイズ組成は、この場所の成貝全体の構成を示すものと考えられる。ゆえに成貝で

あればその大きさに関係なく捕獲されたことが、この単峰型のサイズ組成に反映していると思

われる。

今回出土した個体は、外唇部が破損されており殻長の測定はできなかった。キバウミニナ類

のサイズの表示は、一般的に殻長をもって示される。そこで水管部が破損していない一部の個

体を用いて、殻長と殻長の相関関係を求め、図173に示した。これらは磨滅による変化を除く

ために、いづれも磨滅度 Iのもののみを用いた。

キバウミニナ l型 キハウミニナ II型 マドモチウミニナ

70 

65 

r =0.918 
60卜.(p<O. 01) 

55 ,_ 

殻

長

（） 
50 ,_ 

mm 

45 ,_ 

40 , 心

35 

"゚'・'
．， ., 

．．
 oj 

'':. 

I 0 15 20 

65 

I I r =O 943 r =O 949 

60 (p <O 01) 60 ,-- (p (0 01) 

55 - './ 55 

50 

/ 
50 ,_ 

45 45 ト・

40ト !. 40•-

35 I I I I 

25 IO I 5 20 25 

殻径 (mm)

35 

10 5
 

20 2 5 

図173 ミニナ類の殻径と殻長の相関関係

この回帰直線に屈づぎ、各種の平均的な殻長を求めてみたい。

キバウミニナ I型は、 L=2.37W+l.19(N~~60 、 Lは殻長、 Wは殻径、 Nは測定標本数）の

回帰式で示される。忍]172のモード (l5-20mm)から、平均的な殻長は42・-56皿！程度であるこ

とが解る。

キバウミニナ H型では、 L=.~3.18W·1.19 (N=27)の回帰式で示され、 1型と同様

ると殻長40-・6lnm1となる。
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マドモチウミニナは、 L=3.07W-ll.07(N=24)の回帰式で示され、殻高38-47rnmとなる。

またいづれの回帰式でも殻径と殻長の相関関係は、 0.9以上と高く、有意であった (P<0.01)。

貝塚から出土したものの殻長と現在の個体を比較してみると、キバウミニナでは西表島の平
乱 3

均的サイズは80-120rnrnと著しく大きいものとなっている。タイの個体も80-lOOrnrnとほぼ 2倍

の大きさを有す悶。このように出土した個体は、著しく小形であることが示される。一方、マ
紅 2

ドモチウミニナの38-47mmを名護市大浦のものと比較してみると、大浦では30-40mmとキバウ

ミニナほど大きな相違はなく、逆に出土した個体の方が大きい傾向にあった。これらのサイズ

の違いが何に起因するかは今後の研究を待たねばならない。現在沖縄群島から生息が確認され

ていないキバウミニナでサイズが小さく、生息しているマドモチウミニナで大きいという現象

は、絶滅の過程と考え合わせて興味深い。

e. 破損形態

標本として抽出された完形貝は、外唇が破損しているものが大半を占めていた。ここでは外

唇の破損角度について検討を行った。調査対象とした個体は、磨滅度 Iのもののみを用いた。

これは磨滅度が高くなるに従い、破損角度が大きくなるごともあると思われたからである。磨

滅度に伴い最も大きな相違が見られた22地区イの例を図174に示した。磨滅度 Iとrrでは、 II

で破損角度が大きくなっている。しかも磨滅度rrでは、破損した辺縁部が白く、明らかに発掘

後に欠損が生じたと思われる個体も多く、破損角度は過大評価になっている可能性が高い。そ

れゆえに磨滅度 Iのものの方が、過去の状況をより明確に示しているものと思われる。

また成貝の大きさによって破損角度に違いがあるかどうかを、 21地区ハの60cm以下のものに
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ついて検討した。個体数の多かった14-15mm、16-17mm、18-19mmの3つのサイズについての

結果を図175に示した。いづれのサイズでも135-180° が最も多く、その前後ても頻度が高い

という同様なパターンを持っていた。この結果から成貝のサイズによって破損角度に変化が生

じるとは考えにくい。

以上の条件を元に、キバウミニナ I、rr型の各区分ごとの破損角度の頻度分布を図176に示

した。図のーで示した部分は、破損の見られない個体である。 21地区イで I、rr型とも末破損

の個体が約10%を占める他は、このタイプの個体の割合は著しく低い。外唇の破損している個

体の割合は全体として、 I型で89.9-100%、II型でも90-100%といづれも 9割以上を占めて

いる。その角度は I、II型とも135-180° が最も多く、次いで90-135° 、そして180-225°

の頻度が高い。 80-135° の割合が多くなっている区分もあるが、この 3つ以外の角度のもの

は少ない。そして I、rr型とも21地区ハでは、下部から上部にかけてこの割合に大きな変化が

見られない。それゆえに、これらの区分の堆積期間内に大きな食様式の変化があったとは考え

られない。しかしながら21地区イでは、 21地区ハに比べて外唇が欠損していないものの頻度が

高く、逆に180゚ を越える個体は少なくなっている。このように21地区イは、貝殻の割り方か

ら21地区ハとば性格の異なる場所である可能性も考えられる。サイズ組成も大型であることは

（図172)、このことの一つの現われであるのかもしれない。

次に、この破損角度が何により決定されるか、という問題が生じる。物理的には、殻口に入

れる棒状物と軸唇との間のテコの力と外唇部の強度によって決定されることになる。しかしな

がら機能的な側面として卿床ある事実が認められた。それは縦張肋の内部に歯状突起が存在し、

さらに殻軸にも一本の軸摺があるために（図177)、この部分で内部が狭くなっていることで

ある。貝を煮炊きした場合、軟体（＝肉）を萎縮させるが、キバウミニナ類ではこの部分でフ

タが止ってしまうことが考えられる。しかも縦張肋は、基本的に外唇部から240° のところに

存在する。このことを考え合わせると、 135゚ 程度破損されていれば充分に妻揚子状のものを縦

張肋の歯状突起の部分まで到逹させることが可能である。

このような機能的な側面により、破損角度が決定さ

れていると考えられる。各種とも出土した個体の大部

分が成貝であることを示したが（表84)、成貝では縦

張肋が発達し処理しやすいため、選択的に利用された

と思われる。成貝であれば、殻の大きさに関係なく破

損角度が同様であるということも（図175)、このこ

とを裏付けている。またキバウミニナ II型では、縦張

肋の発逹は悪いが、 I型の相当部分には内部に歯状突

起を持っており同様と考えられる。
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出土したものの大半は成貝であったが、僅かに幼貝と考えられる個体も得られている。マド

モチウミニナとキバウミニナ I型の磨滅度 Iの全ての佃体を対象として、幼貝と成貝の破損角

度の比較を行った（図178)。マドモチウミニナの出土個体数が少なかったので各区分ごとに

示さなかったが、成貝ではやはり 135-180° の個体が最も多く、 90-・225° のものが大部分を

占め、キバウミニナと同様である。そして幼貝では225-270° が著しく多い。キバウミニナ I

型でも明らかに幼貝では破損角度の大きい個体の占める割合が多くなっている。このことは前

述した縦張肋内部の歯状突起を持たない幼貝は、軟体をより奥に萎縮させるために、成貝より

も大きく割らねばならなかったものと思われる。この現象は、成貝を選択的に捕獲したことを

より強く想定させる。
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図178 幼貝と成貝の破損角度の比較

そして、このように成貝を選択的に捕獲するということは、別な側面から見るとキバウミニ

ナ類の資源管理ができていたとも言える。しかしながら、ここでは機能的な側面を重視して、

意識的な管理があったとは考えにくいことを指摘しておきた．い。

f. 食様式との関連

キバウミニナ類を含み巻貝類は、殻軸筋という筋肉で殻の中心部に付着しており、生時には

キバウミニナ類では殻口から殻軸筋をはがすことはできない。それゆえに生きた状態で軟体部

のみを取り出すには、殻全体を割る以外に方法がないわけである。前述したように完形貝の率

が2/3-3/4と高いことから、生食•—打ち割り型という方法は用いられなかったと思われる。

今回のように外唇が破損しているということは、貝を焼くか煮炊きするという調理したこと

の明らかな証明である。このうち焼くという方法では、殻に焼け跡が残り、また殻が破損しや

すくなるはずである。殻の破損は上述したように想定しにくい。前者についても、一部には焼
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け跡を有する個体も見られたが、その割合は各区分で0-4.0%と著しく低かった。これらのこ

とからこの方法も取られなかったと思われる。

結局、古我地原貝塚の場合には煮るか茄でるという調理法が採用されたと言えよう。そして

完形貝の割合を2/3-3/4と見なした仮定と同じプロセスを用いて、体層部のみのもの（殻頂

部が欠損している）と破損したものの割合を求めてみた。前者は15%、後者は10-20%程度で

あった。袖本的には、外唇を破損し軟体部を引き出す方法を用い、それが行えない場合に殻頂

部を欠損させたり、打ち割ったりしたのではないかと思われる。またウミニナ類では、殻頂部
紅 6、at,

を折って軟体部を吸い出すという食用方法が知られている。貝塚から出土する大形種でキバウ

ミニナ類と殻形の類似したオニノツノガイでは、殻頂部と体層部が打ち割られている例が多い。

殻頂部を割ることは、吸い出すということの他にも、貝殻の中に空気を入れ軟体部を取り出し

やすいようにする意味も持っていると思われる。今回の完形貝のサンプル中、軟体部を取り出

せるとは考えられない程度に殻頂部が欠損している個体の割合は、 0-・・15.3%と僅かであった。

発掘後の欠損も考え合わせると、キバウミニナ類では殻頂部を折り空気を入れる必要はなかっ

たものと思われる。同様にサンプル中の打ち割り痕を持つ率は、 0~2.2%と極めて少なく、

割った場合の成功率はかなり高かったと考えられる。
H6 

また、キバウミニナ類の破損形態を報告した今帰仁村の渡喜仁浜原貝塚と比較を行った。こ

の貝塚から出土しているキバウミニナ類（オオヘナタリとして図示された標本はキバウミニナ

と思われる）では、図版17-2--A、Bで示されたような打ち割られたものと、図版15・・・・・・8、9の

ように今回多かった外唇の破損しているものが知られている。破損形態の分類方法が異なるの

で、直接の比較は行えないが、報告書の第16表から再計算してみると、殻頂部が欠損している

ものの割合は20%程度と古我地原貝塚より少し高くなっている。渡喜仁浜原貝塚ては、キバウ

ミニナ類よりも小形のウミニナ、イボウミニナが前者の約 9倍も多く出土しており、これらで

は外唇と殻頂部の割れているものも多い。それゆえに殻頂部を打ち割り破損させる方法が、大

形のキバウミニナ類にも適用され、破損のパターンが異なることも考えられる。今後、各地の

遺跡の詳細な破損形態の観察により、この問題が深まって行くことを期待したい。

g。キバウミニナ類の貝殻内の土壊から得られた陸産貝類

キバウミニナ類の計測中に貝殻内の土壊が得られ、その中に小形の陸産貝類が認められた。

得られた陸産貝類は、破片では最大長が 1cmに達するものもあったが、完全なものは全て2.fi

mm以下であった。その組成と1固体数を表85に示した。ただし破片では同定が不確実である。

各種の生息場所を表中に示したが、林内。林縁部とした 4種は現在の林縁部においても林内

と同じく多く見られる種である。このように彼らの生息場所を識別することは、当時の周辺環

境を復元する指標を得ることになると思われる。 8種類のうち林内に限定されるものが 3種、

林内。林縁部が 4種、林縁部のみのものが 1種と周囲に森林が存在していたことが理解される。

そして小形で林内を生息場所とするトクノシマベ；；コウマイマイ？とコメッブタワラガイが得
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表85 キバウミニナ類の貝殻中の土壌から得られた陸産貝類の種類組成

21地区イ 21 地区ハ 第 VIIb 層
II屑上部 20/30cm30/ 40c旧 40/SOc田 50/60c旧 60/cm 

トクノシマベッコウマイマイ？

Nipponochlamys subelimatus? 

｀ コメッフタワラ ガ イ

8inoennea densecostata 

イ トマ ンマ イマイ
1※ 

Aegista scepasma 

シ ユ リ マ イ マ イ

Satsuma mercatoria 
1 ** 1※ 

オ カチョウジガイ？
1 1 

Allopeas kyotoense? 

ツ ヤ キ セ ）レ ガ イ

Nesiophaedusa bernardi 
1輝

オキナワヤマキサゴ
1 

Pleuropoma verecumdum 

ウスカワマイマイ？ 1輝

Acusta despecta ? 

ヘ ソカドガイ属の一種
3 2 

Paludinell<1 sp 

調査土壌量 (cc) 2 12 32 8 8 

※孵化直後の幼貝 ※※幼貝破片

生息場所

林内

林内

林内

3 **林内・林縁部

ー 林内。林縁部

― 林内・林縁部

ー 林内。林縁部

林縁部

不明

6
 

られたことは、移動能力の低いと考えられるこれらの種が見られることから堆積層の周辺は、

森林に取り囲まれており開けた空間ではなかったことを想定させる。しかしながら21地区イで

ば炉跡が検出されており、人間の活動があったことは確実である。オカチョウジガイ？のみし

か得られていないので開けた空間の可能性も考えられるが、他の種が確認されれば住居のよう

な場所でなく、海岸で採集してきたものを簡単に調理するような場所であったことも示される

かもしれない。

近年、関東地方を中心とした遺跡では、小形の陸産貝類を指標とした自然環境の復元の研究
Ha 

が進んでいる。今回の結果は、条件さえ良ければ沖縄においても、この種の研究が可能である

ことを示している。

蛇足であるが、ヘソカドガイ属の一種としたものは、現在洞穴に生息するホラアナゴマオカ

チグサガイに最も近いものである。しかしながら殻のプロポーション、サイズ等により別種で

ある可能性が高い。。このグループは、現在日本から僅かに知られているのみであり、この意

味からも学術的価値が高いものと思われる。
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3. 遺跡出土貝類の生息場所類系化の試み

遺跡から出土した貝類の生息場所を明確にすることは、過去の漁拐活動を理解する上で大き

な役割を果たすと考えられる。つまり生息場所を採集の場と規定することにより、分業や採集

の季節性、漁具の分化等の問題に出土貝類の構成から推論が可能である。そこで、海岸の形態

と貝類の生息場所は各地域により様々に変化するが、これまでの調査経験に基づき類系化を試

みた。従来もこの側面からの解析が行われており、沖縄の特異性や各地域の特徽が明確にされ

つつある。今回はさらにこれを細分化し、より詳細な検討の資料としたい。

まず巨視的な類系では海域、淡水域、陸域およびその他に分類できる。海域については、 3

つの軸について検討を行った。まず第 1は、波浪の強さによる外洋ー内湾の系列である。第 2

は、潮位に基づく潮間帯一亜潮間帯上縁部の系列である。第 3は岩盤、転石、砂泥といった底

質の相違である。

波浪の強弱による海岸の形態を、強いタイプから弱いものへと 3つの基本型にまとめた。す

なわち、 I: 外洋・サンゴ礁域、 II: 内湾。転石地域、 ill:河口干潟・マングローブ域である。

これらの模式図を図179に示し、その地形区分と対応させながら概観してみたい。

I : 外洋・サンゴ礁域

このタイプは、複雑な地形を有する。岸側には石灰岩に刻まれたノッチがあり、潮間帯の上

部に位置している。その下部には、岩盤や砂浜の潮間帯中。下部があり、岩盤上には各種のカ

ニモリガイ類やアマオプネ類、小形のタカラガイ類が見られる。砂浜には、イソハマグリやリュ

ウキュウナミノコガイを中心とした二枚貝が生息している。また貝輪の材料として重要なオオ

ベ；；コウカサガイは、非石灰岩の海岸に多いが、類系としてはこの潮間帯中・下部に生息する

といえる。

潮間帯に引き続いて、干潮時にも干上がらないイノー（礁池；モート）が広がる。イノー内

には、塊状のハマサンゴや特に干瀬近くにはエダ状のミドリイシが見られ、砂底や砂礫底から

成っていることが多い。砂礫底にはマガキガイ、クモガイといったソデガイ類やアンボンクロ

ザメガイ、アカシマミナシガイのイモガイ類、さらにヒレジャコガイやシャゴウ等が生息して

いる。またニシキウズガイ、メンガイ、ヒメジャコガイ、シラナミは死サンゴの周辺に多い。

サンゴ礁では沖合に白波の立つ、一般にリーフと呼ばれる部分が明らかに認められる。この

部分は、地形的な用語として干瀬（ヒシ；リーフクレスト）と言われる。ここは干潮時には水

面上に現われ、いわゆる潮間帯の一部をなす。前述した潮間帯中。ド部とは波当りの強さ等が

異なり、丁瀬に特微的な貝類群としては、チョウセンサザエ、ハナマルユキガイ、シラクモガ

イ等を挙げることができる。

干瀬の外洋側の縁は礁縁と呼ばれ、さらに急激に落ち込む地形が形成される。この部分が礁
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III河口干潟。マンクローフ域
マンク~ローフ林

河口干潟

岩盤 砂泥、礫底 塁転石

図179 波浪の変化に基づく海洋地形の 3タイ （模式図）

斜面であり、ヤコウガイ、サラサバテイ、クロチョウガイ、ゴホウラ等の大形貝類が捕獲の対

象となっている。

ただし外洋 8 サンゴ礁域では、幅広いイノーを持つ恩納村の各ビーチのようなタイプからイ

ノーをほとんど持たず岸側の潮間帯から干瀬まで岩盤が広がる糸満市のギーザバンタのような

海岸、さらには潮間帯が即座に干瀬的な環境になる辺戸岬のような場所まで変化が激しい。こ

のような類系を用いて貝類の組成を検討する場合には、各遺跡の地形的特徽も考慮しなければ

ならなし＼。

II : 内湾］転石地域

ここは波の影響の少ない内湾の転石地帯を中心とした海域である。主に頭大から拳大の転石

を中心として、砂泥浜で遠浅の海岸となっている。潮間帯巾。下部の転石には、カンギクガイ、

マルアマオプネ、ニセマガキが多数付着している。またこの場所は、潮干狩りの中心部であり
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ホソスジイナミガイ、スダレハマグリ、ヒメアサリ等が砂に潜っている。少し深い亜潮間帯上

縁部になると、リュウキュウサルボウやリュウキュウザルガイが見られるようになる。そして

場所によっては、その前方がイノーの砂礫底へと続くことになる。

ill: 河口干潟・マングロープ域

現在では比較的大きな河川の河口部に見られる地域で、波静かな海岸となり、底質は泥が中

心である。河川に沿ってマングロープの林が形成される。この林は満潮時になると水没し、干

潮になると干上がる場所に成立する熱帯・亜熱帯地域に特徴的な林である。その林内には、シ

レナシジミやキバウミニナが見られる。またヒルギの樹上には、ウズラタマキビガイやヒラマ

キアマオブネも生息している。林の前面には比較的広い河口干潮が形成され、その泥底中には

アラスジケマンガイ、ヌノメイチョウシラトリガイ等が多い。また満潮時に小さな水路となり、

淡水の流れ込む礫底にはカノコガイが群悽している。河口干潟も、転石海岸と同様の亜潮間帯

上縁部を経て、イノーの部分に移行している。

以上 3つの基本形について概観したが、このような海岸形態は、各場所ごとにそれぞれの中

間型や変異を持つことは当然である。しかしながらこのような類系を用い、その漁携活動の場

を規定して行くことは有意義だと思われる。

これらをまとめた 1つの試案を提示してみたい（表86)。例えばこの類系を用いて、いくつ

表86 沖縄における貝類の生息場所類系

I : 外洋・サンゴ礁域

JI : 内湾。転石地域

ill: 叩干潟。マングローフ域

IV: 淡水域

V: 陸域

VI: その他

〇：潮間帯上部

(Iではノッチ、 IlIでは
マングローブ）

1 : 潮間帯中。下部

2 : 亜潮間上縁部

(Iではイノー）

3 : 干瀬

(Iにのみに適用）

4 : 礁斜面およびその下部

5 : 止水

6 : 流水

7 : 林内

8 : 林内。林縁部

9 : 林縁部

10: 海浜部

11 : 打ち上げ物

12 : 化石
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a: 岩盤

b: 転石

C : 岩礫底、砂泥底、砂底

d : マングローブ植物上

e : 淡水の流入する礫底



の種の生息場所を示してみると以下のようになる。

チョウセンサザエ I-3-a; ヤコウガイ I-4-a; カンギクガイ 11ー1-b;

マガキガイ I-2-C; ゴホウラ I-4-c; アラスジケマンガイ m-1-c; 

捕獲場所を検討する場合には、類系の種々のレベルでの解析が可能である。つまり各海岸形態

ごとの分類や外洋・サンゴ礁域の中でのイノー、干瀬、礁斜面を区別するといった異なるレベ

ルで表記できる訳である。

また表86には淡水域、陸域、その他に関してもいくつかの細分を試みた。淡水域では水の流

れが緩やかな止水に生息するものと、そうでない流水のものを区分した。遺跡の立地が基本的

に低地部にあることから、出土しているものの大部分は止水に生息する種である。

陸域は、林に対応して林内、林内・林縁部、林縁部、海浜部の 4つに分けた。このうち林縁

部は、林と住居地等の開けた場所との境界域である。このような生息場所を持つ種数が多く出

土するということは、貝塚の周囲に人為的影響の及んだ場所が広がったことを示す一つの指標

となり得るかもしれない。

その他では、打ち上げと化石を区分した。前者は、沖縄近海に生息せずフィリピン等から死

後に貝殻だけが漂着するオウムガイのようなものを意味している。後者は、周辺の地層中から

得られたと思われる化石である。化石の場合、人間の積極的な持ち込みと周囲の地層からの混

入が存在する。本遺跡出士のツノガイ類貝製品などは、持ち込みの例と考えられる。

今後、これらの類系に基づき、遺跡の立地条件との対応や嗜好性と食料資源としての関係等

を通して、漁携活動の理解が深まることを望みたい。

引用文献

註 1 Shokita,S., S.Limsakul and C. Karnjanagesorn. Distribution and abundance of the-

giant potamidid snail Terebralia palustris (Gastropada) in the Thai mangal. Mangrove-

Estuarine Ecology in Thailand. Bulletin prepared by grants from Japanese Ministry-

of Educatin, Science and Culrure. March, 1985. 

註 2 本永忠久．マドモチウミニナ及びシレナシジミの分布、個体群構造及び成長について．

琉球大学生物学科研究生論文.1978年3月．

註 3 西平守孝．西表島船浦のマングロープ湿地におけるキバウミニナ Terebraliapalustris 

(Linnも）の分布と個体群構造および摂食について．西表鳥水域漁場開発計画調査結果報告

書．沖縄開発庁沖縄総合事務局.1983年 3月．

註 4 西平守孝．沖縄の潮間帯ー 1974. 琉球大学海洋保全研究会.1975年 3月．

註 5 宮城県教育委員会．「田柄貝塚.llI. 自然遺物編」『宮城県文化財調査報告書第 111集』宮

城県教育委員会。建設省東北地方建設局.1986年 3月．

註 6 渡喜仁浜原貝塚調壼団．「渡喜仁浜原貝塚調賓報告書」今帰仁村教育委員会.1977年3月．

註 7 張寛敏．台湾山中のイボウミニナについて．ちりぽたん、 12: 8. 日本貝類学会.1981年．

註 8 港区伊皿子貝塚遺跡調蓋団．「伊皿子貝塚遺跡」港区伊皿子貝塚遺跡調査会.1981年．
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第 7節節足。脊椎動物遺存体

金子浩昌

古我地原貝塚は沖縄本島中部の石川市にある。本島でも東西幅が最も狭くなった所で、丘陵

上に位置しており、近くの金武湾が貝塚形成の自然的条件となっていた。南側の丘陵部は樹木

が茂り、近くに湧き水や小川がある。この自然の恵みを豊かに貯え、貝塚時代人たちの狩猟や

採集の活動地帯になっていたに違いない。

貝塚からは、多くの貝殻とともに脊椎動物の遺骸が多かった。魚類、獣類は特に種類も多く、

量的には他の遺跡を大きく上廻る程であった。これまで、この地域の動物遺骸調査は極く限ら

れたもので知られるのみであったが、今回の調査によって石器時代の動物相の全容をかなりの

程度知ることができ、当時の生業を考える基礎資料といえよう。

膨大な資料の整理に当っては、今回もまた島袋春美、花城潤子氏の協力を得、種々便宜を図っ

ていただいた。ここに厚く御礼を申し上げたい。

節足。脊椎動物遺存体種名一覧表

節足動物門

I 甲殻綱

脊椎動物門

軟甲而綱

ト脚目

短尾亜目

科・属不明

I 軟骨魚綱

1. サメ目

科・属不明

2. エイ目

rr 硬骨魚綱

1 . ウナギ目

a. アナゴ科

属。種不明

b. ウツボ科

属。種不明
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I Class Crustacea 

Subclass malacostracea 

Order Depatoda 

Suborder Brachyura 

Fam. et gen. indet. 

Phylum VERTEBRATE 

I Class Chondrichthyes 

1 . Order Larnniformes 

Fam. et gen. indet. 

2. Order Rajiformes 

Il Class Osteichlhyes 

1 . Order Anguilliformes 

a . Family Congridae 

Ge. et sp. indet. 

b. Family Muraenidae 

Ge. et sp. indet. 



2. ボラ目

a. カマス科

カマス属の一種

3. スズキ目

a. スズキ科

属叶璽不明

b. フエダイ科

属。種不明

C. タイ科

ミナミクロダイ

ヘダイ

d. フエフキダイ科

ハマフエフキ

ョコシマクロダイ

属〗種不明

e. サバ科

サワラ

f. ベラ科

カンムリベラ属の一種

属。種不明

g. ブダイ科

ナガブダイ

イロブダイ

ナンヨウブダイ

h. ニザダイ科

属。種不明

4。フグ目

a. カワノヽ ギ科

b. ハリセンボン科

ハリセンボン

イシガキフグ

皿両性綱

1。無尾目

科。属種不明

w爬虫綱

1. カメ目

リクガメ科

属。種不明
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2. Order Mugiliformes 

a. Family Sphyraenidae 

Sphyra.ena sp. 

3 . Order Perciformes 

a. Family Serranidae 

Ge. et sp. indet. 

b. Family L叫 anidae

Ge. et sp. indet. 

c. Family Sparidae 

Acan lhopagrus siuicolus 

Sparus Sarba 

b. Family Lethrinidae 

Lethrinus nebulosus 

monotaxis grandcuLis 

Ge. et sp. indet. 

e. Family Scompridae 

Scomperomorus niphonius 

f. Family Labrdae 

Con's sp. 

Ge. et sp. indet. 

g. Family Scaridae 

Scarops rubro直olaceus

Bolbometopom bicolor 

Scarus gibbus 

h. Family Acanthuridae 

Ga. et sp. indet. 

4. Order Tetraodontiforrnes 

a. Family Aluteridae 

b. Family Diodontiae 

Diodon holacanthus 

Chilo my clerus af finis 

ill Class Amphibia 

1. Ordc:r Anura 

Fam. et gen.indet. 

IV Class Reptilia 

1 . Order Chelama 

Family'『estudinidae

Ge. et sp.indet. 



ウミガメ科

アオウミガメ

2. 有鱗目（ヘビ亜目）

クサリヘビ科

. 
ノヽ フ

科属不明

V. 鳥綱

1。ミズナギドリ目

アホウドリ科

アホウドリ属

2. スズメ目

カラス科

VI. 哺乳綱

1. 腐牛目

オオコウモリ科

オオコウモリ

2. 詔歯目

クマネズミ属の一種

ネズミ科

ケナガネズミ

3. クジラ目

科。属不明

イルカ科

バンドウイルカ

4. 食肉目

イヌ科

イヌ

5. 海牛目

ジュゴン科

ジュゴン

6, 奇蹄目

ウマ科

ウマ

，7, 偶蹄目

a. イノシシ科

リュウキュウイノシジ

b. ウシ科

ウシ
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Family Chelonidac 

chelonia mydas 

2 . Order Ophidra 

Family Viperidae 

Trimeresurus Flauouidis 

Fam. et gen. indet 

V Class Aves 

1 . Order Procellariformes 

Family Diornedeidae 

Diomedea sp. 

2 . Order Tasseriformes 

Family Corridae 

VI Class Mammalia 

l . Order Chiroptera 

Family Pteropodidae 

Pteropus dasymallus 

2. Order Rodentia 

1← 7-atlus sp 

Family Munda 

Diplothrix legatus 

3 . Order Cc0tacea 

Fam. et gen. indet. 

Family Delphinidac 

Tursiops gilli 

4。 OrderCanirora 

Family Canidae 

Can.is familians 

5。 OrderSirennia 

Family Dugongidae 

Dugong dugong 

6. Order Perissodactyla 

Family Equidae 

.b7guus caballus 

7. Order Artiodactyla 

a. Family Suidae 

Suslemcomystax riuhiuanus 

b. Family Bovidae 

Bas taurus 



節足動物門

I 甲殻綱

21地区ハー第VlI層から、カニ類の鉗脚（鋏部）が 5点出土した。

十脚目カニ類の遺跡の出土は少なかったが、遺跡の保存の条件にもよるわけであり、一概に

捕獲することの少なかったことを結論付けることはできないかと思われる。

脊椎動物門

I 軟骨魚綱 表87 サメの脊椎計測一覧 （単位mm)

1. サメ目

メジロザメ科と、その他の科のサメと考

えられる歯 5点と、椎体57点が出土してい

る。椎体径は最大17.0最少4.0の大きさの

もので、貝塚から出土するサメ椎体として

は中形から小形のものといえる。

沖縄の遺跡からの出土としてはやや多い

方であろう。

2。エイ目

No. 

' 

！ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

地区

21ーイ

;; 

II 

" 

21ーノ‘

" 
II 

II 

．． 

II 

グリッド 層

P-96 II 

0-97 II下

0-96 II 

0-96 " 

D-94 VI 

E-94 H 

E-95 H 

E。F-95 " 

F-94 VII 
歯板と尾棘の破片と椎体が出土している。

他の遺跡のように数は少ない。
A-~ しニ10 II 

表88 サメ目・エイ目の出土状況

21 地区

イロ ハ

直径

8 6 

9,7 

8.3 

11, 4 

4.0 

6, 1 

7. 7 

12.0 
--

8 0 

17 0 

不

明［べ-;:. ; ＼ 地 II上層 II下！晋小計 W 脳 II 層 VI 脳 VJI J晋小計

サ メジロザメ科歯

メ 不 明

目 脊 椎

／」＼ 計

トビエイ科歯板

Jこ

アカエイ科尾棘

イ

目
不明 II

脊 机

;J, 計

II 硬骨魚綱

1. ウナギ目

4 

2 

1 . 2 1 3 

1 3 

6 

7 

6 

3 3 

/// 3 

- -- .. 

1 1 1 

5 5 

4 1 1 36 14 60 

4 1 1 42 14 66 1 
--

2 2 

4 4 

I 3 1 5 

3 1 7 

3 1 6 5 18 

--366・ 一

原さ

4 3 

3 8 

4 2 

3 7 

2.0 

1 5 

3 4 

4 0 

4.8 

7.0 

＾ ロ
計

2 

5 

60 

67 

2 

4 

5 

7 

18 



a. アナゴ科

アナゴ科と思われるものが小数出土している。不完全な標本であるが大型の個体である。

b. ウツボ科

ウツボ類の骨である。歯列の形状に 2型のあることが認められるが、種名は明らかでない。

標本は多いが、ブダイ、フエフキダイなどの出士が多いので目立たないようである。大型の個

体が捕られている。

2. ボラ目

カマス類 この類と思われる歯骨が 1点出土している。カマス類の出土は極めて稀で、その

出土する量も少ない。おそらく、礁内に、はいってくることが少なかったことによるのであろ

。
{
ノ

3. スズキ目

a. スズキ科

ハタ類と思われるものである。比較的多くの骨が検出されている。これにも数種のものが含

まれているのであろうが、今は一括して扱っておく。標本もまた完存するものはなく、全長を

復原する上では推測の域を出ないので詳細をのべることはできないが、概要をのべると、出土

数の多い前上顎骨で、最も小さくて体長20cm位になるもの、さらに中型の体長25~30cm前後、

さらに40~50cm位にまでなる個体のものが最大である。このうち小～中型のものが多い。

b. フエダイ科

この科の出土数は少ない。沖縄における他の遺跡においてもフエダイの出土は少ないようで

ある。しかし、標本にはかなり大型70~80cmになる個体の顎骨もみられ注目される。

c. タイ科

やや目立った存在であった。

ヘタイ：僅かな出土であるが注目される。

クロダイ：他の主要種と比べると少ないが、沖縄での出土はそれなりに注目してよい。クロ

ダイの生息環境との関わりがあるからである。

捕獲されている個体は、ヘダイでは標本が少なく、その変異を知ることができないが、クロ

ダイは大・小の個体が捕らわれており、漁法を考える上からも注目される。すなわち、最少の

前上顎骨は顎骨長で14.5mmで、体長は15cm、最大で35.0mmで体長は40cmに近い。大体は体長25

~30cm位が復原される。本州の縄文時代貝塚産のクロダイと比べるとやや小さいようである。

おそらくこれはミナミクロダイとクロダイとの種間差によるものであろう。

d. フエフキダイ科

本遺跡での重要魚種である。ョコシマクロダイ、ハマフエフキの他にも数種含まれるであろ

゜
ふ
ノ

ョコシマクロダイ：フエフキダイ中もっとも少ない。
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ハマフエフキ：フエフキダイ科のi:j:1の主体種である。

抽獲標本の体長のついては、ョコシマクロダイは標本が少なく、その傾向を知り難いが、前

」::顎骨長11.0mmという小さい標本から40mmを越えると思われる標本がある。ハマフエフキは標

本も多く、個体の大きさの差も目立つ。前顎骨長は18mmから45nunに達するものがあり、 30mm前

後が多いとみてよいのであろう（）｛本長は23cm前後の個体と考えられる。

e。 サノゞ 科

サワラ：本種と思われる大型の歯が 1点出上したいる。本種の沖縄での検出はこれまでにな

い。サバ科に属する魚種の出土は稀である。

｛，ベラ科

ベラ科にはカンムリベラ属の他数種の含まれることが予想される。下咽頭骨のうちカンムリ

ベラ属と確認でき‘たのは＇］点で、咽頭骨幅が 40.0mmから15.Ommのものまでの大。小の個体があっ

た。その他の種類の咽頭骨も、その大きさをみると、最大のもので幅55mm程になり、それらは

、次いで40皿］粗になるのと30~35mm前後のものか少数あり、多くはさらに小さい15・~20mm

前後の咽頭歯である。このうち大型になると幅55~--40mrn前後のll[J;]頭骨で体長が30~40crn位と

えられるから、咽頭骨幅15·~20rnmの 24例多くは体長20cm前後からそれ以下の個体であったと思

われる。しかし、咽頭骨幅が10mm以下というのも稀で、体長10cm前後という個体も少なかった

ことが推測される（）

g_ ブダイ科

本遺跡での主体魚種である。これらについてもまだ充分に明らかにされていない。ここでは

明別される以下の数種について分け、他は一括しておく。

イロブダイ：ナンヨウブダイに次ぐ、大型の個体が合まれる。

ナンヨウブダイ：もっとも多い種類である。中大型のものが多い。

ナガブダイ：少ない種類である。 1::咽頭骨前端音I校の幅で70mmもしくはそれ以上になる例が

左側資料総数18例中8例はあり、その他の資料も 5.0~6.0mm位である。従って、体長は3Q•v5Q

cmという、比較的大きい個体であったといってよいであろう。

フタイの骨全体では、前上顎、歯骨などが多く、それには人 0 小の標本が含まれる。例えば

歯骨が特に多く、右側のみ47例中、歯骨の咬合面長35mmに達するのが1例、 30mm前後 3例、 20・~

25mm前後がlO例、 15mm前後が20例、それ以下10mり］前後13例になる。もっとも大きい歯骨で体長5

0cm、次位が45cm、20mm前後が30cm、15mm以下のは20cm以下の体長のものなのであろう。平分

以lこは休長20cmあるいはそれ以ドの大きさである。

ブタイも種類による量差があり、どの種類も同じような傾向にあるわけではないと推定され

るが、結果的には上迩したような捕獲の状況であっ｀たとみることができよう。
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表89-1 魚骨の出土状況
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表89-2 魚骨出土状況
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h. ニザダイ科

尾部の基部につく硬質楯状の鱗が出土している。しかし、内蔵骨を検出するま

ない。精鉦がゆきとどかないところがあるかも知れない。

4。フグ目

a. カワハギ科

カワハギ：鋸歯をもつ背鱗が12点出土しており、その他に212点の棘片の出土がある。

b。ハリセンボン科

ってい

ハリセンボン：多くの標本が出土している。中型及びそれ以上の大きさになる個体が多い。

上。下の歯板の大きさから推定する体長は大型のものが目立つ。上歯板16のうち体長23cm以

下のは 3個、下歯板16個中 2個位である。その他はおそらく 30~40cm位になる個体のものと思

われる。

イシガキフグ：確認したのは棘のみである。棘の数はハリセンボンに比べて少ない。

フグ類：沖縄におけるフグ類の出上は少ない。今回の標本は歯板エナメル質部分の長さは

25.0mmに達するので、かなりの大形のものになったはずである。

21地1メイ

21地1x:ロ

21地RXハ

a 

21地IXイ

全 体
に゜ ~0o 0゜ ~0o 0゜屈三―j喜二昌~J瓢疇冨翌
a 

ウナギ日 ！゚ 。悶｛スズキfj □ ー」 フエタイ科占

タイ科• ［］フエフキタイ科

ブダイ科 カワノヽ ギ科 ハリセンボン科
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Ill 

し無尾目

カエル類数種の遺骸が出土しているが、

その数は少ない。

IV 

1. カメ目（図182)

表90 カエル類骨片の出土状況

〗 "!"iイ門~,jl:1メ·:区1」,叶I,号；:~~~~;,; ; 

断片的な標本を加えるとかなりの数の出土であるが、全体をうかがい得るような標本は少な

かった。その中で、上腹板については検出することができたので個体数の推定の目安になろう。

（リクガメRウミガメ。ヘピ類）の出土状況

ロ.. .. 

ご
全冑21 地区 21 地区ィ

麗
ィ区 口区 ハ区

. 竺主言ロ
I 
ロ

-- -・---.-・- -------
東 I Il上 n下小計 ill IV小計 Vl VI VJ! 不明小計 lI lI ill 

--心~ ー'『-←, ••• -・-・-ー. --

上腹板 2 3 3 19 3 1 23 /2 /6 /3 /11 
リ "-・ 

背甲板 5 l 1 '7 7 

ク
腹甲板 4 1 2 3 1 6 '/ 1 /2 3 

＇ 

__ , 

ガ 肋甲 1 1 5 5 

他 4 12 31 78 125 1 2 3 12 815 1,203 12 2,042 38 998 381 311,448 17 
メ

指骨 1 1 

科
小計 4 14 34 82 134 1 2 3 12 842 12,1'/ 132,084 40 1,005 386 311,462 17 

左尺骨 20 1 1 
~ ~ 

上腕骨 19 3/3 3/3 

大腿骨 1 1 
~ --

ウ 指骨 24 1 1 1 2 3 

'' 
. .. 

＇ 

ミ 末節骨 1 1 2 1 1 

'''  ＇ ＇ 

． 

肢廿片 2 2 7 5 12 1 1 

ガ

上腹片 18 1 

-- I 

＇ 

！ I 

メ
腹甲板 26 4 4 1 1 

・-
＇ 

科 緑甲板 1 3 4 
__ , 

'・-

背甲板 23 3 3 38 18 1 57 2 
.. I -- I I 

他 11 5 16 
_, I 

;Jヽ 計 3 3 6 60 44 2 106 1 2 3 3 

噂 脊椎 l 2 77 80 2 125 517 50 694 13 5 1 19 

※／は右／左
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2. 有鱗目（ヘビ亜目）

本遺跡からはヘビ類の骨がかなり多量に出土した。沖縄の遺跡の中でもヘビ類の多い有数の

遺跡といってもよいのではないかと思われる。その中にはハブ類とその他に数種のヘビが含ま

れているようである。ハブ類とされる標本には大形になるものが含まれ、左右前関節突起間の

幅が13.7mmに達するものもある。おそらくそれらは全長 1m50CJnもしくはそれ以上になる大き

さの個体であったろう。それに近い大きさの標本は多数含まれていた。

ハブ以外のヘビ類の椎体も少量含まれているらしい。椎体の破損があるので完全に調べられ

ず、今後の研究に待ちたい。これも左右前関節突起間幅が8.5麟位になる標本もあり、大形の

ヘビも含まれることが推定される。これらのヘビ類の骨が、すべて人によって捕えられたもの

と決めてよいかどうかはまだ問題ののこるところであるが、採集された状況10数個から40~50

個というように全身骨格での出土ではない点に、人意的な扱いのあったことを推測させるので

ある。

v 鳥綱

鳥類の骨は細片まで検出したものの、その数は少なく種名を決めることはできなかった。

鳥類骨の出土状況

目 科 名
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VI 哺乳類

］．翼手目 表93 コウモリ出土状況

オオコウモリ

上腕骨と大腿骨片各 1と遊離歯があった。地

荒原貝塚とに次いで本遺跡でも検出された。し

かし、その検出数は少なく、捕獲数もさして多

いものではなかったと推定される。

2. 紹歯目

王
ネズミ類の遺跡の出土は多かった。層準も土層より Vll層に及んだ。多かったのは21ーハでは

vr,-VJI層に多く、他の層においても魚骨などと同層準において出土していた。このことから石

器時代に捕獲されたものとする可能性があると思われるが、なお今後の調鉦を必要とするかと

思われる。

表94 ネズミ類。 ズミの出土状況

番 21地区 21地区ハ 22地区ィ 不明総合計

部 位 名 'I I岡 --IIL 磨下 1小計 w層 IT/習 VI胴 VlI層--小計--N-」層-直2号 n靡3.号m晒'小計 -ー・

号 邸L I況不l」ル仇 l冴不L RぷL I冴L R不L I杯L R不L 認L 応仇 H不L R不L 認L R不L
-・_I.  ~-—---ー. ----... --―-

I1 1 2 1 2 1 2 -「- 顎歯――--·-—•—-- • 曹---・------ -----~----C 1 12  113  1 2 5 ----・・-----・ 一---.- • 一-1----- - - ・～・-- • —-------・-• • -~----·--·--!, 1 1 I 1 1 2 1 2 3 3 4 下顎歯,, 10←―- --------← ----―_____ , 一C 1 2232  1 1 2 3 4 
-F 号月 、目， l 1 l 4 -1 4 l ・・・-・・・、一 1 .. ー' 2 5 
-・ —--—- • ---―・・---・-- ----・-・・・~・・-- . —～・--一•＂・-·--·-一—―__ L............ p 

--・- -- ---- ---—--·-一-~ー--・-ヒ腕骨 S 11 I 1 1 2 1 1 I 3 4 4 5 1 1 I 9/6 
'"-"…- ---・ -・--・--"ー. -・---―・-- -—I·~--• d 1 1 1 -一---・--一・--・--• ・- ---- . -・--------・----・-・--- --・・--椋骨 1 1 - - -- -•~. ---―. -- -'-ー·--~

J¥'i'l・12  1 1 1 1 2 2 1 • ----- ---~・----・-一.• --・・-- ----・ 寮 骨 1 1 l 2 1 2 2 4 1 — -~ 一--~-←—ー- ,_一 • ------~I--- --·····•·"'"・・ . -
p 1 1 

大腿骨 S 14 1 1 1 l 3 6 2 2 2 8 4 
ー~- •• L,.. ------—·、-·-

d 1 1 -・- --- --・-・-一I-.-一ー--・-・・・ --← ---_:___,_ -~- ----腔骨 15 1 4 1 4 1 3 3 3 4 6 2 l 
一―- .•-·---―ドー ヤ--・・・--- ・"・・・-- - --心・・--- — 巾手（足）骨 16 1 1 
---•• • -- -~ ・----・----- --・・ ・・-----•. —·-'--——• 一・-・-- -
紙節骨・ l 1 1 
- -~ - ---" ・ -- • • •· —-- --

心—-一 -・-・・・ • - • -- - --破 片 1 3 4 7 
- 合計 .•. 4 13 7 24 1 l 39 33 - 74 --1 ・-・-1 5 1 
--- --~----- . --1.....-・-・・--
ケナガネズミ

：
ー□□□tttitt 1. ~ 

上顎歯

讐F竺頃ー一ヽ~~ ~ 紺~ ~ ー~一 ニ
＜凡例> I : 切歯 C: 犬歯 P: 近位部 S: 骨体 d: 遠位部 R: 右 L: 左
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ケナガネズミ

前述のネズミ類に比して極めて少なく、かつ大形の切歯を検出するに留った。これまでもケ

ナガネズミの出士に接したことがあるが、本遺跡のように四肢骨を全欠く例はなかった。

3. クジラ目

断片的な骨が出土している。しかし沖縄島でのクジラ数は骨片でも少ない。本遺跡の例はそ

うした中ではやや多い出土といえよう。

イルカ科

イルカ類として、バンドウイルカと思われる標本がある。この地域でイルカ類の出土は多く

はないし、種名の確認できた例も少ない。

表95 クジラ目の出土状況

科名I種名

イルカ科 1バンドウイルカ

I 屑 ,:~::i1:~い、[!-IN~11~::1:、計 IIV層ロニぃ叫小叶・［二〗〗い、計-i:
肋骨

不明I.
部位不明I2 8

 
18128121113 825 I :9 I 4 I 1:8 I 1 

4. 食肉目

イヌ

本貝塚における唯一の食肉目である。しかもその出士量甚だ多く、最少個体数としても27個

体（左g)を数えたのである。出土の層準は、歯牙、四肢骨の場合ともに21地区ハ第VI、VII層

に集中し、すべて石器時代のものと認めることができよう。

下顎骨 尺骨

図181 計測部位
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表96 イヌの出土状況

地区 2 1地区イ 叫1地区0 2 1地区ハ 22地区イ
総計

蔀位名 層位 JI. 上 JI. 下小計 I II IV V VI VII 不期小計 2II層弓 不明

R不LR不LR不LR不LR不LR不LR不LR不LR不LR不LR不LR不LR不L R不L

頭 蓋 骨 I 1 2 9 2 I 2 111 2 12 I 

下 顎 骨 ① ① 5 2 4 3 9 5 10 6 

頸 椎 2 I 1 I 1 2 

腰 椎 2 I 3 3 

脊椎骨 斑 椎 1 4 2 1 7 7 

胸 椎 3 I I 1 

不 明 2 I 3 I 1 2 5 

肋 骨 4 I I 20 14 2 36 37 

骨体 3 I I 3 2 3 2 
上腕骨

遠位蔀 I 3 2 6 5 7 5 7 

近位蔀 1 1 1 2 1 2 I 

撓 骨骨 体 1 I 1 I 2 2 1 3 3 I 4 5 

遠位祁 21 I I I I 2 1 2 

近位部 1 2 3 2 3 5 3 5 
尺

骨 骨体 1 1 2 1 3 2 3 2 

寛 骨 I I I 2 2 3 2 3 

近位部 ① ① R 2 3 
I 

大腿骨 )目", 体 I l I 2 I 3 I 5 2 1 5 5 

遠位部 ① ① 1 

近位蔀 2 2 2 

罷 尻目 厄目 休 22 I I 3 3 I 2 4 5 5 5 

遠位部 I 1 I 

骨体 3 I 2 1 1 6 1 6 
踵 凡目 24 

遠位部 1 I l 

距 骨 23 I I 1 1 1 I 

近位蔀

巾足（手）骨 骨体 25 6 l 7 7 

遠位蔀 I l I 

I 
I I 

指 骨 JI I 2 3 3 
＇ 

III 3 3 3 

破 片 2 2 5 3 5 3 2 5 3 
、、.

A ロ 計 ， 5 14 4 1 2 1 96 72 5 17'/ I I 197 

＜凡例> R: 右 不：左右不明 L: 左

遺骸の出土は、先述の左gの27の他には、右P'17、左闘17が多く、右闊14、左M1llがあり、

頭蓋はこの程度のものがあったと推定されよう。下顎骨として認められたのは右10、左 6であ

る。脊椎骨は18点で検出出来たのは少なかった。四肢骨は完存するものはなく、上腕骨、撓骨、

尺骨、大腿骨、肢骨などが左右側いづれか 5~7点出土しており、四肢骨の保存の少ないこと

が注目される。
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本遺跡のイヌは全くの埋葬の形態をとるものがなかったという。貝層内の散乱骨格の出土は

イヌの場合でもみるところであるが、本遺跡程まとまって、このような骨の出土している例も

珍しい。

上述のように本遺跡出土のイヌの骨の多くが断片的的であるために、その大きさを計測でき

た部位が極めて限られる。先ず歯牙でではM、の歯冠長平均18.18。本州産の縄文犬に比べて

さらに小型ではないかということをのべたことがあるが、本州縄文犬の雌位の大きさとみても

よいであろう。

四肢骨については、計測の可能であった部分が極めて限られるが、やはり本州縄文犬の小型

の雌と比較できるのが、大きい方のものになるとみてよい。

5. 海牛目

本遺跡においても、特にジュゴンの骨が多いわけではなかった。

表97 ジュゴンの骨 出土状況

部
図
版位

頭菰片
- --

肋骨ヽ ー・．．

不 明

21―ーロ 地区 I - I――- -'-- -, — 7―--ヽ- -
21ーノ、 地区

lil3 
]I] 層 IV I箇 i小計 ¥T] 肘 iVll 層, : I 1 I ,-1― -r, ―一f-3 -, ! r, 

_) _--1--~- i I_-+~> 1-~: -----1-~i~-r -199 
3 号
II /習

l 

6. 奇蹄目

出土したウマの骨は少なく、わずか 3点である。いすれも下顎臼歯で21ーハ地区から出土し

たものて、 I層で 1点、 m層で 2点の出土である。

7. 偶蹄目

a. イノシシ科

多くのイノシシの歯牙、骨類が出土した。それらの部位別の数量を別表に示してお！ヽた。単

純は総量についてはそれを参照されたい。例えば、歯牙では最少個体数で下顎犬歯右34(c?1)、

同19(?)計53がもっとも多く、臼歯では右M,C7)29、右dm,26なとが多い。このm山は生後 1年

程までの個体であり、これずM,の数にみられるように成獣個体の数とほぽ同程度にあること

が注目されよう。また闘については、その数が少なく、 3年以上個体の少ないことが予想さ

れる（）

四肢骨については歯牙よりも多数のものがのこされ、したがって推定される個体もまた歯牙

での場合を上廻っている。例えば上腕骨の遠位端は右33、左49、踵骨では右45、左19、距骨右

34、左27であった。

昨年報告した波照間島下田原貝塚の出土量に匹敵する量のものとして、沖縄本島における例

としては、早期の野国遺跡に次ぐ出士量であった。
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表98 イヌの下顎・後臼歯計測 単位：mm 
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表101 イノシシ出土状況
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表102 イノシシ歯牙出土状況

I二
Iご 頒

... 

R L 
.. 

I'2  'C  pl 2 3 ,, M', :1 I1 2 :1 C pl 2 :1 ,, M', 3 l l 2 3 C 
1I 2 3 C m2  " 

、9 I 
. . .. I ＇ ' j I 2 3 

11 2 'C  m'"  C 1112 3 .i .. 

東 l 
． 

I 

ィ II L 1 1 1 1 1 1 

IIド 1 

小計 I I 2 1 1 1 I l 1 

I 1 I 

21 II 

Ill I 1 1 
ロ

N l 1/ 1 I 

地 V 

小，JI 1 l 1 1 1 1 1/ 1 1 I -
II 1 

区 [[[ 1 

N 1 

V 
ノ‘

VI 5 2 ％ 3 8 1 1 1 4 13 9 5 G 2½ 5 4 2 1 1 1 4 9 21 19 5 27 4 9 
VII 1 1/ 1 1 I 2 2 1 1/ 2 I 1 I 3 :l 47264G  
不明 I I 1 

4 ヽ ~I G 2 ％ 4 l1 2 1 1 5 17 11 5 8 2½ 7 5 1 212489  27 27 7 :i:i 9 17 .. .. 
~~ 

I 

22 II 1 1 
2 II .n, _ 1 l 1 I 

地イ III 

3 II 
', "＇ ・ 

2 2 2 1 1 
I><、 III I 1 

小計 3 2 2 1 1 l 1 1 j 1 2 - - .. . .. 
~~ 

22ーロ
- .. . ・・・・・・・-・-・・・ 

令体イ＜明 1 I 1 ' ..  . ... 
総合計 8 2 ％ 5 11 2 2 1 5 21 13 9 ll 3 %1 I 8 7 2 5 1 5 7 8 10 33 30 7 34 10 19 1 

＜凡例〉① I→切歯 C→)ミ歯 p→ fiij臼湘 M→後l'.JWJ j→乳リJ歯 m→乳臼伯

② 1→節 l

③ Cの項

2→ 第 2 3→ 第 3

オス／メス
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ところで、捕獲とれたイノシシの令構成については上述の歯牙数などにもうかがえるが、歯

牙の咬耗と萌出によって概略をみると以下のようになる。

表はdm,、M1、Mへ闘の上。下左右の歯について、咬耗による数量を示したものであるが、

闊萌出以前を示すdm,、M期出以前のMは、咬耗かa~gとみて、そのすべての段階のM1、そ

して陣か萌出してからMか萌出完了する以前の段階の間のh~j、M,())a~d、M,のa• bのそ

れぞれの最少個体数推定値、 M3の萌出完了以後のM心 e~j、M心 c~nの最少個体数推定値を

算出した。

図182 イノシシ
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この数字は先にみた四肢骨から推定された個体数はと近似する。しかし、あくまで最少個体

数であり、実際はこれを上廻る数であることは云うまでもない。そして、その例構成であるが、

0.5オ未満は10%で少なく闘萌出以前の若い個体1.0オ未満と考えられる個体が30%というのは、

先に報告した下田原貝塚に共通するが、 2.0オ以上の個体の42%と多いのは異なる点である。

あるいは、これは島瞑と本島のような狩猟環境を反映しているかと思われる。本島における方

かより豊富な個体をもつ猟場が想定され、成熟した大形の個体の捕獲が可能であったというこ

とであろう。

b. ウシ

出土数は少ない。 21地区ハの出土層表104 ウシの出土状況

不明の下顎歯破片 l点を除いて、いず

れも I層からの出土である。

21地区口から下顎歯（下顎骨）が 4

点出土したが、四肢骨は21地区イから

大腿骨が 1点出土しただけである。

出土層からみても、ウシ骨は貝塚時

代のものではなく、現代に近いものと

思われる。
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古我地原貝塚出土の脊椎動物遺存体の特徴

占我地原貝塚からは、量、種ともに多くの脊椎動物の遺体が検出された。縄文期の動物骨を

知る上で貴重な資料の一つになろう。上述してきた動物について、今その主要なものについて

特徴となる点として概要を記すとすれば次のようになる。

節足動物。甲殻類岩礁に多棲するカニ類は食用として有用であり、多獲されたことが予想さ

れるが、普通にはその遺骸をのこすことができない。従って、出土する量は遺骸の保存の条件

にかかるので、一概に力ニの捕食状況を説明できない。むしろ、海岸線の環境の推定を基に当

地のカニ類の捕獲を考えることを今後の課題としたい。

脊推動物

軟骨魚綱：サメ、エイ類の骨は少なかった。南島における場合の特徴である。外海原の魚類

の少ないことと符号する。

硬骨魚綱：多数の魚骨が出土している。これ程多くの骨を出土した調査はこれまでになかっ

たであろう。そのために種類もまた多くが知られた。その半ばはブダイ類であって58.2を占め、

ハタ類、ベラ類でさらに30%というように強い岩礁性を占めることになる。このハタ類の多い
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ことは本貝塚での特徴としてあげられよう。

ハマフエフキ、クロダイなどの砂礫底海域に棲息する魚種は7.1%で内湾的な海での漁とな

ろう。このような魚種構成は、この地域独特のものではなかったかと考えている。

爬虫綱：ウミガメ類があるが、数は少ない。島嶼の場合を除いてウミガメ類は少ないようで

ある。島と本島との食料資源の供給量の違いがあるためと思われ、島嶼程こうした動物にたよ

ることが多かったのであろう。あるいはまた、ウミガメの捕獲を当初からあてにする程の捕獲

量が島ではあったと思われる。

ヘビ類の推体がかなり多い。ただ、 1個体で多数の推骨をもつから、千数百の推体から推定

されね個体数は必ずしも多くはないが本土の塚土と比べれば明らかに多いし、また目立つ個体

数については今後詳しい調査が必要であろう。既述のように大型のハブも含まれており、摂取

明な捕獲が推測される。

哺乳綱：ケナガネズミ、オオコウモリの出士は南島を特徴付けて興味深いが、特に目立った

捕獲量とはいえないようである。しかし当時の捕獲の方法や棲息の状況を考える上で注意すべ

き資料といえよう。

ジュゴンについては、特にその出土量について注意しているが、今回の調査でも特に目立っ

た出士ではなかった。骨が骨器に利用されたにしても、歯とか骨器利用に不向きの四肢骨など

は未加工品として出土することが期待されるが、それも数少なかったのである。やはり捕獲量

の多くないことを予測さぜるのであろう。 イノシシは多くの遺骸を出土していた。犬歯によ

る最少個体数53個体であり、臼歯の萌出状態をみると、 M閣出後の成獣個体が19個体と最も

多く、次いでく闘＞（闘未萌出）の生後半年 (1.5オ）の伺体が多い。棲息個体数の多い年令

の個体が多くとられ、それよりも高年令個体もまた積極的に獲るといった狩猟であったとみて

よいであろう。また季節的な差異を示すことも考えられる。こうした傾向は、これまでに筆者

がみてきたシヌグ堂、波照間島下田原などの貝塚出土のイノシシについても云えることであり、

本州の関東地方貝塚で知られる傾向でもある。

このようなイノシシ猟に欠かせかったのがイヌであろう。本貝塚からは最少推定個体数27個

体のイヌの骨が出土している。沖縄の遺跡で最も多くの骨を出土し、狩猟用に飼われていたと

考えられる。ただ、これだけのイヌの遺骸で出土したが埋葬例は一例もなかった。沖縄諸島の

縄文時代遺跡でのイヌの埋葬例はまだ知られていない。
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第 8節 貝塚出土のグスク時代バ圧世遺物

貝塚からは土器、石器、貝製品など当時の遺物の他に、グスク時代や近世の遺物も得られて

いる。これらは、おもに表土層および表採によるものである。遺物の種類としては、須恵器、

磁器、陶質土器、陶器、管、煙管、古銭がある。以下、順に略述する。

05 近世遺物の出土状況

1. （図183、図版187)

1は胴部破片である。両面にタタキ目が見られる。表面は半分程ナデ消されている。裏面は

格子状のタタキ目である。器色は灰褐色を呈する。 21地区、 M-65、第 I層の仕i土。

2. 磁器（図183、図版187)

青磁、白磁、青花（染付）が得られた。中国産がほとんどで、他に本土産（伊万里）が 1点

ある。

a. 中国産

。青磁

2は連弁文皿である。口縁部は水平に折まりまげられる。 21地区ハ、 E-93、第m層の出土。

3は底部である。畳付は幅広く、施釉されている。 22地区口、第 I層の出土。

。白磁

4は碗もしくは皿の底部で、底径は53cmである。 21地区イ、 C-93、第 I層の出土。

5は小林の底部で、型づくりによって成形されている。畳付以外は施釉され、細かい貫入が

入る。底径は2.3CJ面である。 22地区イ、 S--116、第Il層の出：l:.o 

。青花

6は唇下に圏線を描く、 21地区ハ、 D--95、第 I層の出土。

b. 本土産

7は伊万里焼の瓶の胴部片で、網目文を描く。 21地区ハ、 C・-・・・94、第 I層のU:L士。
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3. 陶質土器（図183、図版187)

8~11の4点が得られた。胎土は精選され細かく、器色は橙褐色を呈する。

8は土鍋の把手である。 22地区イ S --116 第rr層の出土。 9は壷形で、口縁部は肥厚す

る。 22地区イ第 I層の出土。 10、11は土瓶の蓋である。 10はかえり部径9.0C1li、口径6.lCJn。22

地区口 Q-105第 I層の出土。 11はかえり部径9.6C1n、口径7.0cmo

4. 陶器 （図183、図版187)

本土産と沖縄産がある。

a. 本土産

12、13は接合できないが、同一個体と考えられる。唐津系の銅緑釉掛分碗ある。外面は淡緑

色、内面は灰褐色を呈する。高台脇から高台内まで無釉であるが、一部高台下端に釉乗れがあ

る。 21地区ハ、いー95• 96、第 I層の出土。九州陶磁文化館の大橋康二氏の御教示によるとこ

ろの資料は内野山窯（佐賀県嬉野町）で17世紀後半に焼かれたものである。

b。沖縄産

14は灰釉碗で、灰釉をつけ掛けによって施釉する。外面の胴部には削りを施す。口径は13.4

cmである。 22地区イ、 J-100、第 I層の出士。

15、16は白釉碗である。 15は底部から緩やかな丸味をもって立ち上がり、口縁部へ直線的に

開き、口縁部は僅かに外反する。畳付は無釉で、外面端は釉を削りとる。見込みは重ね焼の際

の釉着を防ぐため輪状に削りとっている。両面に粗い貫入が入る。口径13.5cm、底径6.0cm、

器高6.4cm。22地区二 表採。 16は底径5.8cmである。畳付は無釉で、見込みは重ね焼の際の釉

着を防ぐため輪状に削りとっている。両面に細かい貫入が入る。 21地区ハ E-93、第 I層出土。

5. 薯 （図184、図版188)

17は頭部がスプーン状に丸くなる。ムディ、竿とも断面が六角形である。先端は六角錐を作っ

ているが、磨滅した稜は不明瞭である。現存長12.7cm。22地区ハ、 D-115、第 I層の出土。

18は頭部が細いスプーン状になる。ムディ、竿とも断面は六角形の成形され、先端は六角錐

になる。竿は大きく折りまげられている。 22地区イ V-114、第 I層の出土。

6. 煙管（図184、図版188)

19は煙間の吸い口である。長さ5.5cm、吸い口部径7mm。羅字接続部は横から押しつぶされ、

楕円形を呈し、直径1.1cmを測る。 22地区イ W-114第 I層の出土。

7. 古銭 （図184、図版188)

4点得られた。 5.6は完形品、 6。7は破損品である。いずれも寛永通賣（初鋳年代1636年）
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表106 古銭観察一覧

造物 直径 厚さ 孔 重鼠
観 容Jヽ 事 項 出土地区 出土地点 層位番号 (cm) 伽皿） 縦x横 (mm) (g) 

20 2.2 1.1 7 0X7.0 2. 4 文字は磨滅している。 22ーイ 表採

21 2 3 0 g 7.0X6 5 1 6 文字はやや鮮明であるが、銭自体は暦滅している。 22・-" D-E-120 1 

22 2 5 1 2 □ X 6 0 1 8 文字は鮮明である。 21ーイ K-67 1 

23 2. 4 1 1 □ X □ 1 2 「賓」の字は青錆が付着。 22ーロ いー 107 1 

第 9節古我地原貝塚の人骨

21ーイ 1' 女性壮年期 小柄古い形質は認められない

2, 女性年不明 小柄

3, 乳児 1年以内

＊大腿骨の中に男性と考えられるものがある。

21ーロ 1' 未成年（高齢ではない）歯根は完成、頭蓋骨の縫合は完成せず歯の摩耗

21ーハ 1' 幼児乳歯の下に永久歯が埋覆している。

22ーイ 1' 性別、年齢不明
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第 7章 収 束

今回の調査成果について前章までに述べた。ここではその成果を踏まえて若干の考察と問題

点についてふれまとめとしたい。

本貝塚は台地上に居住地域、崖下に貝塚を形成するという高宮編年前IV期前半（沖縄貝塚時

代前期前半）の時期の一般的な立地のあり方（沖縄本島中・南部）を示すものの、出土土器の

大半がこれまで奄美系土器と呼称されてきた一群の土器により占められていることが特徽の 1

つである。
ltl 荘2 註3

本県においてこのような状況を示す遺跡の例は少なく、具志川島遺跡群、浦添貝塚、隅原遺

跡など数例が知られているだけである。この種遺跡の性格や文化内容などは判然としない部分

が多く、諸説に分かれているところでありその検討は今後の課題である。

さて、本貝塚の調資では遺構の検出、多種多様な遺物の出土があり、文化内容の一端を窺う

ことができた。

まず、遺構についてみよう。 22地区の東側（イ区）と西側（口区）で竪穴遺構、集石炉、焼

土、ピット群などが検出され、 21地区では岩陰部の前庭付近や結晶片岩の凹部（口区南西側）

で焼土が認められた。

22地区イは集石炉（第 1 号遺構）。竪穴住居跡（第 2 号遺構）• 投棄場（第 3号遺構）の 3

基が10m内外という近接したかたちで検出され、 1つのセット関係を示すようであった。これ
糾.4 註5 註6

まで該時期の遺構としては津堅島キガ浜貝塚の竪穴住居。伊武部貝塚・具志川島遺跡群の集石
註7 118 I.to 

炉などが報告され、奄美においてもケジ I遺跡・嘉徳造跡・宇宿貝塚などで遺構の検出が知ら

れているが、本逍跡のような検出例は初めてであり注目される。

22地区口では竪穴遺構が 3基（第 4~第6号遺構）、屋外炉（第 7号遺構）、性格不明の遺

構（第 8号遺構）、焼士群・ピット群が集中して検出された。約14mXl6mのほぼ円形状の平

面がすり鉢状にくぼんだ底面を中心としてみられ、これまでに類例の報告をきかない。特に一

定幅の焼土が壁面を廻る第 4号遺構は注目される。

また、 3抵の竪穴遺構は第 6号が第 5号を切っており新旧が判明するものの、第 6号と第 4

号は接するような状況で判然としなかった。第 6号は北西側（第 4号と接する側の反対側）に

径約 lmの掘り込まれだ炉を有す。出土土器からすればほとんど時間差はみられず、これらの

竪穴遺構がどのように関連していたのか現段階では明示し得ない。

この凹部の東南側に集中するヒ°ット群、点々とみられる焼土などある特定の「場」を想定さ

せる。
註10

21地区の岩陰部前庭近くで検出された焼土はすでに知られているように、岩陰部を利用して
紅11

いたことが窺われるが、仲泊第三貝塚のように住居としていたかどうかは判然としない。また、

22地区口の北側崖下になる21地区ハにおいては、第VI層・第VJI層に比較的広い範囲（大体 2m
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四方）に焼土がみられたが、包含層にサンドウィチ状に狭まれた包含層の傾斜に沿ってみられ

ることから上方から投げ込まれたものと解された。

ただ、これら遺構の全体的な相互関係をつかむまでには至らなかったが、集石炉については

伊武部貝塚や宇宿貝塚などでも検出されており、該時期には普通にあったものと思われる。ま

た、 22地区口の遺構群についてはいわゆる食料残滓（貝、獣魚骨など）が皆無の状態であった

ことは暗示的で、類例資料の増加を侯って検討したい。

次に出土遺物についてみると、それぞれ特徴的な面を有していた。

土器は前述のとおり、いわゆる奄美系土器が主体をなす。これらは大型の資料にも比較的恵

まれ、それぞれの型式でより明確になった点も多々窺えた。

今回得られた資料を尖底、平底のグループに大別した。第 1群とした尖底グループには面縄

前庭式。仲泊式がある。今回この両者の中間タイプと目される資料も割りと得られており、こ
社12

れまで不明とされていた仲泊式の出自について一つの可能性を示せたのは大きな成果であった。
釦 3 紅lb

面縄前庭式は河口貞徳氏により設定された型式であるが、沖永良部神野貝塚の調査成果によ
社15

り、現行編年より古く位置づけられることや細分の可能性が示された。具志川式。神野C式 8

面縄前庭式がそれで、本貝塚では面縄前庭式か主体をなす。また、面縄前庭式の壷形の量的な

出土は本貝塚の特徴の 1つとしてあげられよう。
乱16

仲泊式は当真嗣ーた、上原静の両氏により提唱され、近年資料も増加してきたが不明な点の多

い上器である。今回、面縄前庭式との関連がつかめたが、どのように後に展開していくかは今

後の検討諜題である。

中間タイプのものはその他の資料として扱ったが、ケジ I遺跡などにも見られ今後資料の増

加とともに両型式の関係がより明確になっていくものと考えられる。

第 2 群とした平底のグループには面縄東洞式 G 嘉徳 I• II式 6 神野E式・伊波式。荻堂式・

無文の資料がある。量的には前 2者が主体をなし、他はそれほど多くない。

面縄東洞式では図79の296に示した皿形、図39の40、図80の297• 298に示した壷形は注目さ
i,l.17 

れる。前者の器種は市来式土器によく見受けられるものとされ、市来式との関連が考えられる。

後者はほとんど類例資料の報告を聞かないもので、今後の資料の増加を侯ちたい。深鉢形では

器形。大きさなどかなり明確になった。図84の343の資料は5個配された山、 2段肥厚など初め

ての資料で注目される。

また、 aタイプとしたものは本型式からはずれるものかと考えられ、特に図82の316、317は

貝殻を施文具として使用しており、仲泊式との関連も考えられる。

嘉徳 I式はA。Bに分頬されているが、今回は爪形文（押し引き文）十沈線文で一括した()

f、gタイプは伊波式、大山式を思わせるような資料もあり注目される。また、口縁部の上面

観が方形を呈するものも目立った。

嘉徳II式は量的には多くないが、図99の499は1□1縁部の上面観が菱形状になり、相対するよ
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No. 遺 跡 名 所在地

1 宇 宿 貝 塚 奄美大島笠利町

2 宇宿高又遺跡 ／／ II 

3 下山田遺跡 II II 

4 ヶ ジ 遺 跡 ／／ II 

5 ゥ フ 夕遺跡 II 竜郷町

6 嘉 徳 遺 跡 // 瀬戸内町

7 面縄第 3 貝塚 徳 之 島伊仙町

8 面縄第 4 貝塚 II II 

， 神 野 貝 塚 沖永良部島知名町

10 久里原貝塚 伊平屋島伊平屋村

11 具志川島遺跡群 具志川島伊是名村

12 屋那覇島遺跡群 II II 

13 浜 崎 貝 塚 伊 平 島伊江村

14 墨屋原遺跡 屋我地島名護市

15 伊 波 貝 塚 沖縄本島石川市

16 古我地原貝塚 II II 

17 伊武部貝塚 II 恩納村

18 仲泊第 4 貝塚 II ／／ 

19 仲泊第 2 貝塚 II II 
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図185 奄美系土器出土分布

与論島

。

No. 遺跡 名 所 在 地

20 隅原遺跡群 II 具志川市

21 渡具知東原貝塚 II 読谷村

22 地荒原遺跡 II 具志川市

23 地荒原貝塚 II ／／ 

24 室 III 貝 塚 II 沖縄市

25 知 花 遺 跡 II ／／ 

26 キガ浜貝塚 津 堅 島勝連町

27 平安名貝塚 沖縄本島 II 

28 東 貝 塚 渡名喜島渡名喜村

29 浦 添 貝 塚 沖縄本島浦添市

30 JI I 原 貝 塚 II 玉 城村

31 百 名 第 2 貝塚 II II 

32 宇和川半洞穴遺跡 II II 

33 熱田原貝塚 II 知念村

34 ザカン原遺跡 II 具志頭村

35 古座間味貝塚 座間味島座間味村

36 ウ タハ貝塚 阿 カ専ロ 島 II 

37 名城前原退跡 沖縄本島糸満市

38 喜屋武同村貝塚 II II 
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うに 2種類の山を配しており注意される。 498もあまり見られない器形である。

神野E式は伊波式に先行するものとされるが、今回は伊波式ともども小破片の資料だけで、

詳細については示し得なかった。

無文の資料については上記いずれの型式に伴うか不明である。ただ、図103の558は口縁部の

形状 (2種類の山が相対するようにみられる）からすれば嘉徳Il式に近いように思われる。底

部では底面近くに押し引き文を施すものや、それに沈線文を加える脚台の資料などが注目され

よう。

石器では豊富に出土した敲打器類が本貝塚の特色である。比較的定形化しているようである

が他遺跡からの報告をほとんど聞かない。本貝塚独特のものなのか今後の資料を侯ちたい。
紅18

貝製品ではビードの出土量が豊富で、同様な状況を示す沖永良部神野貝塚との関連が注目さ

れる。また、螺蓋製貝斧が22地区イ第3号遺構から集中的に出土し、機能的な面を暗示してい

るようでもあり注意される。

骨製品も種類・量とも豊富でヤス状の刺突具、クジラ、ジュゴンの骨を利用した骨輪など注

目される標品も多い。

石製品では図167に示す彫刻石製品の資料が注目される。骨・貝製の資料との材質の差は何

を意味するのか興味深い。

自然遺物は貝類・獣魚骨類が多量に得られたが、 22地区口において皆無であることは発掘途
註IO

中でも注意された。どのような意味をもつのかは今後の類例遺跡を侯って検討したい。

最後に本貝塚について考えてみよう。これまでの状況からすれば、本貝塚は具志川島遺跡群
社20

沖永部神野貝塚に後続し、ケジ I遺跡・面縄第 4貝塚と同様な時期に位置づけられるようであ

るが、本貝塚ほど嘉徳系（面縄東洞式・嘉徳 I、Il式）土器を出土する遺跡はみられない。本

貝塚に特徽的な現像なのか今後の検討課題である。

また、本貝塚のような奄美系土器を主とする遺跡は少ないが、奄美系土器を出土する遺跡は

比較的多い（図185)。これらの関係が明確になればこの時期をめぐる問題もよりはっきりし
註：I

てくるとともに、中山清美氏が指摘しているよっに奄美の遺跡が増加するにつれてより奄美、

沖縄の関係がはっきりしてくるものと思われる。

古我地原貝塚の属する時期の様相が判然としない点が多く、現況では本貝塚の特徴だけを示

す結果となったが、類例資料、遺跡の増加を期待するとともに、今後さらに高宮氏の分布圏の

問題など詳細な検討を重ねることにより、南島の土器文化の状況が解明されてくると思われる。
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